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『光冠』を見た。

　宙に浮かぶ光の輪を。

　幾多の光の欠片かけらが織りなす、天に続く白の階段を。

　それは彼女と結んだ約束の景色だ。

　つまり、それは『幻想』だ。

　潰ついえて消えた筈の意識がその瞳ひとみに映した、脆く、儚い、最後の錯覚。

　けれど、とても綺麗きれいな夢想の破片。

　たとえまやかしだとしても、きっといかなるものよりも美しい光景だと、確信することができた。

　彼女の故郷に宿る、『妖精の輪』。




　悲しみの声を聞いた。

　決して鳴り止むことのない慟哭どうこくを。

　天にまで昇る後悔と悲痛の叫びを。

　それは魂の痛哭つうこくだった。

　彼女を泣かせてしまったことが、たまらなく悲しい。

　彼女を傷付けたことが、たまらなく辛つらい。

　私がどんなに願ってもその涙が止まることはない。刻まれた傷はきっと癒いえぬまま。彼女はそれをずっと背負って生きていく。

　まだ伝えたいことが沢山あった。

　厚かましくも、もっと知ってほしいことが山ほどあった。

　しかし、それが届かないことを私は知っている。

　もう話しかけることはできない。

　もう喉のどを震わせることはできない。

　もう二度と、歌が紡つむがれることはない。

　体は消え、塵ちりとなり、想おもいは行き場を失う。

　泣かないで。

　歩き出して。

　霧散していく数々の想いの中で、どうか自分のことは忘れて、そう願えないのは私の弱さ。私の未練。私の狂おしい思い。

　そんなことを願う資格がないことはわかっている。

　それでも、望まずにはいられなかった。

　どうか、また笑えるように──。







　止まらない雨を見た。

　それは残酷なほどに美しく、清らかで、この世の何よりも尊いものだと確信できた。

　止まらない雨が、きらめく涙の雨が歌となって私の心を揺り動かす。

　理ことわりから外れた残滓も間もなく消える。

　遠ざかる景色。

　感じられなくなっていく彼女の存在。

　汚よごれた心と体でさえ漂白の狭間はざまに閉じ込められ、きっと全てを忘れていく。

　だから。

　だからこそ。

　その『光冠』に、最後に願った。




　もし『奇跡』があるのなら。

　どうか私の『贖罪しょくざい』と引き換えに。

　肉体が消え、魂が消えた後も。

　光の塵となり、その肩に降りそそぎ、ずっと彼女のことを──。

　この触れれば折れてしまいそうな花のような少女を──。




　もう二度と救いなど求めないと決めていた天そらに、そんな祈りを捧げた。


















　何故なぜ、彼女が死ななければならなかったのか。

　そればかりを考える。

　そればかりを問いかける。

　荒れ果てた思考の荒野に答えは転がっておらず、寒々とした理性の氷壁に幾ら問いを重ねても返ってくる声はない。

　今、自分を埋めつくすのは怒りでも、悲しみでもない。

『白』だ。

　頭も、心も、真っ白に染まっている。

　白い灰に覆われ、全ての境界は消えていた。

　どこまでが感情で、どこまでが思念で、どこまでが『痛み』なのか。

　何もわからない。

　何も動けない。

　何も働かない。

　そんな無窮の白原はくげんの中、灰に埋もれている『数々の記憶』が宝石のように瞬く。

『ならば、私がお前を守る。お前だけは、決して死なせない』

　とっくに擦り切れてしまっている心は光景の再生を拒む。

　けれども止まらない。

　まるで走馬灯のように情景が浮かんでは消えていく。

　彼女の声が。

　彼女の仕草しぐさが。

　彼女の温もりが。

『全てが終わったら、行こう。約束だ』

　そして叶かなわなかった彼女との約束が、最後に微笑ほほえんだ。

「……」

　滴しずくが、紺碧こんぺきの瞳ひとみからこぼれ落ちた。

　あれだけ泣いた筈なのに、この瞳は、この体は、まだ涙を流す。

　あれだけ慟哭どうこくを吐き出したというのに、この体はまだ涙を枯らさない。

　まるで滾々こんこんと湧わき出る妖精の泉のようだ。深い蒼あおに彩いろどられた水面は波紋を広げてはレフィーヤに悲痛を思い起こさせる。

『──、──っ』

　目の前に誰かが立って、何かを言っているような気がする。

　しかしレフィーヤにはそれが認知できない。

　壊れた心では何もかも認めることができない。

　ただ、乾いた唇を動かした。

　その名前を、呟つぶやいた。

「フィルヴィスさん……」
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「レフィーヤっ……」

　アイズは沈痛の念を滲にじませながら、少女の名をもう一度呼んだ。

　一向に反応が返ってくることはない。

　糸の切れた人形のように、床に崩れ落ちた姿勢のまま、涙を流している。

【ロキ・ファミリア】の本拠ホームにある、レフィーヤの部屋。

　本来は二人部屋であるそこで、エルフの少女は静かに泣いていた。

　その姿は無残の一言につきた。

　表情など消え失せ、能面のような顔に幾筋も伝う涙。

　乾燥した唇はうっすらと開かれ、時折壊れた自鳴琴オルゴールのように、今はいない同胞の少女の名前を呟く。雪花石膏アラバスターの彫像に魂が宿り、悲哀を漏もらし、流すことのない涙をこぼしている、そんな風にすら見えた。

　アイズもつい五日前まで塞ふさぎ込み、部屋の中で独り自問自答を繰り返していた。

　だが、その時とは訳が違う。

　己おのれの内側に引きこもっていたアイズとは異なり、レフィーヤは『外』から砕かれたのだ。

　目の前で大切な友が──フィルヴィス・シャリアが奪われるという形で。


「レフィーヤっ、レフィーヤぁ！　お願いだから、こっちを見てよ……！　いつもみたいに、笑ってよぉ……！」



　アイズの隣で、レフィーヤの同室者ルームメイトであるエルフィが涙ながらに訴える。

　目をすっかり泣き腫らした少女の声は既に嗄かれている。連日寄り添う彼女の献身は痛々しいほどだった。

　ティオナと、ティオネが何を言っても駄目だった。

　リヴェリアの声さえ届かなかった。

　今、この部屋にいるのは三人だけ。常時レフィーヤに付き添えない状況の中、時間を見つけては訪れているが、誰もがその声に覇気を込められなかった。今のレフィーヤにかける言葉が見つからないのだ。

　目の前で同胞の首をへし折られた。

　挙句、モンスターに喰くわれ、惨殺された。

　心優しい少女には惨むご過ぎる仕打ちだ。

　だが、そんな風に心配する想おもいとは裏腹に、『これはもう駄目だ』と。

　第一級冒険者であるアイズ達の心は冷静な判断を下していた。

　レフィーヤ・ウィリディスは『再起不能』であると。

　──立ち上がれ、仇かたき討ちをしろ。

　そんなことは絶対に言えなかった。

　黒い炎を燃やし、そこに薪をくべることは決してできない。

　黒い炎に焼かれた者がどうなるか知っているアイズには、少女を業火の海に突き落とすことなど不可能だった。


「アイズさぁん、レフィーヤがっ、レフィーヤがぁぁ……！」



「……」

　エルフィが泣き縋すがり、アイズの肩に顔を埋める。

　アイズはそれを支えることしかできない。

　泣けない自分の代わりに泣いてくれているエルフィを抱きとめることしか。

　無力感を滲ませながら、目を伏せる。

　そっと手を伸ばし、少女の手を握るも、やはり彼女は壊れた人形のままだった。
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「み、みんな……」

　ラウルは立ちつくす。

　目の前に広がる光景に、どうすることもできなくて。

　場所は本拠ホームの大食堂。

　そこでは【ロキ・ファミリア】の団員達が一言も発さず、みな一様に憂うれいに沈んでいる。まるで葬儀のようだ。普段は賑にぎわう筈の食堂が音を奪われたように静まり返っているなど、あまりにもそぐわなくて薄ら寒くすらあった。


「…………っ」



　その中には黒い毛並みの猫人キャットピープル、アナキティの姿もあった。

　与えられた休憩の時間が憎い。そんな表情だ。すべきことに徹している間は何も考えずにいられるのにと。いっそ美しくすらある同僚の懊悩おうのうの横顔に、ラウルは声をかけようとするが、やはりできなかった。

　理由はわかっている。

　先日の人造迷宮クノッソスの敗走。

『負けた』とか『一杯食わされた』とか、そういう話ではなく、盤上ごと引っくり返された。

　勝利に突き進んでいた自分達がやってきたことを、なかったことにされた。都市最大派閥の【ロキ・ファミリア】をもってしても経験したことのない事象だった。

　生き延びることに必死で、誰もが隣の仲間を失いたくなくて、こちらへ手を伸ばす同業者を見殺しにした。

【ディオニュソス・ファミリア】。

　自派閥ロキ・ファミリアが切り捨てたことで、八十にも上る他派閥の冒険者は全滅したのである。

「み、みんなっ……」

　同じ言葉しか呟けない自分自身に、本当に失望する。

　今までは、醜態を晒さらすのは自分ラウルの方だった。

　そんな自分に声をかけて、【ロキ・ファミリア】の仲間は助けてくれた。

　裏を返せば、ラウルはみっともない姿を晒すことで、周囲の『調和』や『均衡』なんてものを保ってきたと言える。それは冴さえないヒューマンであるラウルの特権で、無意識の魅力でもあった。どんなに苦しい場面でも、ラウル・ノールドが情けない姿を見せることで、団員達の顔に力の抜けた笑みが浮かび、何とかなっていたのだ。

　自己嫌悪と怒り、不安、戸惑い、恐怖。それらを乗り越えて顔を上げるのはとても苦しくて、恥ずかしくて、全身を搔かきむしりたくなるが──自分のことだから立ち上がれた。

　自分のことは自分がよくわかってるから、だから歯を食い縛って、やせ我慢もして顔を上げることができた。

（でも、今は……）

　しかし現在、ラウルはうなだれる仲間に何と声をかければいいのかわからない。

　だってラウルは直面していない。

　他ほかの人間を犠牲にして生き延びた『惨劇』に。

　人造迷宮クノッソスの退路を確保するため、ダンジョンに通じる『門』を早くから押さえていた。ラウルのしたことといえば、逃げてくる仲間をダンジョンの外に避難させた後、咄嗟とっさに最硬金属オリハルコンの『門』を閉ざし、押し寄せてくる『緑肉』をせき止めただけだ。

　他者の絶望を肩代わりすることなんてできっこないし、ましてや払拭ふっしょくしてやるなんてもってのほかだ。

　フィン達のように鼓舞することもできない。

　ラウルは自分の無能さに、情けない顔を晒すしかなかった。

「まだ腐ってんのか、てめぇ等は」

　そんな葬斂そうれんじみた雰囲気の大食堂に、苛立いらだち交じりの声が響く。

　ラウルがはっと振り返ると、一人の狼人ウェアウルフが扉から入ってくるところだった。

「ベ、ベートさんっ……」

　食事でも取りに来たのだろう。

　料理が出てくるなんてことを期待せず、食料が保管されている厨房に向かってずかずかと突っ切っていく。肩を揺らす団員達を脇目に、舌を弾はじきながら。

　ラウルは慌あわてて駆け寄った。

「ベ、ベートさんは、平気なんすか……？」

　貴方は落ち込んでいないんですか、引きずっていないんですか。

　引き寄せられるようにベートのもとへ向かったラウルは言外に尋ねていた。

　藁わらにも縋る思い、というのもあったかもしれない。

　強い第一級冒険者の力で何とかしてもらいたいと。

　が、

「うじうじ言ってんじゃねえ！　言いたいことがあるならはっきり言いやがれ！」

「ひぃっ!?」

　ベートは『通常運転』だった。

　本当にいつも通り粗暴で横暴で、普段と全く変わらなかった。

　ただ、それが今だけは、安心できた。

「……腐り足りねえなら、勝手に腐ってろ」

「……へっ？」

　だから、その吐き捨てられた言葉は意外だった。

　いつも弱者を見下し罵言を連ねるベートが、鼻も鳴らさず嘲笑もしない。

　ある種『見逃した』と言ってもいい。
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「ベ、ベートさん、どうしたんすか……？　変なものでも食べたんすか……？」

　いつもの唾棄だきはおろか怒声さえ轟とどろかない状況に、ラウルは逆立ちしたモンスターに出くわしたような顔を浮かべた。

　その間抜けな表情にイラッとしつつ、ベートは再び舌打ちを鳴らす。

「俺おれも、自分てめえの頭を冷ます時間が必要だ」

「えっ……」

「その時が来るまで、だらしねえ泣き言を好きなだけほざいてろ」

　ラウルはそこで気付いた。

　人造迷宮クノッソスの別の『門』を押さえていたベートもまた、自分と同じく『見ている側』の者であったという事実に。

　彼もまた敗走の記憶に苛立ちながら、それでも前に進むため心を整理しているのだ。

「『その時』……？」

　思わず尋ね返すラウルに、狼人ウェアウルフはようやく鼻を鳴らし、答えた。

「腐って動けねえてめえ等の代わりに、フィン達が動く」
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「状況を報告してくれ」

　ベートの言う通りだった。

　執務室では、フィンがリヴェリアとガレスとともに情報整理を行っていた。

　一匹の狼人ウェアウルフの信頼を裏切ることなく、粛々と、毅然きぜんに。

「直接の被害は、やはり【ディオニュソス・ファミリア】のみ。我々にも【ヘルメス・ファミリア】にも大きな損害は出ていない」

「じゃが、それに伴う士気の低下は止められん。同業者を見殺しにして拾った命、流石さすがのアキ達も応えておるようじゃ」

　リヴェリア、ガレスの報告を、フィンは黙って聞いていた。

　その表情に後悔も憎しみもない。痛痒つうようさえ。

【ロキ・ファミリア】だけでなく、今や『派閥連合』全体の指揮官も務めねばならない小人族パルゥムの勇者は、誰よりも冷静であらねばならなかった。自らを律し、強い態度を示すことで下の者達を導かなければならない。

　そして今のフィンは、それができる状態コンディションだった。

（存外に『異端児ゼノス』との邂逅かいこうは、僕の心を鋼に変えたらしい）

　フィンは自らの心境をそう分析する。

　これもまた主神の言う『成長』なのかと自嘲をこぼしそうになった。

　勿論、負い目や悔しさ、後悔なんて感情はある。

　しかしそれを整理し、次の戦いに立ち向かう気概が存在する。

　今、何をなさなければならないのか、【勇者ブレイバー】と呼ばれる彼が最も理解していた。

　打ち出すべきは指針の提示。

　士気が大幅に低下中の団員達を動かすための目的、ひいてはかねてから予定していた『第二進攻』のための作戦を打ち出さなくてはならない。

「人造迷宮クノッソスの状況は？」

「迷宮中を埋めつくした『緑肉』の撤去を【ガネーシャ・ファミリア】主導で行っておる。うちの団員も出して連携させているが……」

「思うように進行していない。『緑肉』が意志を持ったように襲いかかってくる、とのことだ」

　ガレスの言葉を継ぐリヴェリアに対し、フィンはここで初めて長考の姿勢をとった。

　人造迷宮クノッソス攻略のために行われた『第一進攻』。

　闇派閥イヴィルスの残党及び、怪人クリーチャー等ら地下勢力への『威力偵察』は、終始『派閥連合』の優勢のまま進んだ。フィンの電撃作戦の下、冒険者や治療師ヒーラーなど各派閥の奮闘のもと闇派閥イヴィルスの残党を駆逐し、『極彩色のモンスター』の供給源である苗花プラントにも壊滅的打撃を与えた。

　そんな中、完全勝利を目前にした終盤で、『派閥連合』は盤面を引っくり返された。

　いや、『引っくり返された』などという表現はフィンからすれば生温く、盤面ごと『両断』されたと言った方が正しい。

　意志のある『緑肉』の発動。

　醜い肉塊が人造迷宮クノッソス中の通路という通路を侵食し、冒険者達を捕食せんとしたのである。

　これに巻き込まれ【ディオニュソス・ファミリア】は事実上の消滅。

　レフィーヤの前で知己フィルヴィスも散った。

　今や緑肉に埋めつくされた人造迷宮クノッソスは、魔窟ではなく『魔城』と化したのだ。

「神ウラノス側……魔術師フェルズとも連絡を取り合っているが、何分混乱を極めていて全容を摑つかめていないらしい。あちらの見解では、精霊の『奇跡』に類するものらしいが……」

　執務机の上に置かれた魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』を、フィンは一瞥いちべつする。

　ガレスによれば、闇派閥イヴィルスの主神タナトスは人造迷宮クノッソスのことを『砦』ではなく『祭壇』と告げていたらしい。そして型モデルは『生贄いけにえ』だと。

　巻き起こった神の『送還』。

　それを引鉄にした『祭壇』の起動。

　敵の首魁にして真の黒幕──『都市の破壊者エニュオ』による計画。

「全てが『エニュオ』の思うままなのだとしたら……戦慄せんりつを禁じえない。私達はおろか、闇派閥イヴィルスの残党さえ使い捨てた。敵はまさしく神の視点に立つ者だ」

　リヴェリアは『エニュオ』の所業に対する感想を、素直に打ち明けた。

　その声の端々には畏怖の色が見え隠れしている。

「……お前は何を感じた、フィン？」

　顔を歪ゆがめるリヴェリアの隣でガレスが問いかけてくる。

　しばし黙っていたフィンは、己の心の内を語った。

「……『顔』が見えなかった。神タナトスの時でさえ感じられた指し手の表情……盤上を挟んだ先にある『意図』が、欠片かけらも」

「……」

「『祭壇』の発動のために、正体はおろか情報さえ伏せていたのだとしたら……リヴェリアの言う通り、敵は想像の埒外らちがいの『怪物』だ。そもそも、相手はまともに戦うつもりすらなかった」

　フィンは盤上に駒を打ち、知略をもって限りなく完璧かんぺきな進行を行った。

　だが正攻法を取るフィンに対し、相手はルールなど無視して、盤外から盤上そのものに剣を振り下ろしてきたのだ。

　駒はおろか、指し手であるフィンさえも斬り殺そうとしてきた。

「これが神か……」

　下界の住人である自分達とは違う視点、異なる価値、相違なる『世界観』で戦う。

　フィンは試合に勝って、勝負にも勝った。しかしその戦いそのものをなかったことにされた。その感覚は今まで知らなかった次元のものだ。

　フィンは笑った。

　屈辱と学習、そして戦意を織り交ぜた笑みだった。

「……何にせよ、切り替えるしかない。僕達が今やらなければならないのは、今度こそ勝利するために『第二進攻』の作戦を打ち出すことだ。畏おそれを捨て、もう一度『エニュオ』に挑みにいく」

　リヴェリアとガレス、そして自身も奮い立たせる勇気と誓いの言葉を口にする。

　彼等は頷うなずき合い、『魔城』となった人造迷宮クノッソス攻略のため再び情報を洗い出していった。

　しかし話を進めていく内に、フィン達は避けて通れない『疑問』にぶつかった。

「敵が『穢けがれた精霊』を用い、人造迷宮クノッソスを覆ったのはわかった。しかし……それでどうする？」

　最初にその問いを発したのはリヴェリアだった。

　翡翠ひすいの髪を揺らすハイエルフは、解せないとばかりに柳眉をひそめる。

「神タナトスの『気紛れ』もあって、『エニュオ』は儂等を仕留め損なった。それは確かなことだ。しかしそれでもなお、まだ『籠城』を続ける気か？」

　緑肉に埋めつくされた人造迷宮クノッソスは、未いまだ沈黙を守っている。

『精霊の分身デミ・スピリット』はおろか、モンスターや怪人クリーチャーが攻め寄せる気配もない。

　ガレスの言う通り、あの『祭壇』の起動は間違いなく『エニュオ』の必殺の策だった筈だ。『迷宮都市オラリオの崩壊』を成し遂げる上で障害となりうる【ロキ・ファミリア】を嵌はめ殺すための。

　しかし、その策が不発に終わった今もなお、『エニュオ』達は何の反応リアクションも起こさない。

　いっそ不気味なまでに。

「フィンが懸念していた『精霊の分身デミ・スピリット』の地上召喚……その気配もない。敵は亀を気取るつもりか？」

「……」

　ガレスの言葉が思考に沈むフィンの耳を揺らす。

　緑肉の『蓋』が施されたとはいえ、時が来れば『派閥連合』は再び人造迷宮クノッソスへと進攻できるようになるだろう。この沈黙の時間はみすみすその機会を与える真似まねだ。

　むしろそれが狙ねらいで、再び人造迷宮クノッソスに誘き出そうとしている？

　あるいは他に何か『狙い』が？

　だが、しかし、それは──。

　口を紡つむぐ執務室に、一時の沈黙が訪れた。

「……残る手がかりがあるとするなら、これか」

　机の引き出しからフィンが取り出すのは、一枚の羊皮紙だった。

　描かれているのは『邪竜』と思おぼしき怪物と、そしてそれを囲むように配置されている複数の乙女おとめだ。

　これは心が壊れる以前、レフィーヤが自分の記憶を頼りに模写し、フィン達に提出していたものだ。他ならない人造迷宮クノッソス最初の進攻アタックの際、フィルヴィスとともにタナトスと邂逅した回廊にあった壁画である。

　レフィーヤによれば、タナトスはその時、確かに言ったそうだ。

『その壁画もエニュオがどこかの遺跡から運び込ませたものらしい』、と。

「確か、『ニーズホッグ』だったか。中心にいる竜の正体は」

「神タナトスの話を信じるならな」

　ガレスとリヴェリアが、執務机に広げられた模写を見下ろす。

『ニーズホッグ』は遥はるか古代、実在したモンスターと言われている。

　レフィーヤからこの模写を提出された際、フィンも調べてみたが、三大冒険者依頼クエストの目標として数えられる『陸の王者ベヒーモス』、『海の覇王リヴァイアサン』、そして『黒竜』が現れる以前に『大穴ダンジョン』より放たれた『最古の厄災』の一つだと憶測される、ということしかわからなかった。

　憶測される、というのは詳しい文献が全く見つからず、時代背景からフィンが推察したものだからだ。

『ニーズホッグ』を示す僅わずかな記述によれば、およそ世界を絶望の底に突き落とすほどの、圧倒的な強さであったらしい。古代の人類では間違いなく太刀たち打ちできないほどの。

　どのようにして『ニーズホッグ』が討たれたのか、いかなる歴史書も語っていない。フィンが発見できたのは『光が落ちた後に全てが終わった』だとか『祈り子達の歌が邪竜を浄化した』だとか、そんな抽象的な表現のみだった。

　神ロキにも当時のことを知らないか話を聞いてみたのだが、

「あーそれ、うちもよく知らん。『下界がヤバい』って天界がざわつき始めたばかりのことやったし、うちは神殺しひまつぶしのために色々荒れとったからなぁ。確か、どっかの神が勝手に『介入』して吹っ飛ばしたらしいけど……」

　返ってきたのは、そんな答えだった。

　下界では『神の力アルカナム』が使用禁止とされている。

　にもかかわらず、『介入』とは穏やかではない。

　もし天より光の柱でも落とせば、下界にダンジョンとは異なる『大穴』が空きそうだが、と話を聞いたフィンは思ったものだ。

「この模写も、タナトスとの会話も、全てレフィーヤが見聞きした話。だが今、あの子は話せる状態ではない。あの子と居合わせたフィルヴィス・シャリアも、もう……」

　若い同胞達が至った末路に目を伏せ、声の調子トーンを落とすリヴェリアを見やりつつ、フィンはあらためてその絵を眺めた。

　中心にいる黒き邪竜ニーズホッグ。

　それを取り囲む乙女達。

　目を瞑つむりながら両手を組む彼女達は『竜の生贄』にも、竜を鎮めるための祈りを捧げる『聖女』にも見える。

　その数は、六。

（六……六か）

　嫌な数字だ、と。

　瞳を細めるフィンは、その数字が意味するところに確かな『危惧』を覚えた。

　この古代の壁画と今の状況を結びつける『材料』を、【ロキ・ファミリア】は持ち合わせてしまっている。

　問題は、この壁画と同じ未来に進むと一体『何が起こるのか』だ。

　フィンは思考を保留させ、まだぼやけている『解答』を胸にしまった。

　何もかも情報が足りない今、この黒き邪竜ニーズホッグの壁画に関する手がかりだけでも集めるしかない。そう心に決めて。

「……ロキは、まだ帰らないか」

　執務室から完全に言葉が途絶えた頃ころ。

　まるで道化の助言を探すように、あるいは求めるように、リヴェリアがある場所に視線を向ける。

　フィン達も視線を向けるところ。

　主神の居場所は、空席となっていた。
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「──正気か、ロキ？」

　話を聞いたヘルメスの第一声は、それだった。

【ヘルメス・ファミリア】本拠ホームに存在する神室しんしつ。

　フィン達が情報整理を行っていた同じ時、主神の部屋に通されたロキは、こちらをまじまじと見つめてくるヘルメスと向き合っていた。

「今、話した通りや。正気も正気、逆にこれ以外の『エニュオ』の正体が思いつかん」

　つい今しがた、ロキは語ったばかりだった。

　一連の事件への見解と、都市の破壊者エニュオの『正体』について。

　口を閉ざし、こちらの神意しんいを探ろうとしているヘルメスの顔の中で、その橙黄色とうこうしょくの双眸そうぼうだけは隠しきれない驚きに彩られている。

　普段は飄々ひょうひょうとしている優男の神は、たった今ロキに告げられた話を全力で精査しているようだった。

「……その推理に至った材料は？　口にすると笑ってしまいそうになるが、決定的な『証拠』はあるのかい？」

　この状況でなお、わざとおどけてみせようとするヘルメスに、ロキは己の背後を見やった。

　立っているのは、無理矢理同伴させた男神ソーマである。

　彼が持っている酒瓶ボトルを奪い、グラスに注そそぐ。

　紅の葡萄酒ワインが波打つ中、それをヘルメスへと差し出した。

　飲むな、と鋭い視線で言い含めてから。

「これは……いや、これが？」

「ああ、『神酒』や。ソーマと一緒に、ディオニュソスのとこの貯蔵専用庫ワインセラーから見つけた」

　グラスを顔に近付け、ヘルメスはその香りを嗅いだ。

　次の瞬間、すぐさま床へと放り投げる。

　グラスが割れる音とともに血のような水溜たまりが広がり、妖あやしい芳香が立ち上る。

　己の思考を惑わそうとする『神の酒』に、ヘルメスは唾棄の感情を隠しもせず、砕け散ったグラスを睨にらみつけた。

「これならば、神も完全に酔わせる……俺が保証する」

　ソーマが口を開く。

　その平坦な口振りには、どこか悔しさと興奮が込められていた。

　自分より極まった『神酒』を作り出した者への対抗意識と、猛烈な興味が。

「……確証はない。ロキの推理も穴だらけ。しかし、この神酒さけは……確かに、それなら……」

　ロキとソーマの弁を聞いたヘルメスは呟きを落としながら、しばし思考の海に沈んだ。

　口もとを手で覆い、細められた瞳をもって深思する。

　まるで見つかることのなかったパズルの欠片ピースを嵌めて、全ての背景を読み解くように。

「……わかった」

　やがて、顔を上げたヘルメスは答えた。

「オレもロキの考えに乗る。というより、貴方が見つけ出した神酒ピースをもとに考え直すしかない」

　それは『黒幕エニュオ』に至る道筋だ。

　不審な行動を繰り返していた男神ディオニュソスの行動をひも解く『鍵かぎ』を前に、ヘルメスは素早く意識を切り替え、フットワークの軽さを見せつけた。

「で、オレにしてほしいことは？　まさか自分の推理を聞かせるためだけに、ここへ足を運んだわけじゃないだろう？」

「『ガサ入れ』や。うち等の考えが合ってるか、裏付ける必要がある」

「おっしゃる通り」

　ロキの言葉を聞くが早いか、ヘルメスは肩をすくめて歩み出した。

「動いてみよう。ロキが求める『答え』を探しに」

　部屋を出て、外に待機していた眷族けんぞく達に命令を出す。

　そんな彼を見守りながら、ソーマとともに部屋に取り残されるロキは、自分の手もとを見下ろす。

　紅の葡萄酒ワインが詰まった一本の酒瓶ボトルを。
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「隅々まで探しなさい！　後の責任はギルドとヘルメス様に押し付けます！」

　アスフィの鋭い指示が飛ぶ。

　まるで緊急の『突入作戦』のように、踏み荒らす音や何かが引っくり返る音がそこら中から響き渡っていた。

　アスフィ達はある建物を『調査』──いや『制圧』にかかっていた。

【ヘルメス・ファミリア】の動きは早かった。ロキの『要請』が入った瞬間、直ちに本拠ホームから出動し、指示された【ファミリア】の館に侵入したのだ。

「だめだ、アスフィ！　もぬけの殻だ！」

「人っ子一人いやしない！」


「っ……！」



　虎人ワータイガーのファルガー、犬人シアンスロープのルルネの報告に、アスフィは唇を嚙かむ。

『物証』を探し出さんと捜索された館の中は、まさに盗賊に荒らされたがごとくだった。棚の中身は全てかき出され、羊皮紙の書類の海が床に広がり、その上を壊された骨董品アンティークの類が破片となって転がっている。

　しかしそれでもなお、アスフィ達は何も見つけられなかった。

　まるでこうなることなど見越していたかのように。

　遅きに失した【ヘルメス・ファミリア】をあざ笑うかのように。

　団員達の報せを聞いたアスフィは、最後に残っていた地下への階段をかけ下りた。

　ファルガー達が続いてくる中、地下室への扉を開け放つ。


「うっ……！」



「これは……血の臭い？」

　ルルネとファルガーが呻うめく中、アスフィはその光景を睨みつける。

　果物や野菜が保管された地下室に、別段変わったものがあるということはなかった。

　ただルルネが口にしたように、漂う血の異臭と、『それ』だけがあった。

　薄暗い部屋の奥。

　赤い血文字で壁面に塗りたくられた禍々まがまがしい文字群。

　嘲あざけるように、挑発するように、あるいは呪のろわれた碑文のように、こう記されていた。




『死に絶えろ、オラリオ。冥府の道は私が開く』。




　挑戦状とも、犯行声明とも取れる【神聖文字ヒエログリフ】の塊に、この場でただ一人その文字列を解読できたアスフィは両の拳こぶしを握り締める。

　そして今、自分達がいる拠点の名を言い放った。

「【デメテル・ファミリア】……！」


















　その神はずっと待っていた。

　仮面を剝はいで、哄笑こうしょうを上げる時を。

　己おのれの身に宿した『邪悪』を解き放つ瞬間を。

　何も知らない都市は反吐へどが出るほど平和で、自分を取り巻く下界の住人と神々には唾を飛ばしてやりたかった。

　そうすることが当たり前のように平穏を享受する世界に抱くのは、苛立いらだちと殺意。

　しかしそれを決して気取られないよう、神格者じんかくしゃの笑みを浮かべ、どいつもこいつも『屑共』にしか感じられない周囲と接していた。

　ある者は自分のことを善神だと言った。──とんだ笑い種だ。

　ある者は貴方の愛が欲しいと懇願した。──私じぶんの本性を知って同じことが言えるのか？

　ある者は眷族けんぞくに加えてほしいと契りを欲した。──ならば最後まで利用してやろう。

　常に笑みを浮かべるその神が見る景色は、いつも灰色だった。

　瞳ひとみに映る光景は、その神にとって、とてつもなく醜悪に見えた。

　こんなものでは『愛せない』。

　こんなものでは『満たされない』。

　こんなものは『間違っている』。

　故ゆえに、冥府を開くのだ。

　地底の扉を開き、怪物達をこの地上に呼び戻す。

　それは『ダンジョン』も望んでいること。

　自分は迷宮の代弁者となり、混沌こんとんの時代の先にあるものを求めにいく。




　そう。

　その神はずっと待っていた。

　時が満ち、自らの手で賽を投げる瞬間を。

　もう後戻りなど許されない状況を。

　ようやく自分の影に触れようとする者達が現れたが、既に遅い。

　せっかく『暗示ヒント』を出していたのに。

　せっかく平等フェアにこの『計画シナリオ』を止める機会を与えていたのに。

　自分はずっとこの犯神捜しゲームを楽しんでいたのに。

　酩酊めいていと狂乱の狭間はざまの奥で、ずっと見守って、嘲笑あざわらっていたというのに。




『エニュオ』は、声を上げて嗤わらった。
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「ありえない！」

　フェルズは、咄嗟とっさに叫んでいた。

　四炬よんきょの松明たいまつが音を立てて燃えている。魔石灯の光はなく、純粋な炎のみで照らされる薄闇の空間に、魔術師メイジの声が強く響いた。

『ギルド本部』地下に位置する祭壇。

　老神ろうじんウラノスが座する『祈禱きとうの間ま』である。

「【デメテル・ファミリア】が……あの女神デメテルがっ、都市の破壊者エニュオなどと！」

　フェルズが否定しようとしているのは一つの報告についてである。

【ヘルメス・ファミリア】が調査したという【デメテル・ファミリア】の本拠ホーム。

　女神はおろか眷族達も一人残らず消え、地下室に不気味な声明メッセージが残されていたという一報が、先程届けられたのだ。

「神デメテルは男神ゼウスや女神ヘラと同じく、この迷宮都市オラリオを支えてきた善神だ！　彼女が『エニュオ』の筈がない！」

　あるいは、そんなことはあってはならない、と言わんがばかりに黒衣の魔術師メイジは取り乱していた。

　それほど【デメテル・ファミリア】は迷宮都市になくてはならない存在だった。派閥活動は農業を主とし、穀物や野菜、果物など、オラリオに出荷される農産物の多くが彼女達の手で生産されたものである。都市の外で大農業を営む【デメテル・ファミリア】はオラリオの食料事情を一手に担っており、その割合は海産物を提供する【ニョルズ・ファミリア】をも上回るほどだ。

　恩恵を授さずかっていない、都市外の大農場で働く非戦闘員も含めれば、その団員の数は最も規模が大きい【ガネーシャ・ファミリア】をも越える。

　生産系及び商業系の【ファミリア】故に戦力と呼べるものはほぼ存在しない。

　にもかかわらず、彼かの派閥の等級ランクはＣ。

【デメテル・ファミリア】が消滅すれば多くの人々が飢え、迷宮都市には『永遠の冬』が訪れると言われているほどである。

「彼女がオラリオの秩序安寧に、どれほど貢献してきたと思っている！」

　黒衣に包まれた腕を勢いよく振りながら、フェルズが激した口調で叫んでいると、祭壇の神座しんざに腰掛けていたウラノスは口を開いた。

「だが、デメテルの本拠ホームに『エニュオ』の足跡が残されていたのは動かない」

「っ──」

「付け加えれば、デメテルは都市の内外を自由に行き来できる神の一柱ひとりでもある」

　事実のみを告げるウラノスに、フェルズがフードの奥で言葉を詰まらせる。

　都市の外へ出るにはギルドの規定でいちいち煩雑はんざつな手続きを踏まなくてはならない。しかし大農業を営み、都市の外にも拠点を構えるデメテルには、その手続きは免除されていた。

　都市の内外を自由に行き来できるという点は、今回の一連の事件に限っては重要な意味を持つ。人造迷宮クノッソスの資金繰りや『異端児ゼノス』の輸出、港街メレンへの食人花モンスター輸送など、闇派閥イヴィルスや地下勢力は頻繁にオラリオを出入りしている。何食わぬ顔で都市の外に出て、裏の顔を使い分けていたのなら、それはさぞかし楽だっただろう。

　彼女の他ほかに手続きを免除されているのは憲兵団としての側面を持つガネーシャ、あとは便利屋マルチタレントのヘルメスの【ファミリア】くらい。そして言うまでもなく、この二神は既に犯神はんにん候補から外れている。

「少なくとも、捜査線に浮上する候補としてデメテルを挙げるには、要素が揃そろっている」

　止めとばかりに、この時機タイミングでの【ファミリア】まとめての失踪。

　これで事件との関連性を疑うなというのが無理だ。

　何よりディオニュソスとの関係を顧みた時、デメテルという女神はあまりにも『黒い』。

　都市の食糧事情を支配する【デメテル・ファミリア】だけが──彼女だけが、『神酒ワイン』の材料になりうる特殊な『葡萄ぶどう』を揃え、『神酒』をディオニュソスの懐ふところに忍ばせることができた。

　何てことのないように微笑ほほえみ、グラスへ葡萄酒ワインをそそぎながら、男神おとこを酔わせることができた。

　言葉を吹き込み、自らの『傀儡』に変えることが。

「……貴方自身はどう考えているんだ、ウラノス？」

　祭壇の薄闇と松明の光が、想像の光景の数々を映し出す。

　反論の余地をなくしたフェルズは、沈痛を堪こらえるように声を絞り出した。


「…………」



　神の声を求める魔術師メイジに、ウラノスは目を瞑つむり、しばし無言の時を纏まとった。

　炎の踊る音だけが祭壇に響いていく。

「もし……」

　ややあって、老神ろうじんは重い唇を開けた。

「もし、私が考えている通りなら……やはりデメテルの所在は突き止めねばならない」

「……」

「一刻も早く。手遅れになる前に」

　提示されるのは確固たる神意しんいである。

　同郷に当たる女神に対し、ウラノスは自らの意志をはっきりと示した。

「……わかった、ウラノス。貴方の神意に従おう。もとより私は、そのためにここにいる」

　その老神ろうじんの回答に、フェルズは言及しなかった。

　もたらされた神意を実行するだけ。

　今はそのためだけの従者、忠実な『幽霊ゴースト』となるために、動揺と迷いを殺した。

　意識を切り替え、「ウラノス、別の案件を話させてほしい」と切り出す。

「人造迷宮クノッソスの存在は【ガネーシャ・ファミリア】の尽力もあって都市の住民には明らかになっていない。が……天に昇った光柱はしらだけは隠蔽できない」

　それは『第一進攻』の際に発生した『神の送還』の件である。

　凄すさまじい轟音ごうおんと衝撃を振りまいて打ち上がった光の柱は、人造迷宮クノッソスを貫き、天に突き立ったのだ。

「あの日、神ディオニュソスと神タナトスの送還を、都市にいる全ての者が観測した。立て続けに二本の柱が上がっておいて、『何もなかった』などという話を信用しろという方が無茶だ」

「神々や都市民への説明、対応はロイマン達にさせる。フェルズは引き続き、ガネーシャ達や『異端児ゼノス』と協力し、人造迷宮クノッソスの調査を進めろ。デメテルの捜索は【ヘルメス・ファミリア】に任せる」

「ああ、わかった。だが、ウラノス……」

　淀みのない命令を受けたフェルズは、最後に真理を告げるように、己の黒衣を揺らした。

「民衆は愚かではない……。事態は把握できずとも『何か』が迫りつつあるのは気付くだろう」
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　フェルズの所感通り。

　その『予兆』は忍び寄るように、都市へ蔓延はびこっていた。




「神様が送還された……しかも二柱も」

「『ギルド』は小規模の抗争があったって言ってたけど……どこの神様が天に還られたのか発表していないわ。なんだか、誤魔化ごまかしているみたい」

「以前だって歓楽街のイシュタル様が天に還ってしまったし、最近、やっぱり変だ。何かが起こってるんじゃないか？」

「それに光が立ち昇ったのも、また南東の区画だった。モンスターが出たのも『ダイダロス通り』だったし……」

　それは至るところの街角。

　混乱とは遠い、けれどさざ波のような不穏なざわめきに包まれていた。

　打ち上がった二つの送還の柱を契機に、誰もが顔を突き合わせ言葉を交わす。

　人の口には戸が立てられない。

　都市民達の憶測は憶測を呼び、一抹の事実と混ざって着実に都市へ不安を広げた。




「【ガネーシャ・ファミリア】が『ダイダロス通り』に常駐してるらしい」

「機能してるのは門衛くらいで、他の場所じゃあ最低限の憲兵しか見ないぜ」

「【ロキ・ファミリア】も慌あわただしいって話だ」

「また『ダイダロス通り』かよ……地上に進出したモンスターを討伐し終えたってのは噓うそで、実はまだ生き残りがいるんじゃねえか？」

　それは荒くれ者達がたむろする酒場。

　都市の空気を敏感に感じ取る冒険者達は、噂うわさを酒の肴さかなにしつつ今の状況を語り合う。付き合いのある商人も巻き込んで交わされる話は市井の会話より遥はるかに多角的で、話せば話すほど信憑性しんぴょうせいを増していく。

「その時は【リトル・ルーキー】、いや【白兎の脚ラビット・フット】に任せようぜ。今度こそミノタウロスをブッ潰つぶしてもらうんだ！」

「ははは、そりゃあいい！」

　冗談も忘れない会話は時折笑声に包まれるが、彼等の『きな臭さ』を嗅ぎ取る能力は本物だ。日をあらためて『ギルド』へ足を運ぶ者もいれば、懇意こんいの派閥と盛んに情報交換を行う者もいる。彼等の主神の多くは唇を舐なめ、何が来るか、何が起こるのか、疼く『神の直感』に期待を馳せながら、いずれ来るであろう『その日』を待ちわびる。

　思惑は数あれど、多くの派閥が『万が一』の備えを欠かさない。

「くそっ……何なんじゃ、この気色悪い肉壁は……」

　一方で、『核心』に近い冒険者達もいた。

『緑壁』を戦鎚せんついで殴っては崩していく。

　掘れども掘れども切りがない謎なぞの肉塊に、巨漢のドワーフは額に溜たまる汗を拭ぬぐった。

「口を動かす前にさっさと手を動かせ、愚鈍なドワーフ。これは強制任務ミッションだぞ」

　そんなドワーフの背に文句を投げかけるのはエルフの男性だ。

　隻腕の身の彼は、武具を振るえない代わりに呪文じゅもんを呟つぶやいては『魔法』を放っていた。

「ふん、口うるさいエルフめ！　おめえこそそんな体で、ちっとも働けてねえじゃねえか！」

「何をっ！」

「何だっ！」

　両種族の仲を象徴するように、いがみ合う二人のドワーフとエルフ。

　ドワーフはドルムル、エルフはルヴィスと言った。

　ドルムルはドワーフでありながら一七〇Ｃセルチもの身の丈を誇る珍しい冒険者で、ルヴィスは眉目秀麗ながら神経質というエルフの名を体で表している。

　どちらもＬｖ．３の上級冒険者で、【ファミリア】そのものも戦力が高い中堅派閥として『ギルド』に評価されている。

　そんな彼等は、他の仲間とともに【ファミリア】総出で『緑肉』の撤去に当たっていた。

　場所はダンジョン９階層から『横』に続く場所。最硬金属オリハルコンの『扉』を越えた先にある、異様な肉に覆われた領域──他ならない人造迷宮クノッソス内部だ。

「ギルドの連中も、オラ達はダンジョンの『下層』から戻ってきたばかりだというのに、コキ使いおって……」

「全くだ、穴掘りなどドワーフだけにやらせればいいものを」

『ギルド』が極秘に発令した『強制任務ミッション』によって、周囲では他のドワーフとエルフ達も作業をこなしている。『緑肉を掘り進めよ』という指令に、ドワーフが中心となって隧道トンネルを築いていた。

　軽口を叩たたくが、ドルムルとルヴィスの眼差まなざしは常に鋭い。

　なぜならば『緑肉』はモンスターのように生きており、油断していればこちらを取り込もうとしてくるからだ。

「どうやら、一部の有力派閥にもこの手の強制任務ミッションが発令されているらしい。私達と同じ、第二級冒険者を有する【ファミリア】が駆り出されている」

　小声でルヴィスはドルムルに告げた。

『信頼できる派閥』にしか出されていない『限られた任務』だと。

「この強制任務ミッション……立て続けに起こったっちゅう、例の『神の送還』と関係があるんか？」

「私達がダンジョンにいた間、発生したというアレか。安直に結びつけるのは愚かだが、何かがあると思わせるには、十分だな……」

　ドルムルとルヴィスの前で、今も奇怪グロテスクな肉壁が蠢うごめいている。

　嫌悪感を隠せないまま、二人は小さな声で会話を続けた。

「それにじゃ。【ガネーシャ・ファミリア】の連中も付いてきおって……まるで見張られているようで気に食わん」

　ドルムスの言葉通り、この場の作業には【ガネーシャ・ファミリア】の上級冒険者も参加していた。帯剣している第二級冒険者は油断なくドルムル達を見つめ、張り詰めた空気を纏まとっている。

（いや、ガネーシャ派のあの姿勢……私達の一挙一動を観察する類ではない。むしろ彼等が注視しているのは、このダンジョンのものとは思えない『緑肉』そのもの……）

　聡いエルフのルヴィスは、ドルムルとは異なり【ガネーシャ・ファミリア】の団員達は『見張り役』ではないと踏んでいた。

　彼等は『監視役』ではなく、緊急時に自分達を連れて逃げる『護衛』ではないかと。

　ダンジョンの外縁部に発生した『緑肉』。

　それだけで間違いなく『異常事態イレギュラー』に違いないのだから。

「……どちらにせよ、強制任務ミッションを課せられたのだ。やるしかあるまい」

　ルヴィス達はこの強制任務ミッションに疑問を持つことを許されていない。

『知る必要のないこと』だ。あるいは、『知ってはいけないこと』だ。

　だが、その一方でギルドの余裕のなさも露呈ろていしている。

『ダイダロス通り』から始まった『武装したモンスター』の地上進出、更に『神の送還』。

　一連の事件について思いを巡らせながら、ルヴィスとドルムルは緑肉を除去し続けるのだった。




「ディオニュソス様、いらっしゃらねぇなぁ……」

「きっとお忙しいのよ。大好きな葡萄酒ワインも飲みに来られないほど……」

　それは下町。

　とある男神が『地域活動』と称していた交流がぴたりと途絶え、人々の顔を曇らせる。

　何が起こったのか知る術すべのない下町の住民は不幸なのか、あるいは幸せなのかはわからない。ただ神が欠けた『歪ゆがみ』は、確かに表面化し、不安を助長させていた。

「ねぇねぇお母さん、ディオニュソスさま、いつ来るのー？」

「こんど私たち、【ファミリア】に入れてもらうんだー」

「ねー？」

　何も知らない子供達の笑い声だけが無邪気に響いていく。

　美しい筈の雲のない青空に向かって。

「あ、ヘスティア様！」

　下町とは異なる場所でも、何も知らない子供達の声は弾はずんでいた。

「やぁ、フィナ君。ライ君もルゥ君も。今日もジャガ丸くん持ってきたぜー」

「ありがとう、ヘスティア様！」

「ありがとう、ございます……」

　女神は抱き着いてくる犬人シアンスロープの少女を受け止めながら、ヒューマン、ハーフエルフの子供達と笑みを交わす。

　迷宮街の復興作業により、都市北西にある仮設住居には貧民街スラム出身の住民達が居付いていた。団長と話し合い僅わずかながらも孤児院へ寄付しているヘスティアは、交流を持つようになった子供達に眷族の冒険話をせがまれながら、さりげなく尋ねた。

「最近、何か変わったことはあったかい？　困ったことでも構わないけど」

「うーん、マリア母さんや他の大人達が、迷宮街ダイダロスどおりはどうなるんだろう、って話してた」

「誰も近付けない、って聞いた……」

「私達、いつ帰れるのかなぁ……」

　子供達がそれぞれの表情を浮かべる中、「あっ」とヒューマンの少年が声を上げる。

「そういえばさっきまで、ロキ様がここにいたよ」

「ロキが……？」

「うん。大人達に話を聞いてて……誰かを探してるみたいだった」

　自らも都市の状況を感じ取り、それとなくガス抜きを行っている女神は、子供達の言葉に動きを止める。

「何か……嫌な感じだよなぁ」

　女神の呟きが、不自然にも見える晴れ渡った空へ吸い込まれていく。

　都市は静かに、けれど確実に、不穏な気配を感じ取っていた。
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「……ざわついてるわね。いつものオラリオとは違う」

　カーテンを除け、窓の外を眺めるティオネは呟いた。

　青空の下、平和とは言い難い喧騒けんそうを街並みから感じ取っていた彼女は、振り返って部屋に視線を戻す。

「ま、『あんた達』が地上に出てきた時の方が、よっぽど酷ひどかったけど」

「……あの時ハ、本当ニご迷惑ヲおかけしましタ」

　ティオネと声を交わす相手が操あやつるのは、どこか拙い共通語コイネーだった。

　その姿を見れば常人ならば驚き、意識を失うか、武器を抜いていただろう。

『彼女』には人としてあるべき両手がなく、代わりに『両翼』があった。

「モンスターに謝られるのって、変な感じ。女戦士アマゾネスの私でも目眩めまいっていうか、面食らっちゃうというか……とにかく頰ほおをつねって、夢かどうか確かめたくなりそう」

　思わず口もとを変な形に変えるティオネに、『彼女』は──歌人鳥セイレーンのレイは苦笑を返した。

『第一進攻』が決行された日、『罠わな』が発動した人造迷宮クノッソスが死の牢獄と化す中、彼女は『異端児ゼノス』の群れと離れ、冒険者達の救助を断行した。そこで間一髪、【ロキ・ファミリア】の窮地を救ったのである。

　そこから地上に一人残ってしまった彼女は、今日まで【ロキ・ファミリア】に匿われる形でこの『黄昏たそがれの館』に身を寄せていた。

　無論、極秘裏に、下級団員には一切いっさい知らされることもなく。

　ここにレイがいることは、ごく僅かな者達しか知らない。

「本来なら魔術師フェルズノもとニ身を寄せるべきなのでしょうガ……」

　レイ自身、こうして人間の部屋に『怪物じぶん』がいること自体、絵画の中に紛れる黒汚シミのような存在だと自覚しているのだろう。申し訳なさそうに羽毛に包まれた自分の肩を縮める。

　その仕草しぐさや、今も椅子いすに腰かけている所作は、あまりにも『怪物離れ』していた。

『怪物離れ』なんてほとほとおかしな言葉だが、ティオネにはそうとしか言えない。

「……状況が状況だからしょうがないわよ。ギルド本部も余裕がないし。というより、冒険者も含めてあっちの方が人の出入りが激しいから、ここに隠れてる方が正解ね」

　自分の考えに軽く息を吐いたティオネは、気を取り直して会話を続けた。まるで人相手へそうするように。

　その意識の切り替えの早さ──というか無頓着さ──は流石さすが剛胆な女戦士アマゾネスと呼べるものだった。

「で？　あんたはいつまでそうやってるつもり、アリシア？」

「ティ、ティオネ……」

「顔を上げたかと思えば、すぐに床と睨にらめっこして」

　複数の尖塔の集合体である『黄昏の館』、その北西の塔、最上階に位置するこの部屋には、ティオネとレイ以外にもう一人の人物がいた。

　エルフのアリシアである。

「あんたがせっかく運んできた食事、すっかり冷めちゃってるじゃない」

　ティオネの言葉通り、机には食事が置かれている。

　アリシアは普段ならば【ファミリア】の年長者としてアイズやレフィーヤ達を諭す側だが、今この時に限ってはティオネがそちらに回っていた。他の団員がいたならば珍しい光景だと口にしたに違いない。

　つまりそれほど、アリシアもレイを前にして当惑しているということだ。

「アリシアがここに来るっていうから、私も付いてきたのに。何か言いたいことがあったんでしょ？」

　アリシアもまた、レイに救われた人間だ。

　他ならない、『異端児ゼノス』達と邂逅かいこうを果たした迷宮街ダイダロス攻防戦。

　あの日の人造迷宮クノッソスで、怪人クリーチャーレヴィスの凶刃からレイに庇かばわれたのである。

「私は……」

　まだ言うべきことが整理できていないのか、あるいは何を言うべきなのか迷っているのか。

　レイと中々視線を合わせることができない。

　レイもぎこちない笑みを浮かべつつ、それでも歓迎していた。

　目も合わせられない。

　言葉も交わせない。

　けれど、こうして歩み寄れないか模索している。

　排斥はいせきされず、駆逐されず、側にいることを許されているということは、『異端児ゼノス』である彼女にとっては救いであり、一種の『前進』でもあったのだ。

「なら、私が先に用を済ませちゃうわよ」

　神経質なエルフと考えすぎないアマゾネスの差を表すように、ティオネがレイのもとに足を向ける。ずかずかと真まっ直すぐ歩み寄られ、思わず面食らってしまう歌人鳥セイレーンに構わず、彼女はその両肩を摑つかんだ。

　怪物の肩だと忌避きひすることなく。

「──ありがとう。あんたのおかげで私が愛してる人は助かった。礼を言わせて」

　そして礼を告げた。

　瞠目どうもくするレイの前で、瞳を見つめて。

【ロキ・ファミリア】が危険を冒してまで怪物である彼女を匿っているのは、ひとえに彼女が団長のフィンを救ったからだ。

　彼女がいなければ【勇者ブレイバー】は失われ、事実上【ロキ・ファミリア】は再編不可能の状態に陥おちいっていただろう。そんな命の恩人を無下に扱うことは、助けられた本人フィンも、主神ロキ達もしなかった。

　ティオネは頭を下げながら「本当にありがとう」ともう一度告げる。

　瞳に驚きを宿していたレイは、やがて唇を綻ほころばせた。

　人間からの感謝に、何よりも感極まったように。

「──でも、団長に惚ほれたら潰すわ」

「え」

「団長に色目を使ってもブッ潰す」

　が、間もなくティオネの瞳は深淵より深い漆黒に包まれていた。

　その瞳はモンスターを殺す冒険者よりもっと恐ろしい愛の狂戦士なにかである。

　異端の怪物を前にしても全くブレないティオネの姿に、さしものアリシアもげんなりとし、ようやく肩から強張りが消えたほどだった。

　レイはレイで、感情を消した双眼に射竦いすくめられ慌てふためく始末である。

「あんたモンスターのくせに顔が良い。胸だってあるし、もし恩に着せて団長を誘惑でもしたら……」


「い、いエッ、そんなことハしませン！　むしろ私ガ一緒ニなりたい殿方ハ決まっていテ……！　とても優しくて勇敢で笑顔が可愛かわいいベベベベェルシャンごにょごにょごにょ……！」



　牽制と警告を浴びるレイは半ば混乱しながら、舌を盛大にもつれさせながら意中の相手がいると──『ベベベベェルシャン』とかよくわからない人の名前らしきものを──口にする。
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　そんな歌人鳥セイレーンに、ティオネは動きを止め、きょとんとした。

「へぇ、狙ねらってる雄おすは決まってるわけ？」

「ね、狙っているト言いますカ……」

　レイは散々恥じらった後、消え入るように呟いた。

「……誰モ抱き締められない、この翼ウデノ代わりニ抱きしめてもらえたら……嬉うれしい。そう思える人ハいます……」

　エルフのように見目麗しい歌人鳥セイレーンの相貌が、赤らむ。

　その姿はまるで自分達と変わらない、恋する少女のそれだ。

「そっか……『怪物』も恋をするのね」

　ティオネは体を離し、感じ入るように呟いた。

「私は正直、あんた達『異端児ゼノス』のことはどうでもいいと思ってる。邪魔するなら張り倒すし、力を貸してくれるなら有難く借りる。他所よその冒険者達と扱いは同じって程度」

「……」

「でも、そうね……ちょっとあんたとは話したくなった」

　そして、だからではないが、快活な笑みを浮かべた。

　あたかも妹ティオナのように。

　相互理解とは言わない。

　しかしそれは、確かに人と怪物が交わした『共感』だった。

　より詳しく言えば、偉大でも高尚でも何でもない、単なる少女達の『恋話』だ。

「そのためにも……あの糞みてえな迷宮は潰して、都市のゴタゴタを片付けなきゃなんないわね」

　ティオネは顔付きをあらため、窓の外を再び見た。

　彼女の瞳が射抜く方角は都市南東、『魔城』と化した人造迷宮クノッソスが眠る『ダイダロス通り』。

　鋭い冒険者の横顔に、レイも表情を引き締めた。

「……」

　ティオネから一瞥いちべつを受け取るアリシアも、今度はその視線から逃げなかった。

　膝ひざの上に置いた手できゅっと拳こぶしを作る。

　彼女自身、言いたいことは山ほどあるのだろう。

　しかしアリシアは、次の言葉だけをレイに向けた。

「……力を、貸してくれますか？」

　それに対し一匹の歌人鳥セイレーンは笑った。

「勿論」

　答えなど決まり切っているように。

「大空ノ下ヲ飛ぶ、地上ノ光ニ認めてもらう──それ以上ニ人間アナタ達ト手ヲ取り合う、そんな日ヲ、怪物ワタシ達ハ夢見ているのですから」
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　雄叫おたけびが重なり合っている。

　人語ではない『怪物』の咆哮ほうこうが幾重にも重なり、行く手を塞ふさぐ『壁』を破壊していた。

『オオッ、オオオ！』

『ガアアアアアアアアアアアアアア!!』

『穴』を掘っていた。

　正確には、斬りつけ、砕き、抉えぐって、壊し、行く手を阻む『緑肉』を除去していた。

　荒ぶるのは巨大な棍棒を振り回す大型級トロール、暴れ牛のごとく角を振り回す一角獣ユニコーン、両手に装備した馬上槍ランスを交互にしごく大型の巨大蜂デッドリー・ホーネットなど、様々な姿形の怪物達だ。

　共通点はそれぞれが人の武具を装備していること。

　武装したモンスター、『異端児ゼノス』の群れである。


「イヤァーーーーーーー!?　蜥蜴人リド、マタ『ブクブク』ガクルゥー!?」



　半人半蛇ラミアの金切り声──片言の人語の悲鳴が、不気味な肉塊に包まれた通路に響き渡る。

　増殖する腫瘍しゅようのごとく壁側の肉が盛り上がり、ひと呑のみにせんと『異端児ゼノス』のもとへ迫ろうとしていた。

　素早く身を翻ひるがえすのは、一匹の蜥蜴人リザードマン。

　両手に装備した長直剣ロングソードと曲刀シミター、その二振りの武器を用いず、己の大顎おおあごを開いた。

「どけ！」

　大慌てで避難する半人半蛇ラミア達を脇に、高熱の火炎を放射する。

　たちまち肉の通路は激しい緋色に包まれた。

　膨張していた肉塊は絶叫を上げるように蠢き、存分に焼き払われると、その身を炭化させて完全に沈黙する。


「ふぅ……ったく、迷宮が襲いかかってくるなんて、本当にとんでもない場所に変わっちまったな、人造迷宮ここは」



　人語を喋しゃべれない『異端児ゼノス』達から『助かったボエボエ！』と叫喚きょうかんを投げられる中、曲刀シミターを振り返しながら、ぼやく。

　蜥蜴人リザードマンのリドは『異端児ゼノス』達のまとめ役だ。

　その力はＬｖ．５の第一級冒険者に勝るとも劣らない。傷だらけの胸甲ブレストプレートを始めとした冒険者の鎧よろいを、赤緋せきひ色の鱗うろこに覆われた体の上から装着している。

　通常種とは異なる屈強な蜥蜴人リザードマンは、あらためて周囲を見回した。

　怪物であっても生理的嫌悪を与えてくる肉の大迷宮。

　光源はなく、リド達が持参してきた魔石灯がなければ闇に包まれていただろう。

　正面には未いまだ分厚い肉塊が立ち塞がっている。

　変貌してしまった人造迷宮クノッソスに、その雄黄ゆうおうの眼まなこを歪めた。

「『深層』に行ってベルっち達を助けてきて、すぐにまた人造迷宮クノッソスに戻って『穴掘り』……フェルズもモンスター使いが荒いぜ」

　迷宮そのものを相手取るというのは、さしものリドも初めてである。

　一度伸びてきた緑肉の一部──『触手』と呼ぶには太すぎる大樹の根のような『腕』──に異端児ゼノスの仲間が手を巻き取られ、あわや取り込まれそうになる場面もあった。リドが剣を閃ひらめかせ事なきを得たが、この『緑肉』は人だろうが怪物だろうが『摂取』しようとしてくる。

　対策としては、炎を浴びせ、焼き払い、怯ひるんだところを傷付ける。

　この作業の繰り返し。

　火炎が弱点だとわかったとはいえ、並の上級冒険者より屈強な『異端児ゼノス』もこの領域を進むのは一苦労だ。

「リド、へいき？」

「おお、ウィーネ。オレっちは大丈夫だ。危ないから、お前は後ろに下がってろ」

　リドの背に声をかけてくるのは、竜女ヴィーヴルのウィーネだ。

　黒のローブを頭からすっぽり被かぶった同胞に、リドは胸甲ブレストプレートの上から胸を叩いてみせるが、少女はその場から動かなかった。

「……レイ、だいじょうぶかな？」

　唇に乗せられたのは、離れ離れになってしまった歌人鳥セイレーンの名だった。

　今も心配しているのだろう。琥珀色の双眸そうぼうが水面のように揺らいでいる。

　そんな竜の少女に、蜥蜴人リザードマンの戦士は一度動きを止めた後、牙を剝いて笑いかけてやった。

「大丈夫だ、ウィーネ。フェルズが言うには、レイは【ロキ・ファミリア】に『保護』されてるらしい」

「ほご？」

「ああ。ウィーネを守ってくれたベルっち達と一緒さ。今頃いまごろ、あのおっかねえ冒険者達と仲良くやってるんじゃねえかな」

　とある冒険者達を引き合いに出されたウィーネは、ぱぁと破顔し、ようやく安心したようだった。

　リド自身、レイの安否は気になっているが、今も持っている魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』を通じて彼女は無事だとフェルズからは聞いている。【ロキ・ファミリア】の団長にそう報告されていると。

　人が怪物を『保護』。

　こんな言葉、つい先日までなら信じられなかったものだ。

　何かが変わってきている。

　あの迷宮街で繰り広げられた戦いから。

　もっと言うなら、『とある少年』に、自分リドも、レイも、冒険者達も突き動かされて。

　──そうだったとしたら、こんなに嬉しいことはねえよ。

　その末に行われたレイの献身が、冒険者達にも届いたのかもしれない。

　リドはそう信じたかった。そうであってほしいと願った。

「話ハナシハソコマデニシテオケ。コノ気色悪イ『肉』ハ何処ドコマデモ続イテイル。無駄口ヲ叩イテイル暇ハナイゾ」

「わかってるって、グロス」

　と、そこで一匹の石竜ガーゴイルが口を挟んできた。

　感慨に耽るのも許してくれない腐れ縁の同胞に、人間達のように肩を竦めてみせつつ、リドは『穴掘り』の作業に戻った。

「敵の親玉がいる場所まで道筋ルートを作ってくれって言ったって……こりゃ本当に手間がかかるぞ」

「魔術師フェルズノ無茶ナ依頼ハ、今ニ始マッタ事デハアルマイ」

　炎を吐いては剣を繰り出すリドの愚痴に、爪つめを見舞うグロスが付き合う。

　今の『異端児ゼノス』達の現在地はダンジョンの９階層相当。

　地上側から緑肉の切削作業を続けている【ガネーシャ・ファミリア】とは逆、地中ダンジョン側から『緑肉』を駆除し続けていた。

『異端児ゼノス』達にとって、10階層以上の活動はギリギリだ。

　異端児ゼノス達は基本、下級冒険者が多い『上層』には赴かない。『中層』以降と異なって総面積も狭く、あっさり冒険者と鉢合わせしてしまう恐れがある。今回はウラノス達の協力もあって、誰にも見つかることなく現在地の九層へ侵入できていた。

　とはいえ、だ。

　敵の本丸、『目的地』に辿たどり着くまでにはまだ時間がかかる。

「けど……最初の時より、緑肉にくの抵抗が弱くなってるよな？」

「アア、間違イナイ。一度目ハ更ニ苛烈デ、犠牲モ出カケタ」

　調査当初、『緑肉』の活動は凄まじく、上下左右、四方八方、床と壁面と天井てんじょう、まさに迷宮が一つの生物となって襲いかからんばかりだった。

　それと比べれば今の『緑肉』の活動は局所的で、ふと思い出したように襲いかかってくるのみだ。苦労はするが、危険はない。

　城が門を閉じて消極的な『守り』に入った。

　リドはそう感じていた。

「！」

　緑肉を掘り進めていると、ぐしゃ、と嫌な音を立てて複数の『死体』が目の前に転がる。

　身に纏っているのは、原型をかろうじて保っている防具。

　冒険者だ。

　あの悪夢の日、緑肉の侵食に呑み込まれた【ディオニュソス・ファミリア】である。

「……ココマデ、押シ流サレタカ」

　死体は酷いものだった。

　干からびたものもあるし、腐乱したように原形をとどめていないものもある。共通しているのはぐちゃぐちゃとなっている表面の肌で、その容貌はおろか、『恩恵』が刻まれる背中を解析して身元を割り出してやることもできない。

　人間の言葉を借りるなら、食事作法テーブルマナーも意に介さず『食い荒した』ようだ。

　リド達は咄嗟に背で隠そうとしたが、視界に捉とらえてしまったウィーネが「うっ……」と思わず口を押さえた。

「魔術師フェルズノ予想通リ、コノ『肉』ハ取リ込ンダ冒険者ヲ『養分』ニ変エテイルヨウダナ」

　屈みこみ、残り滓となった死体を検分するグロスの呟きが落ちる中、リドは相貌から嫌悪を滲にじませずにはいられない。

　一方で、胸中に渦巻くのは一つの『疑問』である。

（問題はよぉ……その『養分』を何に使おうとしているのかだ）

　迷宮を覆った『緑肉』が『穢けがれた精霊』の仕業だということは予想がついている。

　だが、敵の『狙い』そのものは確定していない。

　人造迷宮クノッソスに誘き寄せた冒険者達を全滅させるためか。

　それとも、別の思惑があるのか。

（緑肉にくの抵抗が弱まってることと、『養分』の使い方は関係してるのか……？）

　リドの脳裏を焦こがすのは『予感』だった。

　ダンジョンで産まれ、今日まで生き続けてきたモンスターの、人語では説明できない『直感』である。

　野生に還ったように唸うなり声を上げて、長い首を頻しきりに揺すっていると、

「──」

　リドは動きを止めた。

「リド……？」

　それを後方から見ていた竜の少女が首を傾かしげ、青銀の髪を揺らす。

　何も答えない蜥蜴人リザードマンは、焼かれては斬り刻まれ、無残に沈黙した緑肉に、己の手の平を押し当てた。

「リド！　何ヲシテイル！」

　声を荒らげるグロスの警告に対し。

　リドは静かに呟いた。

「響いてやがる」

　動きを止める同胞達を他所に、呟いた。

「なにかが……響いてやがる」


















「見つかんなーい！」

　広々とした書庫の中央。

　棚から出した大量の本の山に囲まれながら、ティオナが大きな声を上げた。

「馬鹿ばかティオナ！　騒ぐんじゃないわよ、ここは本拠ホームの書庫じゃないんだから！」

「ティオネも、声は小さく……」

　間髪入れず轟とどろくのはティオネの怒声だ。

　アイズの小声虚むなしく、周囲から迷惑そうな視線が殺到する。

『ノームの大図書館』。

　迷宮都市東部に存在し、『ノームの貸し出し金庫』と同じくオラリオに住まう地精霊ノーム達が経営する施設の一つだ。

　精霊の中でも地精霊ノームは器用な手先を用いてヒューマン達の生活に上手うまく溶け込んでいる。中でも保管庫セーフポイントを始めとした施設を経営する商売上手の地精霊ノーム達は『地主ランドロード』と呼ばれており、自ら発掘した宝石を元手に神々や商人顔負けの『事業』を起こしていた。この『大図書館』や『貸し出し金庫』がいい例だ。ちなみに、この『大図書館』は有料かつイイ値段がする──地精霊ノームは知識も『財』と捉とらえる──ので、一般人や下位派閥の使用率はかなり低い。

　広く、天上が高い開架室には調べ物をする【ファミリア】の人間が多くいた。

　館内の中央で声を上げるティオナ達に「また【ロキ・ファミリア】か……」という苦情めいた視線が寄せられる。

　アイズは堪らず、その身を小さくするしかなかった。

「『ニーズホッグ』なんて竜、どの本にも出てこないよ～！」

　周りの空気に気付かず、ティオナが机に身を伏せた。

　アイズ達がこの場に足を運んだ理由は、ひとえに『邪竜と六人の乙女おとめ』が描かれた壁画を調べるためだ。

　フィンは団員達に戦備を整えさせる傍かたわら、『ニーズホッグ』に関する情報収集も指示していた。本拠ホームの書庫はとっくのとうに調べつくされたとあって、噓うそか真まことか『都市一番の蔵書量』を標榜している『ノームの大図書館』に赴いたのである。

　フィン自身、既に古代の文献には当たったと聞いたので、アイズ達はティオナの好きな英雄譚から調査アプローチを試みたのだが……現状、まるで手がかりが見つかっていない。

「ねぇねぇ司書さーん。この壁画、知らない？」

　顔を机から上げるティオナはトコトコと通りかかる司書を捕まえて、もはや内密ということも忘れて壁画の模写を見せる。小人族パルゥムより身長が低く、銀行員バンカーのような高価な制服を纏まとう老け顔のノームは「フゴフゴ」と髭ひげを揺らしながら顔を横に振った。

　再び、ティオナの顔が天板へと落ちる。

「ナルヴィ達の方は、何か見つかった？」

「すいません、アイズさん。私達の方も何も……」

「この『大図書館』もそうだけど、うちの【ファミリア】の書庫だってかなりの本があるのよ？　なのに見つからないって……。しかも、この数で探してるっていうのに」

　アイズの声に、第二軍メンバーの少女ナルヴィが本の山を抱えながら疲労困憊こんぱいの顔で答える。ティオネはティオネで慣れない書物に頭痛を堪こらえるように前髪をかき上げた。

　現在、ベートやアナキティなど別命が下されている者を除いて、【ロキ・ファミリア】の団員は総出で『大図書館』で閲覧に当たっていた。

「『ニーズホッグ』ってさ、多分かなり古い童話の話だよ。『大穴』からモンスターが出てきた頃の、本当に最初期のやつ」

　のろのろと顔を上げ復活したティオナが、机に無造作に置かれた一冊を開いて、睨にらめっこをする。

「だから情報が曖昧あいまいっていうか……ほら、この本じゃ竜じゃなくて『蛇』ってことになってるし。名前だって『世を齧かじる者』とか『怒りに燃えて蹲うずくまる者』とか言われてる」

「『世を齧る者』……」

「あたし、『ニーズホッグ』って名前を最初聞いた時、わからなかったもん」

　ティオナは幼い頃ころから英雄譚を愛読している。

　そんな彼女が全く知らないというのだから、『ニーズホッグ』はまさしく『顔のない怪物』なのかもしれない。ティオナの言葉を反芻するアイズは『顔が見えない黒幕エニュオ』と彼かの邪竜を重ね合わせてしまった。

「ティオナが知ってる『ニーズホッグ』は、どんな英雄が倒したの……？」

「ううん、『世を齧る者』のお話に英雄は出てこないよー」

「じゃあ誰が倒したのよ？」

「よくわかんなーい」

「はぁ？」

「『神様が消し去ったー』とか『天に浄化されたー』とか、そんなふわっとしたことしか書かれてなかったよ」

　アイズとティオネの問いに、難しい顔をするティオナが答える。

「それにあたし、こんな『六人の乙女』がいたなんて知らなかったし……」

　本と壁画の模写を見比べるティオナを前に、アイズとティオネは顔を見合わせる。

　気になることはあるが、検証しようにも、とにかく情報が少な過ぎる。

　このままでは埒らちが明かない。

「こうなったらさ、『ギルド』に行ってみようよ！　あそこの資料室の本も見せてもらおう！」

　眉間みけんに皺しわを集めていたティオナは勢いよく立ち上がった。

　それにアイズは首を傾かしげ、ティオネは口をへの字にする。

「『ギルド』に保管されてる文献も、調べるってこと……？」

「団長だって、きっと『ギルド』にも情報収集を頼んでるわよ。それに、あそこの資料室って基本迷宮ダンジョンか都市オラリオのことしか……」

「でもさぁ、この『ニーズホッグ』もダンジョンから産まれたんでしょう？　じゃあ何かわかるかもしれないじゃん！　もしギルドがダメだったら、他ほかの神様にも話を聞いてみるとかさ！」

　望みは薄い。

　が、一理はある。

　敵が不穏な沈黙を貫いている以上、今はできることをするべきだというティオナの主張に、ナルヴィや他の団員達も頷うなずいていた。

「……いくつか班を分けましょう。ここ、ギルド、あとは聞き込み。この馬鹿の言う通り、都市を虱潰しらみつぶしに探すわ」

　フィンから現場を任されているティオネもまた、妹に触発される。

【ロキ・ファミリア】は都市に散らばるのだった。
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「早く早く！　アイズ、ティオネー！」

「急かすんじゃないわよ、まったく……」

　青空の下、オラリオの街路は亜人デミ・ヒューマン達でごった返していた。

　混雑する通りの中で、猿のようにひょいひょいと人込みを躱かわしながら手招くティオナに、ティオネが呆あきれる。

　アイズ達は三人で都市北西、『ギルド本部』を目指していた。

（……でも、探し物が見つかる可能性は、きっと低い）

　ティオネが口にした通り、フィンも『ギルド』には依頼を出している筈だ。

　あちらから連絡は来ない。

　つまり『ギルド』も目ぼしい情報は見つけられていないということ。

　ティオナには悪いが、期待し過ぎない方がいいだろう。

　これは広大な砂漠の中から、あるかもわからない『一粒の砂金』を見つける類の作業。

　アイズは今の状況がそんな途方もない旅路に思えた。

（……レフィーヤ……）

　考え事が増えると、途端に気がかりになるのはエルフの少女のことだった。

　直接タナトスの口から『ニーズホッグ』のことを見聞きした彼女の話を聞きたい、というのもあるが、それ以上に少女の身そのものを案じていた。

　ティオナとティオネも同じことを考えているだろう。口には出さないが、ふと陰る横顔が全てを物語っている。いつも行動していた四人組パーティの中で、ぽっかりと空いている穴が寂寥せきりょうをもたらす。

　立ち上がれるのだろうか。

　また、あの花のような笑顔を見せてくれるのだろうか。

　こちらの事情など知らず晴れ渡っている綺麗きれいな青空を、アイズは黙って見上げた。

「もーっ、運動はダメだとアミッド様に言いつけられたのに、頻繁に出歩かれて！　お気持ちはわかりますけどっ」

「あはは……ごめん、リリ」

　その時だ。

　雑踏を縫って、その声が聞こえてきたのは。

　──あれは。

　視界を空から通りへ戻し、その人物を見つけ出す。

　白い髪に、深紅ルベライトの瞳ひとみ。

　人込みの奥から近づいてくる少年の姿に、アイズは瞠目した。

「あー!?　アルゴノゥト君だー！」

　次いでティオナの弾はずんだ声が上がる。

　その大きな声に、向こうもこちらの存在に気が付いた。

「ティオナさん、ティオネさん？　それに、アイズさん……」

　街角でばったりと出くわした少年、ベル・クラネルもアイズ達と同じように、驚きを顔いっぱいに広げる。

「こんなところで会うなんて、すごい偶然だねー！　アルゴノゥト君はなにしてるの？」

「ええっと……ダンジョンから帰ってきて、歩けるようになったので散歩を……」

『物語の住人のような少年アルゴノゥト』の応援者ファンを自称するティオナは喜色満面で話しかけ、驚きも半ばベルが答える。

　少年は普段着を纏っているものの、左腕だけ奇妙な『鎧よろい』を身に付けていた。

　肘、腕、指の関節など、各部分に取り付けられた板金の集まり。鎧のパーツをところどころ取り付けたと言えばいいのか、一部装甲そうこうのない手甲ガントレット、あるいは未完成の義手のようにも見えた。表面は神秘的な蒼あおみがかかった銀の光沢を宿しており、魔道具マジックアイテムであることが窺うかがえる。

　恐らくは負傷した腕の補助具サポーター。

　その構造と完成度の高さから、作り手はきっとアミッドだろう。

　アイズ達三人の前で立ち止まるベルの隣には、お付きの小人族パルゥムの少女が一人。

　ベルに絡からんでくるティオナを始め、何か面白おもしろくないのか、じろーとアイズ達を半眼で見つめている。

「……」

「……」

　不意に、ティオナと会話していたベルがアイズの方を向いた。

　そのまま、見つめ合う。

「……『遠征』から、帰ってきたの？」

【ヘスティア・ファミリア】がギルドの強制任務ミッションによって初の『遠征』へ出発したことは、街に出回る情報誌にも取り沙汰ざたされたことだ。

　都市を白熱させた【リトル・ルーキー】──いや新たなＬｖ．４、【白兎の脚ラビット・フット】はその話題性もあって都市中から注目されている。

　だから、今。

　こうしてアイズの目の前にいるということは、少年はまた『冒険』を超えてきたのだ。

「……はい」

　アイズの問いに、ベルは静かに頷いた。

　ゆっくりと、その唇にほのかな笑みをたたえて。

　最後に会ってから四週間ほどになるだろうか。

　また、見違えたような気がした。

　──アイズさん。

　──僕、強くなりたいです。

　あの朝焼けの市壁でアイズに告げた言葉違わず、前に進んでいる。

　それがわかったアイズも、無意識のうちに小さく笑っていた。

　なにか言いたいことがあった筈なのに、今だけは少年のその白い在り方に、羨望せんぼうと称賛を抱いた。

「あ、そうだ！　アルゴノゥト君、この絵についてなんか知らない!?」

　と、そこでティオナが思い立ったように声を上げた。

　首を傾げるベルの鼻先に、例の壁画の模写を突きつける。

「あ、こらっ、馬鹿ティオナ！」

「あたし達、この絵について知りたいんだ！　アルゴノゥト君、英雄譚にすっごい詳しいよね？　『ニーズホッグ』って言うんだけど、何かわからないかな！」

　もはや見境なしに極秘情報を聞いて回る妹にティオネが怒鳴るが、ティオナはなんのその少年に迫る。

　信頼の表れか、今にもじゃれつく大型犬のように飛びつかんばかりのアマゾネスの少女に汗を流しつつ、ベルは壁画の模写をまじまじと見た。

　黒い邪竜とそれを囲む六人の乙女を。

「この絵って……」

「ティオナ、いきなり人に見せるのは止めろって言ったでしょ！　【白兎の脚ラビット・フット】も知ってるわけ──」

　頭を抱えるティオネが、そこまで口にした時。

「あ、はい。知ってますよ」

　そんな風にあっさりと、少年は頷いた。

「──えっ？」

　ティオネの途切れた言葉の先で、アイズも動きを止めた。

　尋ねたティオナも答えが返ってくると思っていなかったのか、目を丸くしている。

「お祖父ちゃんが見せてくれたお伽噺で、読んだことがあります。懐なつかしいなぁ」

　当の本人はけろりとしていた。

　アイズ達の思いを知るよしもしなく、追憶に目を細めて。

　そしてそのまま、笑顔のまま告げた。

「邪竜ニーズホッグを滅ぼした、『精霊の六円環ろくえんかん』ですよね？」
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　日が落ち、宵闇が空を覆いつつある黄昏たそがれと夜の境界。

【ロキ・ファミリア】本拠ホームの執務室に、フィンの重い呟つぶやきが落ちた。

「そういうことか……」

　室内にいるのはフィンやリヴェリア、ガレスを始め首脳陣、アイズ達たち第一級冒険者、下位団員達の橋渡し役であるラウルとアナキティ。そして館に帰ってきたばかりのロキだ。

　切迫した空気が執務室を包んでいる。

　部屋中央に出され、繫つなぎ合わせされた巨大な机には、拡大された人造迷宮クノッソスの設計図の模写が広げられていた。

　ベート達が地図を囲む中、フィンがアイズを一瞥いちべつする。

「『精霊の六円環』……確かにベル・クラネルはそう言ったんだな？」

「うん……その精霊達の力で、『ニーズホッグ』は倒された、って」

　フィンの眼差まなざしにアイズが頷く。

　日中、ベルと出会ったアイズ達は『ニーズホッグ』にまつわる話を全て聞いた。

　──『ニーズホッグのお話には英雄は出ません』

　──『代わりに、神様に遣わされた六人の大精霊が登場するんです』

　──『この大精霊達の命と引き換えに、ニーズホッグは倒されるんです』

　少年の説明を聞いた時の自分達は、一体どんな顔を浮かべていただろうか。

　どんな胸の音を奏でていただろうか。

　──『強力な結界で竜を封じて、【歌】を紡つむいだ……これは多分詠唱だと思うんですけど』

　──『最後に【大秘術】が発動して凶悪な竜は葬られた』

　──『僕の読んだお伽噺には、そう書いてありました』

　話を聞き終えたアイズは、震える声音で次のことを問いかけた。

『それじゃあ、この壁画えの乙女は竜の生贄いけにえでも、祈り子でもなくて──』

　その問いに。

　少年は、はっきりと答えたのだ。

　──『はい。これは円環の詩うたを紡いで、邪竜ニーズホッグを消滅させた、最古の六精霊だと思います』

　最古の六精霊。

　円環の詩うた。

　これが指し示すことは、つまり──

「──邪竜ニーズホッグを滅ぼした古代の『大秘術』を、この迷宮都市オラリオで蘇よみがえらせようというわけか」

　フィンの冷たく、鋭い言葉が部屋に響き渡る。

　唇を引き結ぶリヴェリアが身を乗り出し、広げられた人造迷宮クノッソスの地図に、赤いインクで六つの円を書き込む。

　南北に一つずつ。

　東西に二つ──北西北東に一つ、南西南東に一つ──ずつ。

　それは人造迷宮クノッソス十層で、『精霊の分身デミ・スピリット』がひそんでいるとされる大空間の位置である。

　この六つの円を一本の線で繫ぐと──正確な真円、『円環』が完成する。

「……この六つの空間、いや結ばれた『円環』は、オラリオのどの地帯エリアに相当する？」

「オラリオの中央──いやダンジョンの『大穴』を包囲する中心地。ちょうど中央広場セントラルパークを一回り大きくした形状だ」

　ガレスの問いにフィンは答える。

　アナキティが人造迷宮クノッソスの設計図の上に同じ大きさのオラリオの地図を置けば、フィンの言葉通り都市の中央部に重なった。

　もはやここまで来れば、みなまで言われなくても誰もが理解した。

　敵の狙ねらいを。

『都市の破壊者エニュオ』が行おうとしていることを。

「古代のとんでもない邪竜モンスターを滅ばした、とんでもない『大魔法』で……オラリオを吹き飛ばそうとしている？」

　青ざめたラウルの声が執務室に響き渡る。

　敵のもとにいる強大無比な『精霊の分身デミ・スピリット』。

　それを単に暴れさせるのではなく、まさに膨大な『魔力』の『炉心』へと変え、大破壊を巻き起こそうとしているのだとしたら。

「……私が人造迷宮クノッソスの中で見た、大型容器フラスコの数は『七』」

　人造迷宮クノッソスに初進攻した際、アイズがレヴィスと遭遇した広間には大型容器フラスコ──『宝玉の胎児』を培養していた設備が複数存在した。

　当時の光景を思い出し、喉のどを震わせるアイズの『危惧』を、ガレスが引き継ぐ。

「儂とティオナ達が倒した雄牛型パワー・ブルの『精霊の分身デミ・スピリット』を除けば……数は合致する、か」

　今ある材料で予想できる『精霊の分身デミ・スピリット』の数は『六』。

　アイズが見た大型容器フラスコの光景が、全て結び付く。

「それじゃあ、なに？　今、敵は『籠城』しているんじゃなくて、『爆弾』を炸裂させる『秒読み』に入ってるってこと……!?」

　ティオネの言葉は正確に現状を表していた。

　沈黙が部屋の中を支配する中、それまで黙っていたロキが口を開く。

「ウラノスとも確認を取った。もし『穢けがれた精霊』本体が古代の大精霊まで何体も喰らっとった場合、その分身デミどもが『術式』を発動できるかどうか──」

　ロキは言いながら、リヴェリアから『血潮の筆ブラッド・フェザー』を借り、地図へ新たな紅の線を書き込んでいく。

　六つの円を繫げる大円環の内側に描かれるのは、簡略化された幾つもの紋様。

　六つの『炉心』を起点にし、六つの円環を保有する、巨大な魔法円マジックサークルである。

「──答えは、ほぼ限りなく可能イエス」

　これこそが大秘術『精霊の六円環』。

　かつて邪竜を滅ぼした極大殲滅せんめつ術式──間違いなく『神の力アルカナム』の次点に迫る、下界最大の『破壊の奇跡』だ。

「この術式の名は別命、『天の扉』。展開した大規模な祭壇マジックサークルに精霊を配置し、精霊自身を媒介にして、天界の力──『神の力アルカナム』にも迫る『天柱』を召喚する。力ある大精霊が何人もおって初めて可能となる必殺……いや『反則』やな」

　絶句するのはラウルだけでなく、ティオナ達も同じだった。

『神の力アルカナム』にも迫る力。

　当時、怪物モンスターに蹂躙じゅうりんされる下界に許された特例にして『抜け道』。

　語られる規模スケールの度合いに、脳の処理が追い付かない。

　そんなロキの説明に対し、鋭く問うたのはベートだった。

「破壊力は？」

「オラリオとその周辺の大地、根こそぎ吹き飛ばす」

　その答えに、フィンを除いた誰もが凍りついた。

　ティオナ達がまったく邪竜ニーズホッグの文献を探し出せなかった理由は、ここにあった。

　古代の者たちは記録を残さなかったのではない。

　術式の発動により、あらゆる観測者が光の中に消えたのだ。

「都市を崩壊させるどころじゃない。……敵はオラリオを『消滅』させるつもりだ」

　フィンの重々しい言葉。

　この時、部屋にいる者の中でベートの脳裏のみに男の忌々いまいましい声が響いた。

　24階層の食料庫パントリーで相まみえた【白髪鬼ヴェンデッタ】──怪人クリーチャーオリヴァス・アクトの言葉が。




『迷宮都市オラリオを、滅ぼす』。




　あれは何の誇張でも、脅しでも、ましてや戯言ざれごとでもなかったのだ。

　六柱の精霊を共鳴させ、力を増幅、大術式で直上にあるものを全て滅ぼす。

『バベル』とオラリオ、このダンジョンの『蓋』が取り除かれたその暁には、モンスターを生み出す『大穴』が露出し、復活する。

　それこそが、『都市の破壊者エニュオ』と地下勢力が目論む都市崩壊の計画シナリオ。

　窓の外で完全に夕日が姿を消し、都市に完全な闇が訪れる。

　闇を背にするフィンは、アイズ達に告げた。

「緊急を要する。もはや一刻の猶予もない」
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　その日。

　都市に住まう一部の者は、それを感じた。

「……『歌』？」

　地底より響く、斉唱を。

　安らかで、おぞましい、六つ重なる『歌声』を。

　夜の帳の下。

　月に見下されながら、『崩壊の序曲』が静かに、始まった。


















　小鳥が鳴いていた。

　囀さえずりの音だ。

　何度目とも知れない朝が窓の外から訪れる。

　しかし、部屋を照らす朝日を前にしてもレフィーヤは無反応だった。

　今もずっと暗闇の中にいる。

　前も後ろも、右も左も、上も下もわからない。進むべき道はなく、一筋の光すら差し込むことはなく。刃で抉えぐられた傷は紅の痂皮かひに覆われ、すぐにブシュと音を立てて新たな血が噴き出す。絶望という名のナイフが何度だってレフィーヤの心を切り裂いた。

　ただ傷付き続け、泣き続けた心が、一つの言葉を投げかけるようになっていた。

　このままでいいのかと。

　このまま何もせず終わっていいのかと。

　問いかけが闇の中を何度も反響する。

　崩れ落ちた姿勢のまま、虚うつろな瞳ひとみを床に縫い付け、心を枯らすレフィーヤの横顔を、朝日が照らし出した。

「レフィーヤ、入るで」

　そこで、扉の前から声が響いた。

　入室してくるのはロキだ。

　ずかずかと歩いてくる主神は、人形と化しているレフィーヤの前で足を止めた。

「レフィーヤ……話がある」

　片膝かたひざを床につき、同じ目線となる。

　ロキは静かに言葉を添えた。

「自分の今の気持ちは、わかる。今から自分にとって酷なことも言う。それでもうち等は……自分に立ってもらわなきゃあかん」

　こちらを見ない、瞳に何も映さない廃人同然のエルフに語りかける。

　主神おやとしての罪悪感を言葉の裏に隠し、一柱ひとりの神の顔を纏まとう。

　枯れ果てた心に恵む『水』はない。

　ロキが放ったのは、枯れた心を燃やす『炎』だった。

「自分の前でディオニュソスの眷族けんぞくを殺した……『仮面の人物』についてや」

　ぴくり、と。

　ずっと人形だった筈の少女の手が揺れ──拳こぶしを作った。
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「ロキ、平気かな……」

　ティオナの呟つぶやきが落ちる。

　アイズ達は今、レフィーヤの部屋の前にいた。

　ロキが一人部屋に入ってから既に半刻が経たとうとしている。

『あの魔境を攻略するにはレフィーヤの力が必要や』

　ロキがアイズ達に告げた言葉だ。

　酷だと言い返す者はいた。しかし主神の言葉が何も間違っていないことは誰もが認めていた。フィン達もレフィーヤの──【千の妖精サウザンド・エルフ】の復活を求めた。

　扉の前にいるアイズ、ティオナ、ティオネ、そしてレフィーヤの同室者ルームメイトのエルフィは待つことしかできない。何もできない自分達に歯痒い思いを抱きながら、今は文字通り神に祈るしかなかった。

「！」

　その時。

　部屋の中から『声』が放たれた。

　まさしくそれは『叫び声』だった。

　あたかも使い方を忘れていた喉のどを無理矢理震わせたような。ボロボロの管パイプに勢いよく水の激流を流し込んだかのような。

　アイズ達が立ちつくしているうちに何度も声が上がる。

　碌ろくな形をとっていない叫びは何を言っているのか聞き取れない。

　ただ、アイズにはそれが『怒声』のように聞こえてしまった。

　同時にそれは、神が応じている『問答』に違いなかった。

　やがて、声が途絶える。

　アイズ達が息をするのも忘れて扉を見つめていると、

「──!!」

「レフィーヤ！」

　ギィィと部屋の扉が軋きしみを上げ、最初にロキ、そしてレフィーヤが姿を現した。

　普段は結わえている長い髪を下ろし、うつむきながら歩み出てくる少女のもとに、ティオナ達が集まる。

「レフィーヤ！　レフィーヤっ！」

「落ち着いて、エルフィ」

「レフィーヤ……平気？」

　涙ぐみながら呼びかけるエルフィやそれを止めるティオネ、心配そうに尋ねるティオナに、レフィーヤは顔を上げずに答えた。

「……はい……ご心配を、おかけしました」

　はっきり返ってくる声音はしかし、何日も人形となっていたせいか、酷ひどくしゃがれ、聞き慣れた少女の声とは程遠かった。髪の間から覗のぞく目もとも赤い。顔色は青白く憔悴しているようにすら見える。

　けれど、そこには『決意』があった。

　再起不能だった少女が立ち上がるに足る意志が。

　ともすれば悲壮にも感じられる信念が。

　自然、ティオナ達は口を閉じ、少女の前から道を開けていた。

「レフィーヤ……」

　アイズは一人、目もとを痛切に歪ゆがめる。

　ロキがどうやってレフィーヤは立ち上がらせるのか、半ば予想がついていた。

　アイズ達の励ましや訴えは届かなかった。

　ならば残されていたのは『仇かたき』の示唆だ。

　同胞フィルヴィスを奪った存在に言及し、枯れた心を火で燃やす。

　今も無言を纏う主神を一瞥いちべつするアイズの脳裏に、暗い危惧が過った。

　復讐に囚われるのではないか。

　自分のようになるのではないか。

　黒い炎に、焼きつくされてしまうのではないか。

　すぐ目の前、あの可憐かれんで明るい少女の面影はどこにもない。

　こちらに真まっ直すぐ進んでくるレフィーヤに、アイズは手を伸ばそうとした。

「────」

　だが、そこで。

　顔を上げたレフィーヤの双眸そうぼうを見て。

　こちらを見返す紺碧こんぺきの瞳を捉とらえて。

　アイズは呼吸を止め、伸ばそうとしていた手を、静かに下げた。

　かけようとしていた言葉は、どこかへ消えてしまった。

　自分のすぐ横を通って、少女は歩き去っていく。

「……行かせて、良かったの？」

　ティオナが不安を隠せない声音で尋ねる。

　アイズは何も答えず、遠ざかっていく背中を、前に進み出した少女を見つめた。
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「まさか『大精霊の秘術』とは……！」

　魔石灯に照らされる大広間に、魔術師メイジの苦渋の声が響く。

　場所は都市中央、白亜の巨塔『バベル』、その三十階。

　普段『神会デナトゥス』が行われる広大な大円卓の間は、ウラノス達の計らいで開放されていた。

　ここにいるのはフィン、フェルズ、シャクティ、椿ツバキなど、各組織の代表だ。

　いわゆる正義の派閥の面々が集まり、作戦会議を行っていた。

　他ほかでもない都市オラリオ崩壊の計画シナリオを防ぐために。

「『円環の詩うた』……六体の『精霊の分身デミ・スピリット』を共鳴させ、魔力を循環、解放された一撃は全てを滅ぼす、か……」

「まったく、大掛かりなことよ」

　フィンの口から敵の作戦の全容を聞いたシャクティと椿ツバキが、声を落とす。

　穴を掘り進める『異端児ゼノス』達が察知した通り、地中で始まっているのは超長文、大規模の詠唱だ。

　この呪文じゅもんが完成すればオラリオは滅びる。

　互いの主神が『別件』で奔走している中、眷族達は情報を共有し議論を進めていた。

「『祭壇』の発動……人造迷宮クノッソスの異界化は、我々を全滅させる他にも、魔力という名の『養分』を補給する狙ねらいがあったということか」

【ディオニュソス・ファミリア】が全滅した、当時の惨劇。

　脱帽と戦慄せんりつを宿したフェルズの重苦しい声音が、広間に響いた。

「このような計画を我々に気づかれず、一体いつから進めていた……」

「都市の破壊者エニュオと言ったか。確かに人智の境界の外にいる。しかし……本来神々とは、誰もがこのような顔を持っているのかしれん」

　シャクティと椿ツバキが率直に神への思いをあらわにする。

　それは遥はるか高次の次元にいる超越存在デウスデアへの畏怖でもあった。

　誰もが立った姿勢のまま、円卓の間まに一時の静寂が訪れる。

「だが、僕達は今、そんな『神』をも打ち破らなくてはならない」

　そんな静寂を払拭ふっしょくしたのはフィンの一声だった。

「でなければ僕達の想おもう人々と場所はことごとく奪われ、世界にはかつてない絶望が満ちる。たとえ相手が誰であっても、勝利以外の道筋は存在しない。そうだろう？」

　ただ一人、顔色を変えず毅然きぜんと在り続ける勇者の声は、シャクティ達の胸を叩く。

　既に退路はない。戦う者にしか明日は訪れない。

　冒険者達は覚悟を決めたように、頷うなずいた。

「先程も言った通り、敵の『炉心』──都市崩壊を進めるための起点は六ヵ所。これを全て撃破する」

「フィンよ。その口ぶりからするに、十層の大広間を同時に攻撃する、ということか？」

「ああ。その通りだ」

「それはまた随分と思いきった作戦だな。『精霊の分身デミ・スピリット』とやらの力は階層主以上に図抜けておるのだろう？」

「もう小細工をする段階はとっくに過ぎた。『勝負』に出なければ、勝つことはできない」

　己おのれの確認をことごとく肯定するフィンの言葉に、椿ツバキは唇を吊り上げた。

「待ってくれ。六体いる敵の精霊のうち、どれか一つでも『詠唱』の供給源を絶てば、『大秘術』は発動しないのでは？」

「いや、欠けたとしても別の精霊がそれまでの『詠唱』を引き継ぐ。時間稼ぎにはなるだろうが、最後の一匹まで倒さない限り術式は解除されない。ウラノス達に確認済みだ」

　シャクティに答えるのはフェルズだ。

　魔術師メイジとして見解を述べる黒衣の人物に、シャクティ達は渋面を浮かべる。

「シャクティ、人造迷宮クノッソスの『経路』の方は？」

「今、副団長イルタや他の団員達が全力で穴を掘り進めている。『魔力ちから』を術式に回しているのだろう、皮肉にも敵の秘術が完成に近付くほど、『緑肉』の迎撃が弱まって作業が進んでいる」

「なら？」

「ああ、『第二進攻』開始までに十層への道を開通させてみせよう」

「『異端児ゼノス』達もダンジョン側から作業を進めている。他の有力【ファミリア】にも強制任務ミッションを出して当たらせているところだ」

　フィンの問いに対し、シャクティが見解を述べ、フェルズが補足する。

『ギルド』の権力も出し惜しみなく用いて進められている最終作戦、その事前準備。

　それは確かな危機感と、不謹慎な高揚こうようをもたらした。

　オラリオが一丸となって強大な敵へと挑む、前代未聞の『冒険』に対してだ。

　よしとフィンは頷き、本格的な作戦内容に議論を進めた。

「まず作戦開始とともに、ガネーシャ、ヘファイストス、そして僕達【ロキ・ファミリア】は地上及びダンジョンから人造迷宮クノッソスへ侵入する。こちらから編成する部隊は五つ」

　円卓の上に広げるのは地図。

　その上に出されるのは盤棋チェスの駒である。

「本隊となる第一部隊は僕が指揮する。それから順にリヴェリアとアイズの第二部隊、ガレスの第三部隊、ティオナとティオネの第四部隊、ベートの第五部隊……」

　第一級冒険者の名を挙げながら、駒を分けていくフィン。

　人造迷宮クノッソス十層にひそむ『精霊の分身デミ・スピリット』の各大広間、それを北から順に時計回りに配置していく。

　第一は真北、第二は北東、第三は南東……都合五ヵ所の目標地点が埋められた。

「第二級冒険者以下の団員も各部隊に配備。そして他の派閥もここに戦力を振ってもらう」

「なるほど。【ロキ・ファミリア】の戦力を五等分した精鋭部隊に、手前達も名を連ねるというわけだな？」

「ああ。椿ツバキ、君はガレスの第三部隊に、シャクティは僕の第一部隊に。【ガネーシャ・ファミリア】の他の第一級冒険者を始め、有力な戦力は第二部隊から順に加わってもらう」

　理解の色を見せる椿ツバキを他所よそに、フィンは言葉を続けた。

「【赤戦の豹パルーザ】イルタ・ファーナは第二、【ディアンケヒト・ファミリア】のアミッドは第四、アキ、そしてレフィーヤは第五……」

　各部隊の戦力が均等になるよう、名だたる冒険者や治療者ヒーラーの名をフィンが読み上げていると、

「待て、フィン」

　シャクティが待ったをかけた。

「我々が討伐する『精霊の分身デミ・スピリット』は六体。今、お前が上げた部隊の数では足りない。……どうするつもりだ？」

　シャクティの言葉通り、フィンが編成しているのは第五部隊のみ。

『第六部隊』は幻となっている。

　まさかの戦力不足？

　同時攻撃を謳っておきながら、一体は放置する算段？

　戦力を集中させ『二体分』の『精霊』を討つ、負担の大きい部隊を用意するつもりかと、シャクティは鋭い眼差まなざしで尋ねた。

　生存が絶望的な『必死』の部隊を作るつもりかと。

「──『異端児ゼノス』がやる」

　その問いに答えたのは、フィンではなかった。

　黒衣を揺らすフェルズが発言する。

「戦闘に臨める精鋭を、ダンジョン中にいる彼等の同胞の中から募った。【勇者ブレイバー】達ほど突き抜けた『個』はいないが、その分ぶん誰もが潜在能力ポテンシャルはＬｖ．３以上。数から考えても、他の部隊と戦力は見劣りしない」

　この場にいる者は、全員『異端児ゼノス』の存在を知る者だ。

　その上でフェルズは理路整然と説明した。

『怪物』達の有用性を、事細かに説いた。

「……君達が『毒』を飲みほせるというのなら、どうか彼等を信じてほしい」

　都市の存亡を賭かけたこの重大な一戦、その重責の一端を『異端児ゼノス』に担わせてほしいと。

　戦力的観点はもとより、人間と地上を想う蜥蜴人リザードマン達の感情を考慮した上で、怪物達の手を取ってほしいと、そう懇願した。

　無言の時が流れたのは、僅わずかだった。

「今は化物の手も借りたいところよ。手前に異存はない」

　口を開いたのは、椿ツバキ。

「ヴェル吉……元同僚に聞いた。主神様にもな。猫のように、人に心を許している珍妙な化物どもがおると。あやつ等が信じるというのなら、ならば手前も信じようではないか」

「【単眼の巨師キュクロプス】……」

「そもそも選り好みできる局面ではないのだ。精々とった手を振り回させてもらうとしよう。そうであろう、お主等？」

「……ああ。それが【群衆の主ガネーシャ】の神意いしだ」

「僕はもとより反対していないよ」

　この中で最も『異端児ゼノス』との縁がなく、関わりが少ない椿ツバキは眼帯の施されていない右眼を細め、口端を上げた。

　理論ではなく『信念』、あるいは己の信じるものによって動く『職人』の言葉に、シャクティもフィンも微笑を返す。

　フェルズはうつむくようにフードを揺らした後、小さく「ありがとう」とこぼした。

「話を続けよう。フェルズ、予定を変更して君には他のどの部隊にも属さない『別動隊』を務めてもらう」

「仕事は『悪巧み』か。いいだろう」

「他にもラウルを中心に非戦闘部隊をいくつか設ける。補給路及び、戦力の総予備だ。緊急時には各部隊の援軍に向かわせるが、過度な期待はしないでくれ。あくまでこの六部隊でやるべきことをやり切る。他にも、各隊には連絡用の『眼晶オクルス』を持たせる」

「フィン、例の赤髪の怪人クリーチャーへの対策は？　残った敵の戦力の中で、ハシャーナの仇でもある奴やつだけは要注意と聞いているが？」

「敵の作戦は終盤に至っている。『精霊』の番人を気取る意味はもはやない。あの赤髪の怪人クリーチャーは十中八九、アイズ一人に目標を絞るだろう」

　フィンを中心に淀みなく作戦会議は進んだ。

　異なる派閥でありながら無駄はなく、素早く戦術、戦略レベルの確認を済ませていく。

　そこでふと、椿ツバキが口を開いた。

「フィン、【ヘルメス・ファミリア】はどうした？」

「……『別件』がある。片付けなければいけないことが、いや確かめなければならないことが」

　答えたフィンに、それ以上言及する者はいない。

　正体を暴かなくてはならない『黒幕エニュオ』がいることを、誰もがわかっていたから。

　最後に、フェルズが『制限時間タイムリミット』について触れる。

「敵の術式を絞った。モンスターに堕おちたことで元の術式とも差異が出てくるだろうが……」

　多くの者が気付けないほどの、今も静かに地中から響いている『詠唱』を解読し、おおよその限界を算出したフェルズは、告げた。

「刻限は──今夜」

　場にいる面々が顔を歪める。

「……都市民の避難は間に合わない。むしろ都市外への誘導は余計な混乱を招くだろう」

「ただでさえ、送還の柱が二本上がり、都市全体がざわついておるからなぁ」

「治安維持や避難誘導に割ける戦力はない。混乱を招くくらいなら、いっそ『何もなかったこと』にした方がいい」

　シャクティと椿ツバキの会話に、フィンとフェルズは目を向けた。

　ハーフドワーフの鍛冶師は、静かに瞳を細める。

「誰も、何も知らないうちに終わらせると？」

「ああ」

「失敗すれば罪のない民の命が全て失われるぞ、【群衆の主ガネーシャ】の眷族？」

「フィンが先程語った通り、もとより我々の敗北は『大穴ダンジョン』の復活、ひいてはこの下界の危機を意味する。負けた先には、せっかく逃した命もむしり取られるだろう」

　椿ツバキの指摘に、シャクティは冷静に語る。

　本来の己の使命を殺してでも『第二進攻』を優先させる彼女の言葉の端々には、意志があった。身を襲う葛藤を既に超克し、覚悟を固めた者の決意が。

　全ては勝つこと。

　勝たなければ、何もかもが失われる。

　ならばそれ以外のことはせず、ただ勝率を上げるに徹するべきだと。

「憲兵の長シャクティがそう判断したなら……僕は彼女の意見を尊重したい」

　黙然とたたずんでいたフィンが口を開く。

「彼女の言葉は何も間違っていない。今、僕たちができることは少しでも不安要素を取り除き、戦力をかき集め、地下の魔城にひそむ敵を殲滅せんめつすることだ。ここを譲れば、オラリオどころではなく、世界は最悪の結末を辿たどることになる。……恐らくは、『エニュオ』が望む結末に」

　シャクティも、椿ツバキも、フェルズも、フィンの一言一句を受け止め、その身に刻む。

　見つめてくるシャクティ達の視線を集めながら、フィンは茶目っ気に笑った。

「人知れず、都市を救おうじゃないか。僕たち冒険者は、それくらいがちょうどいい」

　各々の唇から、笑みが漏もれる気配が連なる。

　その場で彼に同意を示さない者は、いなかった。

「……シャクティ、後の指揮は任せた。僕は少し、席を外す」

「フィン？　どこへ行くつもりだ？」

　シャクティ達に後ろ姿を見せるフィンは、広間の扉へと向かおうする。

　背中を叩く声に、小人族パルゥムの勇者は頭上を見上げた。

　いくつもの円柱が立つ広間の高い天井てんじょう。

　更にその先の、摩天楼施設が伸びる天を仰ぎながら。

「作戦の行方ゆくえを決める、大事な『仕事』をしてくる」
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「【勇者ブレイバー】達の作戦が決定したそうです」

　アスフィを従わせながら、ヘルメスはオラリオの路地裏を進む。

「今夜、全軍をもって総攻撃、だろ？」

「その通りです」

「そりゃそうだ。それしかない。制限時間タイムリミットまでに精霊を討たなければ、何もかも終わってしまうんだから」

　薄暗い小径は一切いっさいの人気ひとけがなかった。

　呼び出したアスフィの報告を受けるヘルメスは、笑みを見せる。

　今夜には全てが決まってしまう決戦前にもかかわらず笑ってみせる主神の横顔を一瞥いちべつしながら、アスフィは報告を重ねていった。

「それと……【デメテル・ファミリア】の隠れ家を見つけました」

　その一報に、ヘルメスは目を細める。

「オラリオ真北のベオル山地。山肌に隠れるように建物が」

「デメテルのところには飢饉に備えた、食料の『保管庫』があると聞いたことがある。多分それかな」

　主神とともに【デメテル・ファミリア】──多くの団員達もその姿を消している。

　巨大な保管庫であれば団員達を隠し、『籠城』することも可能だろうと、アスフィは自分の考えを語った。

　武装した敵が待ち構えている可能性を。

「アスフィ」

「なんですか？」

「怒らせると怖い豊穣の女神は、冥府に近い迷宮の奥か、それとも終わりの刻ときを見渡せる地上にいるか、どちらだと思う？」

「……知りません。ですが、どちらにしても突入して調べるしかないでしょう」

　わざとなのか、それとも意見を求めているのか。

　軽口を叩いてくる主神に、アスフィは重い声音を返した。

　男神おとこは目深に被かぶった帽子の陰から「そりゃそうだ」と小さな笑みを落とす。

「隠れ家の方はオレも同行する。指示があるまで動くなと、団員ローリエ達に伝えておいてくれ」

「……わかりました」

　僅かに低くなった主神の声音に、アスフィは気が付いた。

　気が付いた上で、何も言わず、眷族の一人として頷いた。

「報告はこれで終わりか？　なら、今度はこっちの用事だ。『お使い』を頼まれてくれ」

「……これ以上の仕事は、私も過労死する自信がありますが」

「この戦いに負けたら遅かれ早かれ死ぬ。我慢してくれ」

　目もとの隈くまを銀の眼鏡めがねで隠しながら長嘆する。

　様々な仕事に追われている派閥団長の嘆きを、ヘルメスは軽い調子で退しりぞけた。

　その代わり、立ち止まり、眷族の頭に手を乗せる。

　普段は見せない類の笑みを浮かべながら。

　数瞬の間、無言になったアスフィは、やはり機嫌が悪そうに、その手を払い除けた。

「この手紙を指定されている場所に届けてくれ」

「これは……？」

「『仕込み』さ。戦いの勝率を少しでも上げるための」

　羊皮紙の巻物スクロール、しかも複数のそれを渡されたアスフィは怪訝けげんな表情を浮かべる。

　だが疑問を口にせず、手紙の内容も確認することもなく、諦あきらめたように主神の命を引き受けた。

「あとは、都市門を開放しておいてくれ」

「都市門を……？　どういうことですか？　都市にいる一般人の避難は間に合わないと【ガネーシャ・ファミリア】は判断しています。避難が行われることは……」

「後々必要になるさ。アスフィが上手うまくやってくれればな」

　最後まで全て語らず飄々ひょうひょうとする主神に、アスフィはもう一度吐息をついて、懐ふところから取り出した漆黒の兜を被った。

　魔道具マジックアイテム『ハデス・ヘッド』によって、眷族は『透明状態インビジビリティ』になって姿を消す。

「ご武運を」

　去り際の言葉はそれだけ。

　しかし、それだけで十分だった。

　ヘルメスは笑みをこぼしながら、幾つもの路地裏を抜ける。

　近道ショートカットをして、目当ての建物の前にたどり着いた。

「さて、オレも『希望』を繫つなぐか」

　目の前に建つのは、『光玉と薬草の看板エンブレム』を飾る豪邸──。
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「やぁ、アミッドちゃん」

　アミッドの前に、その神が現れたのは、【ファミリア】全体が慌あわただしくなっている真っ最中だった。

「何か御用ですか、ヘルメス様。ご覧の通り、私わたくしどもは多忙を極めているのですが」

「君も人造迷宮クノッソスの攻略作戦に参加するのかい？」

「当然です。前回の進攻に引き続き、責務を放り出すことはいたしません。今度は【ファミリア】全体で、【ロキ・ファミリア】や他の皆様を癒いやし、支えます」

　場所は【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院ではなく、本拠ホームの大豪邸。

　アミッドの周囲では数多くの団員達が忙しなく動いている。誰もが道具アイテムや杖つえなど後衛装備の準備に余念がない。

　今回、【ディアンケヒト・ファミリア】は全ての治療師ヒーラーを動員するつもりだった。

　人造迷宮クノッソスに侵入する各部隊の回復や補給周りを全て受け持ち、『精霊』の撃破に集中してもらうためだ。

　すぐ後ろでは「面倒事などロキ達に任せておけばいいのだァ！　逃げる準備を進めればいいだろうに！」と主神ディアンケヒトが騒ぎ続けているが、無視をする。

　あれはあれで眷族アミッド達のことを心配してくれているのだが、『第二進攻』で決着を付けなければ、オラリオに、いや世界に未来はないのだ。

「私もできうる全ての事柄をつくします」

【ディオニュソス・ファミリア】の全滅はアミッドにも深い傷を残していた。

　その上で、これ以上の犠牲は出さないという治療師ヒーラーの使命をもって、今回の決戦に臨もうとしている。

　よって彼女がフィン達への協力を惜しむ理由はない。

「それで、ご用件は？　できるだけ手短にお願いします」

　忙しさのあまり冷たくも感じるアミッドの対応に、ヘルメスは肩を竦すくめてみせた。

　そして要望通り、単刀直入に尋ねてくる。

「お願いした『例の件』だけど、上手くやってくれたかい？」

「……？　ヘルメス様が素材を提供してくださったおかげで、十分な魔道具マジックアイテムを作り出せましたが……」

　アミッドが最初に浮かべたのは怪訝な表情だった。

　それはヘルメスに依頼され、つい先日に済ませたばかりの『依頼』についてだった。

「上手くできたかと問われれば、私ができる上での最善をつくせた、としか」

「【戦場の聖女デア・セイント】がそこまで言うなら安心かな」

　鷹揚に頷いたヘルメスは、そこから雰囲気を豹変ひょうへんさえ、問うた。

「で──経過は？」

　アミッドの動きが一度止まる。

「……上々ですが、なにか？」

「そうか。それは良かった」

「ヘルメス様、何を考えられているのですか？」

「何がだい？　オレはただ、君への『依頼』の経過について尋ねただけじゃないか」

「巻き込もうというのですか？」

　精緻な人形のようなアミッドの相貌の中で、瞳が非難の色に染まる。

「私は治療師ヒーラーとして最後まで反対します。いいえ、止めさせて──」

「アミッドちゃん」

　少女の声を。

　ヘルメスは笑みをもって遮さえぎった。

「オレはね、もう手段を選ぶつもりはないんだ」

「……」

「君も言っただろう？　できうる全ての事柄をつくすと」

「……」

「できれば、温めておきたかったのが本音なんだが──」

　まるで過去に思いを馳せ、今に結実させるように。

　ヘルメスは眦まなじりを決し、告げた。

「オレも『切り札』を切るぜ」
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　一粒の血が滴したたり落ち、波紋を起こした。




　遥か一千年前、それは『儀式』と呼ばれていたらしい。

　神が落とす滴しずくを人という受け皿が得て、昇華の階段を上る。それは未来を摑つかむための鍵かぎであり、困難に打ち勝つための破邪の力であると、そう言われていた。

　レフィーヤはその話を思い出し、今、己の背を踊っている『神の血』に思いを馳せた。

　今から手に入る力は未来を摑むための鍵だというのなら。

　困難を打ち破るための破邪の力だというのなら。

　自分はこれから何をなし、何を遂げにいくつもりなのか、と。

（私は──）

　今のレフィーヤにとっても、正しくこれは『儀式』だ。

　最後の『決意』を固める過程。

　逃げ道を潰つぶし、戦いに臨む覚悟。

　この儀式を『神聖』と呼ぶには疑わしい。

『悲壮』と語るのも違う気がする。

（私は──全てを終わらせに行く）

　ただ、これを為さねば自分は前にも後ろにも進むことはできない。

　それだけはわかっている。

「……終わったで、レフィーヤ」

　神の声とともに背中の地図が書き換わり、『眷族の物語』に新たな頁を加えられた瞬間、閉じていた瞼まぶたを開く。

　視界に映るのは酒瓶さかびんや骨董品アンティークが無秩序に転がった、だらしのない部屋だ。

　碌に片付けがされていない雑多な神室しんしつはしかし、今の自分の心を映しているようで不思議と気持ちが楽になった。あるいは奇妙な感覚に襲われた、という方が正しいかもしれない。

「【ステイタス】の更新は完了。──【ランクアップ】もな」

　背中をなぞっていた指を離し、ロキがそう告げる。

　上半身が生まれたままの姿となっているレフィーヤは立ち上がり、差し出される更新用紙を受け取った。




　レフィーヤ・ウィリディス

　Ｌｖ．４

　力：Ｉ０　耐久：Ｉ０　器用：Ｉ０　敏捷：Ｉ０　魔力：Ｉ０

　魔導：Ｈ　耐異常：Ｉ　魔防：Ｉ

《魔法》

【アルクス・レイ】

　・単射魔法。

　・照準対象を自動追尾。

【ヒュゼレイド・ファラーリカ】

　・広域攻撃魔法。

　・炎属性。

【エルフ・リング】

　・召喚魔法サモン・バースト。

　・エルフの魔法に限り発動可能。

　・行使条件は詠唱文及び対象魔法効果の完全把握。

　・召喚魔法、対象魔法分の精神力マインドを消費。

《スキル》

【妖精追奏フェアリー・カノン】

　・魔法効果増幅。

　・攻撃魔法のみ、強化補正倍加。

【二重追奏ダブル・カノン】

　・任意発動アクティブトリガー

　・先行魔法の魔法円マジックサークル保持。

　・起動鍵【追奏解放カノン】




「前回まで保留にしとった【ランクアップ】をここで解放した。今日まで上げてもらった能力値アビリティは、全部潜在値エクストラポイントとなって反映されとる」

　前回の未到達領域59階層への『遠征』で、レフィーヤは既に『器』を昇華させるための資格を有していた。それをロキの指示で、能力値アビリティが伸びしろの限界までに成長するまで、と保留されていたのだ。

　その制約を今、解いた。

　Ｌｖ．４への到達。新たな力スキルの発現。

　過去の弱い自分から脱却する『儀式』。

「『魔力』の最終アビリティは？」

「Ｓの９６０」

　尋ねるのはＬｖ．３の最終値。

　聞く項目は『魔力』だけで構わない。

　もとよりレフィーヤ・ウィリディスは『唱える者』。

『魔法』をもって仲間を救い、窮地を打開する者。

　逆を言えば『魔法』が使えなければ自分は何もできない妖精に過ぎない。

　そう、目の前で『大切な者』が惨殺される様を見ていることしかできなかった、あの時のように。

「……」

　レフィーヤは燃える蠟燭の上に更新用紙を添えた。

　紙が黒く焦こげ、燃えつきていく光景を瞳の中に映しながら、静かに手を握る。

　何も喋しゃべらないロキに見守られながら、服を着て、山吹色の髪を銀の髪留め《シルバー・バレッタ》でとめる。

　魔杖《森のティアードロップ》を手に取り、窓の外を見た。

　窓から見える街並みの奥、市壁の先に堕ちようとしている夕日。

　日が姿を消し、長い夜が訪れようとしていた。
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　蒼然そうぜんとした夜空に見下されている。

　深い藍色は海のようであり、静かに燃える青い炎のようですらあった。

　浮かぶのは宝石のように輝く星々に、皓然こうぜんたる月の光。

　雲一つない澄んだ空だ。

　頭上を見上げていたアイズはそう思った。

　今、都市が滅びようとしているなど信じられないくらい、凪のように穏やかで、燃えつきる星のように熱を孕んだ、美しい矛盾の空だと。

「今こそだ！　今こそだ、姉者！　ハシャーナの仇を討ち、都市の平和を守る!!」

「落ち着け、イルタ」

　空から地上に目を戻せば、そこには数え切れない冒険者がいた。

【ガネーシャ・ファミリア】の副団長、アマゾネスのイルタが血気盛んに叫び、団長のシャクティに窘たしなめられている。彼女以外にも団員達はあちこちで気炎を吐いていた。

【ガネーシャ・ファミリア】だけではない。

【ヘファイストス・ファミリア】に【ディアンケヒト・ファミリア】。

　そしてアイズ達【ロキ・ファミリア】。

　名だたる冒険者や鍛冶師スミス、治療師ヒーラー達が、この広場──『ダイダロス通り』の中央地帯に集結していた。

「……」

　逸はやる声、緊張の息遣い、不安を隠せないどよめき、様々な声が周囲から聞こえてくる。

　そんな中、アイズは背後を振り返った。

　そこに『少女』はいない。

　まだほんの半年前、よくうろたえては失敗し、涙を瞳に溜ため、アイズ達の手を借りていたエルフの少女はどこにも。

　第一、第二、第三部隊が地上の経路から侵入するのに対し、第四、第五、第六部隊はダンジョン９階層より突入する。大部隊による道の混雑を防ぐため、そして『精霊の分身デミ・スピリット』がひそむ各地帯エリアに最短距離で駆け抜けるためだ。

　アイズはリヴェリアと同じ第二部隊。

　レフィーヤがいるのは第五部隊。

　地上にいるアイズとは異なり、既に少女はダンジョンに赴き、他の部隊ともども配置についている。未到達領域へ挑戦する『遠征』の時ですらそんなことはなかったのに、アイズはレフィーヤの姿を探してしまった。

（レフィーヤも……変わった）

　本拠ホームを出る時、最後に見たレフィーヤは、静かだった。

　気負いも殺気も、憎しみもなく。

　静かな戦意だけを内に灯し、杖を持って、自分のやるべきことを見据えていた。

　そうだ。

　弱さを恥じる『少女』はもうどこにもいなかった。

　ただ遠くに行ってしまった──いや。

　あの『白髪の少年』と同じように、変わってしまった。

　既視感とともに、アイズはそんな風に感じた。

（だから、私も──やらなくちゃいけないことを）

　目を瞑つむり、鞘さやに収まっている愛剣の柄つかにそっと触れる。

　思い浮かべるのは鮮血のように赤い髪。

　決着を今日この日に宣言した一人の──いや一匹の怪人クリーチャー。

　アイズもまた、静かな闘志を秘めた。




「──聞いてくれ」

　作戦開始、十分前。

　ざわめきが波のように引いていく中、冒険者達の目を集めるのは、やはりフィンだった。

「これより作戦を開始する。既に通達している通り、各部隊は指定されたルートより人造迷宮クノッソスに突入。それぞれが十層を目指し、目標の六体──『精霊の分身デミ・スピリット』を討つ」

　左右にハイエルフの魔導士とドワーフの大戦士を控えさせる小人族パルゥムの声は、静かで、揺るぎなかった。

　彼の手の中で点滅する『眼晶オクルス』が声を地中深くにも届ける。

　迷宮街で、ダンジョンで、全ての者が彼の言葉に耳を傾けた。

「先に言っておこう。この戦いに富はなく、名誉もない。僕達は誰にも知られることのないまま死地に赴き、見返りのない死闘に身を投じる。ここで散った者は、その勇姿を知られないまま名を墓標に刻むだろう。──【ディオニュソス・ファミリア】のように」

『眼晶オクルス』を通じて伝えられる【ファミリア】の名。

　地上、ダンジョンを問わず、少なくない者が視線を地に落とし、苦渋の感情を隠した。

　その中には【ディアンケヒト・ファミリア】のアミッド達治療師ヒーラー、更に【ロキ・ファミリア】第二軍メンバーのクルスやナルヴィ達の姿があった。

　普段から自分を律している筈のアナキティの姿も。

　たまたま彼女の側でそれを目撃してしまったラウルは、口を開こうとして、けれど思いは音にならず、ぐっと言葉を呑のみ込んだ。

　未いまだ癒せぬ傷。

　終わらない後悔。

　彼等と同じ末路を危ぶむ恐怖と不安。

　虚勢では隠せない感情の苗が、冒険者達から咆哮ほうこうの術を奪っている。

　しかし。

「──だが、これまで失われた命はただの犠牲に成り下がりはしない。これから散りゆく命でさえも、決して犬死になどと呼ばせはしない！」

　放たれたその言葉に。

　放たれたその意志に。

　ラウルが、アナキティが、【ロキ・ファミリア】の団員達が、弾はじかれたように顔を上げた。

「犠牲を見返りに生き残った者がいるというのなら！　それは戦い続けなければならない者だ！　終焉しゅうえんたる死と引き換えに、更なる過酷を強いられた戦士達だ!!　僕達はこの命をもって、失われた命の意味を証明しなければならない！」

　その声は全軍に向けられた言葉であり、同時に自分達に投げかけられた言葉だと、アナキティ達は瞬時に悟った。

　それは同時に、【ディオニュソス・ファミリア】を切り捨て、生き残った者達に『使命』を説く、『死者達の代弁』であった。

「贖罪しょくざいなどない!!　断罪すらありはしない!!　そんなものを望む者が冒険者にいるものか！　彼等の願いはただ一つ──『ふざけた糞神くそやろうに吠え面をかかせろ』!!」

「っっ!!」

「天の葬列に加わった者達の声と名を、僕達だけは胸に刻み込み、この一戦を勝ちに行く!!」

　アナキティの拳が握りしめられた。

　ラウルの胸が震えた。

【ロキ・ファミリア】の団員達に猛き意志が、【ディアンケヒト・ファミリア】の治療師ヒーラーに白き祈りが、【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師に熱き炎が、【ガネーシャ・ファミリア】の戦士に強き決意が宿った。

　ティオナとティオネは、天に還った仲間への想いを拳に託し。

　ベートは、少女リーネ達の血と涙を『傷』に変え、『牙きば』を剝むき。

　アイズは、その金色こんじきの瞳に誓いを刻んだ。

　第一級冒険者達にさえ、とどまらない炎が波及する。

「今、歴史は繰り返されようとしている！　他ならない僕達の手で！　世界を脅かす破滅に抗い、人類を守り抜いた過去の英雄達のように！」

　その名は『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』。

　この迷宮都市オラリオで繰り広げられた実話であり史実。命の献身を捧げ、大地を、同胞を、誇りを、愛する者達を守るために戦い続けた英雄達の物語。

　成し遂げられた、『偉業』の軌跡。

「そう、これは語り継がれることのない物語！　この戦いに富はなく！　名誉もなく！　故ゆえに僕達は『名前のない英雄』となり、この世界を救う!!」

「!!」

　勇者は宣言した。

　ここに再び『神話』を紡つむぐと。

　遥か『古代』より紡がれてきた英雄達の意志を──『英雄神話』を再来させると。

「千年の時を越えて、もう一度冒険者ぼく達が下界平和の礎となる！」

　そして宣言は、その『物語』の名をもって締めくくられた。







「ここに新たな神聖譚オラトリアを記せ!!」







『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!』

　天が唸うなった。

　地が震えた。

　ベートが雄叫おたけびを上げ、ティオナとティオネが吠え、多くの冒険者達の鯨波が空を轟とどろかせる。離れた場所にたたずむ神々が、その眷族達の姿を瞳に焼き付けた。

　凄すさまじい鬨の声は地面を通じ、地下にひそむ者達へと届く。

　──やってみせろ。

『魔城』と化した迷宮は精霊達の旋律を引き連れ、嗤わらい声を上げる。

　──潰してやるとも。

　壮烈たる気炎を伴い、冒険者達は咆哮する。

「っ!!」

　鞘から解き放たれるのは銀の輝き、剣の声。

　アイズが頭上に剣を掲げたのを皮切りに、次々と武器が天を衝いた。

　目を瞑り、祈りを捧げる妖精の少女もまた、咆哮の激流に胸を握りしめる。

「作戦を開始する！　総員突撃！　目標は──魔城まじょうクノッソス!!」

　決して語られることのない、世界の命運をかけた決戦が幕を開ける。

　冒険者達は雄叫びを連ね、おぞましき闇の迷宮へと突入した。


















　打ち上げられた冒険者達の咆哮ほうこう、そして激しい行軍の音に反して、戦いの始まりは静かだった。

『ダイダロス通り』の中央地帯で、【ガネーシャ・ファミリア】が不眠不休で開通させた『通路』──人造迷宮クノッソス九層へと直通する『縦穴』を冒険者達が降りる。

　ある者は設置された梯子を伝い、ある者は宙に身を躍らせ、真まっ直すぐ下へ。

　大勢の冒険者達が辿たどり着くのは円柱が林立する巨大な間まだ。

　まるで人の体内のように節くれ立つ緑肉がへばりついたそこは、自刃したタナトスが送還されることで『穴』が開いた広間である。彼かの死神にロキ達が助けられた場所でもあった。

　タナトスが『ダイダロス通り』まで貫通させたこの『縦穴』こそが、『第二進攻』の目標地点──『精霊の分身デミ・スピリット』がいる十層に限りなく近い九層の地帯エリアへ直通できる、地上からの最短ルートである。

　周囲を見回し、原型がなくなった【タナトス・ファミリア】の団旗を一瞥いちべつするフィンは、当時の感情を打ち捨てて走り出した。

「付近の『緑肉』の活動は完全に停止している！　モンスターもいない！」

　帯同するシャクティの声に背を押されるように、通路に冒険者達が雪崩れ込む。

　すぐ先でぶつかるのは『迷主めいしゅの間ま』。

　タナトスや闇派閥イヴィルスの残党が拠点に据えていた大広間であり、今は既に意味を為さなくなった場所だ。もはや敵の真の中枢は、この直下、十層へと移っている。

「第一部隊は北へ！　第二、第三部隊は北東と南東に！　各『精霊の分身デミ・スピリット』がひそむ十層の大空間へと進攻しろ！」

『迷主めいしゅの間ま』から分かれる複数の経路を前に、フィンがすかさず号令を放つ。

　地上の『縦穴』より九層に侵入したのは部隊数は三。フィン達たち本隊の第一部隊に加え、リヴェリア・アイズが率いる第二部隊とガレスの第三部隊だ。

　百五十を超える冒険者、サポーター、治療師ヒーラーが各部隊の動きに沿って、あらかじめ【ガネーシャ・ファミリア】が掘り進めていた通路へと進んだ。

「ガレス、リヴェリア！　後は任せた！　どうかしくじるなよ！」

「自分の身の方こそ案じていろ、フィン！」

「帰ったらロキ秘蔵の酒でたっぷり酌み交わすぞ！」

　憎まれ口を叩たたきながら、それぞれの道へ進む戦友に、三人の異種族は一度っきりの笑みを投げ合う。

「フィン、ガレス！　負けないで！」

　リヴェリアに付いていくアイズの声を皮切りに、他ほかの冒険者達も笑い合い罵り合い、互いの武運長久を祈り合った。

　易々と冒険者達を素通りさせる『緑肉』を他所よそに、各部隊が三方向へと転進する。

　通路に反響していく幾多のブーツ、あるいは装靴グリーブの擦れ合う音。

　今も奇怪グロテスクな肉塊が壁や天井てんじょうに張り付いている通路を、精鋭部隊が進んでいく。

　指揮官の顔に戻るフィンは、第一部隊のシャクティ達とともに走る傍かたわら、懐ふところから取り出した水晶に向かって吠えた。

「各隊それぞれのルートで十層を目指せ！　六方向から進攻する！」




『十層に存在する『精霊の分身デミ・スピリット』の数は六！　この全てを掃討しなければならない！　警戒を払いつつ、打ち合わせ通り最短ルートを進攻しろ！』

　魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』から放たれる首領の言葉を聞きながら、レフィーヤ以下第五部隊も変わり果てた人造迷宮クノッソスへと突入する。

　場所はダンジョン９階層と繫つながる人造迷宮クノッソスの出入り口。

『ダイダロス・オーブ』をもって最硬金属オリハルコンの『門』を開け、内部へ侵入するこのルートは【ガネーシャ・ファミリア】ではなく、ギルドの強制任務ミッションによって駆り出された【マグニ・ファミリア】や【モージ・ファミリア】が掘り進めたものだ。九層に存在する残る二つのルートも他の【ファミリア】が極秘に開通させている。

　人造迷宮クノッソスからダンジョンに通じる出入り口は、九層以降は十二層まで存在しない。

　十、十一層の『門』は『ダイダロスの手記』──『人造迷宮クノッソスの設計図』には載ってあるものの、まるでこうなることを予期していたかのように、あらかじめ出入り口が取り払われていたのである。よって人造迷宮クノッソス十層への最短ルートはダンジョン９階層、そして『神の送還』によって貫通した地上からの経路のみとなる。

「おい、尻しり込むんじゃねーぞ」

「するわけないでしょ！　団長にあれだけ『お膳立て』をしてもらったんだから！」

　第五部隊の先頭、投げかけられたベートの言葉に、アナキティは一瞥もくれず怒声交じりに叫んだ。

「私は今、勝つためにここに来た！」

　部隊の副官でありながら指揮者としてフィンに『眼晶オクルス』を託されている彼女は、眼前に広がる光景に双眼を吊つり上げ、狼人ウェアウルフの杞憂など吹き飛ばした。団員達の士気も自然、アナキティの高揚こうように引き寄せられるように募っていく。

　開かれた『門』の先に広がっていたのは、幅広の大通路だ。

　アナキティ達が断腸の思いで【ディオニュソス・ファミリア】を見捨て、撤退した地帯エリア。

　同時に、一人のエルフの少女が片腕を残し、無残に捕食された場所でもあった。

「……」

　部隊の冒険者達の視線は、レフィーヤに集まっていた。

【ロキ・ファミリア】の気遣いの視線を他所に、彼女は一瞬だけ立ち止まる。

『緑肉』に呑のみ込まれたのか、打ち捨てられた『片腕』はどこにもない。

　その代わり──

「これは……」

「短剣ソードと……短杖ワンド？」

　使い手を失った武具が、床に転がっていた。

　激昂したフィルヴィス・シャリアが、『仮面の人物』に向かって特攻した際、その両手に携えていた剣と杖つえである。

　無残に首をへし折られ、取り落とした『魔法剣士』の武器。

「っ……」

　レフィーヤはその短剣ソードと短杖ワンドを拾い上げ、額に押し当てた。

　再起してから今まで封じ込めていた感情を滲ませるように、瞼まぶたをぎゅっと閉じて。

　他の団員も、アナキティでさえも、今ばかりはかける言葉を持ち合わせない。

「──ちんたらしてんじゃねぇ、ノロマ！　さっさと『精霊』をぶち殺さなきゃならねーんだ！　使い物にならねぇなら置いてくぞ!!」

　しかしやはりと言うべきか、ベートが率先して暴言を吐く。

　彼の言葉は乱暴で、したたかだった。

　普段と全く変わらず『弱者』の背中を蹴けり飛ばす。

　アナキティが非難の眼差まなざしを向けるが、当のレフィーヤにとって、彼のその変わらない言葉はありがたいものだった。

「すいません！　行きます！」

　顔を上げて走り出す。

　短剣ソードと短杖ワンドをしまって。

　部隊の先頭にいるベートは鼻を鳴らし、アナキティも笑みを堪え、多くの冒険者とともに進攻を再開させた。




「【九魔姫ナイン・ヘル】！　あれが例の『門』だ！」

「わかった。任せろ」

　九層の北東側、リヴェリア率いる第二部隊。

　帯同する【ガネーシャ・ファミリア】の女戦士アマゾネスイルタが声を上げる。

　視界の奥に見えたのは、蜘蛛くもの巣が幾重にも重なったかのような紅の触手の群生だ。

『緑肉』を掘り進めていた【ガネーシャ・ファミリア】が唯一突破できなかった『門』であり、『クノッソスの設計図』上では次層へと続く階段位置に当たる。

「【終末の前触れよ、白き雪よ。黄昏たそがれを前に風うずを巻け──】」

　リヴェリアが足を止め最上級魔導武装《マグナ・アルヴス》を構えると同時、『門』から何本もの紅の触手が剝はがれ落ちた。

　その強力な『魔力』に引き寄せられるように、触手の槍やりがハイエルフのもとへ殺到する。

「ふッ！」

　恐ろしい勢いで迫りくるそれを、身を翻ひるがえしたアイズが全て寸断した。

　一本の触手が迫る間に三閃。

　不壊剣《デスペレート》が霞かすむほどの連続かつ高速の斬撃。

　女王を守る騎士のごとく剣つるぎの結界をもって防ぎ切る。

　凄すさまじいまでの剣技にイルタを始めとした他派閥の混合部隊が詠嘆する一方、砲撃体勢に移っていたリヴェリアが呪文じゅもんを完成させる。

「【ウィン・フィンブルヴェトル】！」

　三条の豪吹雪。

　射線上の全てを凍てつかせる氷結の砲撃を浴びた瞬間、触手の群生は僅わずか一瞬受け止めたものの、次には悲鳴を上げるように弾はじけ飛んだ。

　凍りつき、数多の氷片となって砕け散る。

　露出するのは下へと続く大階段だ。

　間髪入れず疾風のように駆け出すアイズを先頭に、冒険者達は雄叫おたけびを上げ、仄暗い階段へと殺到した。

　そして。

「──!!」

　人造迷宮クノッソス、いや『魔城』十層。

　目標地点である決戦の舞台に足を踏み入れたアイズは、まずその瞳ひとみを見開いた。

　やはり十層も『緑肉』に覆われていた。しかし、ブヨブヨとした病巣のような他の階フロアとは異なり、『真っ当な通路』が構築されていたのである。

　もとの石材の通路の上に、薄皮一枚分の緑の絨毯じゅうたんを敷いたかのような滑らかな表面。床はもとより壁も、天上も、石工の巨匠が作り上げたかのように隅々まで継ぎ目がない。皮肉にもその法外の美しさが、人の手で作られた領域ではないことを教えてくれる。

　色はこれまでの毒々しい濃緑ではなく、薄緑。

　うっすらと光を放つ緑の大通路は、むしろ幻想的ですらあった。

　神聖な『祭壇』という言葉が浮かんでくるまでに。

「……まるで、ダンジョン」

　これまでとは打って変わった景色の様変わり。

　まさに『未知』の光景をもって冒険者を感嘆させるダンジョンそのもののようだ。

　思わず呟つぶやくアイズの背後で、【ロキ・ファミリア】の他団員や【ガネーシャ・ファミリア】の冒険者達も啞然あぜんとさせられていた。

「……？」

　周囲を見回していたアイズは、そこで気付いた。

　自分達の足もと、薄緑の肉に覆われた床の上に、幾筋もの光の線条ラインが走っていることに。

「これは……光の帯？」

　それは魔石製品によく見られる『回路』のようでもあった。

　数多の直線もあれば曲線もあり、紋様のような記号も見受けられる。冒険者達も片足を上げ、首を傾かしげながら見下ろす。

「──いいや、違う。『魔法円マジックサークル』だ」

　アイズ達の疑問を断ち切るように、後から来たリヴェリアが断言した。

「『魔法円マジックサークル』……？」

「これがロキの言っていた『術式』……六体の精霊を繫げる『大円環』なのだろう」

　アイズ達ははっとした。

　各精霊を繫げる経路バイパス。力を循環させる『大円環』。

　これこそが迷宮都市を消滅させる大術式の『基盤』である。

「では、この『魔法円マジックサークル』を打ち壊せば！」

「いや、攻撃して『魔力』の流れを断ち切ろうとしても無駄だ。この床に走っているものは表層的なものに過ぎん」

　身を乗り出すイルタに、リヴェリアは頭かぶりを振る。

「床だけではなく、迷宮を覆うこの精霊の組成そのものが、特大の『魔法円マジックサークル』だ」

　ジッッ！　と杖の石突きをもってリヴェリアが床の一部を削ると、まるで何事もなかったように瞬時に緑肉が傷を塞ふさいた。まるで潤沢な『魔力』──取り込んだ【ディオニュソス・ファミリア】の『養分』を使い回すように。

「明らかにこの十層の『構造』は違う。空間中に氾濫はんらんする『魔素』が凶悪過ぎる……この場に足を踏み入れた途端、軽い目眩めまいを覚えた」

『魔力酔い』を起こしそうだと。

　リヴェリアはその細い柳眉を歪ゆがめながら吐き捨てた。

　見れば、彼女以外にも他の魔導士達が顔色を悪くしている。

「……まさにオラリオを消滅させるに足る『魔力の壺』だ」

　その王族ハイエルフの言葉に、アイズ達は状況を忘れて動きを止めた。

　言葉も忘れた。

　直上のオラリオを吹き飛ばすに足る、爆発直前の『火薬庫』。

　あるいは凶悪な『地雷原』。

　リヴェリアが語る言外の意味に、冒険者達はごくりと喉のどを鳴らす。

「……『歌』が」

　そして。

　静けさを破ったアイズは、気が付いた。

　通路の奥。

　いたいけな少女のごとき、高らかな『歌声』が響いていることに。




「『精霊』の詠唱か……！」

　同時刻。

　ダンジョン９階層の出入り口から人造迷宮クノッソス十層へ辿り着いた『異端児ゼノス』の部隊にも、その『歌声』は届いてた。

「『魔法』なんか使えねえオレっちにもわかるぞ！　このヤベェ感じ！」

「この声……こわくて、きもちわるい……」

　動じるモンスター達の中で、リドとウィーネが戦慄せんりつに身をよじる。

　今も途切れることなく続いている詠唱文──超長文詠唱を凌駕りょうがする呪文の量は、果てしない『魔法』が準備されている何よりの証拠だ。

　そしてそれは妖あやしくも美しく、醜悪でありながら無垢むくな、まさに人を破滅させる魔性のごとき『穢けがれた歌声』である。

　人でも同族モンスターでもない、そのおぞましい『歌声』は、異端児ゼノスをして『異端』だと思わせた。

「この呪文が終わっちまえばオレっち達の負けだ！　急ぐぜ、詠唱の源みなもとに！」

　リドの吠声に、他の『異端児ゼノス』達の叫び声が続く。

　怪物の一団は破滅の歌声が聞こえてくる方角へと走り出した。

「──えっ？」

　その時、ぴくり、と。

　竜の耳を揺らしたウィーネが顔を振り上げる。

　ほぼ同時、遥はるか奥まで伸びる通路が、輝いた。

　壁、天井、床。

　視界の中でいくつも展開される大小様々な『魔法円マジックサークル』。

　装塡され、発射寸前まで高まる『魔力』。

「────」

　他の『異端児ゼノス』達も気が付くが、遅い。

　数えきれない魔法円マジックサークルが一斉に『起動』する。


「避けろぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」



　蜥蜴人リザードマンの警告が轟とどろいた瞬間、爆炎の華が咲き乱れた。




「ぐぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ティオナとティオネが率いる第四部隊の中で、冒険者の悲鳴が連鎖した。

　突如発生した『焰ほむら』によって。

「壁が火を吹いた!?」

「みんな！」

　限りない不意打ちだった。

　甲高かんだかい光の音が響いたと思った直後、薄緑の肉壁に複数の魔法円マジックサークルが展開され、火炎の『魔法』が発動したのである。

「奇襲!?　狙ねらわれた!?　敵はどこにっ──！」

　床に沿って『精霊の分身デミ・スピリット』同士を繫げる『大円環』、それとは異なる別の『魔法円マジックサークル』。

　幾つもの『魔法』の発動にティオネは正しく混乱した。

　周囲に怪しい魔道士などどこにもいない。

　まるで通路そのものが『魔法』を行使したような──

「──ティオネ、前」

　刹那せつなの間に動揺を重ねていた時。

　妹ティオナの啞然とした声に引き寄せられ、正面に目を向けたティオネは、絶句した。

　赤、蒼あお、金色こんじき。

　異なる色を宿す数多の魔法円マジックサークル。

　通路の至るところに展開される魔砲まほうという名の『砲台』。

　それらが火の粉を呼び、冷気を震わせ、電流の飛沫しぶきを上げながら、ティオネ達を照準していたのである。

　集団の魔導士をもってしても足りない膨大な展開量。

　その『答え』に行き着いたティオネは、絶望を叫んだ。

「まさか、迷宮ダンジョン自体が『魔法』を!?」

　正解だと言わんばかりに魔法円マジックサークルが輝きを上げ、砲声という名の哄笑こうしょうを上げる。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　光の渦が冒険者達に降りかかった。

　幅広の大通路とはいえ、限られた空間の中での砲撃の錯綜。獣人の冒険者が爆撃によって吹き飛ばされ、ヒューマンの治療師ヒーラーが凍てつかされ、ドワーフの前衛壁役ウォールが稲妻の閃光に包まれた。

　炎、氷、雷、何一つとして同じもののない五月雨の魔法群。

　その威力は一撃一撃がおよそ上位魔道士の長文詠唱の『魔法』に匹敵ひってきした。

「これ全部、『精霊』の仕業だっていうの!?」

　かろうじて回避しながら、ティオネが怒号じみた悲鳴を上げる。

『魔力の壺』と同義のこの場所は『精霊達』が支配する絶対の領域と化している。

　循環する膨大な『魔力』をもって、『炉心』たる存在は『魔法』を遠隔行使しているのだ。

　モンスターの影も形もなく、ここまで冒険達の『足止め』が皆無だったのは、これが理由かとティオネは悟らされた。

　このような大仰な仕掛けがあるなら『門番』も『雑兵』も必要ない。

　この層域全体が、まさに侵入者を滅ぼす『迎撃装置』であり、『処刑場』だ。

「ただじゃ進ませてくれないとは思ってたけどっ、ふざけんじゃないわよ！」

　天井から氷の雨が降り注そそげば、側面から雷鳴の矛が飛び出し、着地した地面からは炎の柱が吹き出す。冒険者達の一団は瞬く間に恐慌に陥おちいった。

『迷宮そのものが魔法を行使する』。

　ダンジョンを探索する冒険者ならば、それがどれほどの『死地』か、語らずともわかる。

　出鱈目でたらめといっていい。

「食人花モンスターの大群むれよりキツイんだけどー!?」

　第一級冒険者のティオナも堪らず悲鳴を上げる。

　砲撃の弾幕。途切れることのない攻撃。

　全角度、全方位の脅威は一人、また一人と冒険者達を脱落させる。

　僅かな時間で部隊は半壊の様相を呈していた。

　無尽蔵の砲弾の手前、回避はおろか防御もかなわない。

「このままじゃあ……!?」

　やられる。

　ティオネとティオナの第四部隊だけではない。

　人造迷宮クノッソスに侵入した全部隊が、その心の声を一つにした時、




「『精霊の護布ごふ』を使え！」




　各部隊が持つ『水晶』から、フィンの激声が轟いた。

「「「!!」」」

「『精霊』由来の護布ごふは『精霊』の魔力と反発し合う！　各隊、椿ツバキ達が準備した『精霊旗せいれいき』で対応しろ!!」

　四方八方から放たれる砲撃を神がかり的に回避しながら、フィンは握りしめた『眼晶オクルス』に命令を叩きつける。

　彼が統率する第一部隊の冒険者達、とりわけ【ロキ・ファミリア】の団員は条件反射の域でその指示に従った。

　後衛サポーターがバックパックに取り付けられた『長柄ポール』を引き剝がし、中衛に投擲パス。

　受け取った中衛は逃げ惑う前衛の前に立ちふさがり、歯を食い縛って、目前に迫る火炎魔法に向けてソレを薙なぎ払った。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

『長柄ポール』に取り付けられているのは『旗』──『精霊の護布ごふ』たる『火精霊の護布サラマンダー・ウール』。

　火炎弾は『旗』に絡からめ取られるように衝突し、燃焼音を奏でながら四散した。

「ふ、防げる!!」

「この『旗』なら無効化できるぞ！」

　たちまち冒険者達の間から歓声が上がる。

　この『第二進攻』の準備期間の中で、フィンが全部隊に行き届かせ、徹底させた装備がある。

　それが『精霊の護布ごふ』。

『精霊』の加護が施された防具は、特定の攻撃に対し高い防御力を発揮する。

　例えば『火精霊の護布サラマンダー・ウール』ならば『火の耐性』、『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』ならば『水の耐性』といったように。更に精霊同士の魔法ならば過剰な反発を起こすのだ。

　残る敵が『精霊の分身デミ・スピリット』と判明している今、敵の対抗策として用意させた『最適解』。59階層で身をもって『精霊魔法』の威力を知るフィンは、部隊の生存率を少しでも高めるため、数えきれない『精霊の護布ごふ』を取り揃そろえていたのだ。『ギルド』の協力──ギルド長のロイマンが胃を押さえて倒れ込むほどの巨額の戦備資金──も最大限に活かして。

　今や冒険者達が防具の下に纏まとう戦闘衣バトル・クロスは、全て各属性の『精霊の護布ごふ』で作られている。

「部隊を一箇所に集めろ！　散らばるな！　前衛は『精霊旗せいれいき』を装備、敵の砲撃を防げ！」

　とりわけ、この『精霊旗せいれいき』は何枚もの『精霊の護布ごふ』を重ねて作り出された【ヘファイストス・ファミリア】特製の防具だ。

　盾たてではなく、『旗』。

『火精霊の護布サラマンダー・ウール』ならば紅、『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』ならば蒼と、同属性の護布ごふを重ね合わせることで特定の『精霊魔法』に対し凄まじい防御力を発揮する。

　盾とは異なり構えて受け止めるのではなく、『旗』を振るって撃ち落とすのが唯一の難点だが、その効果は冒険者達自身が実践してみせた通り。

　通路全体から雨あられと放たれる迎撃魔法を、全て絡め取っては打ち消してみせる。

「展開する魔法円マジックサークルの色を見極めろ！　即断して各属性の『精霊旗せいれいき』をもって防御！　やってみせろ！　僕を失望させるなよ！」

　矢継ぎ早に下されるフィンの鋭い指示。

　極めて難易度の高い命令に、しかし冒険者達は無理矢理笑い、応こたえてみせた。

　この場に集っているのは歴戦の戦士。

　各派閥から厳選された腕自慢の上級冒険者達。

　刹那に魔法円マジックサークルの属性を見極めることのできる動体視力と、『魔法』が着弾するより先に『旗』を振るう膂力を兼ね備える。前者から発生する先読みは、後者による『魔法』の撃墜を容易に可能にさせた。

「【ロキ・ファミリア】に後れを取るな！　澄まし顔で応えてみせろ！」

「「了解！」」

　団長シャクティの言葉に【ガネーシャ・ファミリア】の団員達が吠える。

　この場にいるのは『深層』を経験した猛者もさばかり。

　ならば【勇者ブレイバー】の注文オーダーもこなしてみせようと、誰もが奮闘した。

「前進しろ！　精霊が待つ『大空洞』まで突き進め！」

　嵐あらしのごとく激しい『魔法』が飛び散る超危険地帯。

　死地と見紛みまがう光景の中でも、たくましき冒険者達は恐ろしいまでの順応力を発揮し、『迎撃魔法』の雨をくぐり抜けていった。




「まさかこんな場所でフィンの用意させた装備が役立つとはな！」

　十層南東部。

　第三部隊の中で、ガレスは猛々たけだけしく笑う。

　右手には『地精霊の護布ノーム・トーガ』、左手には『雷精霊の護布トニトルス・モヘア』の『精霊旗せいれいき』。

　地属性と雷属性の砲撃をことごとく無効化するドワーフの勇将振りに、他団員の団結心も軒並み上昇する。

「ええい、フィンめ！　手前達につまらんものを作らせおった挙げ句、大いに役立っているではないか！」

　ガレスとは反対に小さな勇者へ悪態を吐くのは椿ツバキだ。

『精霊の護布ごふ』にまつわる防具は素材の力のみで十分な効果を発揮するため、いわば未加工。鍛造はもとより、まともな製造工程はないに等しい──『護布ごふ』を重ねてまとめただけ、といっても十全の効果を発揮するにはそれなりの苦労があるのだが──。

　職人の矜持きょうじに傷がつく装備の効力に、【ヘファイストス・ファミリア】は安堵あんどこそすれ内心は複雑である。

「碌ろくに使えぬものを、あの生意気な小人族パルゥムが用意させるものか！」

「それはそうだ、そうに違いない！　あぁ憎たらしい！　後で思う存分抱き枕まくらにしてやる！」

　ガレスの憎まれ口に叫び返し、見事な槍捌さばきと見紛う動きで『精霊旗せいれいき』を操あやつりながら、椿ツバキは次々と『魔法』を撃墜していく。

　ドワーフとハーフドワーフの突撃槍ランスのごとき突破力と、城塞のごとき鉄壁ぶりをもって、第三部隊はどの部隊よりも速く『歌声』のもとへ突き進んでいった。




「『魔法』を放とうが構造つくりはダンジョンと変わらねえ！　どこでもいい、傷をつけろ！」

「ベートの言う通りにして！　攻撃が緩む！」

「は、はい！」

　また、フィンが提示した対策以外の方法で窮地を切り抜ける冒険者達がいた。

　ベートとアナキティを中心にした第五部隊である。

　契機は砲撃の隙間すきまをかいくぐった凶暴な狼人ウェアウルフが、展開していた魔法円マジックサークルごと緑肉の壁を粉砕したことだった。傷は直ちに塞がっていくものの、完全に修復しきるまでの間、周囲から新たな『魔法』が発動することはなかったのだ。

　ダンジョンは損傷ダメージを負った際、モンスターの産出より組成の修復を優先させる。

　この『魔城』も同様、傷が再生するまでの間『魔法円マジックサークル』は展開しない。

　目聡い狼人ウェアウルフと猫人キャットピープルは、その法則性を見逃さなかった。

　砲撃より修復を優先する迷宮を前に、第五部隊は『反攻』に乗り出したのである。

「レフィーヤ！」

　速過ぎる前衛となって率先して迷宮壁を破壊するベートを他所に、中衛位置で指揮官に徹するアナキティが合図を出す。

　Ｌｖ．４へと至った『とっておきの砲台』は、ベート達が反撃に出るなり『並行詠唱』に移っていた。誰にも守られることなく移動して回避を行っていたレフィーヤは、勢いよく床の組成を削って停止すると同時、山吹色の『魔法円マジックサークル』を展開した。

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】！」

　解放される数えきれない火炎弾。

『魔城』が放つ『魔法』を上回る猛弾幕。

　大瀑布を連想させる轟音ごうおんの連なりとともに、凄まじい衝撃が発生し、仲間の冒険者達も咄嗟とっさに耐えなければならなかった。

　怒涛どとうの被弾。

　弧を描く火矢がもたらす破壊に次ぐ破壊。

　途切れることのない撃砕の渦に、『魔城』は正しく悲鳴を上げた。

「……すげぇ」

　火の粉と煙が晴れると、大通路の肉壁は飛び散り、元の石造りの迷宮が露出していた。

　ボロボロに剝がれ落ちた『オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき』──『魔法』の効果を減殺する石版──から、超硬金属アダマンタイトの輝きが漏もれ出ている。

「進むぞォ！」

　周囲一帯の深刻な損傷ダメージを修復せんと、迷宮の力リソースが割かれる。

　完全に砲撃が停止した通路を第五部隊は駆け抜けた。ベートの雄叫びに従って一気に加速する。

　最適な時機タイミングで『魔法』を撃ったレフィーヤを、ベートはもう顧みない。

　もはや『雑魚』はいないと、彼も少女の成長を認めるところだった。

　奇しくも作戦開始前の剣姫アイズがそう感じたように。

　──熱く、冷静に。

　その相貌にあらゆる覚悟を秘めるレフィーヤは、誰よりも意識を研ぎ澄ませながら、ベート達の背を追いかけた。




「……!!」

　そして。

『目標地点』に最初に到達したのは、ガレス達たち第三部隊だった。

　通路を走破した彼等の眼前に広がるのは、途方もない大空間。

　天井の高さは五〇Ｍメドルを越え、幅はその何倍もある。

　この地帯エリアも例外なく薄緑の緑肉に覆われていた。

　そして、空間の最奥に、『それ』は在あった。

　柱のごとくそびえる大巨軀きょく。

　床には輝かしくも毒々しい紫紺の魔法円マジックサークルを広げ、今も朗々と歌い続けている女体の上半身。

「『精霊の分身デミ・スピリット』！」

　都市を滅ぼさんとする、冒険者達の『最終討伐目標』である。
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「なんという体軀だ……！」

　椿ツバキの声は震慄を宿していた。

　その全貌を一言で表すならば、『規格外の緑肉の巨柱はしら』だ。

　壁面に張り付いたそれは遥か上の天井にまで届いており、見上げるほどの威容は『ゴライアス』を始めとした『階層主』の大きさを優に超える。

　緑肉の総身は盛んに蠕動しており、赤、紫、黒、毒々しい大輪がまるで寄生花のように咲き誇っていた。更に差し渡しが大樹の幹ほどもある触手が何本も伸び、不気味にうねっている。

　最も目を引くのは床と遠くない位置──あえて柱の『下部』と呼ぶ──に存在する『三つの巨大な相貌』だ。

　正面と左右、三面に備わる醜悪極まる怪物の貌。

　瞳がない顔面はどこか無機的で、『仮面』のようですらある。

　一つは笑い、一つは憤り、一つは嘆いている。

　肉厚の口唇は深紅に染まり、白い巨歯と不気味な対照コントラストを描いていた。口の大きさは大型級のモンスターをまとめて一呑みにできるほど。

　醜く、巨大な、三つの相貌。

　それは冒険者達に、度し難い嫌悪感をもたらした。

「何というおぞましさよ……あまりにも奇怪だ！」

　遭遇したことのない類の『変異種』に、第一級冒険者のガレスでさえその醜悪さに耐えられず吐き捨てる。

　柱から伸びる触手と合わせれば、『三面多臂さんめんたひ』。

　攻め寄せる敵を巨大な触手で薙ぎ払い、嗤わらっては怒り、悲嘆する三貌の怪物。

　それが精霊の柱の『下部』の全容だった。

「『宝玉の胎児』が寄生しているのは『グランド・トレント』……！　しかもあの様子だと、まとめて三体は取り込んだか！」

　口にするのは深層域のモンスターの名だ。

　59階層で遭遇した『精霊の分身デミ・スピリット』の依代であった『タイタン・アルム』、それと同じく規格外の巨体を誇る人面大樹の怪物だ。移動手段を持たない罠トラップ型のモンスターだが、『人柱』ならぬ『怪物の柱』として捧げられたのだろう。

　精霊の強靭かつ、巨大な肉体として。




「確かに気色悪いったらないけど……本命は『上部うえ』の方でしょう！」

　場所を変えて、第四部隊。

　ガレス達と同じく目標地点に辿り着いた冒険者達の中で、ティオネの鋭い眼差しが頭上を射抜く。

　見上げるほどの巨大な緑柱はしらの中ほど、そこに『彼女』はいた。

『【遥カナル破壊、約束ノ大地、天空ノ救済、神ノ御言葉ヲ以テ招来スル──】』

　今も美しい破壊の旋律を伴いながら『歌声』を響かせているのは、腹部から下のない三Ｍメドルほどの女の上半身。

　肌の色は薄緑、目は淀んだ金色こんじき。

　蠢うごめく緑肉と同じ色の長髪を揺らす、変わり果てた『精霊』の姿である。

「『精霊の分身デミ・スピリット』の本体……！　団長の予想通り、あれが『大秘術』を準備してる！」

　柱の肉から派生する巨大な『女体』は、地上に向かって歌を口ずさんでいた。

　その眼差しは無垢な思いを馳せている。

　ようやく目にすることのできる空に焦こがれるように。

　玩具を壊す無邪気な子供のごとく、全てを消滅させてでも『空』を手に入れようとしていた。

「すぐにあれを落とさなきゃいけないんでしょ！　あたし行くよ、ティオネ！」

　勇ましく駆け出すのはティオナだ。

　巨大な大双刃ウルガを担ぐアマゾネスの少女の後に、他の冒険者達も声を上げて続く。

　この場所に辿り着くまで少なくない脱落者が出てもなお、治療師ヒーラーの回復に支えられる彼等は敵の柱を落とそうと突撃を敢行した。

　が、

『【突キ進メ雷鳴ライメイノ槍ヤリ代行者タル我ガ名ハ雷精霊トニトルス雷イカズチノ化身雷イカズチノ女王オウ──】』

「っ!?」

　術式を編み続ける精霊本体を他所に、三面のうちの相貌の一つが『呪文』を木霊こだまさせた。

　聞き覚えのある音律にティオナが気付くも、遅い。

　近付く部隊に反応するように奏でられる『高速詠唱』。

　そして構築速度の優れた『短文詠唱』。

　精霊の上半身とは異なる詠唱をもって、巨大な口唇はそれを告げた。

『【サンダー・レイ】』

　おどろおどろしい声とともに金色の魔法円マジックサークルが展開し、轟雷の矛が放出される。

　発射される直前、身の毛がよだったティオナは獣のように跳躍し事なきを得たが、回避し損ねた部隊の一部が抉えぐり取られた。

　体を破損させ、黒焦げとなった冒険者達が壁に叩きつけられ、無残に倒れ伏す。




「二種類の詠唱……!?」

　女体を象る『精霊の分身デミ・スピリット』本体ではなく、柱下部の巨顔が発動させた『魔法』に、第六部隊のリドが驚愕きょうがくに襲われる。

　うろたえる『異端児ゼノス』達の視線の先で、柱の『上部』と『下部』は今も二重奏を奏でていた。

「精霊本体は都市を滅ぼす大詠唱を続けて……」

「あの醜悪な柱の『顔』が、近付いてきた邪魔者を殲滅せんめつする！」

　半人半鳥ハーピィの少女フィアと赤帽子レッドキャップの小怪物レットが流暢な人語を戦慄で染めた。

　頭領である蜥蜴人リザードマンのリドも、その雄黄ゆうおうの眼まなこで敵の『構造』を見抜く。

「一つのモンスターで、二つの『役割』を持ってるのか！」

　老神ウラノス側の依頼でダンジョンの数々の異常事態イレギュラーに当たり、培われてきた『異端児ゼノス』達の洞察眼は正しかった。

　膨大な『魔力』を収束させている『精霊』の上半身は都市を滅ぼす術式を、下部の三つの巨顔は敵対者を掃討するための迎撃を。

　まさに『秘術』という名の特大の砲撃準備を進めながら敵を駆逐する、巨大な『要塞』だ。

『【永遠トワノ凍土ノ如ゴトク氷結セヨ数多アマタノ刃ヤイバ代行者タル我ガ名ハ水精霊ウンディーネ水ミズノ化身水ミズノ女王オウ──】』

『【閃光センコウヨ駆ケ抜ケヨ闇ヤミヲ切リ裂ケ代行者タル我ガ名ハ光精霊ルクス光ヒカリノ化身光ヒカリノ女王オウ──】』

『【闇ヨ荒スサベ光ヒカリヲ呑ノミホシ夜ノ安寧ヲ代行者タル我ガ名ハ闇精霊シェイド闇ヤミノ化身闇ヤミノ女王オウ──】』

「なっ──三面同時!?」

　間髪入れず唱えられる三種類の高速詠唱。

　三つの巨顔が奏でる呪文を耳にし、血の気を失うリド達を他所に、『精霊の柱』は慈悲なく『魔法』を解き放った。

『【アイシクル・エッジ】』

『【ライト・バースト】』

『【ダーク・ロアー】』

　氷刃、閃光、闇走。

　モンスター達を呑み込む砲撃の海。

「きゃあああああああああああああああああああああああ!?」

　異端児ゼノスの群れが一糸乱れぬ動きで必死の回避行動を取る中、蜥蜴人リザードマンの戦士に抱えられる竜の少女は悲鳴を上げた。




「部隊散開!!」

　同じく、敵の砲撃に見舞われる第一部隊。

　相手の魔砲より鋭いフィンの命令が走った。

　床に身を投げ出して間一髪難なんを逃れた冒険者達に、フィンは矢継ぎ早に指示を放つ。

「各隊、五人編成のパーティを作り、それぞれ別方向から攻撃！　一箇所にまとまらず敵の狙いを分散させろ！」

『眼晶オクルス』を通じて本隊以外の冒険者にも指示を届ける。

　敵の出鱈目な三種同時砲撃に一瞬で瓦解しかかった他部隊も、従うに足る『指針』を打ち出され何とか踏みとどまる。

　強大な敵と理不尽に過ぎる展開の前で、最も有効な『武器』は統率者の高らかな声だ。

　いかなる武器、いかなる魔法にも劣らない勇気の戦声せんせいは逆境の中で下の者達を導く。僅か数瞬の間に打ち出された【勇者ブレイバー】の指示が士気の下降を食い止め、最悪の展開だけは防いでみせた。

　フィン自身、『精霊旗』を薙いで敵の弾幕を凌しのぎながら、指揮と鼓舞を続行する。

「シャクティ！　敵のこの魔法、ここまで来る途中展開されていた『迎撃魔法』と種類が似通っている！　属性の類型パターンが同じだ！」

「威力は比べるまでもないがな……！　これ単発だけでも絶大な火力だ！」

　フィンの分析に、それどころではないと言わんばかりにシャクティが声を振りまく。

『護布ごふ』製の戦闘衣バトル・クロスを既に焼き焦がしながら、『精霊旗』で後衛の魔導士達を守り抜き、そのまま一斉砲火を命じる。

　見事に命中し、吹き飛んで千切れ飛ぶ肉塊──しかしすぐにズクズクと新たな肉を埋めて修復していく大緑柱に、【象神の杖アンクーシャ】の二つ名を持つ第一級冒険者は舌を弾いた。

「『魔力』の流動を制御している。恐らく、あの三つの無貌かおが迷宮の『魔法』を操る──」

　そこまで言ったフィンの言葉は、途切れた。

　視界の隅に過った『ある光景』に、さしもの彼も動きを止めてしまった。

「シャクティ……もう一つ、悪い報せだ」

「なにっ」

【勇者ブレイバー】が告げる悪報に猛烈な嫌な予感を覚えながら振り向いたシャクティは、声を失った。

　柱以外の、全空間。

　緑肉が張り巡らされた大空洞全体に、無数の『魔法円マジックサークル』が出現していた。

「敵は正面の柱以外にも……あらゆる位置から砲撃を放てるらしい」

　四方の壁、遥か頭上の天井。

　宙空に幾つも咲き誇る魔法円マジックサークルの花に、異変に気付いた冒険者達も凍りついた。

「これ、は……」

「当たってほしくなかったが、考察は間違っていなかったようだ。敵の柱の『下部』、あれは『精霊の分身デミ・スピリット』本体を守るための防衛器官。自らも強力な『魔法』を操りながら、この十層全体に『迎撃魔法』を展開させる」

　三つの巨顔が並ぶ柱の『下部』、それは迷宮に接続された属具ギミック。

　六本の柱に備わる三面の顔、都合十八の『制御装置』。

　それらが十層の『迎撃魔法』を制御しているのだ。

　あれらを潰つぶさない限り、十層に足を踏み入れた者はどんなところにいても迎撃され、進行の阻害を受ける。よしんばこの大空間に辿り着いたとしても、今フィン達が直面しているように無数の砲台に取り囲まれる。

　上部の上半身そのものを『精霊の分身デミ・スピリット』と呼ぶのなら。

　あの下部の三面は『祭壇の支柱スピリット・オルター』。

　都市崩壊の『儀式』を成就させるための『防衛機構』である。

「勝てるのか、フィン……！」

　頰ほおの傷口にへばり付く、蒸発した血の跡を拭ぬぐいながらシャクティが唸うなる。

　冒険者達を眼下に置く『精霊の分身デミ・スピリット』はその目を細め、笑みを絶やさず歌い続けた。

　それは『破滅の唄』に違いない。

　絶望する冒険者達の心を蝕むしばみ、時を喰くらうことで確実に都市を消滅させる凶悪な鎮魂歌。

『精霊の分身デミ・スピリット』、そして『祭壇の支柱スピリット・オルター』を目まの当たりにする全ての者の戦意が揺らぐ中、フィンは静かに親指の腹を舐なめる。

　その碧眼へきがんから光を失わない勇者は、絶望に抗う雄叫びを上げた。

「全部隊、まずは柱の『下部』を狙え！　迷宮全体の迎撃手段を沈黙させる！」

　力強い号令が打ち上がると同時。

　敵の全方位砲撃が開始される。

　降りそそぐ氷の列柱。空間をまるごと薙ぎ払う雷の濁流。殺意を宿した魔法円マジックサークルが床に広げるのは地雷原のごとき火炎の絨毯だ。

　発動する天地の砲火をくぐり抜け、武装の表面を瞬く間に焼かれながら、冒険者達は指示を実行すべく『祭壇の支柱スピリット・オルター』に攻撃を開始する。

　勇敢な前衛は突撃を。

　守られし後衛は狙撃を。

　全てを塗り潰す火砲の轟声ごうせいを前に、冒険者達は恐怖を殺す鬨の声を上げる。

　人同士の戦争など超越した『超砲撃戦』。

　おぞましき『精霊』と繰り広げられる、史上かつてない攻防の火蓋が切られた。
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　衝撃が伝わる。

　遠く離れているにもかかわらず、戦闘の音が地鳴りのように届いてきた。

「急げ、ノロマども！　フィン達はもう始めてやがる！」

　レフィーヤは走っていた。

　部隊の先頭をひた走るベートの罵声を聞きながら、追従する冒険者達とともに。

【ロキ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】で構成された第五部隊。

『精霊の分身デミ・スピリット』がひそむ大空間はもう目前だ。

（──心が静か）

　通路を映す視界が震動している。

　床を蹴りつける度に心臓が強い音を打つ。

　けれど、レフィーヤの内面はどこまでも冷えていた。

　都市の命運を賭かけた一戦だというのに驚くほど動じていない。過去のレフィーヤ・ウィリディスならば必死に不安と戦い、喚わめき立てる鼓動を抑えることで精一杯だった筈だ。

　だがどうだ、唇からは滑るように詠唱が奏でられ、失敗する気配は皆無だ。迷宮を焼き払っては冒険者達を助けた数などとうに忘れた。今ならば単独で階層主相手に挑んでも『並行詠唱』をし続けられる自信がある。

　過去の自分と無縁の境地にいる。

　月夜の渚のもと、静かに砕けては消える波の泡のように心は白い。

　昂たかぶる周りの冒険者達の声が違う世界の出来事のように感じられる。

　緊張も、虚勢も、怒りもない。

　ただ『覚悟』があった。

　自分の前に何が起きても逃げず、受け止めて、戦いに臨む『決意』が。

　だから。

　このまますんなり『精霊の分身デミ・スピリット』のもとに辿り着く筈がないという予感があった。

　何かが起こるという『確信』があった。

　そして。

「て、敵襲────ッッ!!」

　レフィーヤの予想通り、それはやって来た。

　通路の『迎撃魔法』が止んだ一瞬。

　僅かな間隙を突くように横手の道より現れた、一つの敵の影。

　仲間の警告を浴びながら、紫紺の外套フーデッドローブをはためかせ、高速接近するその正体は──

（──仮面の人物！）

　禍々まがまがしい仮面。

　両手に装着されたメタルグローブ。

　一切いっさいの肌も露出させない、謎の怪人クリーチャー。

　忘れるわけがない。

　忘れるものか。

　この時のために自分は──!!

　レフィーヤの目の色が変わる。

　拳こぶしが握り締められる。

　静けさを保っていた心の海がこの時を待ちわびたように、一気に猛った。

「レフィーヤ、下がって！」

　響き渡るのはアナキティの声。

　ちょうど部隊の横っ腹を強襲される形。先頭にいるベートが対応するまで寸秒かかる。

　その寸秒を埋めるため、彼女は最後尾から迎撃の指示を飛ばそうとした。

　だが、そんな副官アナキティの事情など委細構わず、仮面の人物は右手に持った『宝玉』を突き出す。

（『ダイダロス・オーブ』!?　今更なにを──）

　既に人造迷宮クノッソスは緑肉に覆われている。大樹の根が張られた土壌のごとく、最硬金属オリハルコンの『扉』は下ろそうとしても作動しない。そもそも近辺には『扉』が存在しない。

　迷宮の『鍵かぎ』を取り出してどうするつもりだと身構えていると、

『退ヒケ』

　不気味な肉声が仮面の内側から響いた瞬間。

　床を覆っていた薄緑の肉膜が、あたかも波が引くように退いていった。

「────」

　あらわになる石畳、そしてちょうど部隊の中央に座する真まっ赤かな紅玉。

　隠れていた『罠ギミック』があらわになった瞬間、アナキティは敵の狙いを正確に悟った。

　悟って、遅きに失したと認めた。

『落チロ』

　仮面の人物が持つ『鍵』と、床の紅玉が光を放って共鳴する。

　直後、床が勢いよく割れた。

「なぁ!?」

　団員達の驚愕、更にベートの瞠目。

　人造迷宮クノッソスに残されていた機能、『ダイダロス・オーブ』によって発動する罠わな。

　寄生した緑肉を取り除くことで、まだ生きていた『落とし穴』を作動させた。

「ちいッ！」

　効果範囲は部隊の前から半分。

　ベートの舌打ちが響く中、足場が消失した冒険者達は落下を開始する。

　仮面の人物も自ら飛び降りて、その後を追った。

「レフィーヤ！　ベート!!」

　アナキティが手を伸ばした先で、開いていた床が勢いよく閉まる。

　咄嗟に持ち合わせていた『鍵』を取り出そうとしたが、すかさず退いていた緑肉の膜が這はい寄るようにズクズクと音を立てて床を覆い直した。

　刹那の強襲劇に言葉を失うアナキティは残った団員達とともに立ちつくした後、その眉まゆを歪めて水晶球を摑つかみ上げる。

「団長っ、敵の罠にかかりました！　縦穴に落ちて、ベート達が十層より下に！」

　激しい砲声が轟いてくる『眼晶オクルス』に向かって報せる。

　今も死闘を強いられていると理解してなお、不覚を叫ばずにはいられない。やがて水晶の奥から身の毛がよだつような爆音が四つほど連鎖した後、フィンの声が返ってくる。

『合流は可能か！』

「……いいえっ、レフィーヤ達が落ちた地点が割り出せません！　縦穴を利用しようにも既に『祭壇』の組成で塞がれています！」

　僅かな可能性の模索の後、身を切る思いで『否いな』と答えを絞り出す。

　顔が見えない司令官は間もなく、命令を下した。

『アキ達は進撃を続行しろ。待機させている予備隊をそちらに回す。直ちに『精霊の分身デミ・スピリット』を叩け！』

「っ……了解ッ」

　冷徹な声が獣の耳を揺らす。

　最優先目標に変更はない。限りない『正解』。

　たとえ仲間の半数を失おうが、『精霊の分身デミ・スピリット』だけは討つ。その覚悟で冒険者達はこの決戦へと臨んだ。

　アナキティは臍ほぞを嚙かみながら、残された団員達とともに通路を駆け出した。
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　そして。

　レフィーヤ達が部隊を分断されたのと、時を同じくして。

「──!!」

　アイズはその凄まじい気配プレッシャーを感じ取った。

「リヴェリア！　来る!!」

「！」

　部隊の中で疾走していたアイズの大音声に、リヴェリアは肩で反応した。

　場所は未いまだ『迎撃魔法』に晒さらされる長大な一本道。

　視界の遥か奥に大空間の入り口が視認できる『精霊の分身デミ・スピリット』の居城前。

　そこから、部隊横手の肉壁が顎あごを開くように、巨大な通路が現れた。

「……！」

　通路を満たすのは光一つない闇だった。

　静かに浮かび上がるのは鮮血のごとく赤い髪。

　一振りの漆黒の呪剣を持つ、最強の怪人クリーチャー。

　レヴィスである。

「来たな、アリア」

　彼女が現れた瞬間、まるで跪ひざまずくように、通路中に展開されていた『迎撃魔法』の魔法円マジックサークルが沈黙する。四散する魔法円マジックサークルの欠片かけらが無数の魔素の粒子となって舞う中、殺戮さつりくの女王は悠然と歩み出た。

「決着だ」

「……」

「私とお前の、最後の戦いだ」

　女の言葉は短かった。

　動きを止めた第二部隊を前に、冒険者達の慄然とした眼差しを浴びながら、アイズただ一人を見つめる。

　決戦の舞台であることを忘れるほどの一瞬の静寂。

　冒険者達の雄叫びも、迷宮の砲声も途絶えた通路で、金の双眸そうぼうと紅の双眼が視線を交わす。

「リヴェリア」

　少女の決意こたえはすぐだった。

「行かせて」

　握り締められる《デスペレート》が震える。

　剣の柄つかとそれを握る指が境界を失い、アイズ自身を一振りの剣に変えていく。

　少女の顔を映す銀の剣身に、戦意の光が満ちた。

「……」

　レヴィスだけを見据えて告げられるアイズの懇願に、リヴェリアは目を瞑つむった。

　空白は僅か。

　すぐに瞼を開け、頷うなずきを返す。

　かける言葉はない。

　アイズに背を向けて、ハイエルフは部隊を率いて進攻を再開させる。

　ただ、その背中は言っていた。

　──負けるな。勝て。

　──帰ってこい。

　去っていく彼女の後ろ姿に何も告げず、アイズもただ頷きだけを返す。

　レヴィスはリヴェリア達を見逃した。

　決まりきっている運命に興味などないように。

「口上は要るまい」

「いらない」

「遺す言葉もあるまい」

「必要ない」

　向かい合う二人の言葉は少なく、淡々としていた。

　およそ『最後の戦い』に似つかわしくないほど。

　宿敵と呼べる間柄であるにもかかわらず、二人はどこまでも冷めている。

　好敵手ライバルにはなりえない。

　出会った時から、奇妙な血と氷の糸が互いを繫ぎ止めているだけ。

　彼女達に、相手を燃やしつくす『信念』などなない。

「私が、貴方を倒す」

　表面上は。

「貴方を倒して、全て終わらせる」

「聞いたことがあるな。その類の壮語は」

　信念を持ち合わせていなくとも。

　降りかかる火の粉を振り払うだけの動機以上のものを持ち合わせていなかったとしても。

　少女と女は、正しく『闘う者』であった。

「24階層の時だ。私に一度負けたお前は、あの時も人形を止め、瞳を燃やし、生意気な口を利きいていた」

　レヴィスは『充足』している。

　彼女自身気付けていない。惰性にも似た使命から派生した『少女アリアとの戦い』が、今の彼女にとって唯一の『生き甲斐がい』となっていることに。

　何度破壊しようが立ち上がり、風の雄叫びを上げる少女に、気が遠くなるような年月の間に壊死していた『感情』が蘇よみがえりつつあることに。

　でなければ、前回の『惨劇』の中でアイズを見逃す道理はない。

　そうでなければ、この日に『二人だけの戦い』を望む理由など存在しない。

「なら、私は同じことを言う」

　そしてアイズは、『圧倒的な戦意』を。

　敗北を厭う勝気。

　無力に打ちひしがれる己おのれからの脱却。

　何より大切な者達を、大切な場所を想おもう守護の意志。

　語ることが苦手な少女は、それらを言葉にする術すべを持ち合わせていないだけだ。

　皮膚の下、心の奥で煮詰められる熱き本流が脈動を打った。

「貴方には、負けない」

　銀の剣が一筋の光沢を散らす。

　黒の呪剣がギチリと軋きしみを上げた。

　通路は依然、静観の構え。

　レヴィスが念じているのか魔法の介入はない。

　互いの眼差しが互いの双眼を射抜く。

「──戦やるぞ」

　レヴィスは静かに宣言した。

　剣を握る手をだらりと下げたまま、真の怪物が『臨戦態勢』に移る。

　アイズもまた、碌に剣を構えないまま『心の撃鉄』を起こした。

　己の瞳から、急速に目の前の『敵』以外のものが排除されていく。

「といっても、一方的になるが」

　己の蹂躙じゅうりんを疑っていないレヴィスが、決戦に相応ふさわしい『散り際』をこちらに望む。

　その言葉に、アイズは一度瞼を閉じた。

　レヴィスの言う通り、つい前までなら蹂躙の結末は変わらなかった。

　アイズの敗北は揺るがなかった。

　でも今は違う。

　今のアイズは、違う。

「──いくよ」

　瞳を開けた時、その視界に『変化』が生じる。

　正面に立つのは怪人クリーチャー、人とモンスターの異種混成ハイブリッド。

『魔石』を喰らって力が増す『強化種』。

　その戦闘能力は今やアイズ達【ロキ・ファミリア】の第一級冒険者を置き去りにしている。

　真性の怪物。

　そう、『怪物』だ。

　アイズの視界に『人』として映っていた女の輪郭が、グシャリと音を立てて、熱した飴細工のように溶けていく。

　色は黒ずみ、漆黒の色へ。

　人を象っていた形が『異形のそれ』へ。

『背中』から生じる転轍てんてつの音。

　蒼く昏くらい己の心の淵から、『力』の片鱗が立ち昇る。

「……なに？」

　視界に雑音が生じる。

　嵐のように斜線が走る。

『視線の先の存在』もアイズの異変に気付いたのだろう。だとしても遅い。いや気付けたとしても意味がない。

　アイズの金色の瞳に黒い光片が散る。

　虹彩こうさいが『漆黒の真円』に縁取られる。

　変わる。変わる。変わる。

　視界の中の存在が。

　人から異形へ、異形から歴とした『怪物』へ。

　鮮血のごとき色と漆黒の影を纏った『化物』に。

「ッッ!!」

　アイズの背中が燃え盛る。

　業火が音を立てて、ねじ曲がり、咆哮を上げながら、黒い火の粉を撒まき散らす。

『力』の奔流に抱かれるアイズは──しかしそれを御していた。

【猛者おうじゃ】の教えは生きている。

　この身を燃やす黒い炎の言いなりになるのではなく、統べるのだ。

　黒き炎に身を焼かれるのではなく。その猛火をもって『敵』を討つために。

　アイズは右手に持つ銀の剣を振り鳴らした。







「【起動テンペスト】──【復讐姫アヴェンジャー】」







　そして、唱えた。

『風』を呼ぶ呪文を。

　最強の『力スキル』と精霊の『魔法エアリエル』を接続する禁断の祝詞を。

　次の瞬間、己を取り巻く世界が豹変ひょうへんした。

　激しい颶風の叫びが一瞬、アイズの聴覚から全ての音をかき消す。

　視界は大気の疾走が絶え間なく吹き荒れる黒き景色へと。

　生じるのは風の螺旋だ。

　巻き起こるのは緑肉を斬り刻む風紋だ。

　通路を満たす荒ぶる風によって、あらゆるものが境界をなくす。

　それまでの美しい風の旋律ではない。

　怪人クリーチャーが何度も見てきた精霊の風が『漆黒の嵐』へと姿を変え、アイズを取り巻いていた。





『──────────────────────────────────ッッッッ!?』






　同時刻。

　アイズ達の居場所とは異なる『六つ』の大空間で、六体の『精霊』が同時に絶叫を上げた。

「なっ……!?」

　フィン、ガレス、ティオナ、ティオネ、異端児ゼノス、その他『精霊の分身デミ・スピリット』との戦闘に臨んでいた全ての冒険者達が目の当たりにする。

『精霊の分身デミ・スピリット』本体が『術式』の詠唱さえ中断し、両手で頭を摑みながら悲鳴を放つ。全ての『迎撃魔法』も途絶え攻撃の錯綜が止む中、自分達の『体内』に生まれた『それ』唯一を恐れるように──禍々しき『漆黒の嵐』を畏おそれるように、恐慌に陥る。







[image: ]







「──────」

　魔城クノッソス全体が激震と言う名の混沌こんとんに包まれる中。

　レヴィスの時が止まる。

　その緑色りょくしょくの眼が限界まで開かれる。

　真性の怪物である彼女の双眸が、初めて自分以外の『化物』を映した。

『────!!』

　沈黙していた筈の『緑肉』が数多の魔法円マジックサークルを出現させる。

　レヴィスの思念を受けて停止していた『迎撃魔法』の一斉起動。精霊達の勅令さけびを受け、百に上る砲口がアイズを取り囲み照準の檻おりに閉じ込める。

　あらゆる属性、あらゆる魔砲まほう。

　放たれれば黒き嵐ごと少女を徹底的に破壊する同時砲撃。

　しかし。

　今のアイズには、そんなものは関係なかった。

「【暴れ吼えろニゼル】」

　右足のブーツが床を蹴った。

　それだけで、爆はぜた。

　漆黒の息吹が烈火と見紛う衝風と化し、床を覆っていた緑肉の膜を石畳ごと爆砕する。

　砲口の包囲網を刹那のうちに抜け出し、置き去りにした。

　加速の余波が稲妻のごとき風威となって百の魔法円マジックサークルを粉こな微塵みじんに喰い千切る最中さなか、アイズはレヴィスの眼前に出現する。

「────っっ!?」

　凍結していたレヴィスの時を打ち砕く黒嵐の肉薄。

　表情の消えた少女が今まさに攻撃を放とうとしている。

　構えは大上段。

　振り上げた黒風の剣デスペレートから繰り出される縦断の一撃。

　真正面にもかかわらず、隙すきを晒して敵を叩き潰す構え。

　だがそれも、今のアイズには関係なかった。

　真実、今のレヴィスには反応しきれなかった。

　眼前から吹き寄せる凶悪な風圧をも利用し、全力をもって後退する怪人クリーチャーの目の前で、その一撃が振り下ろされる。

　そして、砕いた。

「なっっ──!?」

　超硬金属アダマンタイトの床を。

　破壊不可能であった筈の人造迷宮クノッソスの『構造』そのものを。

　弾け飛ぶ緑肉。

　砕け散る石板と金属の欠片。

　星塊ほしが落ちた巨大な窪地クレーターのごとく床が粉砕し、そのまま『穴』が開く。

　絶句するレヴィスの身を襲うのは浮遊感。

　下層へと続く暗黒の口に吸い込まれ、戦慄が抜けきらないまま落下した。

「倒す」


「っっ────アリアァァァァァァァァァァァァ!?」



　自らも穴の中に飛び込んで追ってくる少女に、レヴィスは叫喚きょうかんを放った。

　漆黒の嵐をもって宙にいながら加速、足場のないレヴィスに向かって容赦ようしゃなく剣撃を見舞う。

　肉が弾ける音、骨が壊れる旋律。

　たった一撃で文字通り片腕を失ったレヴィスは不利な体勢でありながらアイズの剣と斬り結んだ。斬り結べなければ、それは『死』だった。

　衝突した呪剣が半ばから折れた。無理矢理振ふるった。致命傷を回避できた。だが腹から勢いよく血が噴いた。唇も、鮮血の色に彩いろどられた。

　一撃打ち合うだけでレヴィスは下に落ち、アイズは風を操り壁を蹴り付けてはすぐさま追従した。逃れられない。決して。漆黒の色を宿す風が濁流となって襲いかかる。

　黒風かぜに圧おされ、剣閃つるぎに破かれ、爆風に翻弄ほんろうされ、空中を貫いていく。

　一枚、二枚、三枚、四枚──アイズの剣が風となって吠える度に超硬金属アダマンタイトの壁が、床がブチ抜かれていく。

　地下の迷宮にいながら味わう『空中降下』。

　レヴィスの双眼が怒りと戦慄に染まる中、金属の破片と千々に砕かれた緑肉の欠片が煩わずらわしいほどに視界を飛び交う。

　落ちていく。落ちていく。落ちていく。

　体中を削そがれながら、遥か下の階層へ。

　そして。

「ぐぅううう────ッ!?」

　凄まじい爆砕音を上げ、レヴィスは大広間の床へと叩きつけられた。

　緑肉に埋めつくされた広々とした空間。

　離された『精霊の分身デミ・スピリット』の距離から、レヴィスはこの場所が十二層だと瞬間的に察知した。

「ここでいい」

　二層分もの高さからレヴィスを叩き落としたアイズは、超硬金属アダマンタイトと緑肉の雨を伴いながら、風をもって緩やかに着地する。

　リヴェリア達のいる階層からは離れた。これでもう彼女達には手出しできない。

　ここが本当の、アイズとレヴィスの決戦の場所だ。


「アリア、貴様ッ……！」



　右腕を失い、更に左足も原形がなくなっているレヴィスの体は知らない者が見れば再起不能に違いなかった。剣に宿る風に八つ裂きにされ、全身という全身が裂傷によって埋めつくされている。今や血を流していない部位パーツがない。

　顔を憤怒に歪めるレヴィスは体を起こし、傷口から発する高熱の湯気とともに『自己再生』に移る。斬り飛ばされた右腕も直ちに修復し、手の平分ぶんの柄しか残っていない呪剣の残骸を床に叩きつけた。

「どこにそんな『化物』を飼っていた！　何故なぜ、今までソレを使わなかった!?」

「使えなかった。私は、貴方をずっと『人』だと思い込もうとしてた。……すごい力をもっていても、言葉を交わせる貴方は『怪物モンスター』じゃないって、心のどこかで思ってた」

【復讐姫アヴェンジャー】。

　あらゆる眷族けんぞくの中でもその効力は最高位と主神ロキに言わしめた、強力無比な『レアスキル』。

　効果は貪欲なまでの『力』の激上。

　対象は醜悪な『怪物モンスター』。

　これまで、アイズはレヴィスをモンスターと認識することができなかった。

　いや、彼女の定める『怪物』の範疇にレヴィスを収められなかった。

　その認識を覆くつがえす足がかりとなったのが、とある『最強』との鍛練。

「でも、あの人と……【猛者おうじゃ】と戦って、教えてもらった。貴方に勝つには、私の全てを使いきらなきゃ駄目だって」

　そして、何より。

「……人の言葉を話す怪物モンスターがいた。人の心を持った、『竜』がいた」

　消えていた表情の中に苦渋を浮かべながら、アイズは断腸の思いで言葉にする。

　脳裏に過るのは一匹の竜女ヴィーヴル。

　月夜の下、少年に庇かばわれ、少年を守り、アイズの前で涙を流した『竜の少女』。

「『怪物の心』を持つ貴方とは──真逆」

　アイズには、わからない。

　理性を持ち、涙を流すモンスターは『怪物』なのか。

　あるいは人の括くくりに身を置きながら残虐の限りをつくす者こそ『化物』なのか。

　アイズは、ずっと迷っていた。

『異端児ゼノス』と出会ってから、モンスターは必ず滅ぼさねばならない絶対悪かどうか。

「私は見極める。誰が『人』で、誰が『怪物』なのか」

　それを今。

　その先送りにしていた答えを、この瞬間に言い放った。

「──この『黒い炎ちから』を誰に向けるのか、私は自分の目で確かめる！」

『異端児ゼノス』の邂逅かいこうがアイズにもたらした一つの回答。

　無差別に漆黒の炎で焼き払うのではなく、【復讐姫スキル】が吠えるがまま傀儡に成り下がるのではなく、その金色こんじきの眼まなこをもって剣を向ける。

『黒い炎』に蝕まれてなお、その瞳は剣のごとく意志の光を宿していた。

　己を射抜く少女の眼差しに、レヴィスは啞然と立ちつくした。

「……ふっ」

　やがて。

　その唇から、吐息が漏れる。

「ははははははははははははははははははっ！」

　レヴィスは笑った。

　およそアイズが初めて聞く、女の笑い声だった。

「変わったな、アリア。……ああ、お前は変わった」

「……」

「最初と会った時と比べて、どうだ。お前はそんな目をしたことがなかった。むしろ奥底を黒く淀ませていたお前の瞳は、私側に近かった」

　体から立ち上る高温の湯気が怪人クリーチャーの肉体を癒いやしていく中、レヴィスは以前の記憶を目の前の光景に重ねる。

「何がお前を変えた？　どうしてそこまで強くなる？　私は初めて、お前自身に興味を持ったぞ」

　言葉違わず『興味』を双眼に孕ませながら、傷が塞がった腹を、己の豊満な胸を、首を、頰を、指でなぞっていく。

「アリア、今日までお前は私の全てだった。お前を奪うことが私の仕事だった」

「……」

「私はこの世の全てをくだらないと思っている。こうして自分の生きている意味さえ不確かだ。『守ってやらなくてはならないモノ』があるとはいえ、惰性に違いなかった」

　厭世的な怪人クリーチャーが初めて吐露する己の心の内。

　ゆっくりと強まっていく語気に宿るのは、アイズと負けず劣らずの『戦意』だ。

「だが、お前を追う時だけは！　お前と相対する時だけは！　私は存外、『愉快』だったのかもしれん！　お前と剣を交える時だけは、私は夢中になっていたのかもしれん！」

　枯れた感情を取り戻すように、レヴィスは吠えた。

「だから今、その姿に成り果てたお前と対峙できて嬉うれしいのだろう！　私は!!」

「私は違う」

　対して、アイズは黒い光欠が散る双眼で、その『怪物』を見据え返した。

　──炎それに呑まれるな。統べろ。そして、思い出せ。

　──今からお前が立ち向かう難敵てきは──。

　アイズには倒すべき敵がいる。許せない存在がある。

　かけがえのない『悲願』がある。

　しかし、それは目の前の怪物レヴィスではない。

「貴方は私の敵。そして、『通過点』。私は貴方を倒して、私の悲願ねがいを叶かなえに行く」

　レヴィスは、今度こそ猛々しく笑った。

「お前はそういうヤツだったな、アリア！　人形のような顔をして、小娘のように負けん気が強く、酷ひどく生意気だ！　だがそれでいい。それがいい──貴様は！」

　次の瞬間、レヴィスは眦まなじりを咲いて緑肉の床に片手を突っ込んだ。

「寄越せ、分身どもッ！」

「!!」

　アイズの瞳に驚愕が走る。

　床に突っ込んだ右手を起点に、レヴィスの体がせり上がる緑肉に『侵食』されていく。

　それは『魔力』の詰まった『肉』だった。

　同時に人智を超えた『力』をもたらす、『穢れた精霊』由来の『外装』だった。

　右手、右腕、右肩。

　右半身を中心に犯した『緑肉』はレヴィスと同調し、その色を紅に変える。

　端的に言うならば『人体と結合した肉の鎧よろい』。

　紅い表面は節くれ立ち、葉脈状の血管がレヴィスの肌と癒着している。

　右肩に生まれる巨眼らしき器官がぎょろりとアイズのことを見つめた。

「お前が変わったというのなら……私も変わらなければ」

　片膝かたひざをついていたレヴィスは、立ち上がる動作と並んで、床に突き刺していた手であるものを引き抜く。

　ぞるるるっ、と不気味な音を立てて抜き放たれるのは真紅の長剣。

　剣身から滲にじみ出るほどの『魔力』を放つ、精霊の『穢れた剣つるぎ』である。

「始めるぞ。今度こそ、私達の決戦たたかいを」

　ぱんっ、と。

　乾いた音を響かせ、頰を走るレヴィスの血管が弾けた。

『器』に収まりきらない『魔力』の暴発だ。直ちに自己再生が始まり傷が修復されるものの、今度はまた違う場所の部分が弾けて、沸騰するほどの高熱の血を床にばらまく。

　怪人クリーチャーの肉体はゆっくりと自壊していた。

　だが、それはアイズも同じ。

　吹き荒れる漆黒の嵐は確実にその細身の体を削っていく。

　その身に過ぎた力を召喚しているのはレヴィスだけではない。

「……」

「……」

　静かに二振りの剣が構えられる。

　そよ風とは呼べない黒風の余波が互いの髪をはためかせ、不気味な肉の鎧が獲物を前に打ち震えた。

　これまで、三度。

　アイズとレヴィスは剣を交えている。

　一方が負ければ一方が力を付けて勝ち返し、そしてもう一方も強さを求め形勢を覆す。

　その永遠の関係に終止符を打つため、両者は同時に猛った。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　吠え、床を蹴り砕きながら怪人クリーチャーが発走する。

　アイズは応えるように体を沈め、かき消えた。

『黒い風』の一息が地面を粉砕し、『怪物』の女を超えるほどの加速力をもって、肉薄する。

　怪物の雄叫びと黒い風の咆哮が、衝突した。


















　夜は静けさに満ちていた。

　広がる闇は渺々びょうびょうとした暗黒の海原にも見える。当然荒波あらなみの音など生じることはない。雲も流れることなく無風を貫いている。ただ、天高く凍りついた月が悠然と大地を見下ろしていた。

　冷たい月明りは、とある山間に隠れた『建物』にもそそがれる。

　木々の間にひそみ、山肌に貼はり付くように築かれたそれは光一つ宿さず、闇に沈んでいた。

「……」

　獣の啼き声さえ聞こえてこない中、ギシッ、ギシッ、と。

　ヘルメスは段差を軋きしませながら階段を上っていた。

　不意に足を止め、手すりに片手を置きながら、背後を振り返る。

　見えるのは夜天に向かって伸びる白亜の巨塔『バベル』。

　あの塔の下で人知れず戦っている冒険者達に瞳ひとみを細めながら、男神は視線を前に戻し、残りの階段を上っていった。

　ヘルメスは一人だった。

　建物の中に人の気配はない。拍子抜けするほど無人の空気を纏まとっている。

　大きな螺旋を描く野外階段を上りきり、そのまま建物から張り出した露台バルコニーに出る。

　露台バルコニーといえど、空間は広い。

　木板で作られており、台の両端では植物が育てられている。

　花は勿論のこと、農作物まで栽培されているところから温室のようにも見えた。

　しかし、露台バルコニーの奥、開けた視界に映る極上の夜景──無数の魔石灯の光で氾濫はんらんする迷宮都市を目にしたのなら、きっと『展望台』という言葉を連想するだろう。

　そんな夜景の中心で。

　その美しい絶景の中で。

　こちらに背を向けながら、都市の方角を眺める神物じんぶつがいた。

「やぁ、見つけたぜ」

　帽子を脱ぎ、歩み寄る。

　ここはとある女神の『隠れ家』。

　大量の食料を貯蓄している巨大保管庫、【ファミリア】の別邸である。

「……」

　無言を引き連れ、女神は振り返った。

　能面のような無表情を纏い、ゆっくりと。

「そろそろ終わりにしようか──デメテル」

　ヘルメスの言葉に。

　蜂蜜色の髪を揺らす女神は、やはり仮面を彷彿させる顔のまま、ヘルメスを見返した。

「そう。来てしまったのね、ヘルメス」
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「あ、痛い痛いっ。爪つめが肩に食い込んどるっ」

「す、すいませン……」

　ロキは思わず、子供のようにじたじたと手足を振った。

　ゆっくりと降下する最中、両腕の翼を広げる歌人鳥セイレーンのレイは、女神の肩に食い込ませる鉤爪かぎづめの加減に四苦八苦する。

　死神タナトスの送還により人造迷宮クノッソスと地上が繫つながった『縦穴』の中。

　何百Ｍメドルにも及ぶ深い穴を、ロキとレイは降りていた。

　見張りの冒険者の目を盗んで、迷宮街から、こっそりと。

　ようやく床に足がつき、人造迷宮クノッソスの九層に到着したロキは、真上を仰いで「高ぁ～。やっぱりめっちゃ深いなぁ～」と他人事ひとごとのように呟つぶやいた。

「悪いなぁ、レイたん。無理言って下ろしてもらって」

「レ、レイたん……」

「でもモンスターと制御降下パラシュートするのも、オモロイ経験になったわ～」

　地味に衝撃ショックを受けてるレイに構わずロキは脳天気な声を出す。

　腰にくくりつけていた魔石灯を点灯させ、フィン達も通った通路を進み始めた。

「本当に、様変わりしたなぁ……」

　すぐに辿たどり着く『迷主の間』、長い通路、そして三つの部隊が散らばった分かれ道。

　ところどころへばり付いた緑肉によって変貌した迷宮を進んでいくと、ロキは見覚えのある景色の前で立ち止まった。

　そこは『迷主の間』──闇派閥イヴィルスの拠点を間近にした主要地帯。

　あの『第一進攻』の日、『運命』の別れ道となった地帯エリアである。

　タナトスを追い詰めたガレスやロキ達はここで詰めの作戦を話し合った。

　そして、その直後ディオニュソスが単独で別行動を冒した。

「【ガネーシャ・ファミリア】は、派手にここらへんを焼き払ったようやな」

「ええ……周囲ノ緑肉ニクハ完全ニ死んでいまス」

　緑肉のほとんどが焼け落ち、剝むき出しの石版も焼き焦こげている中、ロキは通路の一角に歩み寄る。

　そこは魔石灯の光も届かない陰。

　闇に同化することで冒険者達も、かつてのロキも見落としていた一本道である。

　暗闇に塞ふさがれた長い通路を、魔石灯をかざして照らす。

「……レイたん。うちのお守りはここまででええわ」

「えっ？」

「もとはうちのワガママで付き合ってもらっただけやしな。フィンの作戦通り、こっからはドンパチやってるところに手を貸してやってや」

「し、しかし、神ヲ一人ニするのハ……」

「大丈夫やって」

　うろたえるレイに、ロキはうっすらと笑う。

「このあたりにはもう、怪物モンスターはおらん」

　それは確信のこめられた声音だった。

　何故なぜか気圧けおされたレイは説得を試みるも、神に弁舌で敵う筈もなく。

「……わかりましタ。神である貴方ガそう言うのなら……」

「悪いなぁ。いくつも我儘わがまま聞いてもらって」

「いえ。それでは、私モ行かせてもらいまス」

　言いくるめられた歌人鳥セイレーンは迷宮内の動向も気になるのか、素早く飛び立つ。

　先端に青みがかかった金の羽毛を散らせ、十層へと向かった。

「……さて」

　ロキも歩み出した。

　行灯カンテラにも似た魔石灯の光で暗がりを切り裂きながら、一本道の奥へ。

　あの時、ディオニュソスが辿った道の先へ。

　通路を埋めつくしていた緑肉は半ば腐り落ちていた。この近辺も十層へと力エネルギーのほとんどを回しているのだろう。萎しぼんだ風船、いや沼のように肉が床に溜たまっている。膝ひざの高さまであるか。濃い草の香りがする密林の奥で、蜂蜜を手当たり次第にブチまけたかのような形容しがたい悪臭にロキは舌を出しながら進む。道中でうず高く積もっているのは『魔石』を失った極彩色のモンスターの死骸。すくい上げれば手の中からさらさらと灰がこぼれる。更にモンスターと同様、ここまで押し流されたのか干からびた腕を肉の沼から突き出す冒険者の亡骸なきがらもあった。当時の凄惨せいさんさを物語る光景に口を閉ざしながら、間もなく最奥に辿り着く。

　そこは開けた空間だった。

　神の送還によって地上まで開いた大穴には依然緑肉りょくにくが詰め込まれていたが、それ以外の壁や床はやはり腐り落ちていた。

　ロキは朱色の眼をうっすらと開く。

　彼女がこの場に来たのは、『調べ物』をするためだった。

『都市の破壊者エニュオ』の決定的な『証拠』を摑つかむために。

「……これは」

　部屋にあったのは古びた椅子いす、紐ひも、姿見。

　そして、床に残る水浸しのシミ。

「この匂におい……間違いないな。ディオニュソスの貯蔵専用庫ワインセラーで嗅いだもんや」

　微かすかに漂う、とろけそうな馥郁ふくいくたる香り。

　それだけで五感を奪おうとしてくる──葡萄酒ぶどうしゅの残り香だ。




「『答え合わせ』をしにきたよ、デメテル」

　ヘルメスは告げた。

　被かぶり直した帽子の鍔つばを指でなぞりながら、目の前の神物じんぶつに向かって。

「ああ……見つかってしまったわ。ええ……見つかってしまったのね」

　返ってきた声は、戯曲の台詞せりふのように嘆きを孕はらんでおきながら、限りなく平坦だった。

　露台バルコニー前の物陰、あるいは階段に身をひそめている【ヘルメス・ファミリア】の護衛達が、一様にぞっとしてしまうほどに。

　ゆっくりと体ごと振り向いたデメテルの動きに合わせ、纏まとっている神衣ころもが膨らみ、揺れる。

　そこに温厚な女神が見せていた日常の顔などない。

　表情が抜け落ち、恐ろしいまでに『無』となった女神の貌かおがあった。

　隠し持っていた本性とでも言うべき女神の深淵が。

「ヘルメスと、貴方達の子供だけ？　誤算……いいえ残念だわ。ロキ達とは言わなくとも、ウラノスの私兵も、私のもとへ来てくれれば良かったのに」

　息をひそめる眷族けんぞくの存在も見抜きながら、デメテルは淡々と言葉を紡つむぐ。

　己おのれの身を穿うがってくる眼差まなざしは、同郷のヘルメスでさえ見たことがないほどに冷たい。

「……戦力を分散させるために？」

「ええ。だって、準備は終わっている。采さいはもう私の手から離れた。今更私を拘束しようが、天界に送ろうが、冥府への扉はもう開く」

　周囲に。

　この【デメテル・ファミリア】の『保管庫』に、彼女の団員はいない。

　やはり今も薄ら寒いほどの静けさを纏い、不気味な沈黙が広がっている。

「……貴方の眷族は？」

「ここにはいない。いいえ、どこにもいない」

「……なぜ？」

「さぁ？　あの『魔城』に送ったか、それとも花を咲かせるための『養分えさ』に変えたか……どちらだと思う？」

　かたっ、と。

　話を聞く【ヘルメス・ファミリア】の団員は、不覚にも手に握る得物を揺らしてしまった。

　冷や汗を頰ほおに伝わせ、乱れかける呼吸を律するのに精一杯だった。

　それほどまでに今のデメテルはおぞましかった。

　知らない声音、知らない抑揚よくよう、知らない振る舞い。

『神威』など解き放たれていないにもかかわらず肌をわななかせる。

　それは神が神たる所以ゆえん、超越存在デウスデア故ゆえの酷薄さか。

　下界の住人達の胸中で渦巻くのは、怪物モンスターに抱くものとも異なる類の『恐怖』だ。

「ヘルメス……貴方には、前に言ったわよねぇ」

　揺れる前髪の奥。

　デメテルの瞳は、何にも染まらない玻璃はりのように、がらんどうだった。

「私は『不満』だって。母なる母メーテールを冠し、大地ゲーの名を持つ私には、今の下界は『不本意』なの。──許せないのよ」

　次第に強まっていく語気。

　デメテルは玻璃はりの瞳を見開いて叫んだ。

「この『理不尽』が！　『差別』が！　『区別』が！」

　激する感情が発散される。

　心臓を鷲わし摑みにされるヘルメスの眷族達には、彼女の言っていることはわからない。

　理解できない。

　人智が及ばない。

　ただ、その時が来れば身を擲なげうち、主神を護る覚悟しか有せない。

「……ああ、聞いたよ。確かに、貴方の口から聞いた。慈愛の化身である貴方が、この下界にまつわる全てを愛せない矛盾を。その葛藤を」

「なら、わかるでしょう？」

　露台バルコニーの上で二柱の神が見つめ合う。

　緊張の糸が極限まで張り詰める。

　だらりと両腕を垂らし、デメテルは顔を伏せた。

「どうして、私がこんなことをしたのか──」

　その瞬間。

　女神の言葉を遮さえぎるように。

　ヘルメスは堪こらえきれず、顔を横に振った。

「──茶番は止めよう、デメテル。もうネタは上がってる」







　床から香る匂いに眼を鋭く細めていたロキは、辺りを入念に探り始めた。

　まるで何かを確信しているかのように。

　そして。

「……あった」

　石畳に存在した僅わずかな隙間すきまに指をひっかけ、押し込んだ瞬間、石畳の一部が音を立てて横に滑移スライドした。

『隠し通路』である。

　──『攻め落とされる城に抜け道があるのは常じゃ！』

　──『隠し通路がないか、見落とすでないぞ！』

『第一進攻』大詰めの局面でガレスが口にしていた言葉が、こんなところで証明された。

　この場で神を手にかけ、送還の柱を打ち上げた黒幕──『エニュオ』は、この『隠し通路』に逃げ込むことで緑肉の侵食から逃れたのだ。

　開いた石版の中は階段が続いていた。閉じ始める蓋ふたより早く、素早く『隠し通路』へと身を滑り込ませる。

　ロキは魔石灯を片手に階段を下り続けた。

　狭く細い石の段差はどこまでも下に続き、酷ひどく圧迫感を与えてくる。

　だがロキの開かれた朱眼は揺らぐことなく、先を見据え続けた。

　やがて、

「……」

　降りきった階段の先、行き止まりの壁に突き当たる。入ってきた要領で『隠し扉』の仕掛けを作動させ、開扉させた。

『隠し通路』を出た先は、円柱形の空間だった。

　蜘蛛くもの巣のように幾つもの通路──きっとどれもが『隠し通路』だろう──と繫がっている。周囲の壁を形作るのは古代の壁画だ。

　怪物から逃げ惑う多くの人々。炎の大海。貪られる命。

　破壊と殺戮さつりく。

　蹂躙じゅうりんと混沌こんとん。

　凄惨なる死の宴うたげ。

　地獄、あるいは冥府と呼ばれる光景。

　そして、

『────』

　その空間の中心に、『それ』は立っていた。

　全身を覆い隠す紫紺の衣ローブと、更にその上に纏う漆黒の上着ケープ。

　上着ケープに飾られるのは複数の仮面だ。

　まるで神が持つ数多の顔を象徴するかのような、おどろおどろしい風体。

　ロキはその存在を睨にらみつけ、告げた。

「自分が真の黒幕エニュオやな」




「なん、ですって……？」

　弾はじかれたように顔を上げたデメテルは、かろうじて、尋ね返していた。

　しかし、女神の声は震えていた。

「貴方が惨みじめになるだけだと言ってるんだ。オレは貴方のそんな顔は見たくないし、道化に成り下がる姿を拝むのも御免だ」

　ヘルメスはその姿にはっきりと悲しみを覚えながら、憐憫れんびんの眼差しでデメテルを突き刺す。

「神デメテルは豊穣の女神。さっきも言ったように、全てを包み込む慈愛の化身そのものだ。そりゃ怒らせると世界が荒廃してしまうくらいには恐ろしいが……このような直接的な方法は、貴方のやり方じゃない」

　今やデメテルの顔は蒼然そうぜんとなっていた。

　女神の心中はわからない。

　その胸に宿るのは後悔か、怨嗟か、絶望なのか、同じ神であるヘルメスにすら理解してやれない。

　けれどヘルメスは、彼女の痛ましい姿に引導を渡すべく、その決定的な言葉を口にした。

「貴方は、『都市の破壊者エニュオ』なんかじゃない」
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　長い浮遊感の後、レフィーヤは他ほかの冒険者達とともに石畳の床に着地した。

　場所は大広間。

　アナキティ達と分断された第五部隊の半数を収容してもなお、有り余るほどの石造りの空間である。

　落下時間から逆算して、位置は人造迷宮クノッソス十一層、いや十二層か。

　レフィーヤは素早く周囲に目を走らせながら思考する。

　思考しながら、自分達の正面に降り立った『仮面の人物』を見据える。

「ちッ！　つまらねえ罠わなにかかりやがって……！」

　自虐が含まれたベートの荒々しい舌打ちが響く中、頭上の縦穴が這はいずる緑肉によって完全に塞がった。

　この場から十層には戻れない。

　少なくとも、道を迂回しなければ。

　大広間には多くの通路が接続されていた。

　見上げるほど高い位置にも通路口が見える。迷宮の随所に繫がる中継点。そんな言葉を彷彿させた。

　ここも十層に力エネルギーを回すために切り捨てられた地帯エリアなのか、あるいは意図的なのか、緑肉の量は目に見えて足りず、空間の半分以上が本来の人造迷宮クノッソスの景色を広げている。

　壁や天井てんじょうから剝はがれ落ち、黄土色に腐り落ちた肉塊が、まるで巨大な蛞蝓なめくじのようにごろごろと転がっていた。

　むざむざ分断された冒険者達は顔を歪め、一斉に武器を構える。

『……』

　片や『仮面の人物』は何をするわけでもなく、じっとその場にたたずんでいた。

　不気味な紋様の仮面からは吐息の一つも漏もれることはない。

　階上から伝わってくる激しい戦闘の衝撃が、紫紺の外套フーデッドローブを揺らす。

　……仕掛けてこない？

　冒険者達は心の声を一つにしていた。

　陥おちいっている奇妙な膠着こうちゃく状態。

　落とし穴の罠トラップを作動させてから『仮面の人物』は何も行動を起こさない。数では圧倒的に冒険者達が上回っているとはいえ、ここに来て消極的な怪人クリーチャーの動向は不自然に過ぎた。ベートも怪訝けげんそうに眉まゆをひそめている。


「…………」



　そんな中、レフィーヤだけは違った。

　山吹色の髪を揺らし、たった一人、冒険者達の列から歩み出る。

「レフィーヤ……！」

　敵と対峙たいじする少女の姿に、【ロキ・ファミリア】の団員達の顔が危機感に強こわばる。

『仮面の人物』は同胞フィルヴィスの仇かたき──。

　エルフの少女が爆発させる復讐心。

　この沈黙は嵐あらしの前の静けさではないかと危惧を抱いたのだ。

　魔導士でありながら最も近い場所で敵と向かい合うレフィーヤを、【ロキ・ファミリア】の団員は咄嗟とっさに止めようとしたが、

「ずっと……」

　彼等の危惧に反して、レフィーヤの声音は静かなままだった。

　その紺碧こんぺきの瞳で、『仮面の人物』を見つめる。

「ずっと……不思議に思っていました。貴方は『誰なんだろう』って」

『……』

「都市の破壊者エニュオの陰で霞かすんでいたけど、貴方もずっと『変』だった」

『……』

「貴方に、ずっと『違和感』を抱いていた」

　広間に響く少女の声音。

　何も答えない仮面の沈黙。

　レフィーヤが何を言っているのか、冒険者達にはわからない。

　何を言おうとしているのか、ベートも眉間みけんに皺しわを集めて成り行きを見守る。

　誰もが動きを止め、静観せざるをえない中、レフィーヤは滔々と『仮面の人物』へ言葉を突き付けた。

「貴方はいつも、どんな時も、私の前に現れた」




「名乗り出るつもりはないか？　なら、『答え合わせ』から先にいくか」

　黒衣を被った『エニュオ』の前で、ロキは乱暴に魔石灯を床へと放る。

　広間には火が揺れる複数の松明たいまつが備え付けられている。既に必要ない。

　こちらの『答え』が外れていたなら仮面の下で存分に笑えと言わんばかりに、ロキは顎あごを上げ、挑戦的な眼差しで目の前の神を見据える。

「まず一つ目。自分が最後の最後まで姿を隠しておったのは、都市崩壊までの計画シナリオを明るみに出さないための企たくらみ……なんかやない」

『……』

「ましてや慎重さとか臆病のそれでもない。自分は堂々とうちらの前に姿を現しとったからや。表の顔と裏の顔を使い分け、さも人畜無害そうに振る舞っておった」

　お前エニュオは自分達と近い場所にいたと、ロキはそう認めた。

　それは事実上の『敗北宣言』でもあった。

　天界のトリックスターであるロキ、更にヘルメスの目でも見抜けないほど巧妙に、大胆に、何食わぬ顔で彼女達の日常に溶け込んでいたのだと。

「二つ目。自分の計画シナリオが始まったのは六年前。実際には、迷宮都市オラリオを潰つぶす悪巧みは昔から考えとったのかもしれんが……計画シナリオが歴とした形になったのは、その時で間違いない」

『……』

「全ての契機は──『27階層の悪夢』」

　無言を貫く『エニュオ』に、ロキは言葉を浴びせていく。

「あの悪夢の日、『深層』にひそんどる『穢けがれた精霊』……正確にはその『分身』は、何かに惹ひかれて『下層』にまで上ってきた。そこで自分は初めて知ったんや。自分の計画シナリオを完成させるための、最後のピースの存在を」

　事件の実行犯、オリヴァス・アクトが怪人クリーチャーになったあの日。

『穢れた精霊』の化身は紛れもなく『下層』にいた。『エニュオ』はそれにただ一柱ひとり気付けた神物じんぶつであると、ロキはそのように告げる。

「それと紐付いて、三つ目。『穢れた精霊』と接触、そして交渉に成功した自分は、計画シナリオ遂行のために闇派閥イヴィルスの残党と『精霊』の地下勢力を引き合わせた。姿を一度も現すことなく、レヴィスとかいう怪人クリーチャーと、『仮面の人物』を通じて」

『……』

「けど、闇派閥イヴィルスと地下勢力を上手うまく操あやつっているようで、自分はその実『板挟み』に遭っとった。特に後者の怪人クリーチャーどもの無茶振りを呑のむために、『アリア』を探さんといかんかった」

　黒衣の内側を見透かすがごとく踏み込むロキの発言を、エニュオは遮らない。

　むしろ愉快そうに『続けろ』と、言外に『答え合わせ』を促してくる。

「うちらが最初に遭遇した食人花……あの怪物祭モンスターフィリアの事件も、怪人クリーチャーどもにせっつかれるあまり起こしたもんや。『アリア』を探し出すために。自分は本当は起こしたくなかった──いや、どちらでも良かった、ってところか」

『……』

「ギルド……ウラノス達が『異端児なにか』を隠しとると気付いとった自分は、信用を地に落とすために色々画策しとったんやないか？　自分が動きやすくなるためにな。酔っ払いの口から老神ウラノスへの不審を伝えたのも、その仕込みや」

　ギルドとの協力を常に阻んでいたディオニュソスのことにも触れつつ、ロキは確信をもって告げる。

『エニュオ』の誤算は、とある『美神』がとある『少年』の力を計るために、同時に事件を起こしてしまったことだろう。

　怪物祭モンスターフィリアを中心に騒ぎを拡大させ、多くの冒険者達を呼び込む筈だった。しかし『魅了されたモンスター』が先んじて暴れ回ったせいで【ガネーシャ・ファミリア】及び【ロキ・ファミリア】の対応が速いものとなってしまった。その初動の速さに、地下水路に配置していた食人花を一斉に解き放つ時機タイミングを逸したのだ。

　貯水槽でベートやロキ、それに各地下水路でフィン達が見つけ出し殲滅せんめつした食人花のモンスターも、回収しきれなかった個体というわけだ。

「先に言っておくと自分は『アリア』の存在に見当をつけとった。多くの『精霊』を喰くらった『穢れた精霊』が求めるものなんて、精霊由来の存在しかあらへん。ならそれは『精霊』本人か──『精霊』の血を引く者か」

　結果的に言えば、『アリア』は見つかった。

『エニュオ』の思っていなかった偶発的騒動ハプニング──怪人クリーチャー自身が直接発見してしまうという誤算とともに。

　つまり、アイズだ。

「『27階層の悪夢』に居合わせた『穢れた精霊』、それが惹かれとった何かちゅうのはアイズや。うちの【ファミリア】に入団して、ダンジョンの中で初めて『精霊の風エアリエル』を使ったあの日──『穢れた精霊』はあの子の存在に気が付いた」

　そう。

　真の発端は『九年前』。

　奇しくもアイズ・ヴァレンシュタインという少女が始まりを迎えた時。

　何の因果か死神タナトスがダンジョンに召喚した『黒い飛竜ワイヴァーン』を討つため、彼女が『魔法』を解き放った日である。

　遥はるか地中深くに在ありながら『穢れた精霊』は『同胞』の気配に気付いたのだ。

　そして、『穢れた精霊』は年月をかけて下層域へと進出した。

　太古からダンジョンの奥底にひそんでいた『穢れた精霊』が、この時期になって活発に動き出した真の原因は、アイズの存在だったのである。

「地下勢力の協力を得るために、自分は本格的にアイズを狙ねらうしかなくなった」

「……」

「だから自分は、都市最大派閥うちらを巻き込むしかなくなった」

　それは『エニュオ』が予想しうる限りで最悪の想定パターンに違いなかっただろう。

　都市最大派閥ロキ・ファミリアをわざわざ事件の渦中に引き込むしかなくなったのだから。

「……うちの結論こたえを聞かせたる」

　沈黙を守る『エニュオ』に、ロキは鋭い眼差しで言い放つ。

「『エニュオ』の正体は──」




「最初の『違和感』は、アイズさんを追って24階層の食料庫パントリーを目指していた時……」

　レフィーヤの声が、正面の仮面に投じられる。

「ベートさん達と話していたあの時、『魔力』を感じました。一人、私だけが」

「ああ？」

　自分の名を呼ばれたことにベートが片眉を上げる。

　──『魔法だけが取り柄だの抜かしている内は、てめーは一生お荷物だ』。

　それはベートがレフィーヤを罵倒交じりに叱咤した時のことだ。

　──『魔力』……？

　レフィーヤは確かにあの時、『魔力』を察知したのである。

　レフィーヤだけが、陰から追跡していた『仮面の人物』の『気配』に気付いていた。

　そしてその『魔力』という名の『違和感』は、レフィーヤの『仮説』を『真実』へと近付ける材料の一つ。

「次の『違和感』は、初めて人造迷宮クノッソスに侵入した時」

　レヴィスの強襲によりフィンがまさかの致命傷を負い、部隊が散り散りとなった。

　アイズやガレス達も名工の子孫バルカ・ペルディクスの罠によって分断される中、上部階層に取り残されたレフィーヤ達は孤立した。

「あの時、貴方はわざと私達の前に現れた。そして私達に気付いていない振りをしながら、わざと尾行させたんです。私達を、迷宮の門前まで導くために」

　あの時、レフィーヤはフィルヴィスとともに迷宮をさまよっていた。

　そこで唐突に、『仮面の人物』はたった一人現れた。

　レフィーヤ達は『仮面の人物』を追うことで外に繫がる人造迷宮クノッソスの『門』を発見した。裏を返せば、仮面の人物を追跡しなければ『門』まで辿り着けなかった。

　今になって思えば、それはあまりにも出来過ぎだった。

　都合よく『仮面の人物』が現れたのも、怪人クリーチャーたる存在がレフィーヤ達の尾行に気付かなかったことも。

　つまり、それは、

「団長達と分かれて人造迷宮クノッソスをさまよった私達を……いいえ、私だけを外に逃がすために」

　その言葉を聞いて冒険者達の喧騒けんそうが膨らんだ。

　戸惑いと言っていい。

　少女の正気を疑うざわめきが満ちる。

　ベートさえ訝いぶかしむ視線を彼女に向けた。

　だが、レフィーヤの言葉は止まらない。

「最後の『違和感』は、私の前で……私の大切な人を『惨殺』したこと」

　ぴくり、と『仮面の人物』が紫紺のローブを揺らす。

　当時の光景を思い出すことに苦しみ、少女の名を呼ぶことに酷く躊躇ためらいながら、レフィーヤは続けた。

『真実』へ至る言葉を、一気にまくし立てた。

「おかしいんです。そもそも、あの時どうして私が助かったのか」

　抑えられなくなっていく疑問。

「ガレスさん達と同じ九層の中枢部にいた私達が、何でアキさん達がいるダンジョンの出入り口前まで辿り着けたのかっ」

　激しくなっていく語気。

「どうして私達が、『退路』の目の前まで避難できていたのか！」

　堰を破り氾濫する感情。

「あの時も、貴方は強襲する振りをして──私を迷宮の門前まで追いやったんです！」

　胸が裂けるような叫びが広間に木霊こだまする。

「私の心を壊すことになっても……貴方は、私を人造迷宮クノッソスから遠ざけようとした」

　レフィーヤはその紺碧の瞳を潤ませながら、唇を震わせた。

「貴方はずっと……私を守ってくれていた」

　時が止まる。

　冒険者達が声を失う。

　ベートが瞠目し立ちつくす。

　仮面が耐え抜くように沈黙を貫く。

　全ての者の視線を集めながら、レフィーヤは、目の前の人物の『名前』を口にした。




「そうなんでしょう──フィルヴィスさん」




　幻聴が聞こえた。

　硝子に罅ひびが走り抜ける音が。

　止まっていた時が、打ち砕かれる音が。

　仮面の人物は糸の切れた人形のように、だらり、と両腕を垂らした。

　首も項垂うなだれるかのごとく折れ、握り締められていたメタルグローブも力をなくす。

　その姿はまるで、あらゆる罪を白日のもとに晒さらされた『罪人』のようだった。

　ゆっくりと片手を上げ、その仮面に手をかける。

「……いつから気付いていた？」

　剝ぎ取られる仮面。

　衝撃で落ちるフード。

　あらわになる赤緋せきひの瞳と、流れ落ちる濡ぬれ羽色の黒髪。

　レフィーヤ達の前で殺害された筈の妖精が──フィルヴィス・シャリアがそこにはいた。


「っ……！」



　レフィーヤの瞳から涙が溢あふれ出しそうになる。

　暴いておきながら最後まで『間違い』という名の希望に縋すがっていた聖職者のように。

「そんな、噓うそ、どうして……!?」

　一方で混乱に陥るのはアナキティ直属の冒険者達である。

　レフィーヤとともにフィルヴィスの『最期』を確かに目にした少女の団員達は信じられない者を見るかのように『仮面の人物』の正体を見る。

　彼女達の瞳に映るのはまさに『亡霊』そのものだ。

　未いまだ何も理解できず、その正体にうろたえ、口もとを手で押さえる。

　誰もが絶句する中、レフィーヤは唇をこじ開けた。

「気付いてなんか、いなかったっ……。ロキ達の話を聞くまで、抱いていた『違和感』と向き合おうとすらしなかったっ……」

　握った拳こぶしを震わせ、胸をかき乱す衝動に絶えながら、レフィーヤは答える。

　──『仮面の人物』の正体は、レフィーヤがよく知っとるやつかも知れん。

　作戦開始前、ロキが部屋に訪れた時、呆然ぼうぜん自失だった自分に主神は言ったのだ。

　仮面エインの正体はフィルヴィス・シャリアである可能性が高いと。

　それを最初に聞いた瞬間、レフィーヤの視界に火花が散った。

　悲しみに沈んでいた彼女は同胞への侮辱に怒り、部屋の中で己の主神に叫び散らした。

　しかし。

「でもっ、ロキの話を聞けば聞くほど、わからなくなってしまったから！　貴方は本当に死んでしまったのかって！　本当は生きてるんじゃないかって!!」

　神の言葉は、レフィーヤの記憶に散りばめられていた『違和感』という名の点を、ことごとく線で繫いでしまったのだ。

　レフィーヤを再起させた感情の源泉は『復讐心』ではない。

　神の仮説を否定するため、そして『真実』を確かめるために、彼女は立ち上がったのだ。

「団長達の話を聞いて、逃げ道を塞がれてっ！　居ても立ってもいられなくなってしまって！」

　アイズ達に見守られながら部屋を出た、あの後。

　レフィーヤはロキとともにフィン達が待つ執務室へと向かった。

『レフィーヤ、これから僕達が持つ仮面の人物の情報、そして見解を話す。フィルヴィス・シャリアを知る君の考えと照らし合わせてほしい。その上で、君の結論を聞かせてくれ』

　投げかけられるフィンの声音はぞっとするほど冷静だった。

　赤く融解するレフィーヤの感情と相反するように、彼等は淡々と『仮面の人物』を断定するための情報を提示した。

『前回の遠征時、未到達領域に進攻アタックを仕掛け『竜の壺』で分断された我々を、『仮面の人物』は極彩色のモンスターを率いて強襲した』

『レフィーヤ達と合流するため、53階層を進行していた時だ』

　最初にリヴェリアとフィンが語った話は四ヵ月前の出来事。

　砲竜ヴァルガング・ドラゴンが形成した縦穴にレフィーヤやベート達が落ちた一方で、フィン達は正規ルートを辿って合流地点となる58階層を目指していた。

『あの時、仮面の人物は僕達を脅かしながら、何かを探していた』

　襲撃を受けアイズ達が焦燥に駆られる中、フィンは敵の挙動を感知していた。

　──『だが、何かを探している？　アイズか？』

　フィンは当時、その何かがレヴィス達が狙っていたアイズだと考えていた。

　だが、もしそれが違っていたとしたら。

『あの時、仮面の人物が探していたのが──レフィーヤ、君だったとしたら』

　レフィーヤの安否を確かめ、彼女の命だけは助けようとしていたのだとしたら。

　そう告げられた時、レフィーヤの喉のどは凍った。

『儂等の中で一番の疑問は、レフィーヤ、お主が最初の人造迷宮クノッソス突入の際に【白巫女マイナデス】とともに無事でいたことじゃ』

　続くガレスの指摘は核心を突くものだった。

　人造迷宮クノッソスの罠によって分断されたフィンも、ガレスも、アイズ達も追い込まれた絶対の危機。その中で、何故かレフィーヤだけは窮地に追い込まれることがなかった。不自然なまでに。死神タナトスにまで遭遇しておいて、ことごとく敵の手から逃れていた。

　そもそもおかしかったのだ。

『ダイダロス・オーブ』を持っていないレフィーヤとフィルヴィスが、人造迷宮クノッソスの罠に嵌はまらず生き残れたことが。

　人造迷宮クノッソスの中で『鍵かぎ』の必要性は時が経たつごとに明白になっていた。逆に『鍵』がなければどれだけ絶望的だということも。そんな状況の中で人造迷宮クノッソス内を自由に動き回り、アイズ達を見つけ出したのは奇跡といっていい。事実、レフィーヤ達の活躍がなければアイズ達は人造迷宮クノッソスの中で朽ち果てていただろう。

　だが、あれが『必然』だったとしたら。

　レフィーヤの隣にいた人物の『意図』通りだったとしたら。

　レフィーヤを助けるための、苦渋の選択だったとすれば。

『もし、君の隣にいた人物が敵の『内通者』だった場合……人造迷宮クノッソスの罠に嵌ることもなく、君を安全地帯に逃がすことも可能だろう』

　フィルヴィスは矢面に立つことで、レフィーヤを守っていた。

　バルカが仕掛ける罠から都合よく逃れ、迷宮中に仕掛けられた『目』もことごとく潰し、レフィーヤの思考さえ誘導していた。

　フィンにそう指摘されたレフィーヤは咄嗟に身を乗り出したが、反論の声は出なかった。

　膨れ上がる『違和感』が、彼女から否定の言葉を奪ったのだ。

『腑ふに落ちないことはまだある。君達が開け放たれた『門』に一度は辿り着いたことだ』

　レフィーヤ達に尾行される『仮面の人物』は、外から来た美神イシュタルを迎え入れた後、最硬金属オリハルコンの『門』を開けたまま放置した。

　もし勝手に閉じる仕組みだったとしても、隠し続けていた住処アジトの出入り口を開放したままでいるなど不用心に過ぎる。あの時、人造迷宮クノッソスの外には待機していたリヴェリア達もいたのだ。

　つまり。

『仮面の人物』は──フィルヴィスは、さも美神イシュタルを迎えにいく体を装って、レフィーヤを外に逃がす『策』を講じていたのだ。

　思い返されるのは当時のフィルヴィスの言葉。

　──『レフィーヤ……私はこのまま、外の出口を探すべきだと思う』

　──『下へ落ちていった仲間を想おもうお前の気持ちは、わかる』

　──『だが今は何とかこの迷宮から脱出し、外に救援を求めるべきだ』

　言っていた。

　フィルヴィスは再三告げていた。

　レフィーヤだけは迷宮から脱出するべきだと！

　──『何て我儘で、何て強情なんだ……何て、危なっかしいんだ、お前は……』

　──『どうして、私の気持ちを考えてくれないんだ……』

　──『私だって、お前を死なせたくないと思っているのに』

　退路を前に『迷宮へ戻る』と告げたレフィーヤに向かって、苦渋の表情で、感情を溢れさせ、想いを言葉に変えていた！

『レフィーヤ……君の意見を聞かせてくれ』

　主神ロキの『推理』を聞いたことで、フィン達の捜査線上に急速に浮かび上がった『仮面の人物』の正体。

　彼等が挙げる『容疑者』の名を、レフィーヤの中で渦巻く『違和感』の数々は、肯定してしまったのである。

「人造迷宮クノッソスへ侵入したあの時……団長が怪人クリーチャーに斬られて、ラウルさん達が下部階層したへ逃れて、ベートさん達とも分断されて……私とフィルヴィスさんが二人で残ってしまった、あの時」

　回想から戻るレフィーヤは、肩を震わせながら目の前の現実に声を向けた。

　暗然と目を伏せるフィルヴィス・シャリアその人に、叫び声をぶつけた。

「あれが、決定的な『違和感』でした！」

　顔を振り上げ、眦まなじりから滴しずくの欠片かけらを散らす。

　その紺碧の瞳に当時の光景を映しながら、声の雨を降らせる。

「赤髪の怪人クリーチャーは取り残された私を見逃しました！　でもあれがっ、見逃したんじゃなかったのだとしたら！　彼女の同志が私の隣にいて、自分が手にかける必要もないと、そう判断したのだとしたら！」

　見逃されたのではなく、『少女が葬られる末路』が女レヴィスの中では決まっていたから。

　だから怪人クリーチャーはレフィーヤの存在を『無視』した。

　──『それに貴様、仕事の一つもこなせないのか？』

　──『何故、あいつが今も生きている？』

　それはレフィーヤが与り知らない言葉。

　人造迷宮クノッソスの中で赤髪の怪人クリーチャーと『仮面の人物』の間で交わされた、やり取り。


「…………」



　レフィーヤの叫びの前に、フィルヴィスは答えない。

　全て『真実』であると肯定するように、目を伏せ続けていた。

　何も否定してくれないその姿に、とうとう涙を溢れさせるレフィーヤは、駄々をこねる子供のように顔を左右に振る。

「そんなの噓だって、叫びたかった。生きていてほしいって、喜びたかった。でも、でも……！　私は……!!」

　歓喜と絶望。

　背反する二つの感情が、目の前に立つ少女のもとで交わる。

　レフィーヤはぐちゃぐちゃな己の心の内を叫びながら、必死に身を襲う衝動に耐えた。

「待てっ！　どういうことだっての！」

　そこで、声を張り上げたのはベートだ。

　状況に置いていかれる周囲の冒険者達の心を代弁するように、叫喚きょうかんを連ねる。

「さっきから何を言ってやがる!?　陰険エルフと『仮面の野郎』は、今までも同じ場所にいただろうが！」

　24階層食料庫パントリーの事件の折、フィルヴィスと『仮面の人物』は同じ空間に存在した。

　初の人造迷宮クノッソス進攻の際も、二人は確かに別々の場所に存在した。

「そもそも、そいつはてめぇの前でモンスターに喰われたんじゃねえのか！」

　何よりフィルヴィスは、『仮面の人物』の手で首の骨を折られ、惨殺されている。

　今、目の前に少女がいること自体、矛盾が発生していると。

　そう言わんばかりに、ベートが『亡霊』を険しく睨みつけていると──




『ダカラ情ジョウナド捨テロト言ッタノダ』




　頭上の通路から、一つの影が飛び降りた。

　フィルヴィスと同じ仮面、同じローブ。

　同じ格好を纏った『もう一人の仮面の人物』が。

「なっ……!?」

「──全て『お前』が招いた醜態だ」

　冒険者達の驚愕きょうがくを他所よそに、仮面を外すと、そこに現れるのは同じフィルヴィスの顔。

　仮面を通じて変換されていた、様々な肉声が折り重なったような不気味な声音は、【ロキ・ファミリア】も聞き慣れた【白巫女マイナデス】のものへと変わる。

　双子、などという次元ではない。

　鏡を合わせたように、瓜二つだ。

　ただ一つ、赤緋せきひの瞳が深淵を映し出すように淀んでいることを除いて。

「どうなってやがる……!?」

　目を伏せ続ける『フィルヴィス』。

　唾棄だきと軽蔑けいべつの声を吐く『もう一人のフィルヴィス』。

　全く同じ存在にベート達が驚愕する中、レフィーヤは涙を拭ぬぐい、顔を上げた。

「今まで、フィルヴィスさんは私達の前で二つの『魔法』を使ってきました。一つ目は超短文詠唱の『雷いかずちの魔法』。二つ目は『障壁魔法』。……でももし、三つ目の『魔法』がもう発現していて、それを隠していたとしたら」

　冒険者達が息を呑む。

　ベートが瞳を見開く。

　相対していたフィルヴィスが、瞼まぶたを閉じる。

「ずっと明かさなかった三つ目、それはきっと──」

　二人のフィルヴィス。

　二体の妖精。

　吊つり上げた眦に涙を溜め、確信を込めながら、レフィーヤは告げた。

「『分身魔法』」
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「ちがう……違うわ、ヘルメス！　私はエニュオ、私がエニュオよ！」

　月夜の下。

　山間の露台バルコニーで、デメテルが髪を振り乱しながら叫ぶ。

　その姿を前にヘルメスは動じることなく、同時に容赦ようしゃなく切り捨てた。

「貴方まで『神酒しんしゅ』を飲まされている、なんてことはないだろう？　信じないよ」

「違うわ、私が全ての黒幕！　私が全てやったの……！」

「デメテル」

　静かで、けれど強い語調が彼女の言葉を遮る。

「頼む、どうかもう止めてくれ。俺おれはこれ以上、女神あなたを辱めたくない」

　そのヘルメスの通告に、デメテルの全身から力が失われた。

　瞳に涙を溜め、膝から崩れ落ちる。

「……貴方が身代わりスケープゴートに成り下がったのは、『エニュオ』を庇かばうためじゃないだろう？」

「……」

「取引が発生したか、あるいは……脅されたか」

　ヘルメスは歩み寄り、片膝をついて話しかける。

　もう全て覆くつがえらないことを悟ったのか、女神は観念し、語り始めた。

「深入りし過ぎたの……」

「……」

「様子がおかしかった『あの神』を、私は探ってしまった。そして私が不用意な真似まねをしてしまったために……眷族ペルセフォネ達を人質にとられた」

　当時の光景を思い出しているのか。

　デメテルは両肩を抱き、痛々しいほどにその顔を蒼白そうはくに染める。

「言うことを聞かなければ子供達を殺すと告げられた。私は最初、要求それを拒んだ。そうすると、アレはあっさりと一人殺した。私は動揺した。するとまた一人。止めてと叫んだ。また一人。私が泣くと、また一人……」

　鮮血に彩いろどられた記憶が、デメテルの声に嗚咽おえつの色を混ぜ始める。

　永久に等しい神の尺度では人は何度も生まれ変わる。

　だからまたいつか会える──などという楽観的な思いで、眷族が『殺戮』されることを許容できる筈もない。

　特に慈愛の女神であるデメテルには、優し過ぎる彼女には、耐えられなかったのである。

「自分が十分じゅうぶんに壊れていることを証明した後、アレは言ってきたの。私おまえは何もしなくていい、何も殺める必要もない、ただ口を閉じていろ、と……」

「……」

「アレの狡猾なところは、結んだ契約は律儀に守ること。私が大人しくしていると、アレは誰も殺さなかった。そして私が妙な真似をすれば、直ちに子供達の命を奪い、反抗する気力を奪った……」

　眷族の背に刻まれた『神の恩恵ファルナ』。

　子供に分けた己の神血イコルに基づき、主神はその反応を感知することができる。

　大人しくしていれば減らない『恩恵』の数。

　だが筆記や暗号、人物との接触、妙な動きをすれば減らされる『恩恵』の数。

　至極単純かつ残酷な引き算の日々に、デメテルはすっかり心身を摩耗させられたのだ。

「……アレスのところの王国ラキアが攻めてきた頃ころかな。タケミカヅチに相談されたんだ。デメテルの様子が変だった、俺じゃ女心を理解してやれん……力になってやってくれ、って」

　ヘルメスがぽつりと呟く。

　デメテルはうっすらと笑いながら「タケミカヅチらしい……」と呟いた。

「でも、ヘルメス……貴方がもし、その言葉を真に受けて接触してくれば、私は絶対に逃げた。怪しまれようと身を隠した。今、この場所に独りで引きこもっていたように、誰からの接触も拒んだわ」

「……」

「だから……気付いた時には、全て遅かった」

　デメテルの目尻めじりから、とうとう涙がこぼれ落ちる。

　真の『黒幕』が行おうとしていることを、彼女は気付いてしまったのだろう。

　結果的に自分の眷族と、都市オラリオ全ての命を『秤』にかけてしまったことを。

　しかしそれも、もう手遅れだった。

「……それで、黒幕に祭り上げられた？」

「ええ。私は、アレを計り切れていなかった。アレの本性がどれほど歪ゆがんでいたのか……天界にいた頃から理解できていなかった」

　デメテルは濡れた瞳を空に向けて、告げた。

「エニュオの正体は──」







「──ディオニュソス」







　ロキは断言した。

　目の前にいる闇の化身を睨みつけて。

「茶番は終わりや」

　ローブから漏れるのは、笑みの音だった。

　次の瞬間、手をかけられたローブが、取り払われる。

　広がる紫と黒の衣、落ちる仮面。

　あらわになる金色の髪。

　そして、甘い顔貌マスク。

　正体を明かした『エニュオ』──ディオニュソスがそこには立っていた。

「お見事、ロキ」

　男神おとこはロキが見てきたものと、いつもと変わらない笑みを浮かべる。

　まるでなんてことのない日常の一場面ヒトコマのように。
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　それが無性におぞましく、ロキは吐き気を催した。

「気付いていたか。いいや、見抜かれてしまったか。やはり貴方の前で『道化』を演じきることは不可能だったようだ」

　始まるのは拍手だ。

　ロキのもとへ鳴り響く、乾いた音。

　惜しみのない讃嘆。心からの讃辞。

　真心すら込めた、『黒幕エニュオ』の正体を見抜いた者への称賛。

　その目は曇っていない。

　その瞳は酔っていない。

　今、目の前に在ある笑み、そして言動こそが神ディオニュソスの『本性』。

　ロキは己の双眼を見開いた。

　その朱色の眼に、凄すさまじい憤怒を宿した。

「自分、うちらの前でわざと酔っとったなぁ……！」

　眦を引き裂くロキに、ディオニュソスはうっすらと笑う。

　その女神の確信を肯定するように。

　ディオニュソスは酔って操られていたのではない。

　ディオニュソスは酔うことで、『自己暗示』を施していたのだ。

　本拠ホーム地下の貯蔵専用庫ワインセラーで、神酒ワインを口にし、グラスに映る己の瞳へ囁ささやくことで。

　曰く、自分は正義の味方。

　曰く、ロキ達とともに悪を討つ神。

『神酒』で酔ったディオニュソスは本当に自分が正義の神だと思っている。二重人格と言ってもいい。それこそがロキ達が彼を疑い切れなかった理由である。

　当然だ。

　本当に自分の行いが正義だと思い込んでいる『道化』をどうして疑える？

　仲間か敵か中立か、ディオニュソスは絶妙な境界ラインでロキ達に溶け込んでいたのだ。

　最も近い位置で、酩酊めいていの中に本性を隠しながら、彼女達を見ていたのである。

　身を屈辱で燃やす女神に、ディオニュソスは愉快そうに尋ねた。

「どこで『エニュオ』が私だと気が付いた？」

「……自分が吹っ飛んだ直後は、本当にデメテルやと思いこんだ。他ならない、酔った自分の情報に踊らされてな」

「それで？」

「けど、まずデメテルがこんなバカげた酒を作れるのかっちゅう疑問を覚えた。デメテルが司るのは豊穣、『神酒さけ』の材料は準備できても製法まで押さえとるのか、ってな」

「もしかしたら隠していたのかもしれない。化かし合いは神の十八番おはこだろう？」

「その通りや。だから、これは『前提』。次に引っかかったのは、立て続けに起こった『送還』と神の数」

「ほう？」

「柱になって還ったと思っとった自分ディオニュソス、そしてうちの前で飛んだ死神タナトス……それ以外にもう一柱ひとり、神がいなくなっていることに気が付いた。身を隠したデメテル以外にな」

　ディオニュソスの目が糸のように細まる。

「もうやる意味もないが……せっかくだ。最後まで『答え合わせ』をしよう」

　神の娯楽、遊戯ゲームとばかりの口調で。

　男神おとこは『解答』を促した。

「私でないとすれば、あの送還の正体は？」

「ペニア」

　ロキは即座に答えた。

　ダイダロス通りに住まう『貧窮』を司る神の名を。

「ここに乗り込む前になぁ、『ダイダロス通り』の住民が避難しとる仮設住居ところに寄ってきた。聞き込みをしたら、貧民街スラムの子達は答えてくれたわ。『いつの間にかペニア様が見えなくなった』、ってな」

「ふふっ……」

「自分エニュオは自分ディオニュソスに自己暗示をかける以外にも、ペニアを酔わせておったんや。そして言うことを聞く『傀儡くぐつ』にしておいた」

　天界の同郷のよしみで接触したのか、がめつい貧困の女神に食料や『飲料』を恵むのは容易かったのか。

　果たしてどのようにペニアへ『神酒』を飲ませたのか、ロキには興味がない。

　ただ確かなのは、このオラリオから一柱の女神が忽然と姿を消していることだけ。

　真の『身代わりスケープゴート』は、デメテル以外にいたのだ。

「ペニアを酔わせていた理由はもう一つある。それが、自分の子供を全てペニアの眷族へ『改宗コンバージョン』させるため」

【ディオニュソス・ファミリア】の能力ステイタスの一斉封印。

　それに対する『解答』が、これだ。

「自分は、自分の眷族だった子供達も酔わせておったんや」

　副団長アウラ・モーリエル以下、人造迷宮クノッソス『第一進攻』に参加した全ての冒険者。

　彼女達は、【ディオニュソス・ファミリア】だったのではない。

　彼女達は、【ペニア・ファミリア】だったのだ。

　恐らくディオニュソスはアウラ達、元眷族にも『神酒』を飲ませていたのだろう。

　常に正気を奪っている必要はない。【ステイタス】更新の直前だけ、労わる振りをして『とっておきの葡萄酒ワインだ』とでも言って血のように紅い酒をグラスにそそげばいい。

　神酒を口にした少女達は男神おとこの言葉に翻弄ほんろうされるがまま酔い、ほくそ笑む彼と入れ替わった女神ペニアを『主神ディオニュソス』だと思い込む。後は操られている女神ペニアの手で『恩恵』の編纂を受けるだけ。

　なんて滑稽こっけいな『人形劇』。

　男神おとこが紅く濡れた糸を引く度に、人も神も彼の言いなりマリオネットとなって踊る。

　想像するだに馬鹿馬鹿ばかしく、凄惨たる光景だ。

　哀れにもディオニュソスを心酔し忠誠を誓っていたアウラ達は、その実、彼の眷族ではなかったのである。

　目の前にいる男神おとこに、身も心も弄もてあそばれていたのだ。

「……自分が最初、『仇』に殺されたと抜かしとった子供達。あれは、神酒さけの酔いが薄れて自分達が主神ディオニュソスの眷族やないと気付いてしまった者もん……だから『始末』した。違うか？」

　その指摘に。

　ディオニュソスは堪えきれないように笑声を上げた。

「ふっ、ははははははは！　すごいな、ロキ！　当たっているよ、当たっているとも！」

　──『一ヶ月前、私の団員が殺された』

　──『殺した手口は単純だ。正面から近付いて、首を摑み、折った』

　──『私にとって都市にいる神は全て容疑者、子供の仇だ』

　ベートと行った地下水路の調査の後、ロキの前で表明したディオニュソスの決意。

　それも全て『偽り』だった。

　ロキの語った通り、犠牲となった三人の眷族が酔いから醒さめたのは、女神ペニアから【ステイタス】の更新でも受けている時だろう。酩酊が浅かったのか、混乱パニックに陥った眷族達は本拠ホームから飛び出し、寂さびれた街路を出鱈目でたらめに逃げ──そして怪人クリーチャーに殺害された。

　ディオニュソスが、『仮面の人物』に処分させた。

　後は彼自身がロキに語った通り。

『ギルド』に裏を取られてもいいように遺体を発見させ、被害者を装い、嘆いて憤る。

　そこからはロキに『極彩色の魔石』を見せ、怪物祭モンスターフィリアとの因果関係をでっち上げるだけ。

　当時のディオニュソスは無論『酔っていた』。酩酊していた彼の中でその決意は『本物』だから、ロキはその『噓』を見抜けなかった。

『仇』などいない。

　弔う戦いなど存在しない。

　全て男神の自作自演マッチポンプ。

　誰も彼も報われない。

　ディオニュソスの言葉に踊らされた眷族アウラ達、全員が。

「この糞クソ神がみがァ……」

　貴公子のように上品に、この場にそぐわないほど嗤わらい続ける目の前の神に、ロキは子供達に代わって怒りを剝き出しにする。

　全ては『神酒』が可能にさせたことだった。

　ソーマを上回る神の酒を造り出したが故の『茶番』。

　そして、盛大な『惨劇』である。

「ペニアは本当に、いい『隠れ蓑』だったんだ。私の計画シナリオが具体性を帯びた瞬間、真っ先に利用しようと思いついた。犯神はんにん探しの『保険』のためにね。勿論、神が故に一癖ひとくせも二癖もあったが……」

　ペニアは『貧窮』という司る事物から、眷族の数がゼロという変わった女神だ。

　秘密裏にディオニュソスの子供が改宗コンバージョンされたとしても、主神自身が酔って正常な判断が下せない以上、不審に思う者は誰もいない。不審を指摘する眷族がいない。

　彼女以上におあつらえ向きな神はいないことから、ディオニュソスの『身代わりスケープゴート』に選ばれてしまった。

「ああ、その癖のある神が見事に『暗示ヒント』を残しといてくれたわ」

「なんだって？」

「自分とこの貯蔵専用庫ワインセラー以外で、うちは同じ葡萄酒ワインを、別の場所で目にしとった」

「！」

「それがペニアや。『ダイダロス通り』で最初に会った時、あの婆ババアはあれと同じ葡萄酒瓶ワインボトルを持っておった。それを思い出したんや」

　アイズ達とともに初めて『ダイダロス通り』の調査に入った際。

　ペニアはロキ達の前で、確かに骨付き肉と『葡萄酒瓶ワインボトル』を持っていた。

　貯蔵専用庫ワインセラーで見たものと同じ、盃から溢れ出す葡萄酒のラベルが施されたものを。

「あぁ……まったく。卑しい彼女の性分を忘れていた。あれほど『適量』以上は口にするなと念を押していたのに。こちらの目を盗んで飲んでいたのか」

　私の葡萄酒ワインをもってしても予想外なことをしでかしてくれる、と。

　ディオニュソスはそう嘆息する。

　同時にロキは更なる吐き気を覚えた。

『酔っている』という自覚もなく、ペニアは『神酒』を常飲させられていたのだ。

「……そんなペニアも、ここで自分に始末された」

　女神の言葉に、ディオニュソスは唇を吊り上げた。

　ロキは当時の光景を想像する。

『第一進攻』の日にあった出来事を。

　最初もとからかけていた『自己暗示』に従って、ロキ達から離れるディオニュソス。

『神酒』が見せる自分エニュオという幻影を追い、人知れず、いや人に気取られないように単独行動を冒して。

　後は『予定調和』。

『眼晶オクルス』を通じてロキとの『茶番』を行い──深い『酔い』が醒める。

　激しい頭痛を引き起こし、人格が引き裂かれ、被っていた『正義の神』の仮面が粉々に砕かれる。

　闇に酔った先──目覚めるのは漆黒の本性。

　用意されていた『姿見』は速やかに情報を伝達する。鏡に映る自分自身が嗤い、三日月を描く唇が、起きたばかりの『エニュオ』に抜かりない進境を報告する。

　側の椅子に縛られているのは、あらかじめ運び込まれていた哀れな『身代わりスケープゴート』。

　猿轡さるぐつわを嚙ませられているペニアは泣き叫ぶこともできず、ディオニュソスの持つ短剣でゆっくりと胸を穿たれ──。

　それが、あの日の顚末だ。

　送還されたペニアもろとも、能力を封印された眷族アウラ達は全滅。

　大量虐殺の引鉄を引いた『エニュオ』はこの隠し通路に逃れ、のうのうと生き残った。

　自らの送還を偽装した、おまけ付きで。

　今いま思えば、眷族アウラ達を全て葬ったのは『祭壇』の『養分』に換える以外にも、死体に残る『恩恵』の正体がバレるのを危ぶんでという理由もあったのだろう。

「『答え合わせ』は全て正解だ、ロキ。本当に、貴方だけは敵に回したくなかったよ」

　言葉とは裏腹に、ディオニュソスの表情は清々しかった。

　まさに探偵と犯神はんにん探しを楽しんでいた黒幕のように。

　また一つロキの殺気が募る中、男神は問いを投げかける。

「最後に一つだけ、聞かせてほしい。どうして私が真犯神エニュオだと確信に至った？」

「……」

「姿を眩くらませているデメテルは依然、限りなく黒に近い灰色のまま。ペニアの葡萄酒瓶ワインボトルのそれも推理の決定打ではないだろう。貴方のその論法なら、送還されたのは私で、ペニアこそ自ら酔ってロキ達の疑いの目を躱かわしていた、という推理も成り立つ。……なのに何故、私だと？」

　純粋な疑問。

　何故、加害者が自分ディオニュソスだと断定できたか問いを発する。

「……実際、最後の最後まで、誰が『エニュオ』か絞れんかった。自分の言う通り、いくつかの筋道ルートは存在した」

　ディオニュソスの指摘を認めるロキは──記憶の糸をたぐり寄せた。

「けど、そこでドチビの言葉を思い出した」

　炉の女神ヘスティア。

　その意外な神物じんぶつの名に、ディオニュソスが目を見張る。

「自分のことを眺めながら、ドチビは天界時代のことを色々話しとった。自分の『病気』のこと、うちと同じように他の神々に『殺し合い』をけしかけようとしたこと……」

　下町で子供達と戯れるディオニュソスをじっと見つめていた、幼い女神の双眸そうぼう。

　それを思い出しながら、ロキは強い語勢とともにその決定的な言葉を言い放った。

「あのドチビはなぁ、ディオニュソス、自分のことを『おかしい』と言ったんやない。『怖い』と、そう言ったんや」

　おかしい、ではなく、怖い。

　酔った、酔っていない、など関係なく、その神物じんぶつの本性に迫る根源的な『恐ろしさ』。

　ヘスティアは、ディオニュソスの『闇』に無意識にせよ気付いていたのだ。

　恐らくは他の神々も、ディオニュソスの身近にいたデメテルさえ気付かなかった漆黒の神意しんいに、不滅と聖火を司る女神だけが。

「気に食わんけど……本当に気に食わんけど、うちはドチビを信じた。それだけのことや」

　ディオニュソスではなく、ヘスティアの言葉を信じた。

　それが『決定打』。

　いくつもある神の仮面の中から、真の犯神はんにんの面を選び取るに至った。

　告げられたロキの言葉に固まっていたディオニュソスは、おもむろに、うつむいた。

「あぁ……またヘスティアか……」

　くつくつ、と。

　耳を澄まさなければ聞き取れないほどの笑声が響く。

　目もとが前髪で隠れる中、その口端が頰を切り裂くように、深く食い込んだ。

「まったく、天界の頃から私の目論見をブチ壊しにしてくれる……あの忌々しい女神め」

　一瞬、変貌した口調。

　あらわになる男の神意。

　それを鋭く見つめていたロキは、ややあって尋ね返した。

「聞かせろ。あの仮面の人物──あれは自分の眷族やな？」

　唯一の眷族。

　他の団員はおろかアウラすら切り捨てたディオニュソス──いや『エニュオ』が、ただ一人手もとに残していた『駒』。

　目の前の男神おとこは顔を上げ、目を細めた微笑で返答した。

「ああ、そうとも。私の可愛かわいい『二つの人形エイン』だ」
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「正解だ」

　レフィーヤが告げた『分身魔法』という言葉を、フィルヴィスはあっさりと認めた。

　まさしく諦あきらめの境地で。

「……53階層で団長達が戦った時、『仮面の人物』はリヴェリア様の『魔法』を回避したと聞きました。吹雪で視界が塞がれた一瞬を利用して、砲撃から逃れたと」

　フィルヴィスと対峙するレフィーヤは荒れる感情を抑え込み、フィンとリヴェリアの『見解』を口にする。

　都市最強魔導士のリヴェリアが、絶好の時機タイミングで放った広範囲砲撃。

　それを回避し、あまつさえ誰にも気付かれることなく逃走できるなどありえるだろうか？

　答えは、否いなだ。

「でもそれが、回避ではなく『解除』だったとしたら」

　リヴェリア、そしてフィンは言っていた。

　まるで『かき消えたかのように』敵の姿を見失ったと。

　それはレフィーヤ達が『分身魔法』という荒唐無稽な解に辿り着いた、もう一つの暗示ヒント。

　証拠に、敵の装備品である仮面と外套フーデッドローブ、メタルグローブは氷漬けとなって残されていた。恐らくフィルヴィスは咄嗟に『魔法』を解除して、魔力で編まれた『中身』を魔素の粒子に変えたのだ。

　後は氷波に蹴け散らされ、魔力の残滓は勝手に四散する。

『仮面の人物』の姿形は何も残らない。

　これがリヴェリアの砲撃を免れた絡繰からくりだ。

「もしフィルヴィスさんが『二人』いるなら……全ての『違和感』が氷解する」

　フィルヴィスの後ろに控える、目が暗く淀んだ『もう一人のフィルヴィス』──区別のために仮面エインと呼べばいいか──を、レフィーヤはちらりと見やる。

　触れれば霧のように消える幻影体ミラージュではない。

　攻撃、防御はおろか、意思と思考を分けて自律行動が可能な『実体』。

　間違いなく『稀少魔法レアマジック』──いやフィルヴィス・シャリアだけが使いこなす『唯一の秘術オンリー・マギア』だ。

「僅わずかな情報で察するとは、恐ろしいな、【ロキ・ファミリア】……。そんなお前達に手がかりを与えてしまうとは、愚かだな、私は……」

　感嘆と自嘲が含まれたフィルヴィスの声音は、歪んでいた。

「まさしく愚物だ。お前の自我エゴがディオニュソス様の計画にことごとく支障をもたらした。恥を知れよ、愚かな私フィルヴィス」

　怒りと侮蔑を内包した仮面エインの声音は、冷然としていた。

　その奇妙な光景に、うろたえるばかりだった他の冒険者達も否応いやおうなく理解せざるをえない。

『分身魔法』。

　その存在が仄めかされることで、これまでの事件の認識が一気に翻ひるがえった。

　ロキの推理が犯神エニュオとディオニュソスを繫いだことで、『仮面の人物』に対して再考察が行われた結果だった。

「──くだらねえ『魔法』なんざどうでもいい」

　ベートが声を吐き捨てる。

　頰に刻まれた刺青を盛大に歪め、苛立いらだちを隠せないまま問うた。

「てめえは、あの赤髪の女と同じ『化物』なんだな？」

『仮面の人物』は、怪人クリーチャーのレヴィスと同じように『極彩色のモンスター』を操っていた。

　狼人ウェアウルフの殺気すら滲にじむ剣呑けんのんな眼差しに、周囲の冒険者達は気圧されるほどだった。

「そうだ」

　対して、フィルヴィスはその問いも容易たやすく認めた。

　あらゆる感情が浮かんでいない、乾いた荒野のような表情で。

　よろめくのを必死に耐えるのはレフィーヤ。

　覚悟していたにもかかわらず意識が断線しそうな錯覚を味わいながら、恐怖でも動揺でもない感情で声を震わせる。

「フィルヴィスさんが、そうなってしまったのは……『27階層の悪夢』のせいなんですか？」


「…………」



　今度は、フィルヴィスはすぐに答えなかった。

　しかし、その少女の無言は肯定を示していた。

　開かない唇の代わりに、拳が握り締められる。

　その姿に、終始無表情の仮面エインが、嘲あざけった。

「どうした？　ここまで来たんだ、せっかくだから話してやれ」

「うるさい……」

「お前が好きな同胞レフィーヤには弁明したいだろう？　同情して慰めてもらえばいい」

「よせっ……」

「なんなら、私が話してやろうか？」

「──やめろ！」

　レフィーヤが息を呑むほど、それは異様な光景だった。

　二人のフィルヴィスの会話。言い争う同じ声音。

　目を瞑つむれば、一人で寸劇をしているように聞こえたかもしれない。

　決して現実に起こりうる筈のない個人の自問と自答が、『分身魔法』によって成立する。

　今、曝さらけ出されているのは、フィルヴィスの抱く葛藤と本心なのか。

　レフィーヤには、いや全ての冒険者の目には、それが酷く不安定で、危うい存在に見えた。

「……レフィーヤ、お前の言う通りだ。あの『悪夢』の日に、私は汚よごれた」

　黒き分身に暴かれる前に、フィルヴィスは自らの手で過去の傷を抉えぐり始める。

「いいや、穢れた」

『27階層の悪夢』。

　闇派閥イヴィルスが階層中で引き起こした捨て身の『怪物進呈パス・パレード』。

　ギルド傘下の冒険者と闇派閥イヴィルスの双方に多大な犠牲をもたらした最悪の事件。

　その場に、若きフィルヴィスと【ディオニュソス・ファミリア】もいた。

「あの時はまだ、脆い誇りを抱いて、秩序の使者を気取っていたか……。先達なかまとともに27階層へ赴き、あの地獄を無我夢中に切り抜けた……」

　当時の神ディオニュソスの立場は、言わば『隠れた第三勢力』。

　ギルド傘下に与する振りをしながら、闇派閥イヴィルスとの趨勢すうせいを見極め、オラリオ転覆の機会を常に窺うかがっていた。無論、それは彼の秘めたる神意であり、眷族であるフィルヴィス達は正義の派閥の一員として『27階層の悪夢』に巻き込まれた。

「そこで私達は……最後に『あれ』と出会ってしまった」

「『あれ』……？」

「『穢けがれた精霊』の化身だ」

「っ──」

『精霊の風アリア』に誘われ進出してしまった『穢れた精霊』の『触手』。

　フィルヴィスの昏くらい告白に、レフィーヤの胸の奥が不規則な鼓動を連ねる。

「私を残して、先達なかまは全滅した。抗う暇もなく。圧倒的だった。限りなく悲惨だった。私の心なんて折れてしまうほど」

　蠢うごめく緑肉。

　奇怪な金切り声。

　なす術すべなく蹂躙される先達なかま。

　悲哀に染まるフィルヴィスの赤緋色の瞳に、当時の情景が一瞬映し出される。

　だが、そこでレフィーヤは疑問を覚えた。

「……待て。てめえは仲間を見捨てたんだろうがッ。尻尾おを巻いて逃げ出したなら、いつそんな『化物』に成り下がりやがった！」

　レフィーヤと同じ疑問に至ったのか、ベートが責め立てるように問いただす。

　そうだ。

　フィルヴィスは仲間を見捨て、命からがら27階層を脱出し、数少ない『悪夢』の生き残りとなった。18階層の『リヴィラの街』で、深い絶望とともに死人のようにさまよう姿を、街の大頭ボールスも目撃している。

　それは今日こんにち、彼女が蔑まれる『死妖精バンシー』の名の起源にもなっている。

　パーティ殺しの妖精エルフと。

　レフィーヤとベートの疑念に、フィルヴィスは口を噤む。

「逃げなかったんだ、私そいつは」

　代わりに答えたのは、仮面エインだった。

「なっ──」

　逃げなかった。

　その言葉の意味に、レフィーヤは目を見開いた。

「先達なかまの助ける声を聞いてしまい、立ち向かって、そして『あれ』に返り討ちに遭った。何の意味もなく無駄死にした」

「っ……!?」

「後はもう、わかるだろう？」

　倒れた体に『魔石』を埋め込まれ──『怪人クリーチャー』として生まれ変わった。

　そう告げられたレフィーヤの喉から、声が消失した。

　ベートが気に食わないとばかりに、憤激を滲ませながら、あらん限りに眉間へ皺を刻む。

　フィルヴィス・シャリアは仲間を捨てて生き延びたのではない。

　仲間を守るために戻り、エルフの矜持きょうじに殉じて、そして『化物』に成り果てたのだ。

　仮面エインが語る側で、沈黙するフィルヴィスの耳に当時の痛哭つうこくが残響する。

　──逃げろっ、フィルヴィス!!

　──行って、早く行って!?


　──ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……。



　──そうだ、いけ……フィルヴィス。

　──にげろ、フィルヴィスッ。

　──フィル、ヴィス……。

　勇敢な先達なかまが次々に倒れた。年少の団員に慕われていた姉代わりの副団長も食われた。最も強かった団長の男は精霊の体内に取り込まれかけながら、必死に少女を逃がそうとした。

　あの時、最も未熟だった妖精エルフは瞳から涙を流し、背を向けようとした。

　──たすけてくれ。

　しかし、聞こえてしまった哀切さいごの呟きが、必死に堪えて聞かすまいとしていた団長おとこの呟きが、フィルヴィスの心臓を摑んだ。

　少女は泣きながら歯を食い縛り、踵きびすを返し、おぞましい敵に立ち向かったのである。

　最悪の皮肉だった。

　少女は汚けがれなき高潔を示した。

　しかし、その高潔を示したがために、彼女は『穢けがれた』のだ。

「そん、な……」

　それが『27階層の悪夢』の日、フィルヴィス・シャリアの身に起こった真相。

　同じエルフであるレフィーヤは、空から奈落へ突き落とされたような衝撃に襲われた。

「あの日、精霊の化身が27階層にいたのは偶然ではなかった。あれは血の臭いに誘われて、大量に集った冒険者達の中から……新しい『触手』を探していた」

　事件の首謀者、オリヴァス・アクトの咎とがを憎みながら、フィルヴィスは言う。

【ディオニュソス・ファミリア】の死体にもことごとく『魔石』は埋め込まれたが、みな意味をなさない呻うめき声を発する肉の塊となった。

　フィルヴィスだけが『適性』を、『怪人クリーチャー』へ生まれ変わる『強い素質』を持っていたのだ。

「それじゃあ……『リヴィラの街』でボールスさん達が見たフィルヴィスさんの絶望は……【ファミリア】を見捨てたからじゃなくて……」

「そうだ。『化物』へと堕おちた、己への絶望だ」

　破けた衣服、血塗れの黒髪。

　生気を失った相貌。

　誰もが近寄ろうとせず、ずるずると引きずられていたその体。

　それらは全て、『悪夢』が覚めることを願い、喪った仲間の幻影を求め、まさに生ける亡者となって街の中をさまよい続けていた、フィルヴィスの深い絶望だった。

「そこからは……死のうとした」

「っ……!!」

「何度も、あらゆる手をつくして。……だが」

　フィルヴィスは死ねなかった。

　腕を引き千切った。体に穴をあけた。自刃を繰り返した。『魔法』で何度も全身を焼いた。血という血を流しつくした。首の骨を折った。モンスターに自ら喰われたこともあった。

　だが、殺せないのだ。自分自身を。

　怪人クリーチャーの信じられない自己再生能力が、ことごとくフィルヴィスを死の淵から生還させた。

　ならば『魔石』を抉り出し醜悪なモンスターと同じ灰の末路を辿ろうとしたが──それもかなわなかった。

　──なんで！　なんでっ!?　どうしてっ!!

『極彩色の魔石』を埋められた胸が、全身を支配するように致命傷だけは防いだのだ。何度死にかけても、最後の一線を超えることだけは『穢れた体』が許さなかった。

『穢れた精霊』の触手──まさに『眷族』と化したフィルヴィスは正しく生殺与奪の権を奪われたのである。

　やがて頭に響くようになったのは、耳障りな『精霊ハハ』の囁き声。

　──仲良クシマショウ？

　──アナタノ名前ハ？

　──空ガ見タイノ。

　──私ノ願イヲ叶カナエテ。

　フィルヴィスは絶叫を上げた。

　誇り高いエルフでありながら醜い『化物モンスター』に成り下がったという事実が、この生き地獄から解放されないという現実が、彼女を徹底的に破壊した。


「っっ……！」



　もし自分が同じ立場だったら。

　レフィーヤはそう思うと、今にも胸が罅割れそうだった。

　しかし、それすらフィルヴィスが味わってきた苦痛の塵ちりにも満たない。

　想像を絶する彼女の苦しみを理解するなど、何人たりとも許されない。

「この『分身魔法』が発現したのも、こんな体に成り下がった後のことだ……」

　──今の自分は許容できない。けれど死ねない。

　現実逃避か、『穢れのない自分になりたい』という強い願望故か。

　しかし、それも何の気慰めにはならない。

　フィルヴィスは涙を流すだけの人形となった。

　目を虚うつろに変え、脳裏に響く囁き声に苛さいなまれながら、暗い闇に埋もれるだけの。

　ちょうど彼女の最後を見せつけられたレフィーヤと同じように。

『嘆き、苦しみ、それでも誇り高く在ろうとするお前は美しい』

　そして。

『美しいお前を、私は愛している』

　そんなフィルヴィスに。

『そうだ。いかなる種族とも異なるお前を、お前自身が許せないというのなら──』

　神は、いや『悪魔』は囁いたのだ。

『他の人類こどもたちを、お前と【同じ存在】にしてしまおう』

　迷宮都市オラリオの崩壊。

『穢れた精霊』の地上支配。

　そうすれば、下界にはモンスターが溢れかえり、僅かな選ばれし者達は『穢れた精霊』の手によってフィルヴィスと同じ『怪人クリーチャー』になる。

　壊れ果てた『美醜の少女』は、反転した世界では『肯定』された存在となる。

　ディオニュソスは甘言をもって、少女の壊れた心に腐りきった葡萄の蜜のごとき『毒』をそそいだのである。

「そんなこと──!?」

　堪らずレフィーヤは叫び声を上げた。

『穢れた精霊』が支配する地上世界、多くの者の命を奪ってまで。

　決して選んではいけない禁断の選択。

　そして糾弾きゅうだんすると同時、こみ上げてくるのは怒りだった。

　レフィーヤは初めて、神たる存在に狂おしいほどの瞋恚しんいの炎を覚えた。

　その弱り果てた心に付け込み、真実とも知れない甘言を吐いて、フィルヴィスを操ろうとしたディオニュソスに。

「だが、あの時の私にとって……あの方の言葉は間違いなく『救い』だったんだ」

「っ!?」

「こんな汚よごれた私を愛してくれると言ったディオニュソス様の願いを、ともに叶えることこそが……私に残された道だったんだ」

「フィルヴィス、さん……」

「だって、あの方しか……こんな私を受け入れてくれる人は、いなかったのだから……」

　しかし、壊れかかっていたフィルヴィスは。

　何物にも寄る辺のない少女は。

　その甘言を。

　禁断の蜜を。

　その『悪魔』の手を──受け入れてしまったのだ。




「屑クズやな、自分……」

　隠し通路の先にある円柱形の空間

　ディオニュソスの口からフィルヴィスとの一部始終を聞いたロキは、何度目とも知れない唾棄を重ねる。

「心外だな、ロキ。私は愛しい眷族を救おうとしたまでさ」

　それに対し、ディオニュソスはどこ吹く風で答えた。

「心身ともども、既に壊れていたフィルヴィスをね」

　周囲の壁に取り付けられた松明が揺らぎ、男神おとこの端整な顔に陰影を生み出す。

　超越存在デウスデア故の完璧かんぺきな容貌もあって、それは人ではない彫像ですらあった。

「何より、私はあれを讃たたえたよ。【ファミリア】の仲間という犠牲を払い、生き延びて、己の身をもって『穢れた精霊』の存在を証明したフィルヴィスを！」

　神の声が一段と高くなる。

　怪人クリーチャー化したフィルヴィスを通じて、ディオニュソスは『穢れた精霊』の存在を知った。

　そしてそれが、彼がいち早く『穢れた精霊』に接触し、囲い込めた理由だった。

「歓喜したとも！　これ以上なく！　『神の力アルカナム』が使えない今、『穢れた精霊あれ』こそが我が計画の鍵になると確信した！」

　そこからはロキが見抜いた通りである。

　フィルヴィスを通じて『穢れた精霊』の地下勢力、レヴィスと接触したディオニュソスは、自らの計画を実行するため今日まで暗躍し続けた。

「……自分がオラリオを崩壊させようとしとる理由は、なんや」

　舞台の役者のように歓喜をあらわにするディオニュソスに、ロキは問うていた。

　自分の眷族を皆殺しにしてでも。

　愛しい眷族を傀儡にしてでも。

　あらゆる代償を支払って『迷宮都市オラリオの崩壊』を企くわだてる、その目的はなんなのかと。

　ディオニュソスは僅かな沈黙を挟んだ。

　それまでの笑みを消し、顔付きをあらためた。

「この下界を『是正』するために」

　まさしく『神』の顔となって、ロキの問いに答える。

「今の下界は不純だ。神々がいいようにのさばっている。本来のあるべき姿に変えなくてはならない」

「あるべき姿……？」

「貴方も知っているだろう、ロキ。今より過去の『英雄』達は神々の『恩恵』などないまま、地上に進出したモンスターに立ち向かった」

　それは『古代』と称される時代。

　神々が地上に降臨を果たす前、『大穴』より溢れた怪物の大群が、ありとあらゆる種族の領域を襲い、そして支配した。

　人類史上、最も血が流れたとされる暗黒の時世。

　まさしく『エニュオ』が迷宮都市オラリオの崩壊を経て実現させようとしている、モンスターが地上に跋扈ばっこしていた過酷の世界だ。

「勇ましき彼等はいかなる神の加護もないまま、最初はモンスターに蹂躙された。しかし年月を経て対抗し始め、次第に異形の軍勢を押し返していくようになった！」

　常に泰然としていたディオニュソスの声が、熱を帯びていく。

「『成長』していったんだ！　子供達は、下界の住人は！　確かに我々が送り出した『精霊』の『奇跡』はあったとも！　しかし英雄達は自らの力で『人』たる限界をことごとく超えていった！」

「……」

「『器』の可能性を引き出す『神の恩恵ファルナ』の力を借りずとも！　尊き血と涙、何物にも代え難い強き意志をもって！　そうして、あの暗黒の時世を切り拓いていった！」

　事実である。

『精霊』の介入があったにせよ、下界の住人達は自らの手でモンスターの支配を押しのけ、奪われた領土を奪還し、最後には全ての始まりである『大穴』まで迫った。

　そこで迷宮都市オラリオの前身たる要塞を築き上げ、モンスターの流出を食い止めようとしたのだ。

「……ああ、その通りや。あの時代の子供達はまさに化物バケモノで、『未知みち』の塊やった」

　全ては『英雄』と呼ばれる者達の『偉業』である。

　それは天界より見守っていた神々も認めるほどの『偉烈』である。

　選ばれた彼等は成長し、飛躍し、進化した。

　まさに昇華ランクアップを遂げる現代の眷族ファミリアのように、自分達の悲願を成し遂げるため『器』という『殻』を打ち破り続けたのだ。

　今から考えればありえないほどの下界の『未知イレギュラー』。

　神時代しんじだいが到来する以前の、『英雄の時代』。

「あれこそが純然たる『英雄神話』！　私達が最も敬意を払わなければならない子供達の軌跡！　──だからっ、だからこそ!!　この下界に神々など不要なのだ！」

　迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアを始め、英雄譚に名を連ねることを許された本物の英雄達。

　それを称えんがため、ディオニュソスは神々の下界降臨の象徴たる神塔バベルを、迷宮都市オラリオを破壊せしめんと豪語する。

「残酷、独善、邪悪などと言われても構わない！　全てを利用してでも、私が冥府の扉を開く！　生が輝く死の境界を顕現させ、私があの良き時代を取り戻してみせる！」

　全てを時代回帰リセットするために、と。

「私が、この神々の時代を終わらせてみせる!!」

　それは神だからこそ持ちうる視点。

　現在いまという平和を享受する下界の住人からしてみれば理解できず、酷薄を呪のろう沙汰さたである。

　しかし、確かにそれも『神』。

　超越の存在が故に下界と子供達を想い、純粋たる輝きを尊ぶ一種の神愛アガペー。

　その愛に理解を示す神々は少なからずいるだろう。

　いっそ気高いほど、ディオニュソスは曇りなき眼まなこで宣言した。

　その上で。

　ロキは確信して口を開いた。




「噓やな」




　静まり返る空間を、その鋭い一声が貫く。

「自分は、泣き叫ぶ子供達が見たいだけやろう」

　開かれた女神の朱眼が、動きを止める男神を穿つ。

「ここにも丁寧に飾られとる壁画が全部、自分の腐り切った性根を証明しとる！」

　周囲の壁を形作るのは古代の壁画。

　怪物から逃げ惑う多くの人々。炎の大海。貪られる命。

　破壊と殺戮。

　蹂躙と混沌。

　凄惨なる死の宴。

　地獄、あるいは冥府と呼ばれる光景。

　その全てが、『狂騒』に基づいている。

　耳を澄ませば聞こえてくるようだ。希望もなく逃げ続ける当時の人々の悲鳴が、絶望が、恐怖の障壁を越えてしまい壊れてしまった笑い声が。

　壁画の一角には血の泉を広げ、怪物の爪牙そうがで貫かれている人々を脇に、天を拝み、踊り狂う者達が記されている。

　取り乱し、自我を失い、悲鳴と哄笑こうしょうが連鎖する地獄絵図。

　それは一種、肉と酒を貪ることで行われる暴力的なまでの陶酔的な儀式にも似ている。

　集めた者の『執着』を表す惨劇の数々を指差し、ロキは糾弾した。

「自分は逃げ惑い、泣き叫び、壊れていく子供達の姿──『狂乱オルギア』を見たいだけや!!」

　それは同族である神が故の明察。

　これまでのディオニュソスという神物像じんぶつぞうと、その言動を顧みて、先程までの『下界を想う』などという戯言ざれごとを両断する。

　ロキに否定されたディオニュソスは、静かにうつむいた。




「くひひひひっ……！」




　そして、『豹変ひょうへん』した。

「なぁんだぁ……バレているのかぁ」

　顔を上げたそこには、貴公子然とした神などもうどこにもいなかった。

　手で前髪をかき上げれば、あらわになる目は獣のように歪み、爛々としている。

　唇に佩はいた笑みは余りにも惨むごたらしく、端整な神の美貌は今や何者よりも醜い。

『悪魔すら及びもつかない』などという形容は、目の前の存在のためにある。

　不気味な笑い声を漏らし、頻りに喉を揺らしながら、化けの皮が剝がれたがごとく『本性』をあらわにした。

「やめろよ、ロキぃ。ここまでくると不愉快だぞぉ？　何も知らないお前に、何もかも見透かされるというのはぁ～」


「っ……！」



「だが、そうだ、当たっているっ、当たっているとも！　私が求めるのはただ一つ！」

　変貌した姿にロキがかつてない嫌悪感を抱く中、ディオニュソスは両腕を広げ、天に向かって歓呼した。

「嗚呼ああ、オルギア！　愛しき狂乱の宴!!」

　醜悪に歪んだ相貌は正しく陶酔している。

　自分が望む高揚こうようと快楽を想起し、その身を興奮によって震わせる。

「英雄なんぞが活躍していた、かつて！　下界がモンスターに蹂躙されていた、昔日！　あの時代は良かった！　誰もが醜悪な怪物から逃げ惑い、つんざかんばかりの悲鳴を上げる！　天そらよりそれを眺めていた私は、いつも胸を高鳴らせていた！」

　頰は初恋の少女のように火照り、両の瞳は恍惚こうこつに濡れていた。

　常軌を逸した欲望の衣を纏い、男神は謳い続ける。

「知っているか、ロキ！　脆弱な子供達は理性が振り切れた直後、笑うんだ！」

「!!」

「多大なる恐怖は偉大なる絶頂に変わり、精神と魂を解き放つ!!　肉や酒をいくら貪ろうとも届かない最高の瞬間は、怪物の爪牙に切り裂かれる血と臓物をもって完成される！　愛らしくも美しい『巫女みこ』達は己が身を『贄』に変え、私に『供物』を捧げるのだ!!」

　ディオニュソスは『逸脱の神』。

　鬱憤うっぷんや錯乱、さらに神秘的な恍惚を爆発させ、善良なる世界に混乱を引き起こすことを至上とする。

　社会秩序とはまるで無縁の場所にいる、孤高かつ無理解の神だ。

　最後まで見通せなかった男神おとこの真の『本質』に触れ、ロキは衝撃とともに己の目を見開いてしまった。

「狂い叫ぶ子供達の悲鳴は、極上の葡萄酒ぶどうしゅにも勝る!!」

　彼が『巫女』と勝手に称するのは、下界の女子供達。

　美しく、無垢むくな存在が織りなす『狂乱オルギア』こそが真理だと言わんばかりに。

　右手で覆った顔半分を握り締め、ギチギチと鳴らしながら、ディオニュソスは笑った。

　あまりにも禍々まがまがしく、笑った。

「だが──そんな楽園も神時代しんじだいの到来とともに終わりを告げた！」

　激する男神おとこの感情は、そのまま現在の不満をぶちまける。

「全てウラノスのせいだ！　あの老神ろうじんが『密約』を交わし、この大地を封印したせいで、モンスターの蹂躙がっ、冥府たる様相が途絶えた！　私の『狂乱オルギア』は消えてしまった！」

「……それが、ウラノスを敵視していた理由か」

「そうとも！　今も祈禱きとうなど捧げる老害め……！　あいつのせいで私はいつになっても満たされない！　天界の頃からそうだった！　やることなすこと、全て私の邪魔をしやがる！」

　髪を振り乱し、罵倒を連ねるその様は、己の欲望のみを中心とする愚劣な神のそれだ。

　言葉は乱暴の一途を辿り、下町の子供達に向けていた善良な神の面影など、もはや欠片もない。

　だが、同時にロキは理解した。

　これこそがディオニュソスの本心なのだと。

　酔っていながらディオニュソスが再三ロキ達に告げていたウラノスへの警鐘と敵視。

　それは紛れもなく彼が心に抱える『闇』だったのである。

　敵視などという言葉では生温い。

　真実、ディオニュソスはウラノスを憎み、殺意を抱いているのだ。

「あぁ、天界と言えばヘスティアにも邪魔されたなぁ。あのふざけた女神め、私がせっかく他の神々を巻き込み、殺し合わせ、天界でも『狂乱オルギア』を為そうとしていたのに……」


「っ……！」



「だが……それでも良かったのかもしれない。彼女が止めなければ、私は新たな『殺意』に焦がされ、己を律することなどできなかっただろう」

　物静かに、遠い目をしていたかと思うと──瞬く間に一転。

　眦が引き裂かれ、新たな憤激が形作られた。

「何が遊戯ゲームだ、ふざけやがって！　いくら殺し合おうが最期のその時までゲラゲラと笑い、恐怖も絶望も感じない神の異常者ども！　貴様等では『狂乱オルギア』など起こりえない！」

　ディオニュソスが見る景色は、いつも灰色だった。

　瞳に映る光景は、ディオニュソスにとって、とてつもなく邪悪に見えた。

　こんなものでは『愛せない』。

　こんなものでは『満たされない』。

　こんなものは『間違っている』。

　故にこの下界に冥府を──『狂乱オルギア』を。

「……要は、天界ではできなかった『狂乱オルギア』の宴を、下界で巻き起こそうっちゅう腹か」

　地上に溢れかえるモンスターと『穢れた精霊』の手で。

　それが迷宮都市オラリオを崩壊させた先にある、ディオニュソスの真の目的。

　自分の欲望のために下界を捻ねじ曲げる。

　およそ考えられる上での『邪神』の所業だ。

「そんなことのために、こんな回りくどいことをしたのか？」

「回りくどい？　馬鹿を言うなよ、ロキ。私が少し誤って『神の力アルカナム』を使い、この地を滅ぼしたとしても、世界の修正力とやらよろしく、他の神が『全てなかったこと』にするだろう？」

「……」

「神わたしが神わたしの力のみで目的を達成しようとするのならば、極論、私以外の全ての神々を抹殺しなければならない」

　故に不可能であると。

　その男神おとこは壊れていながら、至極冷静に諭した。

　神じぶんは直接介入できない。だからこそ下界にある要素だけを用いて、裏で糸をもって操り、この世界の規則ルールに則って破壊をもたらすのだと。

「最後に、聞かせろ」

　一度押し黙ったロキは、心の片隅に残っていた疑問を尋ねていた。

「自分の子供が眠る墓の前で言った、あの謝罪の言葉……あれも噓やったんか？」

　──『この想いを忘れないように、時間を見つけて通っている』

　──『謝罪さ。それ以外はない』

　レフィーヤ、フィルヴィスも合わせて四人で訪れた『冒険者墓地』。

　眷族の墓標にディオニュソスは花を手向け、謝罪を捧げていた。

　ロキはあのディオニュソスの『誓い』を疑えなかった。

　彼が口にする意志は、秘める神意は『本物』だった。

　たとえ酔っていたとしても。

　本性を知った今でもなお。

　あの情景に噓を見つけることのできないロキは、純粋な疑問を投じた。

「……何も間違いではないさ。あの時、私は心から、先に逝いった子供達に謝罪していたよ」

　ディオニュソスは綺麗きれいに微笑ほほえんだ。

「そう、『約束の刻とき』を前にして不用意に命を失わせてしまった、私なりの誠意だよ。寂しくないよう他の子供アウラ達と一緒に『生贄いけにえ』に捧げられず、すまない！　私のための犠牲ファミリアとして、華々しく葬ってやるという『契約』を履行できず悪かった！　というね！」

　そして、醜悪な怪物のように口もとを歪めた。

　ロキの手が、音を立てて握り締められる。

「何か勘違いしてないか、ロキ？　私は掛け値なく子供達を愛しているよ。お前と同じようにね。ただ、私は私なりの方法で彼女達を愛でたいだけさ。──ふっ、はははははははははははははははははははッ!!」

　ロキの沸点は、限界を超えた。

　静寂を纏う表情の内側に、煮え滾る憤怒と誓いを宿す。

　必ずこの『下界の陵辱者』を破滅させるという、神意を。

「フィルヴィスも、それの一環さ」

　一頻り笑った後。

　ディオニュソスはただ一人残っている眷族に触れた。

「私はあれも愛しているとも。あるいは、誰よりも。己の存在に絶望し、壊れゆく慟哭どうこくは──あぁ、いかなる『狂乱オルギア』にも劣らなかった」




「オリヴァス・アクトが怪人クリーチャーとして生きていることを、ディオニュソス様は私に伝えていなかった……」

　レフィーヤ達の前で、フィルヴィスは笑みを浮かべる。

　都合のいい『人形』になりきれなかった自嘲の笑みを。

「私が反旗を翻すと思ったのか、あるいは計画シナリオに支障を来すと考えられたのか……どちらにせよ、あの方にとって私も体ていのいい歯車の一つに過ぎないのだろう」

　24階層の食料庫パントリーでの戦い。

　あの時【白髪鬼ヴェンデッタ】オリヴァス・アクトを前にしたフィルヴィスの驚愕は本物だった。

　何の因果かフィルヴィスが怪人クリーチャーとなった同じ日に、オリヴァスもまた人と怪物の異種混成ハイブリッドと化していた。自傷と自壊の日々を過ごしていたフィルヴィスは事件の元凶が生き延びていたことに気付く暇がなかったのである。

　いや、ディオニュソスが気付かせなかったというべきか。

　迷宮都市オラリオ崩壊の計画シナリオを遂行するためには、レヴィス達たち地下勢力との仲間割れなど発生してはならなかったのだから。

「そして、よりにもよって……その日に、私はお前と出会ってしまったんだ。レフィーヤ」

「！」

　怪人クリーチャーとなったオリヴァスを目にしたあの日、フィルヴィスの衝撃は計り知れなかった。

　そして、その時に『罅』が生じた。

　一度でもディオニュソスを疑い、心が離れようとした。

　同時に、現れてしまっていた。

　レフィーヤ・ウィリディスという少女が。

　穢れているフィルヴィスを『美しい』と言ってくれた少女が。

　レフィーヤは知らない。

　あの日、フィルヴィスにとってどれほどの『契機』が訪れたのか。

『貴方は汚よごれてなんかいない!!』

　何も知らない癖に、『死妖精バンシー』として忌避されていたフィルヴィスの手を握った。

　握られた。

　刃を振りかざしてまで人との接触を拒んできた美醜の少女が、自分自身でさえ呪ってやまずディオニュソスしか触れられなかった穢れた体が、レフィーヤを受け入れたのである。

　それはフィルヴィスの心に変化をもたらした。

『光』をもたらしてしまったのだ。

「お前だけは……死なないでほしい。ディオニュソス様の命令を実行しながら、私は、そう思ってしまったんだ」

　24階層崩壊の折、身を挺ていして少女を守ってしまった。

『遠征』の直前、少女の修行に付き合い『魔法』を授さずけてしまった。

　主神ディオニュソスの命にも逆らい、気が付けば、人造迷宮クノッソス進攻に参加して少女を守り続けていた。

　そして、『分身』に自らを惨殺させ、少女を戦いから遠ざけようとした──。

『仮面エイン』として暗躍してなお、矛盾した行動を続けていたのは、全てレフィーヤのためだった。

「フィルヴィスさん……！」

　人造迷宮クノッソスで分断された後も、『第一進攻』が始まる前も、フィルヴィスは言い続けていた。

　レフィーヤに訴え続けていたのだ。

　訳も話せないまま、『どうか死なないでくれ』と。

　実力行使にも乗り出せた筈だ。

　レフィーヤを気絶させて、監禁して。それこそ方法なんていくらでもある。

　しかしそれをしなかったのは、

「お前に託した私の『魔法』が、仲間を救ったと聞いた時……私は酷く後悔した。だが同時に……嬉うれしくもあったんだ」

「！」

「私の『魔法』は、大切な者を守れるものだったと、お前が証明してくれたんだ。私はお前に救われていたんだよ、レフィーヤ。私がもう手にすることのできない……同胞の高潔を示すお前に」

　レフィーヤがずっと、フィルヴィスの『希望』であり続けたからだ。

　彼女の高潔を汚すことだけは、既に穢れていたフィルヴィスにはできなかった。

　フィルヴィスに残っていた最後の妖精エルフの心が、最後まで判断を鈍らせた。

　赤緋の瞳が潤み、夜の湖面のように震える。


「っ……！」



　泣き笑いのような表情で儚く自分を見つめてくるフィルヴィスを前に、何度目とも知れない感情の激流がレフィーヤの胸をかき乱した。

　瞳の裏側を焦がす衝動に耐えながら、何とか声を放つ。

「私達と一緒に戦いましょう、フィルヴィスさん！　まだ間に合います！　前と同じように、もう一度……！」

　ディオニュソスを見切るべきだと声高に訴える。

　そしてできれば、また自分と一緒に。

　レフィーヤの脳裏に、陽だまりのもとで歩き、笑い合う自分とフィルヴィスの姿が、狂おしい『願望』が過る。

　しかし。

　その呼びかけを悟っていたように、フィルヴィスは静かに答えた。

「無理だ、レフィーヤ……」

「な……!?」

「私は、ディオニュソス様の眷族だから……」


「っっ……あの神ひとはっ、貴方のことを『駒』として利用しているだけ！　眷族なんて思っていない！　フィルヴィスさんだって、さっき言ってたじゃないですか！」



「……」

「貴方は騙だまされています！」

「……そうだな。……そうなのだろうな」

「それがわかっていて、なんで!?」

　昏く淀んだ仮面エインが見つめる先で、穢れた少女は床を見つめる。

　レフィーヤの立て続けの訴えに、声を詰まらせるフィルヴィスは、やはり力なく頭を左右に振った。

「できない……」

「どうして!?」

「もう、手遅れだ……」

「そんなことない!!」

　いつだって繰り返してきた少女達の問答。

　しかし、これまでのものとは決定的に異なる『悲愴』を宿し、フィルヴィスは顔を振り上げた。

「だって、お前はもう、私の正体を知ってしまったから！」

「!!」

「私のこの汚よごれた体を、この穢けがれた心を！」

　次の瞬間、フィルヴィスは己の手を胸に突き刺す。

　言葉を失うレフィーヤの前で、そのまま引き千切り、めくり上げる。

　服ごとめくれ上がる皮と肉、吹き出る血液。

　冒険者達が蒼白になる中、立ち尽くすレフィーヤはそれを見る。

　少女の胸部中央に据えられた、毒々しい『極彩色の魔石』を。

「ディオニュソス様は美しいと言ってくれたんだ！　あの御方だけが！　抱きしめてくれたんだ！　こんな穢れた体を!!」

　フィルヴィスは泣いていた。

　その双眸をあらん限りに見開いて。

　泣きながら、壊れた笑みを浮かべて。

「なぁレフィーヤ、お前も私を『美しい』と言ってくれたな？　今はどうだ？　こんな私を見て、美しいと言えるか!?」

『魔石』と緑肉が蠢く、おぞましいフィルヴィスの内部を見て。

　穢された少女の真実を見て。

　レフィーヤが必死に震わせた筈の喉は──彼女への想いを言葉に変えてくれなかった。

「──それが答えだ」

　妖精エルフであった少女は、糸の切れた人形のように項垂れた。

「茶番は終わったな」

　そこで。

　黙って傍観し続けていた仮面エインが、口を開く。

「心残りはもうあるまい。これでもうディオニュソス様の計画を煩わずらわせることはなくなった。……愚かな私フィルヴィス。最初から、道など決まっていただろうに」

　仮面エインは醒めた口調で、フィルヴィスの運命を言い渡す。

「利用されているとしても、あの方は愛してくれるだろう？　たとえ歪んでいたとしても、あの方の『愛』は本物だろう？　あの方だけが私フィルヴィスを受け入れてくれるだろう？」


「…………」



「そもそも、お前は何を言っているんだ？　怒り、絶望、憎しみ……私に全てを預けておいて、何を悲劇振っているんだ。私に全ての汚れ仕事を押し付けていたくせに。最初からお前は、レフィーヤに想われるような綺麗な存在ではない」

　口を閉ざすフィルヴィスの背中に寄り添い、荒んだ目で、傷口に刃を突き込み血肉を抉り出すように揶揄を重ねる。

　それは果たして『分身魔法』の効果なのか、性質なのか。

　仮面エインは、もう一人のフィルヴィスは、黒かった。

　まるでフィルヴィス・シャリアが切り分けた『闇』を──負の感情を一身に引き受けたかのように。

「フィルヴィスさん、待ってください！　私はっ──！」

「無駄だぞ、レフィーヤ」

　止めようとするレフィーヤに、仮面エインは初めて笑みを浮かべた。

　唇を嘲笑の形に変えて、切り捨てる。

「もとより、私達フィルヴィス・シャリアは殺し過ぎた」

「────」

　死妖精バンシー。

　その言葉は偽りではない。

　好奇心のあまり『穢れた精霊』の手がかりに迫ろうとする罪なき冒険者を、何度も葬った。

　偶然にも黒幕エニュオの計画に近付こうとする哀れな同業者を、事故に見せかけて殺害した。

　都合四度。

　いや、知られていないものを数えればもっと。

　彼女のパーティ殺しは悲運などではなく、紛れもなく彼女自身が下したことだ。

「仲間アウラたちも見殺しにした化物を、レフィーヤ、お前は庇うのか？」

【ファミリア】の仲間も──ペニアの恩恵に気付いてしまった者さえ──仮面エインは抹殺した。

「もう引き返せないんだ、私は」

　口を閉ざしたフィルヴィスに代わって、仮面エインが最後通牒を下す。

　レフィーヤとフィルヴィス達の間にある距離。

　歩み寄せればすぐに埋まる間隔。

　だが、途方もなく隔たった『溝』だ。

　遠い。あまりにも遠過ぎる。

　レフィーヤとフィルヴィスの立ち位置は、こんなにも──

「始めるぞ、『殺し合い』を。私の未練とともに、お前達を大地に還す」

　仮面エインが慈悲なく開戦を宣言する。

　無言のフィルヴィスも彼女自身の言葉に身を委ゆだねる。

　冒険者達に緊張が走り抜ける中、回避できない戦いにレフィーヤの心が絶叫を上げる。

「嗚呼、レフィーヤ──」

　そして、最後に。

　フィルヴィスではなく、仮面エインは。

　嘲笑の表情で、片方の頰に一筋の涙を引きながら、告げた。

「ディオニュソス様より早く、お前に出会えていたら──」

「────」

　時を止め、無力感に抱き竦すくめられるレフィーヤの視線の先で。

　二人のフィルヴィスは同胞の少女をもう顧みることなく、唱えた。

「「【終わる幻想、還る魂──引き裂けぬ貴方きずな】」」

　唱えられる呪文は『魔法』の解呪式。

　二人のフィルヴィスは、その魔法名を告げた。




「【エインセル】」




　閃光が散った。

　白と黒が溶け合う輝きが。

　咄嗟に眼を腕で覆ったレフィーヤは、見た。

　仮面エインが無数の光粒となって『本体』へ吸い込まれていくのを。

　二人の輪郭が『一つ』に還っていくのを。

　瞬間、獰猛どうもうな魔力の風が吹き荒れる。

　生じる衝撃により、少女の髪に巻かれていた蒼冠サークレットが弾けた。それだけではない。常に『分身』へ割かれていた『魔力』が還元された反動か、少女の体が──怪人クリーチャーの肉体が活性化し、その濡れ羽色の長髪が地面に届くほどに伸長する。

　露出している『魔石』が放つのは激しい極彩色の明滅。

　内側にとどめることのできない力の氾濫が、胸部を中心に薄紅色の『根』と言うべき器官を発生させる。葉脈、あるいは血管のように、少女の白皙の肌を蹂躙した。

　目もとは落ち窪み、美しい赤緋色の瞳は澱んだ深碧しんぺきの色に。

　白い肌も病的なまでに青白く。

　やがて、凄まじい魔力の咆哮ほうこうが収まり、無数の光粒が煙とともに霧散する頃。

　誰もが言葉を失う中で、ソレはゆっくりと顔を上げた。

「あれが……本当のフィルヴィスさん……」

　レフィーヤの呟きがこぼれ落ちる。

『分身』と一つになったフィルヴィスは、もはやレフィーヤの知る少女とはかけ離れていた。

　絶望に蝕むしばまれたエルフ。

　まさに『穢れ』を具現化させた、堕ちた『妖精の怪物』がそこにはいた。

「……終わりにするぞ」

　闇が蠢くように。

　相対する少女は、どこまでも昏い眼差しで、それだけを告げた。

「……構えろ、ノロマ」


「ベッ、ベートさんっ……！」



　灰色の髪を揺らし、ベートがレフィーヤより前に出る。

　犬猿の仲とはいえ、【ロキ・ファミリア】の中でレフィーヤの次にフィルヴィスとの関わりがあったのは、間違いなくベートだった。

　そんな狼人ウェアウルフは少女の真意を知った今、ただ殺気を帯び、臨戦態勢に移る。

　目の前の『敵』を葬るために。
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「まっ、待ってくださいっ！　まだ……！」

「ふざけたこと抜かしてんな」

「っ……!?」

「あいつは裏切り者もんで、『敵』だった。それだけだろうが」

　レフィーヤの懇願を容赦なく一蹴する。

　少女達のやり取りに口を挟まず見守っていたベートは、初めて冷酷な言葉を吐く。

　その言葉の端々に滲むのは、普段の彼が抱くものとは異なる、別種の怒りだ。

　ただただ発散される戦意は激しく、立ちつくすだけだった冒険者達も呼応するように武器を構えた。

「おい、陰険エルフ。気分はどうだ？」


「…………」



「俺は最悪だ。くだらねえ話を聞かされてな」


「…………」



「今更、ごちゃごちゃ抜かしてんじゃねぇ」

　その戦闘前の悪罵は、常に問答無用に襲いかかる筈のベートの、確かな『迷い』と『苛立ち』だった。

　己のことを何も語らない彼は『弱者』の戯言になど耳を貸さない。

　少女フィルヴィスの『弱さ』を唾棄し、世界の不条理を呪う。

　頰に刻まれた刺青を歪めながら、あらん限りに罵った。

「てめえの不幸自慢に興味はねえんだよ！」


「…………」



「そのまま、一生腐ってろ!!」

　苛立ちを隠せない吠声とともに、ベートは疾走した。

　己の拳を変わり果てた『妖精の怪物』へと容赦なく叩たたき込むために。

　ただ、彼に誤算があるとすれば──

「──お前はいつもそうだったな、狼人ウェアウルフ」

　目の前の少女はもう、圧倒的『強者』の位置に立っていることだ。

「!?」

　ベートの渾身こんしんの一撃を、Ｌｖ．６の攻撃を、難なく受け止める。

　拳を片手で摑み取られたベートの双眸が驚愕に染まった。

　その光景にレフィーヤ達も動揺に襲われる。

　床に届く夜の髪を揺らすフィルヴィスは、ギシギシと拳を鳴らしながら、静かに告げた。

「お前は常に私を見下し……そして、見捨てなかった」

「っ……!?」

「その罵倒で私の達観を打ち壊し、私を奮い立たせようとしていた。お前は、優しいよ」

　今も続くベートの驚愕は、拳から伝わる純粋な『膂力』に対してのもの。

　少女の淡々とした口調に反し、込められる力が暴力的なまでに増していく。

　押しても引いても微動だにせず、握り潰されようとする己の拳に、琥珀色の瞳が血走る。

　そして、ベートの拳から骨が割れる音が響いた瞬間。

「そんなお前を────私はずっと見下し、心の中で嗤っていた」

『力』が解放された。

　拳を摑んだまま細腕を力任せに振るう。

　洗練さの欠片もない、腕力のみの投げ。

　にもかかわらず、ベートは抗うこともできず、床に叩きつけられた。

「ッッ!?」

　石畳に走る夥しい亀裂、舞い上がる無数の石片、生じる円窪地クレーター状の陥没。

　背骨に走り抜ける尋常ならざる衝撃に声も出せないでいたのも束つかの間ま──長い髪が『夜叉』のごとく翻った。

　無造作に繰り出された蹴りが、ベートに炸裂する。

「がぁぁッ!?」

　腹部に直撃する荒々しい蹴り。

　口から血を吐きながら、ベートの体がまるで突風に攫われる瓦礫のように広間の奥へ吹き飛ばされる。

「ベートさっ──!?」

　レフィーヤの悲鳴は続かなかった。

　迫りくる異常速度の影が、残る冒険者達の部隊を『蹂躙』したからだ。

「ぐぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　手を振り上げる。

　腕を薙なぐ。

　それだけで終わりだった。

　防具が砕け散り、手足をへし折られ、冒険者達が塵のように吹き飛んでは絶叫を重ねる。

　それは刹那せつなの間の出来事だった。

　己のすぐ真横を一過した影、耳朶を切り裂こうかという凄まじい旋風、それらを知覚したレフィーヤが咄嗟に背後を振り向けば──立っている者は彼女を残して誰もいなくなっていた。

「なっ……!?」

「【エインセル】の行使中、私の【ステイタス】は半分に割れる」

　戦慄せんりつするレフィーヤを他所に、素手のみで上級冒険者達を破壊したフィルヴィスが、無感動に告げる。

　それは『分身魔法』の発動条件。

　単なる幻ではなく実体を伴った『もう一人の自分』を生み出す強力な効果が故の制約である。語られた通り、『魔法』の行使者は能力ステイタスの二分を課せられる。

　その意味するところを瞬時に理解したレフィーヤは、凍りついた。

　つまり、今までレフィーヤ達とともに行動していたフィルヴィスも、暗躍しながらフィン達と交戦した仮面エインも、本来の半分の力しか有しておらず。

『風』を纏ったアイズにも劣らないこの戦闘能力こそが、怪人クリーチャーと化した彼女の真の──

「皮肉にも私には『素質』があったようだ。……今の私は、あの女レヴィスより強いぞ」

「────」

　思考を断ち切る絶望の宣言。

　目の前で告げられるレフィーヤは愚か、倒れながら聞いていた冒険者達も、震える手をつき立ち上がろうとするベートも、時を止めた。

　Ｌｖ．６をあしらう実力。

　上級冒険者の部隊を一瞬で蹴散らす規格外の動き。

　全ての事象がフィルヴィスの言葉を裏付ける。

「なぜ、来てしまった、レフィーヤ……どうして来てしまったんだ、ここへ……」

「っ……!?」

　対峙するフィルヴィスは一度うつむき、悲哀に濡れた呟きをこぼす。

『穢れた精霊』の眷族たる深碧しんぺきの双眸を前髪で隠しながら、あるいは呪詛じゅそのように、恨みの声を吐き連ねる。

「この人造迷宮クノッソスから遠ざけるために……お前を傷付けてまで……私は私に殺されてやったというのに」

　直後。

『怪物』と化した少女は顔を振り上げ、片目から涙を流しながら、叫喚を上げた。

「私は──お前を殺したくなかったのに!!」

　爆発した情緒とともにフィルヴィスは矢となった。

　レフィーヤの眼前に肉薄したのは僅か一瞬。

　メタルグローブに包まれた拳がレフィーヤの腹にめり込み、その唇を血化粧で染める。

「がはっ!?」

　咄嗟に後ろへ飛び、威力を減衰させたにもかかわらず、レフィーヤの視界を揺らす途方もない震動。爆薬が体内で炸裂したかのような衝撃。

　間を置かず、広間の壁に突っ込む。

「もう誰も逃がせない！　もう誰も生かせないっ！　ディオニュソス様の望みのために──全て、全て、全て、私が殺す!!」

　血の欠片を吐きながら膝をつくレフィーヤの視線の先。

　誰よりも強い筈の怪人クリーチャーは長い髪を振り乱し、大粒の涙を散らしながら、哭ないた。

「何もかも、死に絶えろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　最強の『怪物』が産声を上げる。

　暴虐の宴が今、始まった。
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　戦況は限りない劣勢を強いられていた。




　十層の大広間で繰り広げられる交戦。

『精霊の分身デミ・スピリット』本体の大詠唱が淀みなく響く中、柱下部の三つの相貌、『祭壇の支柱スピリット・オルター』が発動させる『魔法』の乱射が冒険者達の悲鳴を引きずり出す。

　比喩抜きの砲撃の嵐。

　各属性の力を宿す光輝の連鎖が、空間内にいる全ての者に等しく降り注そそぐ。全方位から撃ち込まれる高火力の『魔法』など第一級冒険者をして初めての経験であり、『未知』の名では片付けられない地獄そのものだった。その脅威はダンジョン52階層以下、『竜の壺』を優に超越するものだ。

　一秒前に隣で走っていた仲間が吹き飛ばされ、一秒後には前方にいた筈の別のパーティが丸ごと視界の中から姿を消している。そんな地獄の中で冒険者達は吠えた。光の轟音ごうおんにかき消されるとわかっていながら身も心も叫びで震わせ、地面に転がる友の体を置いて敵の『迎撃魔法』──『防衛機構』を落とさんと駆け抜ける。頑丈な鎧よろいに包まれた体の中で噴き出るのは、止まらない血と涙だ。

　爆砕されては前進し、吹き飛ばされては突き進み、杖つえごと片腕が消し飛んでも呪文を唱える。

　冒険者たちは余りにも過酷な代償を支払い、命の総量を削りながら攻め続けた。

　そして。

「このぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　第四部隊。

　ティオナの大双刃ウルガが、届いた。

　全身を火傷やけどだらけにし、煙を吹きながら、『祭壇の支柱スピリット・オルター』の左顔に渾身の一撃を叩き込む。

　分厚い唇を縦一文字に断絶。

　そのまま踊るように、あるいは駒のごとく回転して滅多斬りにする大双刃ウルガの乱舞。

【狂化招乱バーサーク】と【大熱闘インテンスヒート】、二つの『スキル』まで総動員した最大威力の連撃は巨大な相貌の肉を瞬く間に削いでは抉り取り、数えきれない大裂傷を負わせる。

『ギィヤアアアアアアアア!?』

　断末魔の叫びとともに『祭壇の支柱スピリット・オルター』の左顔は大量の血を吐き出す喞筒ポンプと成り下がった。

　間もなく急激に膨張して、爆散。

　中枢に存在した大樹トレントの『魔石』が砕けたのである。

「おらぁああああああああああああああああああああああ!!」

　続いてティオネが。

　妹に負けず劣らずの傷付いた体で二刀の湾短刀ククリナイフ《ゾルアス》を突き刺し、怒りの鉄拳を叩き込むことで右顔を撃砕した。

『────────────────────ッッ！』


「ぐぅぅぅぅぅぅぅ!?」



「くそっ、せっかく潰したってのに……！」

『祭壇の支柱スピリット・オルター』の懐ふところに入り込んだティオナ達を、叫び散らす正面の顔が巨大な触手をもって薙ぎ払う。

『防衛機構』の機能半減。しかしそれを補うため未だ健在の正面顔面部は、侵入者を抹殺する通路側の『迎撃魔法』の魔力リソースをこの大広間に集中させた。煩わしい蟻を滅ぼそうと、怒りの雄叫びのごとく砲撃の雨が見舞われる。

「【癒いやしの滴しずく、光の涙、永久とわの聖域】──！」

　覆らない形勢を前にしても、治療師ヒーラーの唇から詠唱が途絶えることはない。

　全滅必至の戦場でなお、冒険者達が戦闘を続けられているのは、ひとえにアミッド達【ディアンケヒト・ファミリア】の尽力の賜物だった。

　彼女達が喉から血を出そうが唱える『回復魔法』、そして絶妙な時機タイミングで使用される道具アイテムが戦線を保ち、全てのパーティの首の皮一枚を繫げている。アミッド達がいなければティオナ達はとっくのとうに反撃の手段を失っていただろう。

　しかし、

「うっっ──!?」

「アミッド!?」

　展開されていた純白の魔法円マジックサークルが揺らぐ。

　大部隊の治療をほぼたった一人で担っていたアミッドのもとに、『魔法』が弾着したのだ。

　驚異的な戦線保持能力を有する【戦場の聖女デア・セイント】といえど、自分自身を叩かれれば超回復を供給できない。

　治療師ヒーラー達を守っていた壁役ウォールの限界。そこから崩壊が始まった。

　大盾おおだてをかざしていた冒険者達が力つきていく中、丸裸になったアミッド達たち後衛が敵の砲撃に晒されたのである。




「ガレス、治療師ヒーラー達が落ちた！　不味まずいぞ！」

「くそっ……盾を寄越よこせぇ！」

　第四部隊以外でも同じ光景が広がっていた。

　ガレスと椿ツバキの第三部隊の中でも治療師ヒーラーが爆撃され、前線に上がっていたガレスも後衛の防御を余儀なくされる。

「リヴェリア様ぁ!?」

「私の結界から出るな、お前達！」

　第二部隊ではリヴェリアが虎の子の『結界魔法』を発動させ、一斉砲火を凌しのいでいた。

　規格外の『魔力』があらゆる迎撃魔法を防いでみせるが、反撃もできない『亀』の状態となってしまう。凄まじい総体を誇る『祭壇の支柱スピリット・オルター』との我慢比べの先は敗北であることを自覚するリヴェリアは、翡翠ひすいの瞳を盛大に眇すがめた。

　各戦場、治療師ヒーラーへの砲撃集中は偶然ではない。

　巨大な魔法円マジックサークル、大円環で繫がる六柱の『祭壇の支柱スピリット・オルター』の意思統一。

　冒険者達の心臓部を見つけた『防衛機構』は重点的に狙いを定めたのである。無機的に戦場の機微を急速に学習していく三つの貌は、笑い、怒り、嘆きながら、溢れる『魔力』にものを言わせて冒険者達の後衛へと『魔法』を撃ち込んでいく。

「リド、いけません！　大型級トロル達がもう保たない！」

「ちくしょう……！　同族モンスターなら『魔法』じゃなくて、爪と牙こっちで勝負しやがれ！」

『祭壇の支柱スピリット・オルター』の後衛砲撃に戦況を左右されていないのは第六部隊の『異端児ゼノス』達のみ。

　しかしそれも、もともと治療師ヒーラーがいないというだけで、冒険者達以上に回復の術がない彼等は既にどの部隊よりも追い込まれている。

　竜女ヴィーヴルのウィーネを始め、戦闘能力に乏しいモンスターが仲間達に振りかける魔術師フェルズ謹製の万能薬エリクサーも底をつきようとしている。赤帽子レッドキャップのゴブリンに進言されるリドは鱗うろこをごっそり失った腕で、顔に付着した血液を荒々しく拭った。

「石竜グロスのやつ、フェルズの『お使い』って、どこまで行ってやがるんだ！」

　さっさと帰ってこいという蜥蜴人リザードマンの悲鳴を、敵の魔法はあっけなく吹き飛ばした。




『祭壇の支柱スピリット・オルター』の戦闘能力は高い。

　未到達領域へ踏み込んだ【ロキ・ファミリア】の第一級冒険者達、そして椿ツバキは59階層の『精霊の分身デミ・スピリット』より戦闘能力は落ちると見定めつつ、巨大な『祭壇』を形成して迷宮そのものと化した六本の柱が無尽蔵の『魔力』を有していることを見抜いていた。

　緑肉に包まれた通路同様、攻撃しても直ちに傷をなかったことにする『再生能力』。都市崩壊の術式に大部分の『魔力』を回しているとはいえ、その生命力は並大抵なものではない。おまけとばかりに敵には身を守る花弁の装甲アーマーまである。精霊本体への一撃必殺は絶対に通さなかった。

　唯一の有効打は三つの大樹トレントの顔面に含まれる『魔石』を狙うことだが、冒険者達の狙いを察知し意思統一が行われた今、早くも警戒されていた。各戦場、二つまでは落とせるが、最後の顔面部を潰しきれない。

　全方位による砲撃の脅威は言うまでもない。

『精霊の護布ごふ』がかろうじて冒険者達の命を繫ぎ止めるも、それが精一杯だ。

　回復する治療師ヒーラーが倒れ出した今、瓦解の時は刻一刻と迫っている。

　更に、

『団長！　第五部隊、目標の攻撃を開始できていません！』

「……！」

『たとえ五体落とせたとしても、一体残って……！』

　人員の欠乏。

　絶対的に戦力が不足している。

　五つの部隊に分けたことで決定力に欠ける冒険者達。ベートの第五部隊に至っては分断されている。『眼晶オクルス』より響き渡るアナキティの焦燥が、フィンの耳に届いた。

『壁役ウォールが全滅した！』

『団長、魔法を防ぎきれません！　アミッドがやられれば、もう……！』

『手のあいている部隊は!?　援軍はぁ──!!』

　立て続けに押し寄せる苦境の声。

『眼晶オクルス』を通じて悲鳴のような報告と、その後ろで飛び交う冒険者達の叫喚を浴びせられる。

　総指揮官であるフィンは『六つの盤面』を同時に処理していた。

　ひっきりなしの団員達の報告を聞きながら、見えない戦場に対し的確な指示を飛ばす。無論、自身がいる第一部隊の主戦場を制御コントロールしながらだ。それは槍やりをもって敵と剣戟を交わしつつ、目隠しをして五つの盤上遊戯キャッスルチャレンジを捌さばいていると同義である。オラリオの中でも彼にしかできない芸当であり、神がかり的な複数処理マルチタスクだ。

　しかし、それはフィンにかかる多大な負担も意味していた。


「っ……！」



　すれすれで回避した雷砲の飛沫しぶきがフィンの頰を焼いた。

　絶え間なく指示を放ち続ける喉が酸素を欲し、肺が痛苦に喘いでいる。乱れる呼吸が平静を取り戻すことはない。

　精彩を欠き始める肉体がせめて戦意高揚魔法ヘル・フィネガスの行使をと訴えてくるが、『不可能』とフィンの理性は即刻切り捨てる。今、フィンが狂戦士に堕ちれば全ての部隊が指揮者の声を失う。それは派閥連合の敗北に間違いない。

『迷宮』そのものを相手取るという異次元の脅威が冒険者達に、ひいてはフィンにのしかかっていた。

　各部隊の状況を頭の中で更新し続け、命令を放つ【勇者ブレイバー】の頰に、一筋の汗が伝う。

「……攻撃を重ねろ！　後衛に攻撃が集中する分、前衛への弾幕が薄れる！　各隊、何としても『防衛機構』を潰せ！」

　一貫して下される攻撃指示。

　投擲された勇者の槍が柱下部の顔面を一つ潰すも、『魔法』の応酬がすぐさま始まる。

　彼を信じる冒険者達の士気も、今や風前の灯になろうとしていた。





[image: ]






　冒険者達が誰にも知られることのない死闘を繰り広げていた時。

　地上にも『変化』が訪れていた。

「なんだっ、何が起こってるんだ!?」

　バイト帰りのヘスティアは、それを見た。

　地面から立ち昇る『紅い光粒』。

　うっすらとした、しかし時を経るごとに確実にその数を増やす粒子群が石畳の隙間から、建物の下から、水路から舞い上がっては踊り狂う。

　蒼然とした夜空に見下ろされていた筈の街並みが、今や毒々しい紅の霧に包まれようとしてした。

「しかも……これは『歌』？」

　伴って、耳に届くようになるのは『歌声』だ。

　遥か遠くから響く音色は全てを眠らせる穏やかな子守唄のようであり、あらゆるものを浄化させる荘厳な鎮魂歌のようでもあった。そして、その旋律の裏に込められるのは禍々しい『破壊』の意志である。

　それまで地中にのみ響いていた『歌』が、地上にもはっきりと伝わるようになっていた。

「まさか、詠唱……？」

　ヘスティアの呟きに同調するように、周囲でもどよめきが起こる。

　通りを賑にぎわす雑踏、酒場や多くの店先が明らかな『異変』を前に混乱の波を広げていく。

　冒険者と神々は水面下で進んでいた『その時』が訪れたことを知った。

　ただし、その規模の大きさに前者は呆然とした感情を抱き、後者は洒落しゃれにならない『ことの不味さ』を悟った。

　紅い光粒に紛れて重なり合う『六つ』の歌声。

　否応なく警鐘の伴奏を伴う『不協和音』。

　地面は震動している。

　次第にそれは大地の『鳴動』へと変わっていく。

　平和の陰にひそんでいた『破滅』の足音にようやく気が付き、都市が混乱一色に満ちようとする。

「何か、本当に……間違いなく……ヤバくないか？」

　ヘスティアは全ての神々の心情を代弁するように、汗を流した。




「神ウラノス、もう限界です!?　都市民にこの事態を隠し通せません！」

　都市の枢軸である『ギルド本部』までもが激しい喧騒に包まれる中、地下祭壇で声を荒げるのはロイマンだ。

　各【ファミリア】と連携し、人造迷宮クノッソス『第二進攻』の支援を秘密裏に主導していたギルド長の顔は真まっ青さおに染まっていた。余計な混乱を防ぐため下位職員にすら敷いていた情報統制が最悪の事態をもって打ち砕かれようとしている。

　肥え太った体から汗という汗を流し、眼前に転がり込んでくるロイマンに対し、神座しんざに腰かけるウラノスは口唇を引き結んだまま、沈黙を返す。


「…………」



　老神ろうじんの手もと。

　残された最後の『眼晶オクルス』は、勝利の咆哮は愚か、未だ何も響かせることはなく──。
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「もうダメ……ディオニュソスの計画シナリオは完璧だった」

　デメテルは嘆いた。

　山間の別邸から眺める都市オラリオは今や『異境』と化している。

　離れた場所から見れば、はっきりとわかる。

　オラリオを起点にした大地から上がる紅の波動が。

　巨大市壁ごと包み込み、夜天に立ち昇っていく夥しい粒子群の遠景は『檻おり』を彷彿とさせる。

　それはまるで都市そのものが『魔法円マジックサークル』と化したかのようだった。

　地中に展開されている超大規模な精霊の円環は、時が経てば大地にも浮かび上がり現出するだろう。

　刻々と迫る終焉しゅうえんの秒読カウントダウン。

　この決戦の敗北は、迷宮都市にとどまらない下界崩壊の序章となる。

　果てようとするオラリオの地に、デメテルは悲嘆に暮れた。

　自供するように、泣き崩れた。


「私の甘さが、裏切りが…………都市を、いいえ下界を滅ぼしてしまう」



　重い光を放つ都市の方角から、熱を孕んだ夜気が流れ込んでくる。

　別邸の露台バルコニーは風に震えた。

　ひそむ意味もなくなり【ヘルメス・ファミリア】の団員達もその展望台より都市を眺める中、誰もが紅の光景に立ちつくし、動けない。

　デメテルと冒険者達の視線の先で、男神おとこが企てた都市崩壊の計画シナリオが結実しようとする。

「いいや」

　しかし。

　ヘルメスは、それを否定した。

「まだだ」
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　激しい衝撃が人造迷宮クノッソス中を震わせている。

　それは今もなお続く冒険者達と『祭壇の支柱スピリット・オルター』の『超砲撃戦』による余波だ。

　その震動は、地上に伝わる大術式の余震と比べものにならないほどである。

　迷宮中の緑肉が間断なく蠢き、通路の床に走る『魔法円マジックサークル』が輝きを放つ。

　そんな中、その『影』は音もなく出現した。

「──【勇者ブレイバー】やリド達が死闘を繰り広げている裏で私はのうのうと『隠密行動』……気が引けるな」

　とある魔道具作成者アイテムメイカーと同じく『透明状態インビジビリティ』となる魔道具マジックアイテム──『リバース・ヴェール』を取り払い、フェルズが幽霊ゴーストのごとく姿を現す。

　フィンに事前に指示されていた、人造迷宮クノッソス内での単独行動。

　命令を遂行するため数々の魔道具マジックアイテムを駆使し、視覚はおろか全ての情報を遮断して、緑肉の感知をことごとく躱した魔術師メイジは、『迎撃魔法』の砲火に晒されることなく迷宮の奥部まで侵入していた。

「しかし、おかげで見つけたぞ」

　そこは何の変哲もない大通路の一角である。

　だが同時に、床に走る魔法円マジックサークルの線状ラインが錯綜する横道と一緒に集結する、『基盤』の集合地点でもあった。

「十層に複数存在する魔力の循環地点。ここが最後だ」

　都合八ヵ所。

　迷宮の設計図が載る『ダイダロスの手記』と神々より聞き出した精霊の大術式の構図を照らし合わせ、フェルズは人造迷宮クノッソスに存在する『目標』を素早く探り当てていた。

　それは言わば、『魔力』を『祭壇』中に循環させる『心臓部』である。

「詠唱を奏でる『精霊の分身デミ・スピリット』が六つの起点となっている以上、都市を破壊する大術式そのものを破壊することはできないが──」

　小さな金、銀の宝珠を魔法円マジックサークルの線状ラインに合わせてばらまく。

　淡々と準備を進める黒衣の魔術師は、最後に漆黒の手袋グローブで拳大の魔宝石を握り締めた。

「──人造迷宮クノッソスを覆う『祭壇』に、『嫌がらせ』をすることはできる」

　そして、『爆弾』を起動させた。

　手の中にある宝石を砕く。

　バチッ、と電流にも似た光の飛沫が発生し、漆黒の手袋グローブ表面の紋様が発光するとともに、人造迷宮クノッソス中へと『魔力』を飛ばす。

　次の瞬間、フェルズの目の前を合わせ、都合八ヵ所、工作を施した『心臓部』のもとで特大の爆発が巻き起こった。

『!?』

　一斉に反応したのは、詠唱を行う『精霊の分身デミ・スピリット』本体だった。

　祭壇内で起こった『異変』に一様に顔を振り上げる。

　フェルズが発動させた心臓部の『同時爆破』による導管パイプの一時的な阻害。

　祭壇全体に循環していた『魔力』の供給が、著しく妨げられる。

「【勇者ブレイバー】、『悪巧み』を終えた」

『──!!　本当か！』

「『精霊の分身デミ・スピリット』本体が居座る大空間からは『魔力』が尽きることはないだろうが、他の地帯エリアはその限りではなくなった」

『祭壇の支柱スピリット・オルター』を中心に可及的速やかに行われる『心臓部』の修復。

　だが、そもそも循環機能を全て同時に潰されたのだ。修復しようにも『魔力』が上手いように行き届かず、遅々として進まない。

　多くの『魔力』を修復機能に回したため、各部隊を襲う砲撃の嵐も若干じゃっかん緩む。

　しかし、それは副次的効果に過ぎない。

「これで予定通り、『後続』を阻む障害は取り払った」

　フェルズは、手の中にある『眼晶オクルス』に向かって、告げた。

「待たせたな、ウラノス──『時』が来たぞ」
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「えっ？」

「まだだ、と言ったのさ、デメテル。諦めるには早過ぎる」

　悲嘆するデメテルの隣。

　泣き崩れていた彼女が見上げる横で、ヘルメスは帽子の鍔を人差し指で上げる。

「『楔くさび』は打ち込まれた。今こそ都市の創設神ウラノスの号令が下る時だ」

　神の双眸を細め、唇に笑みを刻んだ。

「動くぜ、全ての戦力が」
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「来たか」

　水晶を通じて魔術師メイジと交わされるやり取りは、僅かだった。

　ウラノスはゆっくりと、閉じていた瞼を開ける。

「全軍、出撃させろ」

　響き渡る厳粛な声音。

　先程まで喚わめいていたロイマンが「は、ははぁ!!」と臣下の礼も半ば、『祈禱きとうの間』を飛び出し、主神あるじの神意を都市中に解き放つ。

　そして。




「行きなさい、オッタル」




『女王』の号令は、静かだった。

「──はっ」

　返る武人の言葉もその号令を待っていたように短く、疑問を挟まなかった。

　男の背後。

『戦車』の銀槍がきらめきを散らし。

『四人の小人』の得物が獣の牙きばのように打ち鳴らされ。

『白と黒』の妖精の武器が妖あやしく輝く。

　戦意が満ちていた。

『最強』を掲げることを許された、女神の眷族達の戦意が。

「フ……【フレイヤ・ファミリア】……」

　誰かが、震える声で呟いた。

　混乱の最中にある都市にあって、摩天楼施設バベルの足もと、中央広場セントラルパークに集結する最強の軍勢は何よりも物々しく、雄々しかった。紅の光粒が立ち上る異変の中で混乱の渦に突き落とされている一般人は、その光景に今だけは恐怖と動揺を忘れる。

　最強の戦士達の前に立つのは銀髪をなびかせる、この世の美の化身だ。

『生と死』、『戦いと勝利』を司る女神ヴァナディース。

　それはまるで神話の一頁を切り取ったかのように、見る者の瞳に鮮明に焼き付いた。

「きっ、来たっ!!」

「本当に来たぞ、【フレイヤ・ファミリア】が！」

　第一級以下も含め総勢八十以上もの女神の軍勢に、歓呼するのは【ガネーシャ・ファミリア】の予備隊である。

　望まれていた『援軍』の姿に、畏怖が二割、そして歓喜八割の割合で、彼等はにわかに騒然となった。

「こんな『お膳立て』されたら……出ないわけにはいかないものね」

　地上に残留している【ガネーシャ・ファミリア】の予備隊から雄叫おたけびを浴びる中、開け放たれている巨塔の門前より階下の眷族達を見下ろしながら、フレイヤは愉快げに目を細める。

「まさか、【勇者ブレイバー】自ら私のもとに来るなんて」

　銀の双眸が映すのは過去の光景。

　それはちょうど、シャクティやフェルズ達の作戦会議が終わった後のことだった。




「神フレイヤ、僕の願いを聞いてもらいたい」

『バベル』三十階の大広間から最上階に直接赴いた小人族パルゥムは、突然の来訪を詫びて早々、単刀直入に切り出した。

　多忙な主神ロキが来られないため自分が直接来させてもらった、と何てことのないように言うフィンに、フレイヤは強い興味と軽い驚愕を禁じ得なかった。

　フレイヤのみに許された居城へ敵対派閥でもある首領が護衛もつけず乗り込む、その意味がわからないフィンではない。

「神ヘルメスから『書状』が届いているだろう。貴方も状況は察している筈」

　確かにフレイヤの手もとには一通の書状があった。

　ヘルメスがアスフィに託し、数ある『援軍』へ届けられたものである。

　綴つづられている旨は、『下界の命運を賭かけた宴へのお誘い』。

　フレイヤはそれを、ほとほと聞くつもりなどなかった。

　他神たにんの神意に踊らされるのは御免。フレイヤは自らの意志でオッタル達を遣つかわせ、独断で人造迷宮クノッソスを落とすつもりでいたのだ。

　己の箱庭を汚す害虫を掃滅しようと。

　しかし、

「貴方達は自分達だけでも勝てると言うだろう。だが、どうか僕達と『共闘』してくれ」

「！」

「必ず敵を討ち倒すために。何より、富も、名声も、得られるものは何もないこの戦いに臨んだ全ての者の手で、勝利を摑み取るために」

　フィンは堂々と、そんなことをのたまったのだ。

「この都市に住まう無辜むこの民を守ると決めた者がいる。この居場所を守ると誓った者がいる。そんな全ての者達で勝たなければならない」

　喪われた仲間のためにも。

　散っていた死者に報いるためにも。

　言外にそう告げるフィンは、物怖じすることはなかった。

「敵が『都市の破壊者エニュオ』を名乗ったその時から、それは決まっていた」

　側に控えるオッタルが錆色の目を見張る中、フィンは神に向かって宣言した。

「下界に平和をもたらした過去の英雄達のように、僕達はもう一度、神聖譚オラトリアを紡ぎに行く」

　静まり返る神室しんしつの中で、フレイヤは何も答えなかった。

　ただ、その唇に笑みを湛えた。

「【勇者ブレイバー】。貴方、変わったわね？」

　過去のフィンならば決して『理想』を──『真の英雄達が紡いだ神聖譚オラトリア』の言葉を口にしなかっただろう。

　他神ロキの子といえど本質を理解している女神フレイヤの笑みに、フィンは肩を竦め、笑い返してみせた。

「神々が望む『英雄ほんもの』になるには、一苦労なんだ」

　不敵にも、そんな言葉を添えて。




「ロキではなく、【勇者ブレイバー】の顔に免じて言うことを聞いてあげる。あの子は美神わたしのもとにたった一人で乗り込み、勝利のための覚悟と英雄たる資質を示した。……それを讃えなければ、本当に私はただの裸の王に成り下がる」

　フレイヤが尊ぶものに、愛の他に『英雄』と『勇者』がある。

　フィンはまさにその両者の風格をもって、フレイヤに『約束』を取り付けたのである。

　ただ一つの勝利のために。

「ガネーシャ？　『精霊の分身デミ・スピリット』までの道のりは既にロキ達『先鋒』が切り開いてくれている。私の子供達『後衛』は本命を叩くだけでいい……そうだったわよね？」

「ああ、俺が都市の危機に立ち上がったガネーシャだッ！　俺達こそが、ガネーシャなのだぁあああああああああああああああああああああァ!!」

「ガネーシャ？」

「ハイその通りですッッ！」

　無駄に熱い自己主張を繰り返す象面の神は、フレイヤが冷然と目を細めると直立不動の姿勢で肯定を返す。

　ガネーシャに単純な作戦事項を確認した彼女は、側にいる猫人キャットピープルに一笑を向けた。

「そういうことだから、貴方もお願いね、アレン」

「……」

「それとも、まだ駄々をこねる気？」

「……いたしません。あの小人おとこが英雄の器を示したというのなら、俺はそれ以上の忠誠を貴方に示すまで」

　笑みを深めるフレイヤの前で、【女神の戦車ヴァナ・フレイア】アレン・フローメルは素直に従った。

　銀の槍を鳴らし、仲間の一人も連れることなく、ダンジョンへと突入する。

　煮え滾たぎる戦意が滲む、その速過ぎる後ろ姿を見届けたオッタルは、次には凄まじき声を放った。

「女神は腐り落ちる花を厭いとうた！　その意味が、わかるか？」

『オオオッ！』

「女神は我々ではなく『勇者』を讃えた！　その意味が、わかるか!?」

『──オオオオオッ!!』

　寡黙な武人が放つのは、女神の寵愛を欲する戦士達にとってこれ以上ない、極上の鼓舞。

　勇者への敬意と、それ以上の闘争心をあおられ、美神の眷族達は再三怒号を上げる。

　それを愛おしそうに眺める女神の前で、【猛者おうじゃ】は正しく猛った。

「我等が女神の庭を荒らす害花がいかを誅滅ちゅうめつする！　行くぞ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　轟とどろき渡る大音声。

　揺るがぬ絶対の勝利を誓い、『最強』の軍勢は出陣した。




「ひひひ……ひひひひっ！　何といい夜じゃあ!!」

　空を渡る冒険者達の凄まじい雄叫びに、その幼い少女は──一柱の女神は涎よだれを滴したたらせ舌なめずりをした。

「強き戦士どもの咆哮が満ちる、至上の夜よ!!」

　仮面に開いた穴の奥でぎらつく双眼、波打つ赤い髪。

　歓喜に打ち震えるカーリーは、天に向かって喝采する。

　その手に持つのは、やはりフレイヤのものと同じ一通の書状。

　アスフィの手回しで開け放たれた都市門から勝手にオラリオへ侵入した女神は振り返り、背後の眷族達へと吠え立てた。

「フレイヤとの『闘争』に代わる最高の宴じゃ！　暴れてみせろォォ、お前達!!」

「ああ、カーリー」

「待っていてくれ、フィン！　私を倒した強い雄おす！」

　応こたえるのは、砂色の髪を持つ双子のアマゾネス。

　妹のバーチェは冷静に、姉のアルガナは場違いの興奮に身を悶えさせながら。

　風となって駆け出す彼女達の後に、ヘルメスに『招待』された闘国テルスキュラの戦士達が続いた。

『我等こそが真の戦士ラ・ウィーガ！　我等こそが真の戦士ラ・ウィーガ！　我等こそが真の戦士ラ・ウィーガ！』

　光粒が飛び交う紅の街並みに構うことなく、鯨波を奏でながら獣のように大通りを走り行く彼女達に、住民達が慌あわてて端へと飛び退く。

　あまりの迫力に慌てふためく【ガネーシャ・ファミリア】に身振り手振りで誘導され、『最強』に次ぐ『援軍』が向かうのは、魔城クノッソス──。




「カーリーのところに負けてられるか！　行くよ、お前達！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　闘国テルスキュラの同胞に負けじと『ダイダロス通り』で雄叫びを上げるのは、【麗傑アンティアネイラ】アイシャ・ベルカと、元【イシュタル・ファミリア】の戦闘娼婦バーベラである。

　ヴァレッタ・グレーデ率いる闇派閥イヴィルスの事件に巻き込まれ、【ロキ・ファミリア】に助けられた血気盛んなアマゾネスは、恩と雪辱を返しにやって来た。

「早く行こう、アイシャ！　ベート・ローガを救いに！」

「都市を救いに、だろうが。ったく、引っ込んでろってあの狼人ウェアウルフに言われたんじゃないのかい」

「ここまで来たら、そんなこと言ってられないって！」

　中でもやたら興奮しているレナが、頭上にかざした曲刀シミターをブンブンと振り回す。

　呆あきれるアイシャに、アマゾネスの少女は弾けるような笑みを浮かべた。

「惚ほれた男も守れないで何が女だ！　だよ!!」




「あっちもこっちも盛り上がってんなぁ……」

　持たされた『眼晶オクルス』から引っきりなしに轟いてくる声々に片耳を押さえながら、犬人シアンスロープのルルネは人知れず、ぼやいた。

「ま、こっちは粛々と行きますか」

　地上と同じく紅の光粒が漂い、震動を起こすダンジョン内。

　他の冒険者達が血相を変えて上層階へと脱出していく中、同伴者に向かって口を開く。

「今度こそ頼むぜ、『助っ人さん』」

「ええ、迷惑をかけた借りは返しましょう」

　ルルネ達が用意した武装を携える『覆面の冒険者』は、静かに頷うなずいた。




　集結する。

　集結する。

　集結する。

　ウラノスの号令によって、【ヘルメス・ファミリア】の手引きによって、勇者の誓いによって、力を持つ者達が、あらゆる勢力が人造迷宮クノッソスへと集う。

　今も闘っている冒険者達を救うために。

　都市を滅ぼす『邪悪』を打ち倒さんがために。

　これまで【ロキ・ファミリア】が引いてきた轍わだちが、今宵、都市を守る剣となって結実する。

「な、なんだなんだっ？　さっきから上がってる声、混乱とは違うような……」

　聞こえてくる雄叫びに、通りの真ん中に突っ立つヘスティアは頻りに顔を左右に振る。

　戦場の機微を察することのできない炉の女神は、最初こそ戸惑っていたものの、気付いた。

　それは冒険者達の咆哮だと。

　都市にもたらされた危機を打ち破るために駆け付けた、勇ましい者達の戦いの歌だと。

　何も知らされることのない民衆達と一緒に、ヘスティアは人知れず闘う者達の息吹を確かに感じ取った。

「……まったく、『危ない目』はもう懲り懲りだって言ったのに……」

　ややあって。

　ヘスティアは唇を尖とがらせて、言った。

「ヘルメスの言う通りになっちゃうのかよ」
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「そうさ。世界は『英雄』を欲している」

　迷宮都市から離れた場所で。

　いつかと同じように、ヘルメスは闇を眺めながら呟いた。

「ヘルメス……？」

「駒が足りなかった。切札ジョーカーが必要だった。全ての戦力が集った、この局面でなお」

　デメテルの困惑の声に振り向かず、男神おとこは独白のように言葉を連ねる。

「闇を打ち払う、白き光が。選ばれた者達を助ける、鐘かねの音ねが。いつか『約束の時代』を担う、最後の英雄が」

　風に乗る声が、戦いが繰り広げられる都市のもとへと運ばれていく。

　それは成就した予言のように。

　不確かで、曖昧あいまいで、独善に満ち、そして希求の響きを帯びた、彼だけの神託オラクル。

「本当はまだとっておきたかったんだが……しょうがない。この語り継がれることのない戦いの中で、どうか一度『世界』ってやつを救ってくれ」

　そして。

　ヘルメスはまるで、かけがえのない物語を読む子供のように、笑った。

「そうさ。世界が望む悲願のために──オレは『英雄ジョーカー』を切ったのさ」
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「ここでいいんですか？」

　その『最後の援軍』は、静かに尋ねた。

「ええ、お願いします」

　その『少年』の声に、アスフィは頷いた。

　闇に沈む迷宮街。

　押し寄せる増援の声が次々と響く中、神が求める『最後の英雄』は、遥か下の深淵へと続く『穴』を見据えた。

「まったく、『遠征』から帰ってきて早々、厄介やっかい事なんて……。というか、リリ達に何ができるっていうんですかっ！」

「『強制任務ミッション』だって言うなら行くしかないだろ、リリスケ」

「ええ。それに、自分達の力も一助になるというのなら」

「アイシャさん達の声も聞こえます。……参りましょう」

　続くのは、たった四人の声。

　風格、規模、どれをとっても他の援軍とは見劣りするにもかかわらず、彼等の姿は何故か、アスフィの目に何よりも頼もしく見えた。

　何よりも頼もしく見えるように、なっていた。

　主神かみが言う『最後の英雄』に率いられる、その【ファミリア】の姿が。

「オラリオが危ない。アイズさん達が戦ってる。だから、僕も力になりたい」

　少年の意志に、三人の仲間は笑い返し、残る小人族パルゥムの少女が不承不承に頷く。

　風に揺れる処女雪のように白い髪。

　意志を秘める深紅ルベライトの瞳。

　依然いぜん癒えきらない片腕は、しかし動く。

『未完の英雄ジョーカー』は──ベル・クラネルは【ヘスティア・ファミリア】とともに、参戦を果たした。

「行こう」



























『最強』を始め、多くの援軍が続々と人造迷宮クノッソスへと繰り出していく。

　オラリオの空に残響するのは力強い雄叫おたけびだ。

　しかし彼等と入れ替わるように、いや彼等の不在を突くように、それは突如として現れた。

「う、うあああああああああああああああ!?」

　地上。

『精霊』の大術式が紅の光粒となって表れている中、悲鳴が木霊こだまする。

　石畳を砕き、地下水路より現れたのは食人花の群れ。

　粘液が垂れる醜悪な顎あごと花弁を開き、無数の触手をうねらせる。

「ありゃあ、新種のモンスター!?　怪物祭モンスターフィリアで出てきたやつじゃねえか！」

　破滅的に高まる『精霊の分身デミ・スピリット』の魔力を受け、眷族けんぞくたる食人花は暴走していた。

　狂乱オルギアの前哨とばかりに『悪戯いたずら』を仕掛けていた黒幕エニュオの仕業である。

「さっきからな何なの、この赤い光は!?」

「地震はおさまらねえし……！」

「何が起こってるんだ!?」

　都市の至るところから出現した食人花が、住民達のたがが外れる決め手となった。

　明らかな異変に怯おびえるだけだった人々は、とうとう恐慌パニックへと陥おちいる。

　広がるのは、まさに狂乱の宴うたげたる光景だ。

　力を持たない住民達や商人が悲鳴を上げ、取り乱し、我先にと逃げ惑う。

　響き渡る子供達の泣き叫ぶ声に、冒険者達は舌打ち交じりにモンスター対処へ乗り出した。

「ぐぉおおおおおおおお!?」

「つ、強えぇ!?」

　だが、食人花の潜在能力ポテンシャルは大多数の冒険者を上回る。

　打撃は通さず、『魔力』に反応しては魔導士を潰つぶす。通常ダンジョンに現れることのない『初見』かつ『未知』の名が上級冒険者をも後手に回した。

　都市の中核を担う強き冒険者達は人造迷宮クノッソス救援のため、既に地上を去った。

　今、地上に残る戦力のみでこの事態を鎮圧しなければならない。

【ガネーシャ・ファミリア】の予備隊を中心に都市民の救助を行うも、暴れ回るモンスターは脅威を振りまく。

　都市の随所で上がる劣勢の声をとどめられず、混乱が加速しようとした矢先、

「そらぁ！　こっちに来い、食人花バケモノども！」

　多くの『漁師』達が現れた。

「無理をするなよ、ロッド！」

「大丈夫です、ニョルズ様！　こいつ等の習性はもう嫌ってほどわかってる！」

【ニョルズ・ファミリア】である。

　港街メレンに滞在していた【カーリー・ファミリア】が出陣するや否いなや、彼等もまたオラリオの危機に駆け付けたのだ。

　主神ニョルズの言葉に、団長のロッドは笑みを浮かべる。

「街長ボルグの親父のとこに余ってた『魔法の粉』だ！　ここで全部使いきってやるぜ！」

　ロッド達が肩に抱える大袋の中身は、『魔石』をすり潰した食人花ヴィオラス誘導のための粉末だ。

　港街メレン近海を守るためニョルズや街長ボルグ達が作り出した道具アイテムであり、罪の証しでもある。

　ロッド達は勢いよく粉をばらまいた。

　食人花の群れは逃げ惑う人々を襲うのを中断し、ぐるんっと首を回転させる。


「な、なぜ私がこのようなことをぉぉぉぉ!?」



「うるせえ、ルバート！　とっと仕事をしろ、上級冒険者のところに引き寄せるんだ！」

　ギルド支部長から漁師へと職種変更ジョブチェンジしたルバートの泣き叫ぶ声が散る中、ロッドは率先してモンスターを誘導し続けた。

「やべえよ、ボールス!?」

「ちくしょうめ、久々に地上へ帰ってくればこれだ！　あの食人花ブサイクどもの面ツラはリヴィラで嫌というほど見たっつうのに！」

　都市北西区。

　たまたま地上に居合わせていたボールス・エルダーは盛大に悪態を吐いていた。

『宝玉の胎児』にまつわる事件で一度『リヴィラの街』を壊滅させられかけた悪夢が蘇よみがえる。

　子分達が蒼白そうはくになる中、食人花を睨にらみつけるボールスはこなくそとばかりに参戦するが、

「くそったれ、やっぱり生半可な武器じゃダメだ！　刃の方が先にやられちまう！」

　食人花が誇る硬質な体皮に、打撃はおろか斬撃を主とする剣や斧おのまで刃毀れする。

　我が身大事のボールス達が逃げ出す準備をしていると、

「使え」

「あ、あんたは……ゴブニュのジジイ!?」

　ならず者たちを止めたのは、小柄な老神だった。

　鍛冶の神、ゴブニュである。

「【ファミリア】の蔵を解放する。俺おれ達の武器を持って戦え」

　質実剛健を是とする【ゴブニュ・ファミリア】の鍛冶師達が、声を上げて冒険者達の前に武器を運んでくる。

　モンスターの猛威にじりじりと押されていたボールス達ははっと肩を揺らし、その『お宝』に飛びついた。

「ゴ、【ゴブニュ・ファミリア】の第一等級武装……！」

「俺達なんかじゃあ触れもしねえ武器じゃねえか！」

「やべえ、嬉うれしい！　めっちゃ嬉しい！　生きてて良かったぁあああああああ！」

　感涙する武器狂ウェポンマニアのボールスを始め、ならず者達の恐怖は興奮に切り替わった。

　敵の触手も、硬皮も難なく切り裂く武装に『ヒャッハー！』と歓喜しながら、食人花の群れを押し返していく。

「最悪の場合っていうのも予想してたけど……ロキ達と話していた通りになったわね」

　他方、都市北東の『工業区』。

　冒険者達が奮闘する光景を前に、ゴブニュと同じ鍛冶神であるヘファイストスは、眼帯をしていない左眼を鋭く細めた。

「椿ツバキ達、上級鍛冶師ハイ・スミスの子はロキの子に付いていった。下級鍛冶師あなたたちには荷が重いとわかってるけど、どうかお願い」

「「はい！」」

「『魔剣』を中心に戦って！　前衛は冒険者に任せればいい！」

　主神の指示に鍛冶師達は吠えた。

　鍛冶場に込める情熱をそのまま闘志に変え、【ヘファイストス・ファミリア】が誇る『魔剣』の砲撃を繰り出す。

　ヘファイストス自ら指揮を行い、避難が済んでいる場所から火炎や雷の砲弾をモンスターの群れへと浴びせた。

　先達の上級鍛冶師ハイ・スミスの作品だろうが引っ張り出し、職人達も都市の危機に立ち向かう。

「魔導士と連携させろ、馬鹿ばか者ぉ！　あの食人花は『魔力』に反応する！　敵を市民から離し、誘導しつつ、砲撃で殲滅せんめつするのだぁ！」

　そしてギルド職員もまた、自分達にできることを行っていた。

　中でも懸命に声を荒げているのは、なんとギルド長のロイマンだった。

「えええっ？　都市内の『魔法』の行使は危険だから禁則事項だって、ギルド長はいつも口酸っぱく……」

「そんなこと言っとる場合かぁー！　状況を見ろ、状況を！　チュールッ、各【ファミリア】の連携を徹底させろ!!　フロットでは駄目だぁ！」

「は、はいっ！」

「ギルド長ひどーい!?」

　ハーフエルフの受付嬢を送り出し、同じく受付嬢のミィシャ・フロットの泣き叫ぶ声に怒鳴り返しながら、ロイマンは指示を放ち続ける。

　ギルドの中でも今、『都市に何が起こっているのか』正確に把握しているロイマンは、すっかり顔を青ざめさせていた。心労は積もるばかりで汗は止まらない。許されるならば胃薬を酒のようにあおった後、全て夢だと言い聞かせ寝台ベッドへもぐり込みたい気分だった。

　しかしそれでも、彼は現場にとどまり続ける。

　自分以外、的確な指示を飛ばす者がいないと知っていたのも、彼だった。

「フロット、『豊穣の酒場』に向かえ！　あそこから人手を借りてくるくらい、お前にもできるだろう！」

「ええっ、酒場!?　ギルド長、混乱し過ぎて頭が──」

「いいから行ゆけえええええええええええええええええ!!」


「わ、わかりましたぁーーーー!?」



　もはやなり振り構わない。頭の中に全て記憶している上級冒険者の所属と能力を引っ張り出し、戦力になりうる者を片っ端から選出リストアップする。「タケミカヅチにミアハ、あとは【デリング・ファミリア】を東区画に向かわせろ！」と下位だろうが中堅派閥であろうが余すことなく使役する。事前に緑肉除去の『強制任務ミッション』を言い渡していた有力【ファミリア】までも総動員させ、鎮圧に乗り出した。


「ええいっ、フィンめっ！　『出払った後のことは頼んだ』などとさらりと言いおってぇ……！　こうなることも見越していたな！」



　ロイマンは、ギルドの長おさだ。

　私利私欲に忠実で、使えるものは使う。

　そんな『ギルドの豚』。

「これで都市にまつわる全てのものを救えなかったら、ただでは済まさんぞォ!?」

　しかし彼がオラリオにそそぐ想おもいは誰よりも強く、真摯であった。

　でなければ都市の創設神ウラノスから最高権力者などという地位と責任を──【ファミリア】に言い換えるならば『団長』などという役職を──授さずけられていない。

　ロイマンはずっと耐えていた腹痛をも叫びに変え、爆発させた。


「都市を守れ、冒険者達！　私の、私達のオラリオを守るのだぁぁぁぁ！」



　汗だくで指示を飛ばす『ギルドの豚』に、彼を唾棄だきしていた同族エルフ達も従うのだった。

「オラリオ全体を巻き込んでの戦い……久々ね」

「ああ、闇派閥イヴィルスの争乱以来だ」

　避難所として開放された中央広場セントラルパークに続々と人々が集まってくる中、眷族達を送り出したフレイヤとガネーシャは声を交わす。

　多くの神々もこの『宴』に乗り遅れまいと各自好き放題に振る舞った。

　この戦いの如何いかんによって下界の行く末が変わることに、誰もが気付いていた。

「すげぇことになってやがる……俺は『海』のために、こんなことの片棒を担いでいたのか」

　後悔の念を滲にじませながら、それらの光景を眺めるニョルズは、次には声を飛ばした。

「地上こっちは俺達が何とかしてみせる！　だからロキ、絶対に勝てよ！」
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『──────────────────ッッ!!』

　それは軍靴の突撃である。

　轟然ごうぜんと進む冒険者達がダンジョン、そして迷宮街の出入り口から『魔城』人造迷宮クノッソスへと雪崩れ込む。

　彼等を阻むものは何もない。

　九層はおろか、【ロキ・ファミリア】達が切り開いた十層の道を駆け抜け、『精霊の分身デミ・スピリット』が待つ大空間へと突撃する。

　全て、この時のためだった。

　フィンが執拗に『祭壇の支柱スピリット・オルター』、つまり迷宮の『防衛機構』に攻撃を加えさせていたことも、フェルズに『悪巧み』をさせ『魔力』の供給路を断絶させたことも、全て。

「後続部隊を『無傷』のまま『精霊の分身デミ・スピリット』のもとへ届ける」

『第二進攻』開始前、作戦会議でフィンが打ち出した方針である。

　オラリオの命運がかかった一戦を前に、都市の主要戦力を導入しないなど無意味の極地ナンセンスだ。『都市の破壊者エニュオ』の脅威を直接肌で感じた今、しがらみなど放り捨て【フレイヤ・ファミリア】を始めとした各勢力が協力することは必須事項だった。

「『祭壇』と化した人造迷宮クノッソスの抵抗は想像を絶することが予想される。僕達が目標までの進路を確保し、後続の力をもって止めを刺す」

【ロキ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】、【ヘファイストス・ファミリア】、そして【ディアンケヒト・ファミリア】の大部隊は真実『先鋒部隊』だ。

　敵の陣中に突撃し、情報を集め、血路を開き、無傷の『後続』を召喚することが役目。

【フレイヤ・ファミリア】との連携など端から不可能であると即刻結論を下したフィンが打ち出した『二段階進攻』。女神フレイヤに『共闘』と謳っておきながら連携の可能性を切り捨てる彼もやはり単なる理想主義者リアリストではなく、したたかな『食わせ物』だった。

「進めぇぇぇ────ッッ!!」

　既に十層のあらゆる経路ルートは『隠密行動』をしていたフェルズが網羅している。

　黒衣の魔術師メイジが『眼晶オクルス』を通じて使用可能の経路ルートを地上の部隊に伝えてある今、援軍はダンジョンと迷宮街、どちらの侵入口を用いても六ヵ所の大空間へ向かうことができた。

【ロキ・ファミリア】以下『先鋒部隊』をあれだけ苦しめた『迎撃魔法』は沈黙している。大空間では『防衛機構』の一部を潰され、フェルズによって魔力の導管パイプ修復を余儀なくされている『祭壇の支柱スピリット・オルター』は『新たな侵入者達』を素通りさせてしまう。

　フィン達が血路を開いた見返りは、確かにあった。

　索敵もされず、迎撃も浴びず。

　それぞれの『後続部隊』は労することなく、大通路を駆け抜ける。

　そして、援軍の中でいの一番に決戦の舞台に躍り出たのは、やはりもう一つの『都市最強』だった。




『魔法』による轟音ごうおん、そして触手を断ち切る斬撃の双閃。

　それが到着するなり【ロキ・ファミリア】を救った、援軍による壮烈な攻撃だった。

「【フレイヤ・ファミリア】！」

『祭壇の支柱スピリット・オルター』から悲鳴の歌を奏でさせながら登場する軍団の姿に、【ロキ・ファミリア】が驚愕きょうがくと歓喜を等しくする。

　到着した援軍は妖精を中心にした部隊。

　その中から歩み出るのは、先程『魔法』と双閃を同時に放った白と黒のエルフだった。

「お久しぶりです。高貴の御方」

「お前達は……！」

　リヴェリア率いる第二部隊。

　結界を張って防戦一方となっていた王族ハイエルフの前で、二人のエルフは跪ひざまずくことはなくとも一族の礼をとった。

「普段は醜くいがみ合う我々ですが、このような時くらいは共闘いたしましょう」

「【白妖の魔杖ヒルドスレイヴ】ヘディン・セルランド……」

「フレイヤ様に忠誠を誓っているこの身、今だけは臣下のごとく貴方の手足となります」

　白い肌に、金の長髪。

　リヴェリアと同じ白妖精ホワイト・エルフの冒険者は、かけている眼鏡めがねを押さえ淡々と呟つぶやく。

　一見華奢きゃしゃと見紛みまがう彼が片手に持つのは身の丈以上もある両刃の長刀ロンパイア。

　魔力を増幅させる『魔杖まじょう』にして、いかなる敵も切り裂く『武器』の側面を併せ持つ第一等級武装である。

「王族の御前だ。お前も何か喋しゃべれ、ヘグニ」


「…………………………」



　褐色の肌に、薄紫にも見える銀の髪。

　身を包むのは漆黒の外套マントと漆黒の衣装。その手に持つのは禍々まがまがしき黒の長剣。

　白妖精ホワイト・エルフが隆盛を誇る現代では滅多に見ることのなくなった珍しき黒妖精ダーク・エルフは、促されても無言を貫き続ける。

　戦士のごとく鋭く吊り上がっているその双眼は──相棒ヘディンにしかわからない程度に超高速かつ小刻みに虹彩こうさいをブルブルと揺らしていた。白妖精ホワイト・エルフから「この緊張しいめ……」とうんざりとした悪態交じりの嘆息が吐き出される。

「【黒妖の魔剣ダインスレイヴ】ヘグニ・ラグナール……【白妖の魔杖ヒルドスレイヴ】と合わせて、『白黒はっこく』の騎士」

【フレイヤ・ファミリア】の『最強戦力』が一角、エルフの第一級冒険者達。

『最凶の魔法剣士』とも名高いヘディンとヘグニの組合コンビに、リヴェリアは目を細めた。

「……時間を稼げ。後は私の『魔法』で片付ける」

「「御意」」

　無用な言葉は要らない。

　一族が誇る勇士達に前衛を委ゆだねる。

　王ハイエルフの勅令に二人の騎士は声を重ねた瞬間、疾駆した。

　片方は『並行詠唱』、もう片方は一陣の旋風となって醜い巨柱へと斬り込む。

　炸裂する迅雷、黒き流星のごとき軌跡を刻む大斬撃。

　展開される『祭壇の支柱スピリット・オルター』の一斉砲火などすり抜け、相殺そうさいし、焼きつくしては抉えぐる。剣姫アイズが離れ決定打に欠けていた第二部隊の損失を優に埋める凄絶な攻勢。あまりにも一方的に敵から悲鳴を引きずり出す二人の『魔法剣士』は、端的に言えば強過ぎた。

　呆気あっけにとられる【ロキ・ファミリア】や【ガネーシャ・ファミリア】の女戦士イルタを置いて、妖精を中心に編成された部隊もまた王ハイエルフの御言葉に応こたえようと開戦する。

　咲き乱れる『魔法』の華。

『祭壇の支柱スピリット・オルター』の『迎撃魔法』にも劣らない砲撃の応酬。

　横顔を幾度となく照らす閃光の連鎖を他所よそに、『白黒はっこく』の騎士はリヴェリアの魔法を待たずして、『精霊の分身デミ・スピリット』を蹂躙じゅうりんしにかかった。




「よりにもよって仇敵きゅうてきと肩を並べて戦うとは」

「四つ子だからこそ不満も四等分。故ゆえに割り切れ」

「しかし駆け付けた先にいたのはむさ苦しいドワーフ。割り切れまい、耐え切れまい」

「一族の象徴のごとく振る舞う厚顔の勇者でないだけマシだ」

　響くのは、同じ声音をした四人の言葉。

　第三部隊の面々の前に現れたのは、小さき戦士達だった。

「フィンより生意気な小人族パルゥムどもめ！　よりによって儂のところに来たか！」

　援軍を率いて自分達のもとにやって来た小人族パルゥムの四つ子に、ガレスの喚わめき声が散る。

　剣、鎚つち、槍やり、斧。

　その矮軀わいくに明らかに不釣り合いな四つの武装が、『魔法円マジックサークル』の魔力光をはね返す。

　幼子のような体を覆うのは砂色の鎧よろい、顔を覆い隠すのは同色の全兜フルフェイス。まるで『武装した玩具おもちゃの兵隊』という形容がぴったりの四つ子を、しかし侮る者は誰一人としていない。

【炎金の四戦士ブリンガル】。

　フィンと同じく小人族パルゥムでありながら第一級冒険者に上り詰めた小さき怪物である。

　今日では『ガリバー兄弟』の名で恐れられている傑物だ。

「お主等、相変わらず誰が誰だかわからんほどそっくりよなぁ。どれ、抱き心地で判別できるか試してみるか？　ついでにフィンとどちらが抱き心地がいいか確かめてやろう！」

「触れるな半端者ハーフ近寄るな」

「鍛冶場で焼き焦こげた貴様の無駄にでかい巨胸ぜいにくに挟まれるなど笑止千万」

「フレイヤ様の抱擁に泣いて謝れ」

「身を洗う手間が増えるからヤメロ」

「はっはっはっ！　はっはっはっはっ！　なぁガレスー！　こやつら斬っていいかー!!」

「ふざけたことを抜かし合っているな、お主等！　時と場所を弁わきまえろ！」

　己おのれの軽口に本気ガチで嫌悪し自然ナチュラルに侮辱してくる四つ子に、さしもの椿ツバキも呵々大笑かかたいしょうしながら怒りをあらわにする。ガレスがここは戦場だと声高に叱りつければ、肯定するように『祭壇の支柱スピリット・オルター』から砲撃の雨が飛んできた。

　ガレスともども素早く躱かわした小人族パルゥム達は、四対の眼まなこで自分達の『敵』を見据える。

「あれか」「あれだな」「なるほど醜い」「ならばどうする？」

「「「決まっている。排除する」」」

「なら戦やるぞ」

　まるで独り言のようにも聞こえる、四人の間で交わされる淀みない意思共有。

　長兄のアルフリッグ・ガリバーの宣言のもと、ドヴァリン、ベーリング、グレールの弟達は発走した。

『精霊旗せいれいき』の効力を一目で見抜くや否や、椿ツバキや【ロキ・ファミリア】が持っていた旗を風のごとく奪い、突貫する。瞬く間に四方から放たれる火炎、雷、吹雪、閃光、それぞれの『迎撃魔法』をそれぞれの『精霊旗』で無力化した。

　アルフリッグが火炎を打ち払い、ドヴァリンが雷を叩たたき伏せ、ベーリングが吹雪を薙なぎ払い、グレールが閃光の軌道をずらす。

　それの『繰り返し』。

　無限の連携。

　凄すさまじい砲撃の嵐あらしを、四つの矮軀が四つの一心同体をもって無効化する。

　疾走の速度を欠片かけらも落とすことなく、あたかも肉薄するのも苦労していた【ロキ・ファミリア】を失笑するかのように、あっという間に戦場を縦断した。

『────────────────────────────ッッッ!?』

　三つの得物を投擲。

　剣、槍、斧が『祭壇の支柱スピリット・オルター』の巨顔を串刺しにし、けたたましい絶叫を上げさせるのも半ば、止めの鎚が渾身こんしんの一振フルスイングをもって鼻柱に叩き込まれる。

　それで終わり。

　鼻柱だけでなく顔面全体を粉々にした一撃は『魔石』をも砕き、あっさりと『祭壇の支柱スピリット・オルター』を沈黙させた。

「噓うそ……もう、敵を黙らせた……」

「憎らしいことこの上ないが……やはり強いな」

「まともに計ろうとするだけ無駄じゃ。あの四つ子の連携はまさしく『足し算』ではなく『掛け算』を体現しておる」

　迷宮都市随一と言われる連携を目まの当たりにし、【ロキ・ファミリア】の第二級冒険者シャロンと椿ツバキが呟き、ガレスが兜を目深に被かぶり直しながら言い返す。

　既にガレス達が『祭壇の支柱スピリット・オルター』の巨顔を二つ潰していたからこそのあっけなさとはいえ、その実力は本物だ。

『四人揃そろえばいかなる第一級冒険者にも勝る』という文句は決して誇張ではない。

「残るは本丸のみじゃあ！　根性を見せてみろ、お主等ぁ！」

　ガレスの雄叫びに、『先鋒』を務めた冒険者達は声を振り絞り、【フレイヤ・ファミリア】とともに『防衛機構』を失った『精霊の分身デミ・スピリット』本体の総攻撃に移った。




「手を貸すか、ティオナ？」

　第四部隊を壊滅に追い込むほどの精霊の攻撃。

　それから冒険者達を救ったのは、屈強なアマゾネスの集団だった。

「バーチェ!?」

　ボロボロの自分の前に現れたアマゾネスに、ティオナは己の目を疑った。

　強くたたずむその姿は、ティオナの記憶の中の彼女と酷似している。

　まだ幼く弱いティオナを鍛え、導いてくれた、師としてのバーチェ・カリフと。

「なんだコレは！　脆い、脆いな！」

「アルガナ……！」

　ティオネもまた同じだった。

　蛇の牙きばのごとく、両手をもって敵の触手を八つ裂きにする闘国テルスキュラ最強の戦士。

　港街メレンであれだけ殺し合いを繰り広げたアルガナ・カリフに、負傷した片腕を押さえながら呆然ぼうぜんとする。

「あんた達……まさか、私達を助けに来て……」

　それは勇者フィンも予想していなかった望外の援軍である。

　男神ヘルメスの計らいにより参上した【カーリー・ファミリア】は、熱き戦いを繰り広げるティオネ達を謳うように吠えていた。

　ずっと憎んでいた故郷からの救いの手。

　頼もしい戦士達の雄叫び。

　今、胸に宿る感情が何なのか理解できず、ティオネが言葉を濁していると、

「──フィンは!?　フィンはどこだ、ティオネ!?」

「──は？」

　頰ほおを上気させ、すっかり『雌』の顔となっているアルガナに面食らった。

「私を倒した強い雄おすは！　私を支配する良人おっとはどこだと聞いている!!」

　そして続く言葉を聞いて、絶対零度れいどの冷気を纏まとった。

　アマゾネスは強い雄に惚ほれる。

　一度フィンに負けたアルガナもその例に漏もれず、凶悪な戦士であったことなど忘れ、すっかり『発情』していたのだ。

「団長は私のもんだァ！　てめぇのもんじゃねええええええええええええ!!」

「違うな、違うぞティオネ！　フィンは私の雄だ！」

　状況を忘れて打ち上がる凄まじい怒声、拙い共通語コイネーでも伝わる熱情の言葉。

　額を突き合わせ猛り狂う彼女達だったが、無論そんな低次元の口論など知ったことではない『祭壇の支柱スピリット・オルター』に砲撃を浴びせられ、二人揃ってその場を野獣のように飛び退く。

　二人の剣呑けんのんな眼差まなざしは、不幸にも『精霊』へと向けられた。

「なら、あれを先に倒した方がフィンの雌だ！　あれを倒したらフィンを独り占めできる！」

「上等だァア！　団長の操みさおは私がもらう!!」

『最強の戦士』の顔へと変わるアルガナ、負った傷など忘れ力をみなぎらせるティオネ。

　まさに師弟のごとく、二人は肩を並べて『精霊の分身デミ・スピリット』へと突撃する。

　同調するように闘国テルスキュラの戦士達も一斉攻撃を開始した。

　あまりにも異質な迫力に精霊は気圧けおされ、別の場所では小人族パルゥムの勇者が謎なぞの悪寒に襲われる。

「いつからアマゾネスの聖地は、色ボケの発祥地になった……」

「ですが、おかげで敵の狙ねらいが治療師ヒーラーから彼女達に移りました……！　今なら体勢を立て直せます！」

　ぼやくのは【ロキ・ファミリア】団員、Ｌｖ．３の獣人オルバ。

　げんなりする彼に支えられながら、法衣ごと焼き焦げていたアミッドが回復魔法を行使し、己の体を復活させる。

「……わー、精霊を押してるー」

「アルガナは変わった……怖いくらい、変わってしまった……」

　耳を疑うような殴打音を奏でて敵を圧倒する姉達の姿に、妹達は思わず遠い目をする。

　だが、それも束つかの間ま。

　気を取り直すように、バーチェはティオナに向き合った。

「私は一度、お前に敗けた。本来なら失われる筈だった命……お前のために使ってやる」

　女の顔を隠す紗幕の奥から、笑みの気配が滲む。

「助けにきてやったぞ、ティオナ」

　その言葉に。

　ティオナは太陽のように破顔した。

「ありがとう、バーチェ！」




「……まさか、君がここに来るとはね」

　フィンは目を細めた。

「うるせえぞ、チビ。余った場所に来た、それだけだ」

　第一部隊に現れたのは一匹の猫人キャットピープルである。

　他ほかの団員を連れていない──いや速過ぎるあまり置き去りにしてきた俊足の冒険者は、フィンを冷たく罵る。

　黒を基調とした戦闘衣バトル・クロスに、左肩のみに取り付けられた肩鎧。

　そして、そこからなびく片掛けのマント。手に握られるのは銀の長槍ちょうそうだ。

【女神の戦車ヴァナ・フレイア】の二つ名を持つ第一級冒険者にして、【フレイヤ・ファミリア】副団長。

　アレン・フローメルは【ガネーシャ・ファミリア】から渡された人造迷宮クノッソスの地図を床に放り投げ、フィンのことを一瞥いちべつする。

「そんなことより、なんだ、その体たらくは」

「なに、敵の攻撃が予想以上でね。部隊が損耗してしまった」

「腹が立つぜ。無様を晒さらすてめえが、あの方の称賛を浴びるなんざ」

　ボロボロに傷付いているフィン達たち第一部隊の姿に、嫉妬と呼ぶには余りにも鋭く、同時に一途な女神への尊崇を垣間見かいまみせる。

　苛立いらだちを隠さない彼は、フィンの真横を通り過ぎる間際まぎわ、呟いた。

「あの不細工は俺が始末する。総指揮官てめぇはやることが山積みだろう。そっちに現うつつを抜かしてろ」

「……ああ、そうさせてもらうよ」

　フィンにはもう瞥見べっけんもくれず、アレンは前方を睨みつける。

　宙空に形成される数多の魔法円マジックサークル、今も『精霊の分身デミ・スピリット』が奏で続ける詠唱。

　柱の上部で精霊は双眸そうぼうを愉悦の形に歪ゆがめながらアレン達を睥睨へいげいしている。

「耳障りな歌をまき散らしやがって」

　頭上の耳を揺らすアレンは、唾棄の声を吐き捨てた。

　そして、魔法円マジックサークルが砲撃の光を瞬かせた瞬間。

「──死ね」

　甚はなはだしい音が鳴った。

　それは、地を蹴立けたつ音だった。

　砂利じゃりのように吹き飛ぶ緑肉に覆われた床。

　走り抜ける超速の斜線。

　フィン、そしてシャクティのみしか目で追えない中、アレンは『精霊の分身デミ・スピリット』の眼前に肉薄する。

『ゲッッ──』

　響いていた詠唱の代わりに、肉を穿うがつ音が響いた。

　瞬間移動。

　そう言って差し支えない現象が冒険者達の視界に映る。

　駆け抜け、跳躍し、宙を貫き、今まさに発射されようとした魔法を置き去りにして、魔法円マジックサークルの隙間すきまを一過したアレンが──精霊の口腔に槍を突き刺していた。

「下手糞な歌声を披露してんじゃねえ、不細工」


『ァ、ガァ……？』



「あの方の庭を汚けがすなよ」

　精霊おんなの顔に靴裏を押し付けながら、グリグリ、と口内に突き込んだ銀槍をかき回す。

　何が起こったのかわからない『精霊の分身デミ・スピリット』は驚愕と困惑を交互に行う。

　その淀んだ金の瞳ひとみから、血の涙を流した。

「詠唱を、潰した!?」

　存在した彼我の距離を一瞬で零ゼロにした。

　シャクティや冒険者達を戦慄せんりつさせる、凄まじい加速。

　Ｌｖ．６にして第一級冒険者アレン・フローメル。

　もしかしなくともベートとすこぶる相性が悪い彼のもう一つの称号は──『都市最速』。

　比喩抜きで、全ての冒険者の中で最も早い『脚』を持つ。

『祭壇の支柱スピリット・オルター』を無視し、どの部隊、いかなる冒険者よりも早く詠唱を途絶えさせたアレンは、醜悪な精霊に唾を吐いた。

『──ィヤァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　女体型の体中から展開される触手を、アレンは素早く回避する。

　しかし、離れない。

　壁と柱、あまつさえ敵の触手さえ利用して跳弾のごとく錯綜し、超高速の一撃離脱ヒット・アンド・アウェイを繰り返す。切り刻まれては解体されていく女体型は金切り声を上げ、瞬く間に八つ裂きにされていった。

「精霊本体は彼に任せろ！　僕達は柱を叩く！」

　フィンの号令によって他の冒険者達も負けじと攻めかかる。

　戦況は一転を迎えようとしていた。




　そして。

「お……【猛者おうじゃ】……」

　紛れもない『都市最強』が、精霊のいる大空間へとたどり着く。

　同じ獣人のアナキティは、安堵あんどと喜びが来るより先に、畏怖を覚えた。

　巨大な漆黒の大剣を持つ猪人ボアズの武人は、ただ一人であった。

「どけ、【貴猫アルシャー】。手負いの獣など役に立たん」

　都市最強に二つ名を覚えられているという名誉、そんなものを感じる暇もなく、アナキティは道を開けた。

　仮面エインの罠わなによって部隊の半分を奪われたアナキティ以下第五部隊は『祭壇の支柱スピリット・オルター』に痛撃を与えられていない。柱下部の三つの巨顔は健在で、何だったらこの大空洞に至るまでの通路で『迎撃魔法』は作動していた筈なのだ。

　にもかかわらず、猪人ボアズの武人は無傷のまま。

　巌のような筋肉で編まれた巨軀がアナキティの眼前を通り過ぎ、精霊と対峙たいじする。


『……ッ？』



　歌を口ずさみ、嗜虐的に笑うだけだった『精霊の分身デミ・スピリット』本体が、この時とき初めて反応を示した。

　遥はるか距離を置いて相対する、その武人おとこだけは決して無視できないように、自分でも理解できない身じろぎを繰り返す。それは傍はたから見れば、巨人が小人に気圧されているように見えた。

　たちまち構築されるのは紅の魔法円マジックサークル。

　精霊本体の感情の揺らぎを受け、『祭壇の支柱スピリット・オルター』が特大の砲撃を敢行する。

　膨大な『魔力』を道連れに放たれた、紅蓮の大火球。

　オッタルはそれを、両手で握りしめた黒大剣をもって、両断した。

「──────────────」

　アナキティも、他の冒険者も、精霊すらも動きを止めた。

　二つの半球に断たれたことを理解する砲弾が、武人の背後で思い出したように爆砕する。

　形成されるのは凄まじい炎の海。

　舞い上がる大量の火の粉を背にしながら近付いてくる『都市最強の冒険者』に、『精霊の分身デミ・スピリット』は確かに、『恐怖』の感情を覗のぞかせた。

「速やかに滅べ。ここは女神が住まう庭、何人たりとも犯すことは許されない」

　開始されるのは『侵略』だった。

　触手も、魔法も、悠然と進む男の歩みを止めることができない。

　直後、その巨体に釣り合わない加速をもって柱の根元に急接近したオッタルは、勢いよく黒大剣を薙いだ。

　それだけで、精霊の柱は傾いた。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



　切断、とまではいかなったものの、巨大な柱が半分まで割れた。

　精霊が悲鳴を上げて『自己再生』を優先させるが、倒れかかった姿勢は回復せず、中途半端はんぱに傾いた姿勢のまま修復してしまう。

　頭の位置が低くなった敵を、沈毅雄武の武人は一声も発することなく、容赦ようしゃなく破壊していった。

「……団長、【猛者おうじゃ】がたった一人で戦闘を開始……既に、圧倒しています」

　アナキティは震える声で、手に持つ『眼晶オクルス』に囁ささやいた。

『当然だよ。だって彼は、オッタルなんだから』

　いっそ小憎らしい声が返ってきたのはすぐだった。

　対立する敵でありながら全幅の信頼を寄せているように、小人族パルゥムの勇者は水晶の奥でおどけてみせる。


「っっ……私達も出る！　団長の派閥はっ、私達【ロキ・ファミリア】は意気地なしなんかじゃない！」



『おおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　体中に傷を負っていてもなお、それでもアナキティは剣を振り上げて猛った。

　立ち上がる団員達も先行する彼女に続く。

　誇り高い猫人キャットピープルをオッタルは見やり、しかし見咎めず、参戦を許した。

『精霊の分身デミ・スピリット』の顔からは、完全に笑みが消えていた。
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　押し寄せる増援が各方面、あらゆる戦況を次々と立て直していく。

『魔城』たる人造迷宮クノッソスの風向きは変わりつつあった。

　そんな中、

「フェルズ！　オレっち達には援軍はないのかよぉ！」

　リドは手に持つ水晶へがなり立てた。

　各部隊のもとに【フレイヤ・ファミリア】を始めとした増援が次々と到着し、戦況を押し返していく一方、『異端児ゼノス』達への応援は一切いっさいなかった。

　何とか『祭壇の支柱スピリット・オルター』の二面は潰したものの、大空間内で好き放題放たれる『迎撃魔法』は健在だ。さしもの『異端児ゼノス』達も鱗うろこや体毛をボロボロにし、倒れてしまうのも時間の問題となっていた。

『──君達には必要ない』

「はぁぁ!?」

　返ってきたのは、なんと薄情極まる答えだった。

　淡々としたフェルズの声にリドはその雄黄ゆうおうの眼を剝むいてしまう。

「どういうことだ、フェルズ!?」

『言葉通りの意味だ。君達には必要ない』

　怒気さえ滲ませる蜥蜴人リザードマンの戦士にフェルズの声色は変わらない。

『異端児ゼノス』達の正体を知り、助けに来られる冒険者達はごく限られている。援軍として来たとしても援護してもらえないどころか『精霊』とまとめて攻撃されるのが実情である。

　あまりにも飄々ひょうひょうとしているフェルズの声に、まさか援軍の枯渇のための『皺しわ寄せ』か、とリドは真っ先にその可能性を疑ってしまった。

　てめぇ、この野郎、骨めッ、とリドが使用可能な人語の語彙力ボキャブラリーを駆使して罵倒しようとした、その時。




　ズンッ、ズンッ、と。




『それ』はリドの聴覚を揺るがした。

「えっ？」

「……コレ、は」

「『足音』……？」

　超重量の何かが地面を揺るがす衝撃が伝わってくる。

　リド以外にも他の異端児ゼノスやウィーネが反応し、周囲を見回す中、『精霊の分身デミ・スピリット』も怪訝けげんそうな表情を浮かべる。

「──間ニ合ッタカ」

「グロス!?　お前どこ行ってたんだ！」

　石の翼を打って現れるのは石竜ガーゴイルのグロスだった。

　彼は怪物の貌を、人で言う七面倒そうに歪めながら投げやりに告げた。

「魔術師フェルズノ『使イ』ヲ押シツケラレタノハ知ッテイルダロウ。『迎エ』ニ行ッテイタ」

「『迎え』……？」

　誰を、と聞き返すより早く、その『答え』は先にやって来た。

　──ドンッ!!　と。

　一際ひときわ大きな音を立てて、大空間に足を踏み入れたのは圧倒的な巨軀。

　筋肉のみで編まれた肉体は一見鋼はがねの塊だ。身に纏うのは冒険者の全身型鎧フルプレートで、その筋骨隆々の体軀のせいであたかも軽装のようにも見える。手で握りしめるのはどれほどの獲物を屠ほふったのかもわからない、真まっ赤かな血に染まった巨大な両刃斧ラビュリスである。

　雄々しい双角に、漆黒の体皮。

　人体牛頭。

　牛の頭を持つ『彼』は、岩のような胸郭を震わせ、戦意の雄叫びを解き放った。

『ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　同胞さえ怯ひるみかねない『咆哮ハウル』が大空間を打ち震わせる。

　両の耳を押さえるウィーネ達を他所に、『精霊の分身デミ・スピリット』も何事かとその存在を凝視した。

『だから言っただろう。必要ないと』

　呆然とするリドの手の中で『眼晶オクルス』が発光する。

　いけしゃあしゃあとした魔術師メイジの声が響いた。

『最強の規格外が間に合ったからのだから』

　途切れぬ咆哮ほうこう。

　収まらない迷宮の震撼。

　リドともども立ちつくす『異端児ゼノス』達は、その名を口にした。

「ア……アステリオス……」

　つい一ヶ月前、『漆黒の猛牛ミノタウロス』の名で冒険者達を恐怖の底に突き落とした『最強の異端児ゼノス』。

　それがリド達の増援として現れていた。

「小僧ヲ救出シニ『深層』ヘ向カッタ後、魔術師フェルズノ密令シジデ分カレテイタ一角兎アルル、黒犬ヘルガガ猛牛アステリオスノ行方ユクエヲ追イ続ケテイタ」

『キュ！』

『ワゥワゥ！』

　グロスの側にいた『アルミラージ』がシュタッ！　と短いモコモコの手を上げ、同じく『ヘルハウンド』が自慢するように何度も吠える。

『とある救出劇ミッション』のため37階層まで降りていたリド達の中で、この二匹だけはそこから何層も階層を下り、ひぃこら言いながら同胞の捜索を続けていた。

『異端児ゼノス』の『隠れ里』に一度休みに来たという『番人』の情報を頼りに、ようやく見つけ出したアステリオスを、グロスが説得もとい迎えに赴いていたというわけだ。

『彼ほどの戦力を遊ばせておく道理はない。というか、遊ばせていたら私が【勇者ブレイバー】にどやされる』

　嘆息を堪こらえる気配とともにフェルズが水晶の奥から語る。

　リド達がまだ硬直から抜け切れないでいると、遠吠えを止めたアステリオスはゆっくりと顔を正面に向け、空間最奥にそそり立つ『精霊』の柱を見据えた。

　そして、ニィッ、と。

　笑うように口端を裂いた。

　次には手に持つ両刃斧ラビュリスを背中に懸架けんかし、拳こぶしを地面に落とす。

　体勢は低く、頭は下へ。

　その『体勢』にリド達がまさかと思うより早く、彼は発走した。

『──オオオオッ!!』

　開戦の合図を待たずして敢行される、漆黒の突撃チャージ。

　異端児ゼノスどころか精霊の驚愕まで攫いながら、一直線に『祭壇の支柱スピリット・オルター』のもとへと進む。

「お、おい待てっ、アステリオス!?」

　リドの制止など振り切り、ぐんぐんと加速していく大巨軀の砲弾。

『精霊の分身デミ・スピリット』は正気を疑うように目を剝きながら、当然のごとく迎撃を行った。周囲から砲撃の雨が降りそそぐ。

　被弾に次ぐ被弾。

　左右上下、全方位全角度、炎氷雷土光闇の『魔法』の炸裂。

　猛牛の体皮を破き、焼いては凍てつかせ、その強靭な体軀にも出血を強いる。

　だが、止まらない。

『!?』

　欠片も速度を落とさず、ほんの僅わずかでも進路をずらさず、漆黒の猛牛は突き進む。

　地上を驀進する隕石もかくやといった猛牛の姿に、術式の詠唱を中断した『精霊の分身デミ・スピリット』本体は遅過ぎる恐怖を覚え、自らも高速詠唱を奏でた。

　展開する魔法円マジックサークル、放たれる雷の矛サンダー・レイ。

　全てを閃光の彼方にかき消す轟雷──しかし、それすらも突破した。

『──────』

　雷の洪水を引き裂きながら突き進む規格外の怪物に、同じく規格外である筈の『精霊の分身デミ・スピリット』が時を凍結させる。

　構えられるのは何物にも砕くことのできない双角。

　比類など許さない最強の突撃チャージが、精霊の柱に衝突した。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　世界が割れたような爆音が轟とどろく。

『異端児ゼノス』達が全員仰のけ反ぞった。

　大空洞全体を揺るがす衝撃が発生し、残っていた『祭壇の支柱スピリット・オルター』の顔面が文字通り粉こな微塵みじんに撃砕される。そして根元を完全粉砕された『精霊の柱』は──ぐらり、と前に傾いた。


『──イヤァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!?』



　精霊の悲鳴を引き連れ、大空洞中心に向かって倒れる柱。

　再び発生する地震にウィーネやアルル達の両足が床から離れる中、同胞である異端児ゼノス達も顔を引きつらせる。

「体当たりだけで……ブチ壊しやがった……」

　己の損傷ダメージも気にせず見舞われた突貫。

　何の戦術も戦略も必要としない、力任せの突撃チャージ。

　フィンさえ恐れた力の権化が渾身をもって全てを打ち砕いた。

『前世の師』を真似まねるがごとく、アステリオスもまた精霊の柱を倒壊させてのける。

『フゥゥゥ──』

『ヒッッ!?』

　床に張り巡らされた緑肉が千々に砕け、煙が立ち込める大空間中央。

　地に落とされた精霊はまるで翅をもがれた蝶ちょうのように、地響きとともに近付いてくる『怪物』を前に怯えた。

　漆黒の巨軀は傷だらけで、深い損傷ダメージが刻み込まれている。

　しかしその双眼から猛々たけだけしい戦意が消えることはない。

　単身『深層』へ武者修行に赴いていたアステリオスは、無理矢理呼び戻されただけの『対価』は支払ってもらおうと、両刃斧ラビュリスを再装備する。

　血潮が迸ほとばしる壮絶な戦いを求め、天災のごとく暴れ始めた。

「……なぁ、フェルズ。確かベルっち達も人造迷宮ここへ来てるんだよな？」

『……ああ、そう報告を受け取っている』

　水晶の間で交わされる乾燥した声。

　しばらく黙っていた蜥蜴人リザードマンは、ぼそりと呟いた。

「……ベルっちがここにいること、あいつには黙っとこう……」

　ドゴッ!!　グシャッッ!!　と噓のような轟音を放ちながら暴れ回る猛牛を遠目で眺めながら、リドはそう心に決めるのだった。
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　幾重にも重なる咆哮。

　激しい衝撃に変わる数多の剣と魔法の千撃。

　冒険者達が繰り広げる戦いの雄叫びが、距離が離れてもなお伝わってくる。

「ここ、本当に場違いじゃありません……!?」

　小人族パルゥムの少女リリルカ・アーデは素直に胸の思いを口にした。

【ヘスティア・ファミリア】の一員である彼女は、人造迷宮クノッソスの通路を絶賛移動中だった。

　そしてまだ戦場に辿たどり着いていないもかかわらず、それはもう怯んでいた。

　とある『遠征』を通じ、つい最近経験したばかりのダンジョンの『冒険』が霞かすんでしまうほどの濃厚な『死闘』の気配。人智を越えた、いやこれこそが英雄の資格を有する『選ばれた者達』の戦場なのだと、喉のどを鳴らして理解する。

「そんなこと言ってないで指示を寄越せ、指揮官！」

「どうか自分達を導いてください、指揮官殿！」

「私わたくし達は何をすればいいのでしょうか、指揮官様！」

「え、えっと、頑張って！　リリ指揮官！」

「都合のいい時だけ指揮官と呼ばないでくださあああああああああああいっ！　あとベル様無理に喋ろうとしないでくださいっ雑です!!」

　仲間の無茶振りにキーキーと怒り狂う小人族パルゥムの少女に、同伴していたアスフィが見かねて助言する。

「ひとまず、どこかの部隊に合流しましょう。あてもなく行動していても意味はありません」

　確かに尤もな意見だが……どうしてもリリには実感が伴わない。

　この変わり果てた人造迷宮クノッソスに集結しているのは【ロキ・ファミリア】を始めとした有力派閥。ならば自分達がすることなんて何もないのではないか、と今も半信半疑である。

　都市の命運を賭かけた戦いなど、いちサポーターである彼女には、いや普通の人間ならばとてもではないが想像できない事柄だ。

「リリルカ・アーデ！」

「──!!　フェルズ様！」

　そんな時、リリ達の正面から黒衣の魔術師メイジが駆け付けてくる。

「連絡を聞いた時は聞き間違いかと思ったが……本当に来たのか、【ヘスティア・ファミリア】」

「戦わなければオラリオが吹き飛ぶ、なんて言われたら働くしかないじゃないですか！　リリ達がここにいていいのかはさておき！　それより戦況は!?　今はどうなっているのですか！」

　半ば逆ギレして問い返すリリの剣幕に若干じゃっかん圧おされつつ、フェルズは素早く状況を語った。

「後続の援軍のおかげでようやく押し返した、といったところか。ただ何かを間違えれば、容易に戦況を覆くつがえされるのは変わりない」

「えっ……フィ、フィン様は？　あの方が指揮を執っているのではないのですかっ？」

　予断は許さないと言外に告げるフェルズの緊迫した雰囲気に、リリは動揺してしまった。

　リリルカ・アーデはどこか楽観視していた。

　自分をけちょんけちょんに翻弄ほんろうした、あの一族の勇者が指揮をしているのだから、この戦いは終始有利に進んでいるに違いないと。

　しかし。

「【勇者ブレイバー】は今、『精霊の分身デミ・スピリット』……討伐目標が配置された各戦場を全て指揮している。六つの戦場、六面だ。自分自身も戦いながら。彼にも余裕がない」

「六面!?」

　六つの戦場を捌さばいている。

　その事実にリリは顔を引きつらせた。

　離れた五つの戦場を制御コントロールしながら、主戦場では自分も戦いながら指揮？

　どれだけ出鱈目でたらめなのか。

　指揮者という役職に就くようになった彼女にはその凄まじさが語らずともわかるし、そんな芸当が可能なのか耳を疑ってしまう。戦々恐々とした感情が収まらない。

　それと同時に、今どれだけ切迫しているのかも理解した。

　フィンがそれほど立ち回らないといけないほど、派閥連合には後がない。

『フェルズ！　第二・第三部隊の敵攻勢が激しい！　今、君は動けるか！』

　その時だった。

　フェルズの持つ水晶の一つが激しい通信の光を放つ。

　びくっとリリが肩を揺らすのを他所に、まさにフィンその人の声が伝わってきた。

『予備隊は動かしたくない！　迷宮の『迎撃魔法』が沈黙している今、ラウル達には人質の救助を優先させ後顧の憂うれいを絶つ！　後続の援軍の中からでもいい！　どこかの部隊を──!!』

　矢継ぎ早に放たれる力強い声の後ろから轟いてくるのは、おどろおどろしい戦闘の音だ。

　この世のものとは思えない凄まじい爆発音に冒険者と思おぼしき悲鳴。更にどれだけ大きいのかもわからない精霊モンスターの巨声きょせいまで。通信を聞くヴェルフ達はおろか、アスフィさえ息を呑のむ。

　いよいよ血の気が引き、独りでに後ずさりしようとするリリだったが──




「フィンさん!!　僕達に何ができますか！」




　ただ一人、その少年だけは勇ましく名乗りを上げた。

『その声は……ベル・クラネル？　どうして君達がっ、いや、神ヘルメスの仕業か？』

　制止する暇もなかったリリは再び、そして盛大に、顔を引きつらせた。

　燃えている。深紅ルベライトの瞳が。

　そうだ、ベル・クラネルはこういう少年だ。

　都市の危機を明示されておいて黙っている人間ではない。

　逃げ出す冒険者なんかじゃない。

　たとえ事情を与り知らない部外者だったとしても、誰かが助けを求めているならば、彼は戦いに臨み、救いに行く。

『英雄』に憧あこがれていた少年は、既に『英雄』の道を駆け上がる側の人間となってしまった。

　たとえ本人に自覚がなくとも、『異端児ゼノス』の事件を乗り越えて『成長』した彼は、まさしく先程リリが感じた『選ばれた者達』、その末端に名を連ねることを許された冒険者だ。

（不味まずい、不味い、不味いっ!?）

　フィンは絶対にベルの『資質』を見抜いている。

　彼の指揮下に加われば必ず馬車馬のように働かされる。

　他の第一級冒険者達同様、リリの想い人は危険地帯へ放り込まれる！　それは不味い!!　それは嫌だ!!　でもベルは止められない!!　何てこったい!!

　荒れ狂う思考の津波。中身がのたくった線のようにぐちゃぐちゃとなる栗色の瞳。世紀末の脳裏に危惧の隕石が衝突し沢山の小人リリがギャーギャー逃げ惑う火砕粉砕大爆砕ファイアー・インフェルノ・フレイムが巻き起こる。

　フィンが何かを言う前に『決断』を迫られた参謀ブレーンの少女は、咄嗟とっさに、口を開いていた。

「────二面、預けてください!!」

　そこで取ったリリの行動は、ありえないものだった。

　ベルとフェルズ、ヴェルフ達とアスフィ、更にフィンの驚愕を集めながら、『指揮の譲渡』を要求する。

「フィン様の代わりにリリが指揮を執ります！　貴方の負担を肩代わりします！」

　無茶苦茶だ。本当にありえない。

　言葉をまくし立てながらリリは自分でも思ってしまった。

　少年を守るためとはいえ、一介の荷物持ちサポーターが第一級冒険者達の戦場を指揮？　噴飯ものだ。嘲笑ものだ。あの【勇者ブレイバー】の負担を肩代わりできるなど勘違い甚だしい。ここに冒険者達がいれば『身の程を知れ』と散々罵ったことだろう。リリもそう思う。リリが一番そう感じる。正しくこれは『気の迷い』だ。

（でもっ!!）

『六面の戦場』を捌いているという話を聞いて、少しでも『悔しい』と感じた自分リリはいなかっただろうか？

　少年を庇かばう理由以外にも、心の中で舞い上がる火の粉は、本当に存在しなかっただろうか？

　ベルへの想いと小さな矜持きょうじが、『都市が滅びる』という危機感と相まって、『英雄達を手助けする』というらしくもない『使命感』となって暴発してしまった。

　見習いとはいえ、フィンと同じ指揮者の位置に立ったリリは、彼に少年ベルを取られたくないし、ベルに置いていかれたくないと、そう願ってしまった。

『君は……まさかリリルカ・アーデ？』

「リリはフィン様を参考にして指揮の訓練を受けました！　部隊の一つや二つ動かしてみせます！　貴方の真似事くらい、やってみせます!!」

　もう時は戻せない。もう言葉を撤回できる空気ではない。

　だからリリは爆発する後悔を振り切りながら、『眼晶オクルス』の先にいる勇者へ嚙かみつかんばかりに顔を寄せ、大言壮語をまくし立てた。もはや整理などつかない感情の嵐が赴くまま、無責任の豪語に突けば簡単に剝はがれる虚勢を上塗りして無謀一直線の道を突き進む。

「でも二面ですよ!?　しかも比較的楽らくなところです！　それ以外は絶対に受け付けませんから!!」

「力になりたいのかそうじゃないのか、どっちなんだ、リリスケ！」

　仲間ヴェルフにも突っ込みを入れられるほど、もはやリリルカ・アーデはヤケクソだった。

　事実、彼女の申し出はあまりにも荷が重かった。

　準指揮官とも呼べるアスフィとフェルズが、少女の暴走を止めようとすると、




『いい、信じよう』




　返ってきたのは即断の声だった。

　えっ？　というリリの呟きより早く、フィンは決定を下す。

『君に部隊を預ける！　僕の代わりに二つ、戦場の指揮をとれ！』

　アスフィ達を啞然あぜんとさせるほどの放胆ほうたんな声が響く。

　申し出たリリさえ時を止める中、慌あわてて食ってかかったのはフェルズだ。

「待て【勇者ブレイバー】！　今の局面をわかっているのか!?　リリルカ・アーデの機転は確かに評価されるべきものだが、この状況では……！」

『ならフェルズ、君なら言えるか！　【万能者ペルセウス】でもいい、この局面で僕から『指揮を寄越せ』と、そう申し出ることはできるか！』

　フェルズも、アスフィも、盛大なまでに返答に窮した。

　フィンはそのまま声を痛快に染め上げる。

『同族が勇気を示した！　歓迎しない理由はないな!!』

　通信先の光景を映す『眼晶オクルス』の奥で、笑みを描く勇者の口もとが一瞬だけ見えた。

　そこに込められるのは歓喜か、興奮か。

　彼はそのまま時間が惜しいとばかりに、リリに向かって指示を伝える。

『第二・第三部隊の指揮を頼む！　多少の粗あらはリヴェリアとガレスが埋め合わせてくれる！　恐れず存分に指揮を執れ！　決して慎重と臆病を履き違えるな！』

　当然フィンとて無計画かつ場の勢いでリリの意見を採用したわけではない。

　迷宮街ダイダロス攻防戦で見せた少女の手腕はフィンもよく知るところだ。敵同士となって戦場という名の盤上に駒を打ち合った経験から、任せられるに足るとそう判断したのだ。

　フィン・ディムナはリリルカ・アーデを信じたのである。

『誰よりも健闘を祈る！　勇気ある同胞!!　どうか僕の度肝を抜かせてくれ！』

　ぞくっ！　と。

　リリはわけもわからず鳥肌が立った。

　万軍を鼓舞してのける勇者の信頼に触れ、鼓動が高鳴りの一途を辿る。

　──引けなくなった！

　──もう引けなくなった！

　──これから自分より遥かに強い冒険者達を導かなければならない!!

　頭の悲鳴が阿鼻叫喚あびきょうかんのごとく飛び交う。

　きっと無理だと背筋が弱音を吐いて曲がりそうになる。

　しかし、そんな凄まじい重圧の中でリリの心に芽生える感情があった。

　勇者フィンの信頼に応えたい、と。

　決して想い人ではないのに、一族の一人として、そう思ってしまったのだ。

「──第二、第三部隊の編成を教えてください！」

「えっ、あ、はいっ！」

「敵の情報も！　攻撃手段から、できるだけ細かく！」

　直後、豹変ひょうへんしたリリの強い語気にアスフィが反射的に従う。

　覚悟を決した小人族パルゥムの姿に、動きを止めていたフェルズも全てを諦あきらめ協力に乗り出した。網羅した人造迷宮クノッソスの地図に加え、各部隊に繫つながる『眼晶オクルス』を用意する。

【ヘスティア・ファミリア】の面々は互いの顔を見交わし、笑みを。

　腹を括くくったリリルカ・アーデは強いと、少女の仲間はそれを知っていた。

「【貴方の刻印きずは私のもの。私の刻印きずは私のもの】」

　更に。

　膨大な戦場の情報を頭に叩き込むのと並行して、リリが『詠唱』を行う。

　目を瞑つむり淀みなく呪文じゅもんを歌い上げ、声音も姿形も、文字通り『変身』させた。

「なっ……フィン・ディムナ!?」

　目の前に現れた小人族パルゥムの勇者に驚くのはアスフィ。

『変身魔法』をもって完全にフィンの情報を模倣コピーしたリリは瞼まぶたを開け、何のつもりだと戸惑うフェルズ達の視線に答える。

「フィン様からリリに指揮が交代したところで、今も戦闘中の現場は混乱するだけです。何より、どこの馬の骨とも知れないリリの言うことを聞く人なんていません」

「！」

「フィン様に化けて、部隊には何も知らせず、このまま指揮を乗っ取ります」

　リリの説明に、フェルズ達ははっと肩を揺らした。

『眼晶オクルス』を所持している者は限られている。が、水晶から放たれる音声は周囲にいる者にも届きうる。砲声や戦場のかけ声にも負けない声量で叫ばなければならないのなら尚更だろう。それ故の『勇者フィンの成りすまし』だ。

　同時に、聡いフェルズとアスフィは理解した。

　リリの『変身魔法』の存在を知るからこそ、フィンは決して手放さなかった指揮権を彼女に譲ったのだと。

　リリルカ・アーデだけが、フィン・ディムナの『代役』を務められる。

「春姫ハルヒメ様、階位昇華レベル・ブーストを。詠唱連結も行ってください」

「は、はいっ！」

「ベル様は『遊撃』の準備を。ヴェルフ様と命ミコト様は超大型級に対する装備を整えてください。春姫ハルヒメ様の『魔法』が完成し次第、三人ばらばらに運用します」

「わかった、リリ！」

「おう！」

「お任せを！」

　変身と同時に、リリの意識スイッチも切り替わった。

　リリとは異なる声音、異なる眼差しに、春姫ハルヒメ達も緊張を伴って従う。

「待ってください、リリルカ・アーデ！　【ファミリア】単位で動くのではなく、『散開』？　Ｌｖ．４のベル・クラネルはともかく、【不冷イグニス】と【絶ぜつ†影えい】では……！」

「【ヘスティア・ファミリア】はベル様を除けば全員尖っています。局所的、いいえ痒いところに必ず刺さる」

「無論、後方支援を徹底させます」と付け加えながら、リリはアスフィの異論に返答した。

　フィンと同じ声音でありながら異なる口調は、アスフィをうろたえさせる。

　同時に、その毅然きぜんとした姿勢は本物の【勇者ブレイバー】を彷彿させた。

　用意された『眼晶オクルス』、そして床に直接広げられた地図を、膝ひざをついて見下ろしながら、大胆不敵にも通路の一角を臨時の指揮所に変える。

「『眼晶オクルス』を使った指揮は、『ダイダロス通り』の攻防戦以来、二度目ですね……」

　水晶の魔道具マジックアイテムを右手に持って呟く。

　一度は経験している作戦ミッションだ。

　上等だと、リリは小さな舌で唇を舐なめた。

「やってやります……！」

　一族の勇者に借りを返す時が来た。

『異端児ゼノス』の事件があったあの日、迷宮街の夜、いいようにやられたあの借りを。
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『第二、第三部隊に今から援軍を送る！　前衛の攻撃は続行しつつ、中衛の層を厚くしろ！』

　眼晶オクルスから響くフィンの声に『違和感』を抱いたのは、二人だった。

（フィン？）

（指揮の方向が変わった？）

　リヴェリアとガレスである。

　誰よりもフィンと付き合いが長い彼等は、すぐに声の主が『偽物』だと察した。

　察した上で、本物に届かないまでも優秀な戦場俯瞰能力を持つ『未熟な指揮者』であることも認めた。

「なんじゃフィン！　指揮の趣おもむきを変えて、また『悪巧み』か！」

　第三部隊。

　敵の砲火を凌ぎながら、ガレスは水晶に笑みの声を投げ、一つ『芝居』を打つ。

『……ああガレス、こんなの慣れっこだろう！　誰の命令でもない、フィン・ディムナの悪巧みなんて！』

　相手も聡さとい。ガレスの言外の誰何すいかの問いを察し、フィンの『作戦通り』だと伝えてきた。

　他の団員に気取られず、混乱を来きたさぬよう。ならばガレスは何も言うまい。

　本物フィンの意思を汲み、『偽のフィン』と協力する。

「いいかフィン！　【フレイヤ・ファミリア】が猛攻を仕掛けておるが、ちと決定打が足りん！　あやつ等はあやつ等で勝手に動きおるし、連携がかみ合っておらんのが現状じゃ！」

　偽のフィンのために、ガレスは推移する戦況をかい摘んで説明した。

　戦闘は言わば『本命の攻城戦』に移行している。

『祭壇の支柱スピリット・オルター』が機能停止したことで、大術式の詠唱を一時中断した『精霊の分身デミ・スピリット』が、とうとう戦闘に乗り出したのである。

『【閃光センコウヨ駆ケ抜ケヨ闇ヤミヲ切リ裂ケ代行者タル我ガ名ハ光精霊ルクス光ヒカリノ化身光ヒカリノ女王オウ──】』

　単一のみの『魔法』とはいえ、正面より繰り出される砲閃は脅威の一言だった。

『精霊の分身デミ・スピリット』本体が直接行使する『魔法』の威力は『祭壇の支柱スピリット・オルター』の比ではない。『防衛機構』の機能の一部流用に成功しているのか、宙に固定される幾つもの砲座マジックサークルから幾条もの破壊の奔流ほんりゅうが迸ほとばしり、戦場の地形を何度も変えてしまう。

　よって【フレイヤ・ファミリア】の増援が加わってもなお、戦場は酸鼻を極めていた。

　いや、彼等が碌ろくに連携しようとしない故の『弊害』と言えばいいか。とにかく攻めまくるのだ。故に後衛の壁役には致し方なくガレスが回る始末だった。

　遥かな優位性を手に入れたが、歪みも生じてしまっている。

「儂も上がりたいところだが、敵の砲撃がどうにもならんことには動けん！」

　破格の砲撃力に加え、『精霊の分身デミ・スピリット』は鉄壁の防御も有する。

　59階層の戦闘でも【ロキ・ファミリア】が散々手を焼いた強固な花弁の装甲アーマーを駆使するのだ。得物による攻撃だろうが『魔法』だろうが全てを遮断してのける。さしもの【炎金の四戦士ブリンガル】もこれには四つの舌を弾いていた。

　敵の防御がどうしても抜けない。

『──ちょうどいい。ガレス、君は【単眼の巨師キュクロプス】とともに前線へ上がる準備をしろ』

「なに？」

『今から来る援軍を【盾】として使え！』

　響くのは、盤面を正確に見下ろす指揮者の声だった。

　どういうことだ、とガレスが聞き返す前に、件くだんの『援軍』が現れる。

「──【天より降いたり、地を統べよ】！」

　高らかな『並行詠唱』とともに大空間へ飛び込んでくるのは、無数の光粒を怯えた極東の少女ヒューマンである。

「【神武闘征しんぶとうせい】！」

『魔導士の砲撃を中止！　【絶ぜつ†影えい】を先行させろ！』

　水晶から放たれる大音声が、ガレスだけでなく団員達、そしてたった一人の『援軍』のもとにも伝播した。

『階位昇華レベル・ブースト』を経てＬｖ．３に至っているヤマト・命ミコトは、指示通りに『魔法』を解放する。

「【フツノミタマ】！」

　ほぼ同時、敵の砲口も火を噴いた。

『【ライト・バースト】』

　驀進する光輝の砲撃に冒険者達の顔が照らされる。

　しかし、それを遮るように、精霊の『魔法』の射線上に『重力結界』が出現した。

『!?』

　驚愕は『精霊の分身デミ・スピリット』と冒険者達のものだった。

『結界』に接触するや否や、精霊の砲撃群が地に叩きつけられ、そのまま爆砕したのだ。

　強力な重力は光をも曲げる。

　命ミコトの能力ステイタスでは精霊の砲撃を相殺することなど到底かなわない。ならば『重力』という特性を活かし、軌道をずらして、床に弾着させて無効化させればいい。今や冒険者達と『精霊のデミ・分身スピリット』の中間地点には重力の力場──巨大な【盾】が存在していた。

『祭壇の支柱スピリット・オルター』が潰されたことで敵は空間内の全方位攻撃の術を失っている。敵の砲座は固定されたままだ、故に大展開された『結界』を避けて冒険者達を狙うことは困難に等しい。

　正面のみ押し寄せる砲撃ならば、少女の重力魔法フツノミタマはことごとくせき止めてみよせよう。

「未だ至らぬ身ではありますが……ここが戦場いくさばの分水嶺ぶんすいれい。ならば自分は、敵の光から皆さんを守る【盾】となりましょう！」

　超強力な重力場を形成し続ける命ミコトは汗を流しつつ、己より強い冒険者達に豪語してみせた。

　勇敢なドワーフにも負けない壁役ウォールの気勢に、ガレスは笑みを浮かべた。

「十分、いや五分持たせられるか、【絶ぜつ†影えい】！」

「必ずや遂げてみせます！」

「いい返事じゃ!!　ならば行くぞ、椿ツバキィ！」

「応おうよ！」

　命ミコトの登場により守勢から解放されたガレス達が盾を放り捨てる。

　一様に装備するのは大戦斧を始めとした大型武器。

　目指すのは無論、【フレイヤ・ファミリア】が今も攻め込んでいる敵の懐。

『後衛は重力結界の陰に！　前衛は守りを【絶ぜつ†影えい】に任せて一斉に上がれ！』

　指揮者の意図を理解した冒険者達も一糸乱れぬ動きで従った。魔導士と治療師ヒーラーは重力結界の陰に隠れて詠唱を進め、防御から解放された前衛は発走し、各隊散開する。

　指揮者の声は止まらない。

『敵は業を煮やして、いずれ広域殲滅型の超長文詠唱に切り替えるだろう。そこを狙え！』

「わかっておるわぁ！」

　小憎らしいほどフィンと読みが似ているリリに雄叫びを返しながら、ガレス達は戦場を駆け上がった。

「むさ苦しいドワーフが来るぞ」「だが、ちょうどいい」「利用するぞ」

「あれで敵の防御に風穴を開ける」

　後方から押し寄せるガレス達に対し、【炎金の四戦士ブリンガル】の意思疎通は一瞬だった。

　ドワーフ達の突破力をもって花弁の装甲アーマーをブチ抜く。

　四つ子の小人族パルゥムはガレス達をまさに『破城槌』に見立て、敵防御の突破を目論んだ。

　一石を投じた命ミコトの重力結界によって、リリの指揮がこの瞬間、戦場を掌握する。

　第三部隊は【ヘスティア・ファミリア】の後押しを受け、敵の装甲アーマーを突破してのけるのだった。




「思っていた以上のデカブツだな、こいつは……！」

　第二部隊のもとにも、たった一人の援軍が到着する。

　未だかつて目にしたことがない巨軀、予想以上の『精霊の分身デミ・スピリット』の威容に、ヴェルフ・クロッゾは笑みの奥に戦慄を隠した。

『リヴェリア、彼を援護しろ！　絶対に傷付けさせるな！』

「……了解した、フィン。しかし援護と言っても……」

　フィンに『変身』したリリの指示に、リヴェリアは了承するものの疑問を隠せない。

「【ヘスティア・ファミリア】の【不冷イグニス】？　一体何のつもりだ」

　彼女の疑問はヘディンを始めとした【フレイヤ・ファミリア】、そして【ロキ・ファミリア】の団員達にも共通するものだった。『クロッゾの魔剣』の火力は彼等も知るところだが、その使用限界の早さから超巨大型との超長期戦の中では一瞬しか役に立たない。

「椿ツバキも、古巣の連中も来てるんだろ。……なら、俺もやってやらないと、ヘファイストス様に顔向けできないな！」

　自身のもとに冒険者達の胡乱な一瞥が殺到するが、大刀と『魔剣』を背負うヴェルフは怯みも臆しもしなかった。紅眼紅髪の鍛冶神を思いながら、無手のまま走り出す。

『リヴェリア、【不冷イグニス】の護衛を！』

「……イルタ、頼む！」

　少女フィンの指示伝いにリヴェリアが声を発し、【ガネーシャ・ファミリア】のアマゾネス達が彼を囲むように随伴した。ヴェルフでは躱せも防げもしない触手の雨が降りそそぐ中、屈強な第一級冒険者達が武器で打ち払っては軌道を変える。

　眼前をびりびりと震わせる衝撃に仰け反りそうになりながら、ヴェルフは目を眇めて前へと進んだ。『射程圏内』まで決死の接近を試みた。

　ヴェルフはリリに言われるまでもなく、自分の『役割』など理解している。

『魔法』を唱える規格外のモンスター相手に、自分の『能力』が最も刺さることを。

『【突キ進メ雷鳴ライメイノ槍ヤリ代行者タル我ガ名ハ雷精霊トニトルス雷イカズチノ化身雷イカズチノ女王オウ──】』

　そして『その時』はすぐにやって来た。

『精霊の分身デミ・スピリット』が行う高速詠唱。

　呪文量の少ない短文詠唱も相まって冒険者達は咄嗟に阻止できない。【ロキ・ファミリア】も【フレイヤ・ファミリア】も舌打ちを漏らし敵の砲撃に備える。

　そんな中、ヴェルフは一人、前に出た。

「【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】」

　精霊の高速詠唱より、その『千載一遇の好機』を待ち構えていた鍛冶師の超短文詠唱の方が、早い。

　間髪入れず発動させる。

「【ウィル・オ・ウィスプ】！」

　ヴェルフの手から陽炎と思しき空間の揺らぎが走り、敵の魔法円マジックサークルに触れた次の瞬間。

　巻き起こったのは凄まじい『自爆』だった。

『──ィヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

「なっ!?」

『魔法』を放とうとしていたモンスターが『暴発』を起こし、砲撃が中断された。

　まさかの『魔力暴発イグニス・ファトゥス』。

　更に単一の自爆にとどまらない。

『精霊の分身デミ・スピリット』が周囲に展開していた魔法円マジックサークル全てに連鎖し──ドドドドドドドドッ!!　と。

　冒険者達の頭上で、耳を聾ろうするほどの爆炎の華が咲き乱れる。

「デ、『精霊の分身デミ・スピリット』が……」

　目と鼻の先で魔力暴発イグニス・ファトゥスが発生した『精霊の分身デミ・スピリット』本体は悲惨だった。

　顔の半分がごっそりと抉れ、人の頭ほどもある眼球がこぼれ落ちていく。

　巨大な柱にも爆風が及び、まさに『自滅』の名に相応ふさわしい損傷ダメージが刻まれていた。

「『種火』がでかいと、花火もでかくなるな!!」

　あまりの爆発の規模に冷や汗をかきつつ、ヴェルフは不敵な笑みを浮かべる。

　対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア。

　その能力は強制的な魔力暴発イグニス・ファトゥスを引き起こす、言わば『魔法殺し』。

　敵の『魔力』を逆手にとって自滅へと追い込むヴェルフの稀少魔法レア・マジックだ。

「『クロッゾの一族』……つくづく我々エルフとの相性が悪いようだな」

　未だ爆風が押し寄せる中、瞠目していたヘディンはずれた眼鏡を直し、呆あきれの言葉を吐く。

『魔力』に引火させ自爆に追いやる『魔法』など魔導士からすれば卒倒ものだ。魔法種族マジックユーザーであるエルフなどその最たる例だろう。

　ヴェルフが敵に回った光景を想像して青ざめる妖精が半分。

　種族そのものと因縁深い『クロッゾの一族』に複雑そうな顔を浮かべる妖精が半分。

　しかし、そのどちらもヴェルフの有用性を認知する。

『リヴェリア。気に入ってもらえたら彼を存分に使ってくれ。恐らく、敵を完封できる』

「……ああ、そうさせてもらおう！」

【ヘスティア・ファミリア】のとっておきの『土産』にリヴェリアは心の中で喝采を送る。

　この『精霊戦』において、ヴェルフはこれ以上なく敵の脅威だった。

　対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアの威力と規模が敵の『魔力』に比例する以上、潤沢な『魔力』を有する『精霊の分身デミ・スピリット』はいつ暴発するとも知れない火薬庫と同義だ。その絶大な殲滅能力が全て自分に返ってくる。

　クロッゾの一族であるヴェルフもまた『精霊』の血を引く者。

『階位昇華レベル・ブースト』を授かり疑似的にＬｖ．３に至っている今、十分な戦力となる。

「まだ行くぞォ！」

　苦悶の悲鳴を上げる『精霊の分身デミ・スピリット』を他所に、立て続けにヴェルフが抜くのは『魔剣』。

　背から抜剣した紅の長剣を、ヴェルフは遠慮なく振り下ろした。

「煌月かづきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　迸る特大の紅蓮。

　逆流する大瀑布のごとき大炎流が、もがき苦しんでいた『精霊の分身デミ・スピリット』に追い打ちをかける。

　それは冒険者達の杞憂を吹き飛ばす『砕けぬ魔剣』である。

　恒常的な『魔剣』という出鱈目な武装をもって、ヴェルフは鮮烈な猛火を解き放ち続けた。

　その炎の輝きに目を奪われていたエルフ達は、負けじと奮い立つ。リヴェリアの歌が響き、白と黒の妖精も鋭く切り込み、一気呵成に攻め込んだ。

　繰り出される『魔法』の阻害と『魔剣』の砲撃は、限りなく『精霊』に突き刺さるのだった。
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「走れ、走れぇええええええええええっ!!」

　六つの大空間から離れた場所で、彼等は疾走していた。

　急流のように駆け抜けるのは『第二進攻』の予備隊。【ロキ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】の混合からなる冒険者達を、ラウルが大声を放ちながら導く。

「動くのは敵が混乱している今しかない！　急ぐっす!!」

　場所は主戦場となっている十層から下りた十一層。

　上部階層に力エネルギーを割いたことで、迷路は大量の植物が腐り落ちたかのような悪路と化している。嫌悪感を振り切りながら進み続けるラウル達は一つの目標に向かって突き進んでいた。『人造迷宮クノッソスの設計図』を持つ地図作成者マッパーのラクタ、更に頻りに鼻と耳を鳴らす獣人達の指示に従って、突き当りの壁に寄生した緑肉を除去する。

『隠し扉』の仕掛けギミックを突き止め、分厚い石扉を開口させる。

「！」

　開かれた扉の先にいたのは、力つきたように伏臥する複数の男女だった。

　ラウルはその内の一人の抱き上げ、脈を確かめる。まるで干からびた木乃伊のように潤いをなくした体は、微かすかに過ぎずとも命の音を繫いでいた。

　ラウルは取り出した『眼晶オクルス』に声を叩きつけた。

「生きてます、団長！　『人質』は無事っす！」




「くぅうううううううううっ！」

　片手に持つ杖つえを突き出し、エルフィ・コレットは火炎魔法をそそぎ続ける。

　レフィーヤと同室者ルームメイトである少女が組み込まれている予備隊の現在地は九層。

「確かに見た」というエルフィの証言を信じ、冒険者と魔導士の部隊は行く手を遮る緑肉を焼き払いながら『そこ』へ進んでいた。

「つきました！　ここです！」

　邪魔な緑肉を焼きつくし、辿り着いたのは見覚えのある通路の一角。

　壁に存在していた『隙間』は完全に塞ふさがれている。エルフィ達は手分けして周囲を隈なく調べ、ラウルの部隊と同じように『隠し扉』を突き止めた。

「大丈夫ですか!?」

　一切の光源のない隠し部屋の中で、『彼女達』は襤褸ぼろのように蹲うずくまっていた。

　エルフィが駆け寄ったのは、ガリガリに瘦せ細った一人の少女である。

「ぅ、あ……？」

　うっすらと開けられる瞳は、劣悪な環境を物語るように充血していた。

　罅ひび割れた唇から漏れるのは、神々が面白おもしろおかしく吹聴して回る不死者のような掠かすれた呻うめき声。光のない暗闇に居続けて精神が耐えられなかったのか、壁を何度も削った爪つめは痛々しいほどにボロボロだった。

　手足に巻き付けられているのは物々しい鎖だ。

　彼女こそが『第一進攻』の日、エルフィが壁の隙間に見た『謎の単眼』の正体である。

「デ、メテッ……さまっ……」

　見開いた瞳に見る見るうちに涙を溜ため、嗄かれきった声で必死に安否を確かめようとしているのは、自分達の主神の名だ。

　彼女達は【デメテル・ファミリア】。

　黒幕エニュオに捕えられ、生かさず殺さずの状態で長らく監禁されていた女神の眷族である。

「っ……ごめんなさいっ、ごめんなさい！」

　瘦せ細った体は今や皮と骨に成り果て、美しかったであろう相貌の面影はない。

『第一進攻』があったあの日、助けを求める声に気付かず立ち去ってしまったエルフィは自責の念に駆られながら、闇に囚われていた眷族の少女ペルセフォネの体をぎゅっと抱き締めた。




『人質』の救出作戦は早い段階から決められていた。

　ディオニュソスの正体とデメテルの現状をロキが解き明かした瞬間より、フィンが自ら『第二進攻』の作戦の中に組み込んだのだ。【デメテル・ファミリア】の人命救出はもとより、間違っても『人質』を用いた『外道』の戦法など黒幕エニュオ側に取らせないためである。【ディオニュソス・ファミリア】のような悲劇を繰り返してはならない。

「レイ、お願いします！」

「お任せヲ。耳ヲ塞いていてくださイ！」

　エルフのアリシアの指示に従い、歌人鳥セイレーンのレイが反響定位エコロケーションを行う。

　ロキの我儘わがままを聞いた彼女は予定通り予備隊に合流していた。彼女の精密な反響定位エコロケーションは隠し部屋の類を探るのに適している。僅かな通気口さえあればそれは『人質』の居場所の示唆だ。人造迷宮クノッソスを荒らし回った『妖精部隊フェアリー・フォース』の面々とともに『異端児ゼノス』も人命救助に奔走する。




「早く【デメテル・ファミリア】を運び出せ！　応急処置のみ、回復は後だ！」

　そして【ロキ・ファミリア】第二軍メンバーの最後、犬人シアンスロープのクルス。

　場所は十層。

『精霊の分身デミ・スピリット』がひそむ階フロアにも【デメテル・ファミリア】は捕えられていた。

　フェルズが『祭壇』の『魔力』の供給路を破壊したため緑肉の『自己再生』は遅くなっている。修復が終わり切る前に次々と牢獄から人質を助け出していった。

『魔力』補充の食料スペアにでもするつもりだったのか、十層に捕とらえられている人質は多い。中には女神デメテルへの見せしめのため無残にも殺されてしまった者もいた。

　残虐に過ぎる黒幕エニュオの行いに、クルスは冷静を保つことが困難だった。

「クルスさん!!」

「！」

　故に、周囲への警戒が遅れた。

　少女ヒューマンのナルヴィが警鐘を告げる先、通路の奥より無数の怪物が押し寄せる。

『迎撃魔法』が発動できないが故に迷宮が放った食人花ヴィオラスと晶黽ヴァルグの群れだ。

　一度は『祭壇』が取り込んだものを吐き出したのか、どの個体も節くれ立った緑肉に侵食され、汚泥のごとき外装を手に入れていた。暴走の叫喚は一層に激しく、盛り上がった肉体は傍から見ても強化されていることがわかる。

（まずい!?）

　部隊の人間のほとんどが満足に動けない人質を抱えている。

　押し寄せる凶悪な質と量。迎撃はおろか逃げきることなどかなわない。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「くっっ!?」

　激しい破鐘われがねの吠声とともに迫りくるモンスターに、クルスとナルヴィは槍と剣を構えて壁になろうとする。

　だが、その時だった。

「──────」

　クルスの視界に壮烈な『一閃』が横切ったのは。

　迷路の横道から突如として現れた白い影が、先頭の食人花ヴィオラスの頭を斬断。

　一瞬の硬直に襲われるクルス達とモンスターを置き去りにし、回転、刻まれた輝白きはくの斬閃から立て続けに漆黒の円弧を描き、付近にいた晶黽ヴァルグ三体まとめて解体する。

　速過ぎる影は止まらない。

　視認が間に合わないほどの電光石火をもって群れの前方にいた個体を屠り、八つ裂きにし、ようやく迎撃を行おうとする食人花の懐に難なく侵入して、その長軀に漆黒のナイフを突き刺した。

　そして──砕け散れファイアボルト、と。

『速攻魔法』をもって、敵の体内を爆砕する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　長軀の内側に流し込まれた炎雷が食人花ヴィオラスを紅蓮の華に変え、その爆風によって後続のモンスター達を吹き飛ばした。

　視線の先で起こる爆発と閃光にクルス達は咄嗟に目を腕で覆う。

　間もなく、晴れる粉塵ふんじんと舞う火の粉の奥に、その背中は立っていた。

「……ら」

　炎の欠片とともにそよぐ白い髪を見て、ナルヴィが唇を震わせる。

「【白兎の脚ラビット・フット】……」

「……ベル、クラネル……？」

　続いたクルスの呟きが、軽装に身を包む少年の背中に届く。

　白髪の少年は、負傷者を抱える予備隊に一瞥を投げた後、怒りの雄叫びを上げて向かってくるモンスターの本隊へ、自らも突っ込んだ。

「なっ、待ってっ、ダメだよ──!?」

　無謀とも言える正面からの突貫、複数の食人花ヴィオラスから一斉射撃される触手の雨。

　ナルヴィは咄嗟に制止の声を上げた。

　無駄だった。

　逃げ場などなかった筈の触手を『全弾回避』。

　最小限の触手を切り裂いただけで生み出した僅か人一人分の空隙に、地に伏せて駆け抜ける野兎けもののように身を滑り込ませ、迎撃カウンターじみた肉薄を仕掛ける。

　群れと接敵した瞬間、始まるのは蹂躙だ。

　漆黒のナイフと輝白きはくのロングナイフ、およそ大型級を相手取るには頼りない武装で、何もかもを両断する斬撃の嵐を生み出す。

　射程リーチが短いナイフの一撃では断ち切れない食人花ヴィオラスの巨大な長軀に二閃三閃と加えて切断し、一瞬後には別のモンスターの醜悪な顎ごと花頭を斬り飛ばす。中型級の晶黽ヴァルグなど手間取る時間はない。まさに瞬きの間に瞬殺する。中距離から溶解液を吐こうとする複数の個体には、首に装備していた襟巻マフラーを勢いよく解ほどき、鞭むちのごとき間接攻撃でいっぺんに薙ぎ払った。

「……アイズさん？」

　その速過ぎる戦闘風景は、何故なぜか、ナルヴィ達に【剣姫】の姿を想起させた。

　棒立ちとなる【ロキ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】に、単独ソロならではの高速戦闘を見せつける。

「ふッッ!!」

　大量の怪物モンスターを恐れず蹴散らす当のベルは、予備隊を守るため全力で駆逐に当たっていた。

　リリの指示である。

　大威力、大火力が求められる対『精霊の分身デミ・スピリット』戦ではベルの長所が十全に活きない。『スキル』を使えば確かに貢献できるが、『兎』の異名を持つほどの彼の速脚アトバンテージを殺すことをリリが嫌った──というのが理にかなっている『建前たてまえ』。

　本心は、ベルを守るため。

　少年は『左腕』に深い重傷ハンデを負っている。そんな療養中のベルを強敵ボスがいる戦場に送り込めば、必ず無茶をして取り返しのつかないことになると踏んでのことだった──事実ベルがこの戦いに参加していると知れば治療を担当したアミッドは怒りの炎を爆散させるだろう──。

　故に『遊撃』。

　人質の解放に奔走する予備隊を援護する、たった一人の『軽騎兵』。

　リリの狙い違わず、ベルは孤軍奮闘の活躍を見せた。

『成長』を超えた『飛躍』の軌跡は『極彩色のモンスター』達をものともしない。敵の潜在能力ポテンシャルがＬｖ．４を超える大群であろうと、まるで『深層』をたった一人切り抜ける冒険者のように次々と撃破を重ねていく。

　圧巻だった。

　強過ぎた。

　つい先日昇格ランクアップの一報を耳にしたばかりだというのに、Ｌｖ．４の中でも抜きん出ていると、第二軍メンバーのクルス達にもそう思わせてしまうほどに。

「……レフィーヤの気持ちが、ようやくわかってやれたかもしれない」

　少年の情報を聞いては癇癪かんしゃくを起こしていた少女の姿を思い出しながら、クルスは視線の先に立つ少年の背中に言葉を漏らした。

　戦闘は、既に終わっていた。

「大丈夫ですか？」

「あ、は、はいっ！　どうも、ありがとう……」

「……あの、すいません。大剣を譲ってもらえませんか？」

「えっ？」

「今の装備だと、あの食人花モンスターと戦いづらくて」

　首に巻いた襟巻マフラーをはためかせながら何事もなかったように駆け寄るベルに、ナルヴィが慌てながら受け答えしていると、少年は彼女の背後を見やった。

　非常時には予備戦力の役割も課されていた救出隊には、物資や道具アイテムを持ったサポーターが複数人同行している。大型武器をバックパックに取りつける少女の団員を見つめるベルは、クルス達の前で言いきった。

「モンスターは全部僕が引き受けます」

　断言された言葉に噓の響きはない。虚勢の色も。少年は事実だけを口にしている。

　それは【ロキ・ファミリア】に既視感を覚えさせた。

　すなわちアイズ達、第一級冒険者の面影を。

　喉を鳴らす彼女達は、咄嗟に頷うなずき、要望に応えていた。

「カルミリア！　【白兎の脚ラビット・フット】に大剣を渡して！」

「は、はいっ！」

「……」

　ナルヴィ達が準備を進める中、ベルは部隊の様子を窺うかがった。

　いや、『人質』の有様を見てしまった。

　誰もが衰弱しきっている。長い間、碌な飲食物が与えられていなかったことが明白だった。更に多くの者が身動きとれぬよう四肢の腱が断たれている。

　ベルは拳を握り締める。

　最初に感じたのはおぞましさと恐怖、次に巻き起こるのは瞋恚しんいの炎だ。

　都市を守る。憧憬しょうけいの力になりたい。漠然とした一念でこの人造迷宮クノッソスの攻略戦に参加していた心が今、はっきりとした形を取る。既に痛み出している左腕。制限時間リミットを告げるように補助具サポーター内部で出血が始まる。しかし血を代償にしてでも、戦わなくては。

　その邪悪の所業は認められないと決意する。

　その想いに呼応するように、握り締められた手から鐘チャイムの音が鳴り始めた。

「【白兎の脚ラビット・フット】！　注文通り大剣だ。これでいいか？」

「……ありがとうございます。先に行ってください」

　クルスから大剣を受け取るベルの視線の先、新たなモンスターが横道から現れる。

　眉まゆを歪ませるクルスはベルのことを見返した後、申し訳なさそうに「頼んだ」と言って負傷者を引き連れて出発した。

　大剣ごと譲り受けた鞘さやと剣帯を背に装着し、白光が集束する右手を突き出す。

　醜い啼き声を上げて迫りくる怪物の一団を照準し、少年は砲声した。

「【ファイアボルト】!!」
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『敵の触手六割脱落！　目算あと三十七！』

『精霊の分身デミ・スピリットは依然詠唱続行中！』

　戦場の声が引っきりなしに水晶から放たれる。

『眼晶オクルス』が映し出す光景とともにそれを観測しながら、少女フィンは指揮の声を放ち続ける。

「中衛の小隊パーティを上げろ！　二つ──いや三つだ！　入れ替わりに前衛を交代っ、治療師ヒーラー達の回復を受けろ！」

『いい潮時じゃ！　流石さすがによく見ておるなぁ、フィン！　だが三つじゃ足りん！　四つ上げる！』

「【フレイヤ・ファミリア】に前線を任せて【ロキ・ファミリア】は詠唱開始！　【ガネーシャ・ファミリア】の中衛部隊はそれを死守！　リヴェリア、見計らって合図を出せ！」

『了解した。だが攪乱がなければきつい。私が陽動部隊を率いる。合図はお前に任せた、フィン！』

　大部隊の指揮。

　リリルカ・アーデはそんなものをやったことがない。そんな初めての大舞台で、いきなりの二面指揮。はっきりいって処理能力キャパシティを越えている。

　瞳がギラギラと血走っていた。頭は焼ききれそうだ。

　ガレス、リヴェリアの補助があって何とか食いついている状況。

【勇者ブレイバー】が絶対に見せないだろう、鬼気迫った少女フィンの横顔に、同じ指揮所にいるフェルズやアスフィは何とも言えない表情で尻しり込んでいた。

「リリ様、すごい……」

　そんな姿を眺めながら呟くのは、狐人ルナールの少女、春姫ハルヒメだ。

　超砲撃戦が行われる戦場──Ｌｖ．１など余波をもらうだけで即死する死地──には間違っても出せないと告げられ一人取り残されている春姫ハルヒメは、自分の無力を嚙みしめていた。

　いつかの港街メレンの戦いの時と同じように。

　すると、


『ねぇ～～～～～～～！　ベート・ローガはどこぉ～～～～～～～～～!?』



　アスフィの持つ『眼晶オクルス』から、少女の大音声が響いた。


「～～～～～～っ!?　この通信チャンネルは……アイシャ!?」



『ベート・ローガがどこにもいないのぉ！　精霊と戦ってるどの部隊にもいないっていうし、婚約者わたしを待ってる私の雄はっ──』

『勝手に通信するんじゃないよ、このバカ！』

『あいたぁぁぁ!?』

　派手に何かを殴る音と入れ替わりに、悍婦かんぷの声が飛んでくる。

『アスフィ、今は通路を進んでる！　モンスターが出るようになって手間取っちゃいるが、今ならどこでも行けるよ！』

　通信を行ってきたのはアイシャ率いる戦闘娼婦バーベラの部隊。血気盛んな戦闘の雄叫びが轟いてくる中、指示を仰ぐ彼女達にフェルズは小声でリリを呼びかけた。

「リリルカ・アーデ、彼女達の援軍先は──」

「そんな余裕ありません！　フェルズ様の方で何とかしてください！」

「あ、ああ……」

　フィンの言葉遣いを忘れるほどの激しい声に、フェルズ一同は気圧される。

「……それでは、【麗傑アンティアネイラ】達は同じアマゾネスがいる第四部隊の援護を──」

　一瞬考え込んだフェルズが、地図を見下ろしながら、余剰戦力として采配しようとすると、

『待ってくれ』

　別の『眼晶オクルス』から声が割り込む。

　フィンだ。

『余った戦力は分断された第五部隊、ベート達のもとへ送ってくれないか』

「【凶狼ヴァナルガンド】の？　どういうことだ、【勇者ブレイバー】？」

『アキの報告によれば、ベート達を罠にかけたのは仮面の怪人クリーチャー。そして僕達の推測通りなら、彼女は現状【最大の脅威】になりうる』

「……！」

『何より、親指が疼いているんだ。ベート達に援軍を回してくれ』

　場に落ちる沈黙。

　勇者の虫の知らせに、誰もが疑うことをせず深刻に受け止める。

「……【麗傑アンティアネイラ】」

『ああ、聞いてた。あのいけ好かない狼人ウェアウルフには借りがあるしね。罠にかかった場所を割り出して、行く場所を指示してくれ』


『やったぁーー！　ベート・ローガの場所に行けるっ!!』



　若干一名はしゃぐ少女の声を脇に、水晶の奥から移動準備の気配が漂う。

　盛んな声を上げて転進するアマゾネス達の中で、不意に、アイシャが尋ねてきた。

『そこに春姫ハルヒメはいるかい？』

　声がフェルズ達を飛び越えて、狐人ルナールの少女に投げかけられる。

　春姫ハルヒメが目を見張っていると、アイシャは問うた。

『来るか？』

　単刀直入の言葉。

　何も説明を介さない意思確認。

　ただ決意を問う。

　動きを止めていた『弱者』の少女は、ゆっくりと唇を揺らした。

「私わたくしは──」
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　傷口から溢あふれ出る鮮血は、もはや血の鎧と化していた。

　砕けんばかりに嚙み締められた歯の隙間からこぼれるのは、重苦に染まる呻吟だ。

　装備されていた両の手甲は既に砕けており、不条理に過ぎる攻撃が何度も被弾した腹部は、深刻な内部損傷を物語るようにドス黒い赤色に変色している。

　割れた頭からは今も血が流れ出ており、その灰色の毛並みを汚していた。

　だが、それでも『狼おおかみ』は猛々しい雄叫びを上げる。

「くそがァあああああああああああああああああああああああああッ!!」

　ベートは疾走した。

　腹の底から上げる叫喚に合わせ、体から紅の欠片が飛び散っていく中、目の前の『怪物』に牙を剝く。

「よく立つな、狼人ウェアウルフ……今の私の前で」

　対して、昏くらく淀んだ深碧しんぺきの瞳が無感動の言葉を吐く。

　悠然とたたずむフィルヴィスは、あしらうように、ベートの猛攻を弾はじいては防いだ。

　孤立する第五部隊は『壊滅』していた。

　大広間のあちこちで冒険者達が破壊された身を震わせ、血の泉に沈んでいる。

　もはやまともに戦えているのはベートのみだ。

　それと同時に、壊滅した第五部隊が『全滅』していない理由は、ひとえにベートが一人でフィルヴィスと交戦し続けているからだった。

　勝ち目のない一方的な蹂躙を、その身に浴び続けて、矢面に立ち続けている。


「ベートさんっ……！」



　周囲、震える体に鞭を打って立ち上がる者は、レフィーヤを含め僅かしかいない。

　ただ一人、暴威の嵐を浴び続ける狼人ウェアウルフを援護しようと、自分自身傷付いているレフィーヤは痛苦の渦を振り払って詠唱を行う。

「やめてくれ、狼人ウェアウルフ。それ以上、私の前で戦わないでくれ」

「っ……!?」

「──仲間を守るそんな高尚な姿、今の化物わたしには煩わずらわしいだけだ!!」

　憎悪に塗れた『怪物』の拳が、ベートの連打をかいくぐり、その肩に叩き込まれる。

　肺にも達する凄まじい衝撃がベートに吐血を強要した。

　ごぽっ、と響く水の溢れる音。

　立て続けに放たれる拳がボロボロの体を打ち、彼の内側から不愉快な音が連なる。

　もはやベートはフィルヴィスの『楽器』となっていた。

　乱雑な演奏が肉体を壊す音となって命を削り取っていく。肉は裂かれ、骨は砕かれ、まともな呼吸さえままならない。

　分身魔法エインセルを解除したフィルヴィスの強さは、異常だった。

　六年もの間、主神の命令によって暗躍し続け、来る日も『分身』とともに二つの戦場を渡り続けてきた彼女の『経験値』──『場数』は単純に言えば二倍。その戦闘経験は第一級冒険者達にも劣るものではない。

『技と駆け引き』はベートの方が僅かに上だが、それだけだ。

　かけ離れた潜在能力ポテンシャルを埋め合わせるには至らない。

　目を鋭く細めるフィルヴィスは、ベートが装備する双剣《デュアル・ローラン》を瞬く間に奪い、その双刃を両の腿へと突き刺す。機動力の源である『脚』を削がれたベートが硬直するのも束の間、繰り出されるのは、痛恨の一撃。

「がぁっっ!?」

【凶狼ヴァナルガンド】の蹴り技以上に鋭く重い回し蹴りが頭部に炸裂する。

　亀裂が走る頭蓋、血が迸る顳顬こめかみ、揺さぶられる脳。

　ベートの闘志ごと、意識を刈り取る決定打。

　決河の勢いで男の体が彼方へと吹き飛ばされる。

「【狙撃せよ、妖精の射手。穿て、必中の矢】────【アルクス・レイ】!!」

　レフィーヤが悲鳴の代わりに叫んだのは、詠唱。

　完成した『魔法』が膨大な精神力マインドと引き換えに放たれる。

【妖精追奏スキル】までフル活用して放たれた瞬間最大砲撃。Ｌｖ．４に上り詰めた超火力及び、自動追尾の属性を備えた絶対必中の大光閃が広間を一走する。

　その閃光の輝きを──フィルヴィスは受け止めた。

「なっ!?」

　レフィーヤの驚愕を他所に、僅かに眉をひそめ、はね返すのではなく、横へと薙ぎ払う。

　軌道をずらされ広間の隅に着弾する大光閃。

　過去レヴィスにもやられた、怪人クリーチャーにしかできない芸当。

　当時より格段に威力が上がっているにもかかわらず、なお防がれた。

「シッッ！」

　ベートを捨て置き、フィルヴィスは攻撃の矛先をレフィーヤに向けた。

　まるで団扇うちわを仰ぐように軽い仕草しぐさで、しかし腕が霞む勢いで振り下ろされた拳が床を叩き割り、衝撃の塊が発生する。超硬金属アダマンタイトの床まで難なく壊す一撃は、床にへばり付いていた緑肉をめくり上げ、おぞましい『怒涛どとう』を引き起こした。

「!?」

　レフィーヤに迫りくる緑塊の波ウェーブ。

　緑肉がまさしく『波濤』となって押し寄せる。

　咄嗟に取った回避行動も間に合わず、片腕を中心にした右半身に波ウェーブが喰くらいつき、しなる流体スライムよろしくレフィーヤを吹き飛ばした。

　骨に罅が走り抜け、魔杖《ティアードロップ》が粉々に砕け散る。

（強過ぎる──!!）

　装備を失い、半身を激痛に焼かれながら、レフィーヤの心が戦慄に荒れ狂う。

　攻撃、防御、ともに隙すきがない。

「──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　その時だった。

　レフィーヤとベートが吹き飛び、一瞬の隙を晒したフィルヴィスに向かって、地に倒れ再起不能を『偽装』していた冒険者達が勢いよく駆け出したのは。

　レフィーヤ達に帯同していた【ガネーシャ・ファミリア】だ。

　彼等は、腹を抉られていた。

　四肢を欠損していた。目が潰れていた。止まらない血を流していた。

　自分達はもう助からない。

　それを悟って仕掛けられた『特攻』。

　玉砕覚悟。

　後方で涙ながら呪文を紡つむぐ魔導士達に後を託し、一瞬でもフィルヴィスを押さえ、自分達ごと砲撃で焼きつくす心算だ。

　目を見開くレフィーヤが悲痛の叫びを上げて止める暇もなく、冒険者達は突貫する。

　それに対し、フィルヴィスは、




「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】」




　無情にも『詠唱』した。

「────────」

　レフィーヤは凍りつく。

　大広間を一瞬で支配する凶悪な『魔力』。

　本来の『白』ではなく、『暗黒』に染まった禍々しい魔法円マジックサークル。

　この場にいる全ての魔導士達に怖気おぞけを喚起させながら、片腕を突き出すフィルヴィスは、それを唱えた。




「【ディオ・テュルソス】」




　放たれたのは破滅の極雷。

　仕掛けられた特攻、冒険者達の覚悟、それらを無意味にする暴虐の雷霆らいていが、全てを閃光の奥にかき消した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　突撃した冒険者達は愚か、その後方にいた魔導士達もともに、消滅する。

　雷の奔流が射線上に存在したあらゆるものを呑み込んだ。

　そのまま大広間の壁を粉砕し、突き破り、甚だしい轟音と衝撃を生む。

　雷砲の雄叫びによって塗り潰された聴覚が、機能を取り戻し始める頃ころ……後にはもう、何も残っていなかった。

　漆黒の雷片とともに僅かに舞う黒い塵ちりが、冒険者達の末路を言い渡す。

「……そん、な……」

　穴のない攻撃と防御、そして威力がはね上がった『魔法』。

　超短文詠唱にもかかわらず、その出力は59階層で遭遇した『精霊の分身デミ・スピリット』の『魔法』にも相当する。あるいは、それ以上だ。

『最強の怪物』。

　本来の力を取り戻した完全体フィルヴィス＝エインを前に、一部始終を目にしていた冒険者達は心の声を一つにし、恐怖して、絶望した。


「ああっ……ぁぁぁぁ……!?」



　死んだ。

　紛れもなく、殺された。

【ガネーシャ・ファミリア】の冒険者が、フィルヴィスの手によって。

　何の躊躇ちゅうちょもなく命を奪われた。

　その事実にレフィーヤは打ち震える。喉からこみ上げてくるのは猛烈な吐き気だ。目の前の現実をもはや否定することなどできない。

　数多の命を奪ってきたというフィルヴィスの『罪』を、途方もない『業ごう』を、真の意味で見せつけられる。

　壊しつくされたベートが意識を絶ち、倒れ伏せる【ロキ・ファミリア】の団員達が蒼白になる中、レフィーヤの胸が深い悲しみによって軋きしんだ。

「やはり、こうなった……」

　立ち上がれないレフィーヤの視線の先で、フィルヴィスが頭上を仰ぐ。

　少女の形をした『怪物』の横顔は何の表情も浮かんでおらず、人形めいていた。

　それはぞっとするほどに美しく、異質で、陰惨だった。


「わかっていたんだぞ、私は。こうなることが……。なのに、レフィーヤ、お前はここに来てしまったから…………私は今、お前にそんな顔をさせてしまっている」



「っ!?」

「私は今、これから……お前まで殺さなくてはならない」

　傾かしげるように首の向きを変え、深碧しんぺきの色に変わった瞳が、レフィーヤの顔を映し出す。

　ずっと己の内に飼っていた『怪物の在りよう』を暴露したフィルヴィスは、独白した。


「どうして来てしまったんだ、レフィーヤ……どうして、どうしてっ。だから言ったじゃないか……『オラリオから離れよう』と。お前があの時、頷いてくれさえいれば……せめて全てが終わるまで、心の壊れた人形でいてくれたならっっ……」



　長い夜の髪を揺らし、フィルヴィスは生気を感じさせない双眸で、傷付いたレフィーヤを射抜いた。

　その声音は悲しみにも、怒りにも、憎しみにも、絶望にも聞き取れる感情を帯びて、両の拳の皮が破れて肉が滴したたり落ちるほど握り締める。


「殺したくないのに……お前だけは殺したくなかったのにっ……でも死ぬというのなら、いっそ私の手でっ……………………ああ、だが、待てよ？」



　そこで、天啓を得たように。

　憤怒と悲嘆を同時に滲ませていた彼女は、うっすらと笑みを浮かべた。

「お前にも『魔石』を埋め込んで、私と同じ存在にさせようか？」

「なっ──」

「もしかしたら……レフィーヤも堕おちるかもしれない」

　言葉を失うレフィーヤを他所に、フィルヴィスの顔に歓喜が生まれた。

「ああ、それはいいかもしれない！　いつも綺麗事を言うレフィーヤ！　無垢むくな子供のように振る舞うレフィーヤ！　美しいレフィーヤ!!　私はいつもお前に苛いらついていたんだ！　眩まぶしいお前の前で、私は常に惨みじめだった！　お前も、抜け出すことのできない絶望に閉じ込められてしまえばいい!!」

　レフィーヤは息を呑んだ。

　それはレフィーヤの見たことのない笑み、見たことのない喝采だった。

　フィルヴィスは哄笑こうしょうしながら昏い愉悦に染まる。

　偽らざる本心を晒し、レフィーヤを道連れにした甘美な破滅に今から陶酔する。

　しかし、そこではたとフィルヴィスの動きは止まった。

　まるで黒い欲望に抗うように、両手で頭を抱え、力なく左右に振られる。

「……いや、だめだ。そんなことは、だめだっ。レフィーヤを汚よごしてはいけない……私と同じ存在なんて……レフィーヤを穢けがすなんてっ」

「……フィルヴィス、さん……」

「ならば、やはり殺すしか……葬るしか……ははは、私がレフィーヤを、殺すしか……」

　ぽたぽた、と。

　地下に降る雨が床を濡ぬらす。

　緑肉が取り払われた石畳の上に落ちるのは、瞳からこぼれる滴しずくだった。

　フィルヴィスは嗤わらって、泣いていた。

　制御できない感情によって人格を無数に割られたがごとく、支離滅裂な独白を繰り返す。

　肯定と否定、歓喜と悲愴、喝采と自責。

　妖精の誇りと怪物の憎悪。

　まるで白いフィルヴィスと、黒い仮面エインが交互に叫び合っているようだ。

　レフィーヤは理解してしまう。

　フィルヴィスが常に『魔法』を行使し、分身し続けていた理由を。

　──怒り、絶望、憎しみ……私に全てを預けておいて、何を悲劇振っているんだ。

　──私に全て汚れ仕事を押し付けていたくせに。

　分身に自身の『闇』──絶望を始めとした負の感情を押し付けなければ、精神などまともに保っていられないほどに、少女の心は既に限界を迎えていたのだ。

　とっくのとうに、フィルヴィス・シャリアは壊れていたのである。

　自分が化物であるという『毒』が、妖精である彼女を苦しめ、今も殺し続けている。

　二律背反、自己矛盾。

　決して死ぬことはできず、神の甘言に縋すがることしかできない、哀れな傀儡。

　延々と自己崩壊に苛さいなまれる独りの妖精。

　フィルヴィスは六年前の悪夢から、ずっと出口のない迷宮をさまよい続けているのだ。

　ある筈もない光を求めて、闇に埋もれ続けながら。

　ぎりっ、とレフィーヤの歯から音が鳴る。

　力を失っていた手が、ゆっくりと、拳を作る。

「……どうして泣いているんだ、レフィーヤ？」

　大切な友が、頰を伝う滴に問いかける。

　不思議そうに、何もわからない子供のように、紺碧こんぺきの瞳から溢れる涙に向かって。

「怖いのか？　安心していい。痛みなど感じないように、一瞬で終わらせてやる」

　慈愛と残酷さが同居した無機質な声。

　かつて自分を励ましてくれた少女の声音と全く似ていないにもかかわらず、今の言葉が重なり合い、レフィーヤの頰を伝う滴は増した。

　レフィーヤ・ウィリディスは、まだ『幻想』に甘えていた。

　フィルヴィスが生きていると知って、まだやり直せると、心のどこかで都合のいい希望に縋っていた。彼女が『罪』を犯していたとしても、自分も一生を捧げて共に贖あがない続けるつもりだった。

　しかし今、フィルヴィスは泣いているのだ。

　誰よりも苦しんでいるのだ。

　黒い絶望は主神を崇拝することで、必死に自己を肯定し。

　白い心は自壊を繰り返し、ひたすらに苦しみ続けて。

　フィルヴィスはもう止まらない。止まれない。たとえディオニュソスを失ったとしても、彼女は神意しんいに従って都市オラリオの破壊に殉じる。でなければ、彼女が背負った罪は全て無意味になるから。もはや己の存在を否定することと同義だから。

　そして、たとえ大本の『穢れた精霊』を討っても、眷族である彼女はともに滅びる。

　フィルヴィスの道に待ち受けるものは、確約された破滅のみだ。

　彼女が偽りの救済を得るとしたら、それは主神が神意を遂げた時だけだ。

（初めて……）

　拳を作った手が、震えるほどに握り締められる。

（初めて……こんなにも、神様が、憎いと思った……）

　指の隙間から怒りが滲み出し、レフィーヤの心が壊れてしまいそうなくらい打ち震える。

　さぁ、『選択』の時だ。

　答えを出さなければならない。

　光の聖職者としてではなく、英雄としてですらなく。

　一人の同胞として。

　彼女の友として。

（このままじゃあ、都市は滅びる……）

　握り締められた拳が力を生む。

　罪を背負い、今も苦しみ続けている少女を見据える。

（このままじゃあ、フィルヴィスさんは苦しみ続ける……）

　傷と痛みに挫けていた体が、意志を取り戻す。

　深碧しんぺきの瞳の奥に昔日の彼女の眼差しを見つけ出し、決意する。

（だから、私は……！）

　両の脚は、立ち上がっていた。

　目を見張るフィルヴィスの前で、レフィーヤは言い放った。




「──貴方を倒す!!」




　この言葉を、この選択を、レフィーヤ・ウィリディスはきっと後悔する。

　そんな未来に待ち受ける後悔を絶対に忘れないように、立ち塞がる今から目を逸そらさない。

　レフィーヤは泣こう。

　レフィーヤは叫ぼう。

　自分一人で永遠の悲しみを背負せおおう。

　だからその悲しみと引き換えに──フィルヴィスを救おう。

　これ以上の『罪』が彼女を穢す前に。

　矛盾した彼女の笑みと涙を取り払うために。

　彼女フィルヴィスが私レフィーヤにくれた高潔を返すために。

　救済と破滅が同義の『選択』を、レフィーヤは握り締めた。

「貴方を倒して、貴方を止める！　貴方の誇りを、もうこれ以上穢させはしない!!」

　破壊された魔杖《森のティアードロップ》の代わりに腰から引き抜くのは、二振りの武器。

　短剣ソードと短杖ワンド。

　魔法剣《ティアーペイン》、そして魔杖《護手まもりてのホワイトトーチ》。

　フィルヴィスが捨てた武器をもって、彼女を救う。

「……そんな武器で、私を倒すだと？　無理だな、レフィーヤ。そんなものでは不可能だ」


「っ……！」



「今のお前には、あの狼人ウェアウルフも、仲間もいない。今のお前では、私を倒せない……」

　悲しみに染まる殺意を漏らしながら、フィルヴィスはゆっくりと体の向きを変える。

　彼女の言葉通りの状況を前に、しかしレフィーヤは決して決意を翻ひるがえさない。

　ゆっくりとこちらに向かってくる友に、身構えて迎え撃とうとした瞬間。




「ベート・ローガぁ──────!!」




　空気を読まない少女の声が鳴り響いた。


「大好きな雄の危機ピンチにレナちゃん颯爽さっそうと登場！　ベート・ローガ、貴方のお嫁さんが来たよー！　──って、イヤァアアアアアアアアアア!?　ベート・ローガが死んでるぅぅぅぅぅぅ!?」



　レフィーヤとフィルヴィスの視線を奪うのは、騒ぎ立てる一人のアマゾネスだった。

　少女と女の間を揺れ動く可憐かれんな彼女はぼろぼろのベートを見つけるなり、動転の極致に陥った。

　アマゾネスの少女、レナである。

「うるさい。少し黙ってな」

「あいたー!?」

　そんな彼女が連れてきたのは、『援軍』。

　頭を叩いてレナを黙らせるアイシャを皮切りに、元【イシュタル・ファミリア】の戦闘娼婦バーベラが続々と姿を現す。

「なぜ私まで……」

　そこには無理矢理連れてこられたアスフィの姿もあった。

　驚愕する【ロキ・ファミリア】を他所に、更なる『援軍』の到着は止まらない。

「連れて来たぜー！　アスフィー！」

　アイシャ達とは別の通路から犬人シアンスロープのルルネが現れ、大きく手を振る。

　彼女の後に続くのは、フード付きのロングケープを羽織った一人のエルフである。

「リオン！」

「遅れました、アンドロメダ。病み上がりの身ではありますが……借りを返しに来た」

　剣や刀など、【ヘルメス・ファミリア】が貸し与えた複数の得物で武装する冒険者の横顔は、レフィーヤにも見覚えがあった。

「以前、途中で投げ出した不義理に報いるためにも、今度こそ助太刀すけだちさせてもらいます」

　18階層で少年ベルともどもレフィーヤを救ってくれた、『覆面の冒険者』だ。

「貴方も間に合ってくれたとは、朗報です！」

「できる限りのことはしましょう。道すがら簡潔な経緯は聞きましたが、私以外にも援軍が？」

「ええ、ベル・クラネル達も援軍に来ています！」

「────────」

「って、おぉぉーい!?　何もないところで転んだぞアイツー!?」

「リオーン!?」

　と、突如として巻き起こる漫才ドタバタ。

　本当に腕利ききの用心棒なのかと疑いたくなる光景にルルネが叫び、アスフィの悲鳴も続く。

　レフィーヤも汗を流して時を止めてしまう中、ぐしぐし、と鼻もとを片腕で拭ぬぐう覆面の冒険者は、何事もなかったかのように立ち上がった。

「今の私の前で、彼の名前を挙げないでください。調子が狂う」

「何があったんですか、貴方達……」

「わかりません。ただ妙な動悸がする」

　呆れと胡乱うろんを混ぜたアスフィの眼差しを無視する同胞の姿に、色々な意味で呆然となっていたレフィーヤは、呟いた。

「アスフィさん、ルルネさん……みなさん」

　何度も共闘したアスフィやルルネはもとより、今日まで歩んできた軌跡の中で得た奇妙な縁に、レフィーヤは驚きを隠せない。

　彼女達を助けに来たアイシャ達は、しかし余裕のない表情で口を開いた。

「指示に従って、派手な音が鳴りまくってる方まで来てみれば……何だい、ありゃあ」

「まさか……同族？」

　アイシャも、覆面の冒険者も、フィンから『説明』を聞いているアスフィでさえも、戦慄を隠せない様子でその『敵』を見つめる。

　その重圧じみた存在感から、彼女が秘める潜在能力ポテンシャルに歴戦の冒険者達も気付いている。

　人と呼ぶにもモンスターと呼ぶにもそぐわないフィルヴィスの姿に、ルルネが大きな音を立てて唾を呑み込んだ。

「【麗傑アンティアネイラ】に【万能者ペルセウス】……そして、まさか【疾風】か？　どちらにせよ、意味はない。今更Ｌｖ．４など」

　禍々しい気配を帯びるフィルヴィスは億劫そうに援軍の面々を一瞥した。

　アイシャ達は今のレフィーヤと同じＬｖ．４。

　迷宮都市の中でも頭一つ飛び抜けた歴とした実力者だ。

　しかし、Ｌｖ．６のベートさえ倒した今のフィルヴィスの前では、その力も霞む。

　怪人クリーチャーの言葉は誇張でも何でもなく、彼我の力の差を感慨もなく告げるものだった。

「……確かに、アンタはヤバそうだ。認めたくはないが、私達をあっさり殺せるんだろう」

　フィルヴィスの挙動から片時も目線を剝がさないアイシャも認めた。

　その頰にうっすらと汗が伝う。

　しかし、彼女は不敵な笑みを浮かべてみせた。

「Ｌｖ．４のママならな」

　次の瞬間。

　戦闘娼婦バーベラの陰に隠れていた『妖術師』が、魔力を解放させる。

「【ウチデノコヅチ】──【舞い至れ】！」

　弾けるのは金色の光。

　狐人ルナールの春姫ハルヒメが彼女のみに許された『妖術』を行使する。

　アイシャ、覆面の冒険者、アスフィ、都合三つの光が連鎖し、付与される。

「この光は……！」

「あんたは経験があるだろう、【疾風】」

「これが『階位昇華レベル・ブースト』ですか……あの女神イシュタルさえ狂喜させ、破滅させた反則級の妖術」

　金色の光粒に縁取られた覆面の冒険者、アイシャ、アスフィが口々に言う。

『階位昇華レベル・ブースト』。

【ロキ・ファミリア】も港街メレンや迷宮街ダイダロスどおりの戦いで度々確認していた規格外の力。

　文字通りＬｖを一段階上昇させる『妖術』の使い手はサンジョウノ・春姫ハルヒメ。【イシュタル・ファミリア】から【ヘスティア・ファミリア】に改宗コンバージョンした経歴を持つ狐人ルナールの少女は、光の尾を生やしながら、消耗のため乱れる呼吸を必死に律しようとしていた。

「力が……！」

　更に『階位昇華レベル・ブースト』の恩恵は、レフィーヤにまで。

　光を付与されたことで漲る力を実感しながら、その桁けた外れの権能にレフィーヤは戦慄する。

　疑似的な【ランクアップ】、そして都合四名の同時昇格。

　それが意味することはつまり、

「──Ｌｖ．５が、四枚」

　異常事態イレギュラーの塊である怪人クリーチャーのフィルヴィスでさえも、その事実に目を剝かざるをえなかった。

「レナ、【凶狼ヴァナルガンド】を叩き起こせ！　そいつの力も必要だ！」

「う、うん！」

「ルルネは戦闘娼婦バーベラ達とともにサンジョウノ・春姫ハルヒメを守りなさい。命を賭して。攻撃に加わらなくて構いません。彼女の妖術が途切れた瞬間、私達は敗北します！」

「わ、わかった！」

「それと、レフィーヤ・ウィリディス……どうか援護をお願いします。私達だけでは、アレを押さえ込めません」

　アイシャの声にレナが頷き、アスフィの指示を受けてルルネ達が過剰とも言える護衛の陣形を敷く。最後にアスフィは、レフィーヤに懇願を投げかけた。

　派閥も所属もバラバラな、何だったら連携さえ試したことのない、まさかの空想の共闘ドリーム・パーティ。

　何の因縁もない、彼女達の力を借りて、フィルヴィスに挑む？

　それが正しいことなのか、レフィーヤにはわからなかった。

　疑似的にＬｖ．５に至ったことで生じる全能感もあいまって、レフィーヤは今の自分が興奮しているのか動揺しているのか判別がつかない。

　アスフィの懇願に対して返答に窮していると、

「……【千の妖精サウザンド・エルフ】。私は貴方達の事情を知らない。ですが」

　それまで黙っていたエルフの冒険者が、覆面から空色の瞳を覗かせながら、告げた。

「いかなる手段を用いてでも、ああなった同胞を止めることこそ、貴方が遂げなくてはならない務めの筈だ」

「っっ！」

　同じエルフにそこまで言われ、心が決まった。

　決然とした意志を胸に装塡し、レフィーヤは『魔導士』として、その言葉を告げる。

「私を守ってください!!」

　戦場を貫く大音声。

　自分に許された唯一の杖ぶき、そして友の短剣ソードを握り締め、アイシャ達に高らかに告げる。

「私は魔導士です！　私を守ってくれる貴方達を救ってみせる!!」

　それはアスフィやルルネが一度、耳にしたことのある言葉だった。

　他ならない24階層の戦いで、少女が決意を誓いに変えた宣言。

「私は、あの人を止めたい！　だから!!」

　そしてその眼差しは、今は最大の敵となったかつての友へと注そそがれる。

　鋭い視線を交わし合うレフィーヤとフィルヴィスを眺めていたアスフィは、無言で眼鏡の位置を直した。

「……千の妖精サウザンドの『指揮』で動きます。構いませんね、リオン、アイシャ」

「彼女はリヴェリア様の後継者。何より今、強き意志を示した。異存はありません」

「もとより後衛はあいつしかいないだろう。私達が指示を出す余裕なんてありゃしないよ」

　アスフィの確認に、覆面の冒険者も、アイシャも異存を挟まなかった。

　それどころか一瞥もせず、その眼差しをかつてない『怪物』に縫い止める。

　互いの得物を構え、鳴らし、臨戦体勢へと移行する。

「……いいだろう、まとめて叩き潰してやる」

　目を見開き、圧倒的な殺意を解放するフィルヴィスは、光の加護を纏う冒険者達と対峙するのだった。


















　現在の人造迷宮クノッソスにおいて、局地的な衝突を除けば、主たる戦場は八つあった。

『精霊の分身デミ・スピリット』と各部隊が交戦する都合六つの大空間。

　レフィーヤ達とフィルヴィスが対峙たいじする大広間。

　そして、

「おおおおおおおおっ!!」

「！」

　レヴィスとアイズが死闘を繰り広げる空洞である。

　穢けがれた肉の鎧よろいを身に着ける怪人クリーチャーと漆黒の嵐あらしを纏まとう剣士が激しく斬り結ぶ。

　人外の膂力は戦場となる広間を砕き、黒き気流を纏う銀剣は衝撃を生んだ。鮮血の色の紅い髪が激しくなびき、金の長髪も掠かすめていく斬撃によって数本が斬り飛ばされては舞っていく。

　剣の間から火花をもたらす轟音ごうおんを発し、両者互いに威力を利用して飛び退く。

　そよ風、とは言い難い烈風を起こしながら姿勢を制御するアイズは難なく床に着地した。

　対してレヴィスは床を削る爪痕つめあとを残しながら、純然たる脚力のみで停止する。

　距離が空く中、顔を上げた二人は油断なく睨にらみ合う。

「冒険者どもめ……まだこれほどの戦力を隠し持っていたか」

　レヴィスが忌々いまいましそうに舌を打つ。

　先程から、ぱらぱらと、ずっと頭上から石片が降っていた。

　上層の階フロアで繰り広げられている戦闘、その余波だ。それが精霊達の一方的な蹂躙じゅうりんではないことは、幾重にも轟とどろき合う冒険者達の叫喚きょうかんが教えてくれる。勇敢な叫び声は迷宮を震わせる震動となって、アイズ達が今いる十二層にも届いていた。

「いつの時代も、オラリオはオラリオか」

　言って、レヴィスは不意に顔を上げる。

　視線の先にあるのは、自分達が落ちてきた縦穴だった。

　アイズが漆黒の風をもって破壊した穴は徐々に修復が進んでおり、ゆっくりと緑肉が塞ふさごうとしている。

　落下してきた穴の深さをじっと見つめていたレヴィスは、視線をアイズへと戻し、呟つぶやいた。

「だが……『終わり』だ」

　その言い方に、アイズは眉まゆを怪訝けげんの形に曲げた。

　その意味深な言葉に、確かに疑問を覚えた。

「ここまで落ちてきて……お前は運が良かったな、アリア」

　再生の蒸気を上げる怪人クリーチャーは、やはり何の感慨もなさそうに、呟いた。
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「持ち直したか……」

　ロキは静かに呟いた。

　伝わってくるのは冒険者達の雄叫おたけびだ。携えている『眼晶オクルス』から響く勇ましい鯨波は水晶自体をも振動させ、士気の上昇振りを如実に語る。

　依然、戦場は予断を許さない。

　だが、全体を俯瞰ふかんして見れば押し返したと言っていい。

　フィン達の作戦が成功し、形勢が逆転したことをロキは悟った。

「盤面は引っくり返ったみたいやな、ディオニュソス」

　顔を上げ、対峙する神物じんぶつを鋭い眼差まなざしで穿うがつ。

　この決戦にロキ達はオラリオの全戦力を投入した。

　名だたる上位派閥、更には港街メレンの手まで借りて。

　たとえ六体の『精霊の分身デミ・スピリット』がいようとも、力を結集さえすれば、これを打ち破ることができる。

　それが冒険者だ。

　それがオラリオだ。

　ここは『英雄』が生まれる『約束の地』。

　人類の存亡を巡り、何度も破滅を打ち破ってきた下界最後の砦であると、ロキは突き付ける。


「…………」



　ディオニュソスは、うつむいていた。

　先程までの狂喜は鳴りをひそめ、ロキの声をその身で受け止めている。

　松明たいまつの光が、床に伸びる彼の影を揺らしていた。

「ディオニュソス、自分の企たくらみは──」

　ここで終わり。

　ロキがそう告げようとした時だった。


「くっ、ひ…………ひひひっ…………」



　男神おとこの唇から、必死に堪えていた衝動が漏もれ出たのは。


「くひひひひひひひひっ……！　ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ!!」



　ゲラゲラと。

　ゲタゲタと。

　ディオニュソスは、笑った。
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　その時、フィンは『長考』に移っていた。

（──後は何が来る？）

【フレイヤ・ファミリア】の援軍、更に同胞リリの申し出によって、指揮に費やされていた思考には幾許いくばくかの余裕が生まれていた。

　無論やるべきことはあるが、先程までの負担と比べれば雲泥の差だ。自分が直率する第一部隊の指揮はシャクティ、前線の切り込みはアレンに任せればいい。

（オッタル達の援軍によって形勢はほぼ覆くつがえった。怪人クリーチャー達はともかく、六体の『精霊の分身デミ・スピリット』に関してはこのまま封殺できる）

　既にこの人造迷宮クノッソスには数え切れない冒険者達が集結している。

　それは『余力』と言ってもいい。敵の抵抗が激しい盤面には【ヘスティア・ファミリア】を始めとした余剰戦力を投入し、捕えられていた人質もラウル達たち予備隊に救出させた。ベート達のもとへ【麗傑アンティアネイラ】達の援軍を送り込めたのも、戦況の趨勢がこちらにはっきりと傾いたからに他ほかならない。

　不穏分子を潰つぶすため、フィンは限りなく手を打った。

　それこそ敵の反撃の芽を全て刈り取ってみせた。

（だからこそ、上手うまく行き過ぎている）

　フィンの脳裏に過るのは、はっきりとした『予感』だ。

　このままでは終わらない、いや終わらせることなどないという、『エニュオ』への直感。

　見え始めた希望の光に冒険者達の士気が存分に高まる中、フィンだけはぬか喜びを享受しない。こちらに傾いた戦局の天秤てんびんを、勝利の前触れであると見なすことを拒んだ。

（この感覚は先日の『第一進攻』の時と同じ。人造迷宮クノッソスを攻め落とす寸前まで追い詰め、そこから盤上を引っくり返された）

　正確には盤上ごと叩たたき斬られた。

　椅子いすに座り、駒を指していたフィンの目の前で、突如横から現れた神エニュオは剣を振り下ろし、勝負ゲームをなかったことにした。

　あの時の流れと、今この時は酷似している。

（同じ轍てつを踏むわけにはいかない。そもそも前回の経験を踏まえるなら、『エニュオ』は僕達と同じ土俵で戦おうとすらしていない）

　大秘術の発動と、それの阻止。

　前者がフィン達の敗北、後者が勝利。

　果たしてこの戦いは、本当にそんな単純な構図なのか？

　フィンの心中で渦巻く『疑念』はそれに尽きる。『眼晶オクルス』から伝わる各部隊、各地点での善戦を聞き入れつつ、ありとあらゆる『局面』と『選択肢』を精査しながら、先の一戦で己おのれが感じた『エニュオ』自身への見解にも思考を及ばせた。

（エニュオは戦術的勝利はおろか、戦略的勝利すら欲していない。それが『神のやり方』。試合にも勝負にも負けようが、『結果』だけを求める。『結果』さえ伴えば過程など頓着しない。奴やつには信条ポリシーも騎士道も美学も、いっそ敵にかける最低限の敬意すら存在しない。エニュオは今も、剣をもって盤上ごと叩き斬る時を待っている──）

　それはフィンの悲観的観測か。

　いや、否いなだ。

『親指』は疼いている。

　危険を知らせるフィンの勘は、これまでにないほど疼痛を上げ、『警告』を上げている。

　今回こそ読み負けるな、今度こそ『神』を下せ、そう叫んでいる。

（エニュオは理知的かつ狡猾、残虐非道の無慈悲な神。そこに疑いの余地はない。だが、同時に──ロキ達のような『娯楽』を楽しむ節が少なからずある！）

　犯神はんにん探し。

　神々への挑戦。

　女神デメテルへの誤解誘導ミスリード。

　計画シナリオの遂行は絶対としながらも、事件を追う側のもがき、戦慄的スリリングな刺激を常に求めている。

（その上で、敗北した敵の悲鳴を至上としている！　そう、まさに希望から絶望に突き落とされた僕達が上げる『狂乱オルギア』を求めて！）

　脳内で作り上げられる黒幕エニュオの神物評プロファイル。

　闇に浮かぶ三日月の嘲笑を前に、フィンの思考は高速で加速した。

（『エニュオ』が敷いた線路レールには必ず意味がある！　何かしらの暗示ヒントが！）

　回想するのは、これまでの事件。

　50階層の安全階層セーフティポイントに出現した女体型──これはほぼ間違いなく『穢れた精霊』側の仕業。

　怪物祭モンスターフィリアと食人花──敵の計画シナリオの一環であるが美神フレイヤの『遊び』が併発したために不発。

『宝玉の胎児』をめぐる怪人クリーチャーとの18階層の攻防──経緯を顧みるにこれも完全な計画外イレギュラー。

　24階層の食料庫パントリー──ここで初めて敵の目的が示唆される。

　そして未到達領域59階層の死闘──。

（──59階層）

　その時。

　その単語によって。

　フィンの思考に、火花が散った。

（僕達が初めて確認した『精霊の分身デミ・スピリット』は、何故なぜあそこに配置されていた？）

　生じる自問。

（脅威のお披露目？　計画シナリオの提示？　試練を乗り越えた者に与える神の『飴』？）

　発生する矛盾。

（そもそも『精霊の分身デミ・スピリット』の存在すら知らなければ。あの強大な『実物』を目にして『実感』を得なければ。僕達の対応は遅れ、大術式は発動し、オラリオは完璧かんぺきに消滅した筈）

　生起してしまった疑念。

（いや、そもそも、あの『精霊の分身デミ・スピリット』の脅威に触れたからこそ、僕の思考は『精霊』の殲滅に変更シフトされて──）

　至る帰結。

（──すなわち、思考を誘導された）

　弾はじける視界。

　脳裏に閃光が走り抜け、真っ白に染め上がる。

　フィンは弾かれたように顔を振り上げた。

　強要される『精霊の分身デミ・スピリット』の六ヵ所同時撃破。

　オラリオの最強戦力を集中せざるをえない『必然的状況』。

　つまり、今、この人造迷宮クノッソスには迷宮都市オラリオが有する戦力カードの全てが揃っている。

「──まさか!?」

　敵の『真の狙ねらい』は、都市の崩壊ではなく──
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「急ぐっす！　団長達が戦っている間に、人質を全員解放するっす！」

　ラウルは小隊パーティの冒険者達に声を打った。

　いくつもの足音をばらまき、緑肉が張り巡らされた通路を駆け巡る。

　現在地は引き続き人造迷宮クノッソス十一層。

　ラウル達は今も『人質』の救出に当たっていた。捕えられていた【デメテル・ファミリア】の団員を発見すること数度、彼女達を外に送り届ける者とその護衛を、何度も予備隊の中から切り分けた。よって小隊パーティの数も今や十名を割ろうとしている。

（次に人質を発見した時は、一度自分達も人造迷宮クノッソスの外へ脱出して……！）

　そのように考えを巡らせていた、矢先のことだった。

「えっ？」

　その『不気味な音』が聞こえてきたのは。

「ラ、ラウルさん……」

「これって……」


「…………」



　団員達の反応を見て、すぐに自分だけの幻聴ではないことを悟る。

　ラウルは一瞬無言になって、視線を片手が持つ地図へ落とした。

　模写された『人造迷宮クノッソスの設計図』。先程まで走りながら睨みつけ、隠し部屋が存在してもおかしくない空間スペースを血眼になって探していた。──探してはいたが。

　背後を振り返る。

　同じ模写図を持つ地図作成者マッパーの少女ラクタは、ラウルの『危惧』を正確に把握したように慌あわてて顔を左右に振った。曰く、『周辺に隠れた巨大な空間はありません』と。

　少女の肯定を得たにもかかわらず、冷たい汗が首筋を伝った。

　ラウルには、フィンの『直感』のような超越的な『勘』の冴さえなど存在しない。

　しかし、そんな凡人のラウルをして、限界まで張り詰めた弦のような『予感』が、筆舌につくしがたい胸騒むなさわぎをもたらしていた。


「…………行くっす」



　舌がもつれなかったことが、何故か、奇跡のように思えた。

『音』が聞こえてくる方角に、ラウルはつま先を向ける。

　向けざるをえなかった。

　短く発した彼の指示に、団員達も返答を忘れながら付き従う。

　響いてくるのは奇怪な重低音。

　まるで迷宮そのものが上げているような音の連なり。

　大きくなっていく。

　強くなっていく。

　音源のもとへ近付く度に、細い通路を進んで何度も角を曲がっていく内に、その音の丈が徐々に徐々に高まっていく。冥府の底から這はい上ってくるような、おどろおどろしい『声』がはっきりと聞き取れるようになる。

　もはや耳を澄まさずとも容易に聞き取れるようになったにもかかわらず、小隊の構成員メンバーは息をひそめることを止めなかった。誰もが震えそうになる唇を、手足を押さえ込むことに躍起になっていた。

　先頭に立つラウルは、表情から静かに血の気を失いながら、前へ進み続けた。

　そして。

「──────────」

　ソレを見てしまった。




「【ヴェルグス】！」

　バーチェが放つ『毒の拳こぶし』が精霊の触手に喰くらいつく。

　手に一点集中された付与魔法エンチャントの効果は凄すさまじい。瞬く間に緑肉を腐らせ、黒紫色に蝕むしばんでいく『猛毒』に、『精霊の分身デミ・スピリット』は堪らず悲鳴を上げて触手を切り離した。

　すかさず、その隙すきを縫ってティオネとアルガナが精霊本体に斬りかかる。

　二刀の湾短刀ククリナイフが腕を断ち切り、蛇のごとき徒手空拳が肉体を破壊して、おまけとばかりにティオナの大双刃ウルガが叩き込まれた。

「あともーちょい！」

「『魔石』に中々届かないわね！」

「だが、あれはもう死ぬ！　ははははっ、私が殺してやるぞ！」

　遮二無二しゃにむにに振り回される触手に振り落とされるも、床に着地するなりティオナとティオネは損傷ダメージの手応てごたえに舌を舐なめた。アルガナに至っては物騒に騒ぎ立てる始末だ。

　しかし彼女の言葉通り、『精霊の分身デミ・スピリット』は深く傷付いていた。

　触手はバーチェ率いる迎撃隊によって多くが断たれ、あるいは『猛毒』の餌食となって腐り落ち、その数を激減させている。『魔力』もようやく底をつきつつあるのだろう、無敵の『自己再生』の速度が著しく下がっていた。

　片腕を修復させる『精霊の分身デミ・スピリット』本体は今も悶えている。

　詠唱もまた、その唇から続かなくなって久しい。

「戦況は完全に逆転……これが闘国テルスキュラ、いいえティオナさん達女戦士アマゾネスの力ですか」

　治療師ヒーラーのアミッドの目から見ても戦いの趨勢は明らかだった。

　五十を越すアマゾネスの戦線維持に加え、【ロキ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】の魔導士による後方支援。何より四人のＬｖ．６による攪乱及び強襲。そこにフィンの指揮が加われば『精霊の分身デミ・スピリット』といえども陥落を間近にするのは道理だ。

　このままいけば──アミッドがそのように勝利を確信した時だった。

「えっ？」

　視界に映った光景に、ティオナやティオネともども、呟きを落とした。




「おい、ガレス……何だ、アレは」

「儂が知るものか！」

　第三部隊。

　椿ツバキの呆然ぼうぜんとした問いかけに、ガレスは堪らず怒鳴り返していた。

　ティオナ達第四部隊とは別の場所でも、冒険者達はその光景を目まの当たりにする。

「これまで目にしてきた修復か？」

「いいや様子がおかしい」

「明らかに肉体が肥大している」

「あれは……『変異』だ」

　椿ツバキ達【ヘファイストス・ファミリア】から無理矢理奪った『精霊旗せいれいき』を提げながら、小人族パルゥムのガリバー兄弟達も兜の奥で鋭く双眼を細めた。


「っ……！」



　ボコボコと奇怪な音を立てて、『精霊』の輪郭シルエットが変わっていく。

　より醜悪に、よりおぞましく。

　その場に居合わせるヤマト・命ミコトは声をなくし、確かな『恐怖』を抱いた。




「おい……さすがに燃料マインドも切れそうだぞ」

　第二部隊の中で、度重なる『対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア』と『魔剣』の乱射で戦闘に貢献していたヴェルフが、苦し気に目を眇める。

　これまでの『自己再生』の際に生じていたものとは一線を画する、大量の蒸気。

　大空洞そのものの温度を上昇させる湯気は超高熱のそれで、まるで『精霊の分身デミ・スピリット』そのものが火山に変わったかのようだった。

「強力な『魔法』耐性を確認……相殺そうさいの具合を見るに、あれはもうただの肉ではなく、『魔力』を帯びた外殻がいかくだ」


「…………」



　超短文詠唱の迅雷を早撃ちし、『それ』の反応を観察するヘディンが舌打ち交じりに語り、黒剣を持つヘグニが無言で『それ』を見上げる。

　女戦士のイルタが率いる【ガネーシャ・ファミリア】が放心する隣で、リヴェリアは思わず吐き捨てていた。

「精霊の皮を被かぶった化物め……ここまで追い詰めておいて『奥の手』など、ふざけるなよ！」

　その言葉が、蒼白そうはくとなる冒険者達の心中を如実にょじつに代弁していた。




「ア、アキさん……！」

「……!!」

　第五部隊のアナキティもまた、思わず歯を嚙かみ締めた。

　発生する蒸気とともに『変異』していた『精霊の分身デミ・スピリット』の肉体が、黒く染まっていく。

　まるで地盤が割れるように、漆黒化する体皮に亀裂が走っては内から紅の光がぼんやりと発光する。全身を犯す紅の線条ラインは、まるで精霊そのものが『汚染』されているようにも見えた。

　肥大化し、漆黒化し、純粋なる力に支配されていく。

「これは……」

　オッタルもまた、瞠目をせざるをえなかった。

　冒険者達の目の前で、漆黒の色に染まる『精霊の汚染体』が、おぞましい産声を上げた。





「ああぁ……？　あああああああああぁぁ……!?」



　目の前の『存在』に対し、ラウルは理性を手放さないようにするのがやっとだった。

　十一層に存在する大広間。

　正確には、そこは大広間ですらなかった。

　ただ壁を破壊して回って、何枚もの障壁をブチ抜き、大通路といくつもの広間ルームを貫通させ、無理矢理作り上げられた空間の連なり。

　地図に載っている筈などない『新たに造られた巨大空間』でなければ収まらない大巨軀きょくが、そこに鎮座していた。

「りゅ……『竜』!?」

　悲鳴を漏らすラクタ達の言葉違わず、その総軀はまさしく『竜種』を象るものだった。

　三対六枚の翼、険しい天峰から切り出したような歪いびつな爪、語る必要のない鱗うろこに包まれた巨大過ぎる胴体、そして悪魔のような竜頭。

　その全てが他の『精霊の分身デミ・スピリット』と同じく『祭壇』たる迷宮と一体化している。

　どくっ、どくっっ、と妖あやしい紅の光を放ちながら周囲で脈打つ緑肉は、並ならぬ竜の鼓動のようだ。

　体皮の色は全てを塗り潰す漆黒。

　その上を、禍々まがまがしい紅の線条ラインが血管のように走っている。

　巨大な竜頭の下、胸部に当たる位置に埋まるのは『精霊の分身デミ・スピリット』の本体である。

　広げられた両腕とともにその上半身はあたかも十字架を描き、『魔石』と同化していた。顔は見えない。鼻から上が竜の組成に蝕まれ無貌と化している。

　もはや『精霊』が寄生したのではなく、『精霊』が取り込まれたかのような姿。

　世界の果てに眠っていると言われている『黒竜』ですら、ここまでおぞましくないだろうと確信させる醜怪的威容。

「違うっ……違うっ違うっ違うっ!?　団長っ、六円環が『本命』じゃない！」

　そしてその威容は、見た者にこれこそが『エニュオ』の『切り札』であることを悟らせるに十分だった。

　それが天井に広がる魔法円から膨大な力を吸収しているだろうことは、傍目はためから見ても明らかであった。

　顔から色という色を失うラウルは、取り乱しながら叫んだ。

「敵の『本命』は、『爆弾こっち』っす!!」

　竜の胸に埋まる『彼女』は悩ましい恍惚こうこつの吐息を漏らし、迷宮中からかき集められる力に身をくねらせた。周囲でかき鳴らされる竜の鼓動が『臨界』に近付いていくように高鳴りを増していく。

『精霊』は現れたラウル達を攻撃する素振りすら見せない。

　いや違う。

　竜が蟻など気にしないように、今から巻き起こす『凶悪な破滅』の前では、冒険者などいてもいなくとも同じ存在なのだ。

「このままじゃあ──!?」

　冒険者は、絶滅する。
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「『七体目』!?」

　激する声がロキの喉のどから迸ほとばしる。

「そうとも！　それこそが私エニュオが用意した真の狂乱オルギアの杖つえだ！」

　声高々に『種明かし』をしたディオニュソスは歓喜に満ちていた。

　片手で前髪をかき上げたまま、天を見上げるように体を仰のけ反ぞる。

　床に伸びる影は今や悪魔のようにその身を大きくし、壁の上を踊っていた。

「ロキ、私が何の考えもなく、オラリオをただ相手取ると本気で思っていたのか？」

「なに……!?」


「私は誰よりもお前達のことを知っているとも。そうだ、都市の破壊者エニュオを名乗る私こそが、『英雄の器』たる冒険者達の力を重々承知している！　煩わずらわしいほどに、憎らしいほどに！　だからこそっ、だからこそっ！　『切り札』を用意しておくのは当然だろぉ～～～？」



　ロキが目を見張って立ちつくす中、ディオニュソスは笑いの発作に身を委ゆだねながら見返してきた。

「暗示ヒントは与えていたぞ、ロキぃ～」

　神の唇に、ニタリ、と音が聞こえてきそうな粘着質な笑みが浮かぶ。

「見たんだろう、お前の眷族けんぞくは？　私の画廊コレクションを？　『精霊の六円環』の壁画を？」

「！」

「故に、お前達はこの人造迷宮クノッソスに攻め込んだ！　私の計画に気付き、およそ全ての戦力をつぎ込んで！　私の計算通りに！」

　まるで歌うようにディオニュソスは両手を広げた。

「お前達は思い込んだ！　円環を形成する目標は六体だと！　そう決めつけてしまった！　だが壁画には精霊より、もっと邪悪な存在がいたじゃないか！」

「っ……!?」

「下界を滅ぼす暗黒の象徴が！　忌いまわしき邪竜が！」

　古代、下界を絶望の底に突き落とした『ニーズホッグ』。

　それこそが、ディオニュソスがロキ達に伝えていた真の暗示ヒント。

「なぜ迷宮都市オラリオの崩壊を目論む私エニュオが、精霊の術式をもって邪竜ほろびを滅ぼす道理に繫つながる？　違うだろう？　下界崩壊の象徴たる邪竜をもって私の計画は完遂される！」

　つまり、壁画の中央に描かれていた邪竜こそが『七体目』。

　ディオニュソスが計画の要に据えた鍵かぎにして『切り札』。

　──都市の破壊者エニュオはあの魔竜りゅうにでもなりたいのかねぇ。

　とある死神が口にしたという言葉が、ロキの脳裏に蘇よみがえった。

「全てはイシュタルのせいか！　【ロキ・ファミリア】の初めての人造迷宮クノッソス侵入の際、『天の雄牛』を見せつけて印象を深く刻み付けた！　あの『天の雄牛』を含めて、人造迷宮クノッソスにひそむ『精霊の分身デミ・スピリット』は七体だと！」

　ディオニュソスの言う通りだ。

　アイズが人造迷宮クノッソスの奥で発見した巨大フラスコ。

『宝玉の胎児』が培養されていた設備の数は七。『天の雄牛』を撃破した【ロキ・ファミリア】はここから残る『精霊の分身デミ・スピリット』の数は六だと逆算していたのだ。

　こればかりは愉快だったと、ディオニュソスは顔を歪ゆがめて陰惨に笑う。

「そんなわけないだろぉ～？　懇切丁寧に育ててきた計画の礎を、あんな美神アバズレに渡すものか！　奴にくれてやった『宝玉の胎児』は『粗悪品』だ！」

　ロキの思考が回転する。フィンと同じ結論に、そしてフィンより早く辿たどり着く。

『精霊の六円環』は『餌』。

　そこまで大仰な『餌』を使って人造迷宮クノッソスに誘いこもうとしていたのは──

「都市の崩壊を目論んでいたっちゅうのも『偽物フェイク』か？　自分の本当の標的は……！」

「そうとも、冒険者だ！」

　ロキの指摘を、ディオニュソスは認めた。

「『バベル』ごとオラリオを吹き飛ばしたところで、冒険者達が生きてさえいれば、いずれ『蓋』が築かれるだろう！　ゼウス・ヘラの【ファミリア】が潰えた十五年前、次代の『英雄の器』達が速やかに暗黒期を収束させたように！　一度都市を滅ばしたところで害虫のようなしぶとさを発揮するに違いない！」

「……！」

「だが、今の時代を牽引する冒険者さえいなくなれば！　時代は致命的なまでに逆行する！　ダンジョンから押し寄せるモンスターに歯向かうこともできず、長き『狂乱オルギア』が約束されるだろう！」

　それこそがディオニュソスの真の狙いだった。

　第一級を始めとした、選ばれし冒険者の絶滅。『英雄の器』たる存在の途絶は必ずや下界に波乱をもたらし、再興と復活の芽を摘むだろう。下界最後の砦の復活は間違いなく遠のき、あるいは叶かなわないものとなる。

　全ては、永遠の『狂乱オルギア』を求めるがため。

「最悪ウラノスには逃げられても構わない。次代の担い手達の全滅こそが下界崩壊の『鍵』！　奇しくも『黒竜』に敗北したゼウス達が、それを証明してくれた！」

　ディオニュソスは決して冒険者達を、『英雄』と呼ばれるに相応ふさわしい存在を過小評価していなかった。むしろ彼等こそが計画を遂行する上での一番の障害として見なし、今日まで計画を練ってきたのだ。

『遠征』に赴く【ロキ・ファミリア】に59階層で『精霊の分身デミ・スピリット』と交戦させ。

　十分な脅威であると、都市最強の彼等をして『証人』に変えて。

　人造迷宮クノッソスに運び込まれた『精霊の分身デミ・スピリット』を駆逐しなければならないと思考を誘導し、冒険者達を誘き寄せた。

　全ては、この日の人造迷宮クノッソスにオラリオの主要戦力を召喚するために。

「何も知らせないまま『精霊の六円環』を発動したとしても、その多大な詠唱時間の間に主要の【ファミリア】には逃げられるのがオチだ。精々、戦えもしない無垢むくな子供達がごっそりと減るだけ」


「っ……！　糞神がっ！」



「ふふふっ……今日までの人造迷宮クノッソス攻略を通じて、ロキの子供達を削り落として壊滅に追い込めば申し分なかったが……私の人形フィルヴィスがつくづく余計なことをしてくれた。だが、いい。許そう。今、こうして苦渋に歪んだ貴方ロキの顔が見られているのだから」

　ディオニュソスは歩み出し、ロキに流し目を送りながら、飾られている壁画に歩み寄った。

「七体目の『精霊の分身デミ・スピリット』の名は無論、『ニーズホッグ』。『宝玉の胎児』が寄生した依代は竜の幼児だ。深層域でレヴィス達が捕獲した『名もなき竜』であり、彼かの『古いにしえのモンスター』と起源を同じくするもの」

　最後の精霊に授さずけられたのは、都市を滅ぼし、英雄達を殺す邪竜の名。

　数あるうちの壁画の中に存在する、大精霊と邪竜の絵を愛おしげに撫なでながら、ディオニュソスは目を細める。

「六体の『精霊』の魔力を吸収し、直上のあらゆるものを吹き飛ばす厄災の『爆弾』……六円環の大術式とまでは言わずとも、冒険者達を根絶やしにし、オラリオに『致命傷』を与えるには十分だろう！」

　七体目の精霊がいるのが十一層。

　上に向かって莫大なエネルギーを放出する『第七の精霊ニーズホッグ』は己の直上にいる全ての勢力を吹き飛ばす。少なくとも、『精霊の分身デミ・スピリット』と戦っている冒険者達は例外なく滅ぼされるだろう。

『第七の精霊ニーズホッグ』より下部──十二層以下の階層は安全圏内。

　ディオニュソスは悠々と生き残り、『狂乱オルギア』が訪れる下界を見守るつもりでいる。

「ロキ、十五年だ！」

　ディオニュソスは高らかに宣言する。

「ゼウスとヘラが失脚した十五年前から、私は今の計画を描き続けてきた！」

　計画シナリオが歴とした形になったのは六年前とロキは指摘した。

　しかしディオニュソスの『陰謀』はその倍以上もの時間をかけて練られ続けていたのだ。

「当時の趨勢からいって、計画シナリオの障害になりうる存在はロキ、フレイヤ、ガネーシャ、ヘファイストスの四つの大派閥。アストレアも十分な脅威になりえたが、あの女神おんなの派閥は男神ルドラの眷族と刺し違えて勝手に消えた」

「……!!」

「残る警戒対象は戦力的観点から言ってイシュタル、後は必ず隠し持っているだろうウラノスの『私兵』！　この六つを除けば私達の妨げとなる存在はいない！」

『穢れた精霊』と接触した六年前の時点で、これよりいかなる勢力が台頭しようと自分達の脅威になりえないとディオニュソスは断定した。

　よって彼の企図は六つの大勢力をいかにして対策するかに傾注された。

【ロキ・ファミリア】。

【フレイヤ・ファミリア】。

【ガネーシャ・ファミリア】。

【ヘファイストス・ファミリア】。

　そしてウラノスの私兵である『異端児ゼノス』。

【カーリー・ファミリア】の参戦だけは予想外だったが、もとより闇派閥イヴィルス側に取り込む前から【イシュタル・ファミリア】が敵に回る可能性は考慮されていた。空白だった美神イシュタルの穴に戦神カーリーが収まった、それだけのこと。

　この六つの勢力に対し用意されたのが『精霊の六円環』であり、本命の『第七の精霊ニーズホッグ』を伏せるための大がかりな『隠れ蓑』である。

「第七の精霊ニーズホッグの起動により、他の六体も今頃いまごろ『変異』しているだろう。大術式の作動装置ではなく、冒険者達を虐殺する純粋な殲滅せんめつ装置として！」

【ロキ・ファミリア】はもとより、【フレイヤ・ファミリア】以下『援軍部隊』も六体の『精霊の分身デミ・スピリット』の対応にかかりっきりになっている。

　第七の精霊ニーズホッグから一部逆流した『名もなき竜』の力は、絶対的な守護者モンスターレックスとして『精霊』を強化する。そうなるように仕向けた。そうなるように、術式をいじった。

　フィン達といえど速やかに撃破することはできない。

　第七の精霊ニーズホッグを討とうと戦いを放棄すれば、直ちに精霊の六円環が復活し、都市を灰燼に帰す。

　破滅の運命は回避できない。

「もう第七の精霊ニーズホッグを止められる存在はいない！　地上に援軍を求めるか？　無駄だ、お前達を助けられる存在はいない！　お前達が、唯一の脅威だったのだから！」

　歌劇のように歌うディオニュソスにロキは手を握り締めた。

　同時に理解する。

　たとえ七体目の存在が看破されていたとしても、ディオニュソスには自信があったのだろう。

『絶対攻略不可能』という自信が。

　大術式を阻止しても『爆弾』が全てを吹き飛ばし、『爆弾』を潰しても大術式が作動する。

　二段構えの壮大な画策は、まさにオラリオの全勢力が計算しつくされた完璧な計画シナリオだった。

「私の勝ちだ、ロキ！　はははははははははは！」

　勝利に酔う黒幕エニュオの哄笑こうしょうが、迷宮へと鳴り響いた。
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『団長っ!!　十一層に敵がっ──七体目の『精霊』が!?』

　ラウルの切迫した声が『眼晶オクルス』より響く。

　その彼の叫びを聞くが早いか、フィンは悟った。

（『精霊の六円環』に対処するため僕達はこの『魔城』の中での戦闘を余儀なくされ──いや、この戦場に引きずり出された）

　正しく理解するのはエニュオの神意しんいにして『悪意』。

　59階層の戦いも全てはこの時のための『伏線』だったのだ。

　都市最大派閥たる【ロキ・ファミリア】を59階層で始末しようとしていた、その意図は勿論あった筈。その上で、【ロキ・ファミリア】が『精霊の分身デミ・スピリット』を打ち破ることも想定しながら『次善策』を忍ばせていたのだ。

（今日、この場所に、障害となりうる全ての冒険者を集めることこそが敵の真の目的──!!）

　奇しくもロキがディオニュソスから神意を聞き出したのと同時刻、フィンもエニュオの狙いが自分達冒険者であることを理解した。

　多大な戦慄せんりつとともに。

「ちッ、出鱈目でたらめに暴れ回りやがって！」

「能力が上がっているぞ!?」

　顔を上げた視界の中、繰り広げられているのは一線を画した攻防だ。

　アレンと【フレイヤ・ファミリア】、シャクティと【ガネーシャ・ファミリア】が攻撃を繰り返すが、漆黒に染まった『精霊の分身デミ・スピリット』は委細構わず暴れ回った。

　損傷ダメージを与えられようが触手を振り回し、何発もの砲撃を浴びようが怯ひるみもしない。漆黒の体皮はいかなる攻撃も防ぐ『竜鱗』を彷彿とさせた。高速の『脚』をもって駆け回るアレンを無視し、破壊の衝動の塊となって周囲の冒険者達を脅かしていたかと思えば、雑音交じりの高速詠唱をもって『魔法』を撃ち返す。砲撃自体の威力は落ちているものの、その手の付けられなさはまるで暴風だ。

　七体目の精霊から一部逆流した力が『精霊の分身デミ・スピリット』を活性化させ、冒険者達を脅かす『最後の変身』を遂げていた。

「各部隊、手の空いている者は!?」

『駄目だ、全ての部隊が変貌した精霊との戦闘で手一杯となっている！』

『余っている予備戦力をかき集めても、質も量も……！』

　一縷の望みに縋すがって『眼晶オクルス』に呼びかけるも、返ってくるのは無情な返答だ。

　フェルズとリリの声に、フィンは罅ひびを走らせるように顔を歪めた。

　彼の声に応こたえられる戦力は、存在しない。
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　それは単独戦闘に臨んでいるアイズも同じである。

「「──────────────────────────ッッ!!」」

　二つの咆哮ほうこうを上げて衝突を繰り返す。

　黒き嵐を纏うアイズに対し、レヴィスは怪物の膂力をもって対抗する。

　女の右半身に帯びる肉の鎧が蠕動し、まるで怪人クリーチャーの力をかき立てるように、アイズの渾身こんしんの一撃を真正面からはね除けた。

　驚愕きょうがくと憤怒。

　戦意と殺気。

　少女と女の感情が交錯する時間は刹那せつなにも満たない。

　弾かれた勢いを殺さず、それどころか取り巻く気流によって加速するアイズが放つのは、神速を超えた回転斬り。次撃のための溜ためさえ介在しない予備動作零ゼロの斬閃はレヴィスの対応速度を上回るも、咄嗟とっさに構えられた右腕がそれを受け止める。

　腕も覆う肉の手甲。半ばまで断ち切られるも勢いを完全に停止させる。

　そのまま捕食する原虫アメーバのごとく肉の鎧が広がり、剣つるぎごと少女の体を取り込もうとするが、アイズが「【暴れ吼えろニゼル】！」と唱えるや否や《デスペレート》から風が爆はぜ、緊急回避が行われた。

　間合いが一度離れたかと思った次には、再び霞かすむ速度で疾走し、斬り結ぶ。


「その『鎧』っ……！」



「卑怯ひきょうなどとは抜かすなよ。私からすれば貴様の『風』も大概だ!!」

　最強の【復讐姫スキル】が放つ剣撃に耐えうるレヴィスの肉の鎧は、暴論、現在下界にある武装の中で最強の防具と言っていい。

『精霊の魔力』を煮込んで作られた紅肉の外装。

　防御力はもとより『寄生主つかいて』に慮外りょがいの怪力をもたらす、攻守にわたる極上の装備。

　漆黒の風を纏うアイズと、レヴィスは真っ向から打ち合っていた。

　繰り出される一撃一撃が束たばになった第二級冒険者を再起不能に陥おとしいれるほどの凶悪な威力。互いの攻撃が衝突する度に空間が打ち震え、床や壁の緑肉が悲鳴を上げるように剝はがれ落ちては吹き飛び、露出する超硬金属アダマンタイトに容易たやすく罅を生じさせる。

　実際、力も速度も【復讐姫アヴェンジャー】の効果を相乗させた魔法エアリエルの方が上。

　しかしレヴィスの背後を取るアイズの神速にも、右肩の鎧に備わる巨眼が、ぎょろり！　と蠢うごめいては動きを追って反応し、死角からの攻撃を半ば自動オートのごとく迎撃した。

　背を向けたまま真紅の剣で防ぐレヴィスに、アイズの瞳ひとみが焦燥に染まる。

「黒風かぜよ！」

　更に上げる風の出力。

　これまで以上の威力と加速力をもって繰り出される連続斬撃が、怪人クリーチャーの処理能力を上回る。

「ぐっっ!?」

　黒風の剣が肉の鎧を何度も砕いては断ち切るが、

「──寄越せっ！」

　レヴィスの呼びかけに、迷宮中が応えた。

　壁、床、天井てんじょうより汚泥ヘドロのごとく緑肉がもたらされ、レヴィスの右半身に取りつくや否や紅に染まり、新たな『穢れた鎧』に換装させる。

　破壊された『穢れた剣』まで床から新たに生え、レヴィスは抜剣と同時に豪風を伴って斬りかかった。

「……っ!!」

　アイズの顔が歪む。

　敵の武装は無尽蔵。

『祭壇』、いや迷宮そのものとなった『精霊の分身デミ・スピリット』達の加護を受けることで、レヴィスの力の源泉がつきることは決してない。少なくとも人を止めた怪人クリーチャーの彼女より、アイズの方が先に力つきる。

『個』対『迷宮』そのもの。

　迷宮都市オラリオの歴史が裏付けてきたように、その勝負の先は必ず迷宮に軍配が上がる。

　世界そのものであるダンジョンに、どうして一介の冒険者が勝てようか。

「──はぁああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　迷いを捨てる。

　咆哮を上げる。

　戦意の僕しもべとなる。

　思考の余地など置き去りにして、立て続けに殺し合う。

　息を吐く時間も打ち捨てて紡つむがれる風の剣と穢れた剣の輪舞ロンドは、戛然を通り越した轟然ごうぜんの音色を響かせた。途方もない激突の連鎖が大広間全体を震撼させる。

　それはもはや異形同士の戦いだった。

　片や人智を超えた黒き嵐を引き連れる神話の死風の精霊ワイルドハント、片や醜悪な肉の鎧に身を固める伝承の骸の王ノーライフキング。

　荒すさぶ風と蠢く肉がしのぎを削り、互いを滅ぼそうと、咆哮に次ぐ咆哮を呼び寄せる。

　──勝てない。

　アイズは激しい死闘の中でそれを直感した。

　このままでは押しきれない。

　このままでは殺しきれない。

　敵は不滅の怪物を気取る正真正銘、最強の敵。

　互いの最後を飾るに相応しい戦いを望んで、まだ肉を喰らっては強くなっていく。

　故ゆえに。

（力を!!）

　足りない。

　足りない！

　足りないっ!!

　もっと、もっと!!

　打倒の意志が渇望を呼び、戦意が殺意へと昇華する。

　アイズの瞳に映る目の前の『怪物』は、今やその輪郭かたちを『竜』に変えようとしていた。

　本能が唸うなっている。更なる力を引き出そうと心が猛り狂っている。『魔法エアリエル』と結び付く【復讐姫アヴェンジャー】の活性化が止まらない。

　一本、また一本と外れる制御の杭。

　少女の背中を焼く黒き炎が、歓喜するように荒ぶった。

　呑のまれまいとしていた業火に意志が呑まれていく。

　激しい戦いがアイズから余裕を奪い、その身も心も、黒く堕おとしていく。

「ッッッ!!」

　黒き衝動に向かって加速する。

　悲鳴を上げる体。軋きしみを上げる肉と骨。今にも焼き切れようとしている神経という神経。

　それら全て無視し、アイズは目の前の『怪物』を殺しにかかった。

　金色こんじきの瞳に散る黒片がその量を増し、『人形姫』、そして『戦姫』と呼ばれるに至った原初の少女アイズを蘇らせる。

　色褪せぬ往年の殺意がレヴィスの命を脅かした。

「……ははっ!!」

　より強い嵐を纏って斬りかかってくるアイズに、レヴィスも無意識のうちに笑みを浮かべ、限界を引き千切った。

　禁断の鎧を用いる代償が怪人クリーチャーの体を内側から破裂パンクさせる。血管が破け肉が爆ぜ、皮膚から鮮血をみっともなく噴出させる。中枢の『魔石』は燃えつきんばかりに発熱していた。

　しかし、それすら些事さじだと言わんばかりに、アイズを殺し返そうとする。

「「──────────────────────────────────ッッ!!」」

　重なり合う雄叫び。

　絡からみ合う絶殺の意志。

　次の瞬間──ビシッ!!　と。

　アイズの持つ《デスペレート》に罅が走り抜ける。

　決して壊れない筈の不壊属性デュランダルの剣つるぎさえ耐え切れない、『黒き風』の出力。

　しかしアイズは武器の損傷にも気付かず、『自壊』の道に向かって突き進んだ。

　愛剣の警告は届かない。

　半身の訴える悲鳴も少女を止めるに足りない。

　終焉しゅうえんが、静かに近付いていた。
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「っ……！」



『眼晶オクルス』から殺到する幾多の戦声せんせい。

　誰もが他のことにかまけることなどできない、死力を振り絞る雄叫び。

　フィンは『エニュオ』の高笑いを幻聴した。

　固定された盤面、どうしても解決できない戦力の不足、枯渇する万策。フィンの頭脳と手札をどれだけ駆使しても、現況が頭一つ分だけ上回る。

　全ては『十五年』という歳月だ。

　神がかけていた年月の重みが、圧倒的な戦前準備の差が、勝敗の明暗を分けている。

　焦燥が──敗北を告げる破滅の悪寒が、首筋を一気に這い上がってくる。

「──シャクティ、指揮は任せた！」

「フィン!?」

「シンシア、来い！」

「は、はい！」

　直後、フィンはその場を駆け出していた。

　他派閥のシャクティとアレンに第一部隊と『精霊の分身デミ・スピリット』を任せ、僅わずかな手勢を引き連れてラウル達がいる十一層を目指す。

　──無理だ、何をやっている、間に合わない。

　明晰過ぎる頭脳は冷酷なまでに『答え』を打ち出していた。

　第一部隊の戦場から次層の階段まで距離があり過ぎる。終わりの刻限タイムリミットまでに『第七の精霊ニーズホッグ』のもとへ辿り着くことは不可能だ。親指の『疼き』はもはやただの激痛と化し、意味をなさない紅の明滅へと成り下がっている。

　フィン・ディムナを構成する全ての要素が、『敗北』の二文字を告げていた。

「──うるさい！　黙れ!!」

　しかしフィンは足を止めない。止まるわけにはいかない。

　賢明スマートな諦観など糞喰らえだ。潔く負けを認めて勝者エニュオに送る拍手なんてありえない。どんなに見苦しかろうが降参リザインなどしてたまるものか。突き付けられた黒の王の不可避の勝利宣言チェックメイトを前に、フィンは往生際悪く勝負ゲームの続行を試みる。

　諦あきらめるわけにはいかない。あがくのを止めてはいけない。

　最後まで生存の道を模索し、ゼロの可能性をたった一筋の『希望』に変えなくてはならない。

　意地汚く、生き汚い冒険者として。

（地上からの援軍は期待できない！　都合のいい第三勢力を期待するなんて終わっている！　『神頼み』なんて捨てろ!!　僕達はその『神』に勝ちに行く!!）

　通路を疾走しながら、全力で思考を回転させる。

　あらゆる可能性を、星の数に等しい選択肢を吟味し、精査し、検討し、全ての角度からこの盤上を覆す一手を模索する。

　極限まで圧縮された体感時間が、フィンを刹那の境界へと誘いざなった。

（思考を止めるな！　回せ、回せ、回せ!!）

　戦力の分散。

　都合六部隊から僅かな戦力を収集し、十一層へと向かわせれば。

　──駄目だ。時間がかかり過ぎる。十分な戦力が集うより先に『爆弾』が起動する。

　フェルズを始めとした伏兵の全投入。

　予備戦力までつぎ込んで『爆弾』の起動だけでも遅延させれば。

　──不可能。『第七の精霊ニーズホッグ』の力は未曾有、生半可な戦力では撃滅される。

　──そもそも自分フィンだけでなくフェルズ達まで戦場に出れば指揮系統は破綻する。

　無限の試行錯誤トライアル・アンド・エラー、走り抜ける雑音ノイズ、度重なる警告アラート。

　神経という神経を総動員して行われる思考の高速処理に過熱オーバーヒートが発生する。脳裏が真まっ赤かに燃え上がり、けたたましい警鐘が打ち鳴らされる中、それでも思考の加速を緩めない。

　現状、全てが神エニュオの掌の上。

　ならば、フィン達は神エニュオの掌から脱出しなければならない。

　全てを用いて、全てをつぎ込んで、全てを賭として。

　超越存在デウスデアたる神の神意を超克し、この親指の疼きを黙らせなくてはならない。

（何がある!?　今の僕には、今の僕達には何が残されている!?）

　思考の奥、孤立した魂の先、闇の中に浮かぶのは巨大な円卓。

　天板に置かれるのは八つの盤面を内包する一つの盤上だ。

　数多の駒が乱立し、六つの黒の女王クイーンを始めとした敵の駒を淘汰しようとしている。

　フィンの対面に座る者はおらず、空席。

　不気味な笑い声を上げる『エニュオ』は再び盤外から忍び寄り、九つ目の盤面という名の『爆弾』を叩きつけ、フィンもろとも全ての駒を灰燼に帰そうとしている。

　打開不可能、固定されきった盤面、九つ目に届かない一手。

　盤上を凝然と見下ろしていたフィンは──そこで、発想を逆転させた。

『エニュオ』が盤上に揃そろった駒で全てを計算しているというのなら。

『エニュオ』が見えていない駒で勝負するしかない。

　今、盤上にありながら、『エニュオ』の思考の埒外らちがいに存在するもの。神の視界外の『駒』。

　十五年という計画シナリオの構想。

　六年という準備期間。

　計算しつくされた月日。

　その歳月を覆し、神の予想を超え、神に『未知』を叩きつける、『下界の可能性』──

「────────」

　その瞬間。

　フィンの視界に閃光が走った。

　複数の盤面、数えきれない駒、凶器と化している無限の選択肢。

　その中から、隠れ、埋もれ、しかし綺羅星の欠片かけらのように輝く淡い『光』に手を伸ばす。

　神には見えず、フィンだけにしか見えない、一つの『可能性ピース』を摑つかみ取る。

　握り締めた可能性ピースが稲妻の光となって全身を駆け巡った瞬間、極限まで圧縮されていたフィンの体感時間は終わりを告げた。

「──レイ!!」

　次の瞬間、フィンは顔を振り上げ、『眼晶オクルス』を取り出す。

　現実では一秒にも満たない決断の時を越え、水晶へと叫んだ。

「力を貸してくれ!!」
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　十五分。

　それは『奇跡』が消える時の値あたい。

『階位昇華レベル・ブースト』の効果が解除される制限時間。

　つまり、今より始まる戦闘は、この十五分の内に決しなくてはならない。

「この顔ぶれで戦やるのは『黒い猛牛ミノタウロス』以来だね」

「またＬｖ．７級クラスと張り合う羽目になるのですか……」

「ええ、つくづく縁があるようだ」

　舌を舐めるアイシャの言葉の後に、嘆きに満ちたアスフィの吐息が続き、涼しく受け流す覆面の冒険者が武器を鳴らす。

　彼女達の視線の先に立つのは真実『人の形をした怪物』である。

　怪人クリーチャーフィルヴィスはこの世の絶望を凝縮した深碧の瞳でアスフィ達、そしてその背後にいるレフィーヤのことを見据えていた。

　覚悟を決めたレフィーヤにもう葛藤はない。彼女フィルヴィスの武器である短剣ソードと短杖ワンドを構える。

　限界まで張り詰める空気。

　倒れた団員達を救助するルルネ達が動きを止めてしまうほどの、戦闘直前に許された最後の静寂。

　一瞬、世界から切り離されたように音が消失する。

　そして、

「──【ウィーシェの名のもとに願う】！」

　初動は、レフィーヤだった。

「『タラリア』！」

　次いで、アスフィ。

　宣戦を告げる後衛の詠唱とほぼ同時、両足に履いた魔道具マジックアイテム『飛翔靴タラリア』を起動する。

　床を離れる僅かな浮遊感が発生したかと思えば、何の予備動作もなく突風のごとく翔とんだ。

「！」

　対峙しているフィルヴィスの瞳に映ったのは、前進ではなく、横の動き。

　空を飛ぶ者にしか許されない動きで真横へ翔び、彼女の視界外に高速でかき消える。

『飛翔靴タラリア』の性能は原則、使用者の能力ステイタスに影響される。階位昇華レベル・ブーストを経て疑似Ｌｖ．５に至ったアスフィの飛翔速度は尋常のそれではない。

　虚をつく動きは『奇襲』に近く、フィルヴィスは【万能者ペルセウス】を見失った。

　そこへ畳みかけるように、アイシャと覆面の冒険者が突撃する。

「さぁ、おっ始めるよ！」

「いきます」

　正面から迫る前衛二人の対応を余儀なくされるフィルヴィスを他所よそに、怪人クリーチャーの知覚から逃れたアスフィは床すれすれを行く高速滑空をもって、地面に投げ出されていた冒険者達の武器を拾い上げた。

　そこから、翼を打つ鳥のごとく瞬く間に空中へ飛翔。

　横から上、二次元から三次元へと発展させる機動でフィルヴィス達の頭上を押さえ、両手に持つ武器を投擲する。

「はぁ！」

　目を離した隙に頭上を掠め取ったアスフィの不意打ちに、フィルヴィスは舌を弾く。

　返り討ちにしようとしていたアイシャ達への迎撃を中断し、回避を選択した。

　一瞬前までフィルヴィスがいた床に突き刺さる長剣と片刃刀サーベル。アスフィはそれを見届けず、先程と同じ要領で地に転がっている武器を摑み取り、再び頭上へと昇って投擲した。

　しかも一度や二度ではなく、再三。何度でも。

　武器を回収しては上昇、発射。

　放たれる武器の射撃は正確とは言いがたく、フィルヴィスは防御するまでもなく難なく全てを回避した。執拗に接近戦を挑んでくるアイシャと覆面の冒険者を剛腕の一振りで軽くあしらいながら、怪訝な色を顔に宿す。

「何のつもりだ？　……いや、これは……」

　フィルヴィスはそこではたと気付いた。

　都合十にも満たない攻防の間に、無数の武器がフィルヴィスを取り囲むように突き刺さっていることに。

　およそ半径一〇Ｍメドル。

　円を築くように、剣、槍やり、刀、薙刀グレイブ、斧槍ハルバード、様々な得物が床に突き立っている。

「……私を閉じ込める『檻おり』でも作ったつもりか？」

　こんなもの『柵』にすらならない。

　くだらなそうな声音で言外に告げるフィルヴィスは、頭上に浮遊するアスフィを睨んだ。

「……貴方を攻略する『基礎』、といったところでしょうか」

　最強の怪物に見上げられ、挙句慣れない『階位昇華レベル・ブースト』の能力激上に振り回され取り繕う余裕がないアスフィは、汗を滲にじませつつも笑みを見せる。

　直後、覆面の冒険者が地を蹴けった。

「ふッッ！」

　疾風を彷彿させる疾走。

　敵の不意を突く高速の斬撃。

　斜め後方からの攻撃に対し、フィルヴィスはやはりくだらなそうに、片腕を振り払った。

「っ!?」

　振り下ろされていた剣身が、あえなく粉砕される。

　並みの冒険者では一太刀ひとたちのもと斬り伏せられていた必殺の無効化、どころか武器破壊。【ヘルメス・ファミリア】に譲り受けていた業物の長剣が失われる。

　絶望的な地力の差を物語る光景。

　だが、覆面の冒険者には動揺も悲嘆もなかった。

　剣の破片が飛び散る中、すれ違う形でフィルヴィスの後方へ抜け、そのまま床に突き刺さっていた剣を引き抜く。

　瞬く間に反転し、フィルヴィスへと斬りかかった。

「なに!?」

　新たな武器を再装備し、早過ぎる次撃を敢行した覆面の冒険者にフィルヴィスが初めて驚愕を見せる。

　反射的に迎撃し再び剣つるぎを叩き折ってやるも、覆面の冒険者はためらいなく柄つかを捨て、フィルヴィスが『柵にすらならない』と揶揄した武器の円陣から薙刀グレイブを手に取る。旋風を描き速度を緩めず突っ込んできた覆面の冒険者に、フィルヴィスは今度こそ対処が遅れた。

　纏っている紫紺のローブを、薄く斬られる。

「私が築いたのは『檻』ではなく、ましてや『柵』でもありません。あえて呼称するとすれば……『武器庫』といったところしょうか」

　覆面の冒険者による怒涛どとうの連続攻撃に晒さらされるフィルヴィスを宙より見下ろしながら、アスフィは指で眼鏡めがねを押し上げる。

　戦端が開かれると同時にアスフィが最優先で行ったのは、『戦場作り』。

　白兵戦で無類の強さを発揮する【麗傑アンティアネイラ】アイシャ・ベルカ、そして覆面の冒険者──【疾風】という優秀な前衛を活かすための環境の設置である。

　愛用の木刀を失っている覆面の冒険者は『武器庫』から何度も剣を抜き、存分に暴れ回った。奇しくも一ヵ月前、『ダイダロス通り』で【剣姫】が目にした精密な超高速戦闘、神懸かり的な一撃離脱ヒットアンドアウェイが今度はフィルヴィスに見舞われる。

「ぐっっ──!?」

　疾走を重ねる度、速度が上昇する都度、攻撃の威力が上がっていく。

【疾風】の【疾風奮迅スキル】の効果がフィルヴィスから薄皮一枚分の余裕を剝いだ。

　そしてその僅かな動揺を逃さず、そのまま足を引っかけ転倒させるのが格上殺しジャイアントキリングの秘訣ひけつだ。

「そら、余所見よそみするんじゃないよ!!」

「ちッ──!?」

　一撃を見舞った覆面の冒険者が離脱する間際まぎわ、アイシャが別方向から襲いかかる。

　絶好の時機タイミングで放たれた攻撃を、フィルヴィスはとうとう直接防御した。

　構えられたメタルグローブに巨大な大朴刀が衝突し、鮮烈な火花が散る。

　その一撃の重みに、フィルヴィスの膝ひざは僅かに、確かに沈んだ。

　疾風怒濤を体現する覆面の冒険者に対し、アイシャ・ベルカはひたすら巧い。

　理詰めなどではない本能の動きはアスフィ達の連携を最大限に活かし、極限まで利用する。女戦士の天性センスをもって【疾風】の高速戦闘を見極め、一切いっさいの邪魔になることなく自らも攻撃を仕掛ける。更に怪人クリーチャーの反撃を呼び込む間隙まで埋めていた。

　このアイシャのせいで、フィルヴィスは反攻に乗り出せず一方的に攻められているほどだ。

　瞠目する怪人クリーチャーの頰ほおを、再接近した【疾風】の攻撃が削った。

「っっ──舐めるな！」

　激昂したフィルヴィスのもとから放たれる拳砲。

　アイシャと覆面の冒険者を同時に戦慄させる、常識を裏切る一撃。

　体勢を崩されているにもかかわらず撃ち出されたそれは潜在能力ポテンシャルにものを言わせた一撃必殺だ。

　拳が向かう先は、アイシャ。

「【集え、大地の息吹──我が名はアールヴ】！」

　その必殺を、レフィーヤの『魔法』が阻んだ。

「【ヴェール・ブレス】！」

　攻撃が炸裂する直前、アイシャ、リュー、更にアスフィと自分自身を包み込む翡翠ひすいの光膜。

　瞠目するアイシャは、その光の鎧に促されるように防御態勢を敷いた。

　交差クロスされた両腕にフィルヴィスの拳がぶち当たり、凄まじい勢いで吹き飛び地面を転がるも──ややあって、立ち上がる。

「なっ……!?」

「……走馬灯が見えたよ、まったく」

　骨に罅が入った腕をぶらりと垂らしながら、アイシャは憎たらしそうな笑みを浮かべる。

　フィルヴィスの一驚は立ち上がった彼女から、視界の奥で短杖ワンドを構えるレフィーヤに向けられた。

　緑光の加護ヴェール・ブレス。

　リヴェリアが得意とする『防護魔法』だ。

　効果は物理・魔法、両属性の攻撃に対する抵抗力の上昇。リヴェリア本人が使えば砲竜ヴァルガング・ドラゴンの大火球から冒険者の身を守るほどだ。レフィーヤは長い詠唱を経て、強敵を相手取るには不可欠な上昇付与バフを最優先で『召喚』したのである。

　およそ後衛としての最適な判断。

「助かったよ、千の妖精サウザンド！」

　緑光の加護ヴェール・ブレスの副次効果で骨の罅が癒いえるアイシャが、感謝を投げかけ戦場へ舞い戻る。

　それを見届けるレフィーヤは、間髪入れず次弾の装塡に移った。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝なんじ、弓の名手なり】」

　奏でられる呪文じゅもん。

　淀みない『高速詠唱』が戦場に綴つづられる。

「【狙撃せよ、妖精の射手。穿て、必中の矢】！」

　そして、手早い短文詠唱を済ませたレフィーヤは、

「──【ウィーシェの名のもとに願う】！」

『魔法』を『待機状態』に移すや否や、再び新たな詠唱を奏で始めた。

「あれは……」

　戦闘に巻き込まれないよう離れて見守る冒険者達の中で、春姫ハルヒメだけがその『奇妙な現象』を認め、目を疑った。

　先に詠唱が完成した『魔法』の魔法円マジックサークルが小型化し、腕輪リングとなってレフィーヤの左腕に装着される。

　その間にも唇の上では別の詠唱が進められ、足もとには大型の魔法円マジックサークルが広がっていた。

　展開される都合二つの魔法円マジックサークル。

　ありえない光景に、狐人ルナールの妖術師はその目を見張った。

「ぐっ!?」

「リオン！」

　その時、前線ではフィルヴィスの甚はなはだしい一撃が味方を削いだ。

　覆面の冒険者が武器ごと片腕を殴り飛ばされ、追撃を叩き込まれようとする。

「【追奏解放カノン】！」

　その瞬間、進めていた詠唱を一度中断し、レフィーヤが吠えた。

「【アルクス・レイ】！」

　左腕に装着されていた魔法円マジックサークルが『起動』し、突き出された手の平の正面に展開、高出力の砲撃が放出される。

　自動追尾ホーミングの属性を持つ大光条。直撃を許せばＬｖの差を覆して深い損傷ダメージを与える馬鹿魔力の砲撃に、フィルヴィスはやむを得ず追撃を諦め受け止めねばならなかった。

　その対処の間に、レフィーヤは中断していた詠唱を再開させる。

「【我が名はアールヴ】────【ルナ・アルディス】！」

　直後、完成した召喚魔法サモン・バーストからリヴェリアの回復魔法を発動させた。

「!?」

　砲撃を凌しのいだフィルヴィス、癒された当の本人であるリュー、更にはアイシャやアスフィまで驚倒を重ねる。

「別々の『魔法』を同時に撃った!?」

「いいえっ、違います！　控えていた『魔法』を、時間差で行使を……！」

　倒れた冒険者を引きずって回収していたルルネ達も仰天する中、彼女達の見解に異を唱えるのは春姫ハルヒメだ。一部始終を見ていた彼女だけが、妖精の絡繰からくりを理解する。

　魔法の『待機状態』、という概念がある。

　詠唱が完成した魔法をすぐに発動させず、最適な時期タイミングに撃つために魔法円マジックサークルを展開し続ける、言わば魔導士の『技』だ。

　戦況を見極めて発動できる反面、魔法を『待機状態』に移した魔導士は新たな魔法を準備することができない。詠唱の重ねがけは解除キャンセルと同義だからだ。二種類の『魔法』を同時行使する『回路』は今日の眷族達には備わっていない。無理矢理併発させようとすれば容易く魔力暴発イグニス・ファトゥスが巻き起こる。それはあの最強魔導士リヴェリアとて例外ではない。

　だが、レフィーヤに新たに発現した『スキル』はその理ルールを覆した。

【二重追奏ダブル・カノン】。

　効果は二種の魔法円マジックサークルの展開。

　先行詠唱した『魔法』を『待機状態』で維持し、別の魔法の詠唱に移れる、紛うことなき『レアスキル』。先行詠唱した『魔法』は起動鍵スペルキーによってどの時機タイミングでも発動が可能となる。

　つまりレフィーヤは、瞬時に発射可能な銃口を構えたまま、新たな魔法を構築することができる。それは二つの魔法を同時に操あやつることに等しい。

　既存の魔導士にはありえない二重制御デュアル・コントロール。

　短銃と長銃を持つ、まさに二丁拳銃だ。

　同時に、皮肉でもあった。

　悲しみの涙を流し、残酷な真実と直面することを覚悟したその先で、まるで妖精フィルヴィスの歌声を求めるように『二人の追奏ダブル・カノン』が発現するなど。

　昇華ランクアップの折に手に入れた力レアスキルを、レフィーヤはフィルヴィスを倒すために行使する。


「っ……！」



　後衛魔導士として絶大な効果を発揮する【二重追奏ダブル・カノン】だが、無論いいこと尽くめではない。

『スキル』の使用には精神力マインドが消費され、二種類の魔法と合わせれば見る見るうちに削られていく。

（頭が焼き切れそう……!!）

　更に詠唱の選択。

　今、レフィーヤが後衛を務める戦場は、一秒の浪費ロスさえ許されない超高速戦闘。

　詠唱を破棄して新たな魔法を選択し直す、そんな猶予など存在しない以上、一度歌い出してしまえば歌いきるしかない。レフィーヤは二手、三手、いや十手以上もの展開を先読みして手もとに残しておく魔法の選択を常に強いられた。

（次のフィルヴィスさんへの対処は攻撃？　防御？　回復？　それともアスフィさん達の能力支援ステイタス・アップ!?）

　脳裏に駆け巡る取捨選択、悲鳴に近い『正解』を問う自問の声。

　最大砲撃を放つことのみを期待される純粋な後衛魔導士には、荷が重過ぎる思考の総量が、レフィーヤの頭を圧壊しようとしていた。

　もとより【千の妖精サウザンド・エルフ】の二つ名を冠するレフィーヤ・ウィリディスには手札が多過ぎる。

　ありあまる千の選択肢は、ともすれば混乱を招き、容易く思考を短絡ショートさせてしまうだろう。

「っっ──【追奏解放カノン】！　【ウィン・フィンブルヴェトル】！」

　だが。

　レフィーヤは『正答』を選び続けた。

　アイシャ達が攻勢に出れば追撃の援護射撃を行い、上昇付与バフが切れる時間を正確に逆算しては再付与し、フィルヴィスの獰猛どうもうな反撃に対しては全てを凍てつかせる氷の壁を築き上げ阻止してみせた。

　戦場を俯瞰する後衛の視点。魔導士には必須の戦場を読む力。

　今も未熟なそれを、『大木の心』で補う。

　リヴェリアに教えられた強い精神調律の術すべはもはや一種の技能スキルだ。一度たりとも誤答は許されない極限状態の中で、降りかかる多大な重圧を真正面から受け止め、はねのけてみせる。

　Ｌｖ．４に至り、残酷な真実に辿り着き、それでも戦うことを選んだ今のレフィーヤの精神状態はこれまでにない高次な次元に至っている。その心はまるで大地に根を張った大聖樹のごとくだ。心を律し、混乱を排して、的確に戦場の機微を読み続ける。

　そしてレフィーヤの『魔法』の選択は、後衛の『意図』として、前衛にも波及する。

　レフィーヤが砲撃を選べば果敢な攻めを、防御を選べば敵の追撃に警戒を、回復を選べば別の者が前衛の支援サポートを。

　前衛と後衛の相互理解はより強力な連携を生む。

【万能者ペルセウス】、【麗傑アンティアネイラ】、そして【疾風】、雷名を轟かす冒険者達は、今やレフィーヤに動かされていた。

（──後衛が強過ぎる！）

　強大な怪人クリーチャーと熾烈な近接戦闘を繰り広げる疾風リオンは、行われる援護射撃に胸中で舌を巻く。

　多くの魔導士から支援を受けるのなら、わかる。しかし攻撃、防御、回復という三つの属性支援がたった一人で行われているなどと誰が信じるだろうか。

「【千の妖精サウザンド・エルフ】……ここまででしたか！」

　少年ベル・クラネルとともに助けた未熟な魔導士はもういない。

　千サウザンドの異名を持つ同胞に、覆面の冒険者は惜しみない賛辞を送った。

「守る？　冗談じゃない、こっちが守られてるじゃないか！」

　烈しく切り結ぶアイシャも高揚こうようの声を上げる。

　レフィーヤは言わば、いつでも放てる『魔法』の予備スペアを持ったまま次弾を常に用意できる。今は立ち止まったまま後衛に徹しているが、『並行詠唱』まで併用されれば手がつけられなくなる。【麗傑アンティアネイラ】の二つ名を持つアイシャはその将来性を今から見抜き、怖気おぞけが走るほど頼もしさを覚えた。

「千の妖精サウザンドも我々と連携して同じ思い、といったところでしょうか」

　急降下からの攻撃を織り交ぜながら、宙を自在に飛び回るアスフィは、他の二人とは異なって冷静に戦場を鳥瞰する。

　レフィーヤの【二重追奏ダブル・カノン】も、単身ではフィルヴィス相手に形無しだっただろう。

　アスフィ達、優れた前衛中衛と連携して初めてその効果が最大限発揮される。アイシャ達が抱いた思いを、レフィーヤも感じている筈だ。

　四者四様の思考を交錯させるアスフィ達は、互いの瞳を見交わした。

　その上で一気に加速し、フィルヴィスへと襲いかかった。

「ぐっっ!?」

　体勢を立て直させてはならない。動揺が抜けきらないうちに畳みかける。

　勝機はそこしかない。確信する四人は波状攻撃を断行し、フィルヴィスを追い詰める。

【疾風】が走り、【麗傑アンティアネイラ】が舞い、【万能者ペルセウス】が支え、【千の妖精サウザンド・エルフ】が歌う。

　人外の怪人クリーチャーも押さえ込む最強の四人組カルテット。

「【来きたれ、蛮勇の覇者】！」

「【今は遠き森の空、無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】！」

「!!」

　響いたのは二つの『並行詠唱』。

　互いに歌うことに長けた女戦士と覆面の冒険者が凄まじい『魔力』を放出する。

　二人が仕掛ける『駆け引き』。

　どちらの歌を先に潰すのか。それとも危険性リスクを冒して両方同時に潰しにかかるのか。

　フィルヴィスは選択を迫られた。

「──ちぃッ！」

　選んだのは、アイシャ。

『詠唱』に意識を傾けなければならない分、回避速度は常時より落ちる。

　距離が近い彼女を先に始末せんと飛びかかると、

「ご苦労さん」

「──」

　アイシャはあっさりと『並行詠唱』を中止した。

　動きの精彩を取り戻し、フィルヴィスを『その場所』へ誘導したアイシャは、焦あせりに染まった彼女の攻撃をすんでのところで躱かわして離脱する。

「ふッ！」

　入れ替わるように投げ込まれたのはアスフィの爆炸薬バーストオイル。

　怪人クリーチャーであれば不意を突かれてもなお回避可能であるそれは、しかしフィルヴィスを狙ったものではない。

　爆炸薬バーストオイルが投げ込まれた場所に突き立つのは、幾つもの武器群。

　アスフィ自ら用意した『武器庫』。

　そしてフィルヴィスの側に突き刺さっていた武器は、ただの剣つるぎではなく──

（──『魔剣』!?）

　赤銅色の『魔剣』は、炸裂した爆炸薬バーストオイルによって誘爆を引き起こした。

「がっ!?」

　巻き起こる凄まじい爆炎。

　指揮を務めることもできる【万能者ペルセウス】が、『武器庫』の陰に忍ばせていた本命の布石。

　爆炎の渦に閉じ込められたフィルヴィスの動きが停止する。その最初で最後の好機に、詠唱を終えたレフィーヤは『魔法』を発動した。

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」

　弧を描く無数の火矢。

　フィルヴィスのもとに一点集中される無限弾幕。

　更に、

「【ルミノス・ウィンド】!!」

『並行詠唱』を続けていた覆面の冒険者までも砲撃を敢行する。

　緑風を纏う星屑の大光玉。

　レフィーヤの斉射砲撃ヒュゼレイド・ファラーリカと同種、もう一つの広域攻撃魔法が撃ち込まれた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　Ｌｖ．５にしてエルフ二人による同時砲撃。比類なき超火力。

　解放された双撃が焰と光の華を連鎖させ、生じた衝撃波にルルネや春姫達が咄嗟に耐える。

　人の形をした怪物が、爆光の奥に姿を消した。

「……フィルヴィスさん」

　猛々たけだけしく発生する炎の海と膨大な煙の中で、レフィーヤは胸を押さえる。

　様々な感情が混線する呟きは炎の嘶きに吸い込まれていった。

　アスフィ達はレフィーヤを一瞥いちべつしつつ、爆心地を油断なく見据える。

　魔法種族マジックユーザーたるエルフによる、Ｌｖ．５の相互砲撃。階層主も落とすほどの威力だ。アスフィ達が今用意できる最大の火力である。

　いくら怪人クリーチャーでもただでは済まない。

　──そのように思ってしまった、まさにその瞬間だった。

「────」

　荒ぶる煙の隙間すきまから、突き出された一本の腕が姿を現したのは。

　時を止める四人の視線の先で、闇が顎あぎとを開くように、黒の巨大な魔法円マジックサークルが展開される。

　煙の奥で瞬く深碧しんぺきの眼光は、容赦ようしゃなく『砲撃』を撃ち放った。




「【ディオ・テュルソス】」




　放たれる漆黒の雷霆らいてい。

　詠唱をも察知させなかった超短文の速攻の砲撃。

　しかしその砲声の丈は、レフィーヤと【疾風】の同時砲撃を凌駕りょうがする。

　誰もが一言も発さず、無我の境地で直ちに射線上から逃れようとする中、切り裂かれた煙の先に現れたフィルヴィスは、右腕を横に振り抜いた。

　正面に直進するだけの筈の『単射魔法』を、薙いだのである。

「!?」

　一条の稲妻が戦場を焼き払う『雷鞭』となる。

　直線の効果範囲が扇型に変わり、レフィーヤ達を全員殲滅せんめつ圏内に置いた。

　出鱈目な魔法行使。

　それ故に虚を突かれ、対応を迫られる冒険者。

　全てを焼きつくす雷の黒光に顔を照らされながら、全力の緊急回避が行われる。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　戦場の一角にあった緑肉は全て焼却され、突き刺さっていた剣や槍、『武器庫』も閃光の奥にかき消えた。数えきれない雷条の束がレフィーヤ達の武器を、戦闘衣バトル・クロスを、肌を焼く。肺も感電させかねない凄まじい雷衝が押し寄せ、ルルネ、春姫ハルヒメ達までもが叫喚を上げた。

　轟雷の音に鼓膜が機能を失う。

　視界も白一色に染まる。

　まるで火の粉のように電流が散る中、広大な広間は、その半分が焼き払われていた。

「ア……アスフィ!?」

「アイシャ!?」

　視界も聴覚も塗り潰した雷撃の余韻がようやく消え去る頃、それを見てしまったルルネと女戦士アマゾネスのサミラは絹を裂くような悲鳴を上げた。

　アスフィ達は生きていた。

　しかしそれも風前の灯火に違いなかった。

　誰もが重度の火傷やけどを負い、その身から煙を上げている。アスフィはレフィーヤを庇かばおうとしたのか少女と一緒に倒れ込み、右足の膝から下を飛翔靴タラリアとともに真っ黒に炭化させていた。アイシャと疾風リオンは焼け焦こげ、襤褸ぼろのように転がっている。

　レフィーヤが付与していた緑光の加護ヴェール・ブレスは、黒き雷霆に喰い破られるように消失していた。

　正確には、最後に彼女達だけは守り抜いた。

　でなければ全員跡形もなく吹き飛んでいただろう。

「……私が穢けがれていなければ、紛れようもなく、お前達の勝ちだった」

　雷の発生源から煙が晴れ、五体満足のフィルヴィスが姿を現す。

　傷は負っていた。

　エルフを象徴する長い耳の右側が失われ、顔面は赤い肉が剝むき出しになるほど焼け払われている。火矢の防御に用いられたのか左腕は今も燃焼していた。

　しかし、それだけだ。

　たちまち蒸気を噴いて、耳と皮膚が修復されていく。腕を燃やす炎は治癒の煙に舐めるように消し払われた。

　ルルネ達が絶望の二文字に支配される中、フィルヴィスは彼女達を歯牙にもかけず、レフィーヤ達に追い打ちをかける。

「くっ……!?」

「クッソタレめ！」

　立ち上がろうとしている覆面の冒険者とアイシャが狙われる。

　傷を差し引いたとしても連携を失った二人に勝ち目はない。怒涛のごとき蹂躙が彼女達の唇から血を吐かせ、瞬く間に四肢を壊していく。

「二人とも！　くっ……【解き放つ一条の光】！」

　脂汗をかいて痙攣けいれんを繰り返すアスフィを横に、身を起こすレフィーヤは歯を嚙み締めて立ち上がった。

　詠唱を口ずさみ、追い詰められるアイシャ達の援護を試みる。

　が、

「レフィーヤ……お前は最後だ」

『魔力』を感知したフィルヴィスに妨がれた。

　まるで軽くこするように、緑肉が焼き払われた床へ足を振り抜き、石塊の散弾を放つ。

　子供の頭部ほどもある凶弾が弾着する。

　右の肘と腿、左の脇腹と肩。

　石片がめり込んだレフィーヤは血を吐き、仰向あおむけに倒れ込んだ。切なげに細められた深碧の双眸そうぼうから未練を断ち切ったフィルヴィスは、リュー達に顔を戻した瞬間、残忍な怪物の相貌となって蹂躙を再開する。

「ぁ、がっ、はっ……!?」

　レフィーヤが血と空気を交互に吸って吐いている間に、まず【疾風】が倒れた。

　同胞であった者の拳が容赦なく彼女を打ち据え、地に叩きつける。

　最後はアイシャ。

　一人残された彼女は血と汗にまみれながら最後の抵抗を続けるが、冷酷な仮面エインを纏う怪人クリーチャーには何ら意味がない。延命も許されず、メタルグローブの打撃音が無残にも彼女の命の期限を奪っていく。

　戦闘開始から、未いまだ十分。

　十五分の期限リミットを待たずして戦闘の趨勢が決定する。

「くそがぁああああああああああああ!?」

　サミラが吠え、不戦を厳命されていた戦闘娼婦バーベラ達が一斉に駆け出す。無謀の罵りを受けようが蛮勇を選んだ女戦士アマゾネス達に「やめろ!?」とアイシャが制止するが、遅い。

　フィルヴィスは向かってくる彼女達を容赦なく薙なぎ払った。

　一撃で腕が曲がる者、首の骨に罅が走る者、痛苦の涙を流しながらそれでも飛びかかる者。アイシャを助け出そうとするアマゾネスの決死を、怪人クリーチャーは醒さめた目で、凍てつかせた拳をもって叩き潰していく。

　鮮血と悲鳴が吹き荒れる地獄絵図に、他の者は誰も動けない。

　呻うめき、苦悶するレフィーヤ達を残し、絶望に取り憑つかれたルルネ達はアマゾネス達が屠ほふられるところを見守ることしかできなかった。

　懸命に恐怖と戦い、逃げようとする足を必死に押さえつけることしか。

　殺戮さつりくの光景に歯を鳴らし、涙を流しながら、その強過ぎる『怪物』の姿を双眸に焼きつけられる。

（このままじゃあ……！）

　何度も咳せき込み、朦朧とする意識の中でレフィーヤは焦燥に駆られた。

　立ち上がらなくては。不屈を叫ばなくては。でなければ勝利の風は吹かない。

　敗北、全滅の二文字を振り払い、レフィーヤが四肢に喝破していると、


「……っ？」



　心を折られ、皆みなが戦意を手放そうとしている中で。

　霞む視界の中で、走り出し、遠ざかる『誰か』の背中を見た。




「ベート・ローガぁ！」

　少女は叫んでいた。

　戦いが始まってから今の今まで、ひたすらにその名を呼んでいた。

「ねぇ、立ってよ！　お願い、ベート・ローガ！」

　死に体の狼人ウェアウルフに、レナは声をかけ続ける。

　仰向けに倒れ、前髪で目が覆われたベートの怪我けがは治らない。

　回復薬ポーションをかけようとも、万能薬エリクサーを用いても駄目だった。フィルヴィスが放った漆黒の雷霆は『呪詛カース』の効果でもあるのか、あらゆる回復効果を拒み続ける。

「貴方じゃないと、みんなみんな死んじゃうの！　アイシャも、サミラ達も!!」

　今もレナの視界では仲間の蹂躙風景が広がってる。

　一人、また一人と倒れていく同胞の姿に、こぼれ落ちる大粒の涙が止まらない。震えもだ。その細い肢体したいを小刻みに揺らす怯おびえが収まらなかった。

　ルルネ達同様、レナも恐怖に蝕まれていた。

「起きてよっ、起きてったら！　ベート・ローガはこのままずっと眠ってるの!?　そんなのやだよ！　そんなの格好悪いよ！」

　けれど、叫び続けた。

　側で膝につき、男の右手を握り締めながら、ひたすら。

　レナの声は嗄かれようとしていた。

　叫び続けた喉の内側は血が滲んでいた。

　何度も咳き込みながら、祈るように訴え続ける。

「……そんなベート・ローガ、ちっとも強くなんかない！　げ、幻滅しちゃうんだから！」

　しかし、それでも傷付いた狼人ウェアウルフはぴくりとも動かない。

　死人のように握り返してくれない手と、開かない瞼まぶたに涙を堪こらえながら、レナはぐっと眉を吊つり上げる。


「いつもはカッコつけてるくせに！　雑魚は引っ込んでろとか言っちゃってさぁ！　ベート・ローガだって負けてるじゃん！　カッコわるーい！　ださーいっ！　私、見損なっちゃうんだから！　ベート・ローガの負け犬～～～～～って!!」



　泣きつくのを止めて、精一杯罵倒する。

　侮辱する。

『発破』をかける。

　明らかな強がりであることは涙に濡ぬれる声と、みっともなく垂れる鼻水が証明していた。

　嗚咽おえつに変貌しようとする声を押さえながら、レナは必死に嘲笑を装った。

「私に来るなって言ったのは、ベート・ローガでしょう!?　じゃあ立ってよ！　勝ってよ！　俺おれは強いんだ、っていつもみたいにふんぞり返って、うわぁってドン引きするくらい相手をボコボコにしてよ！」

　レナ・タリーは弱い。

　ベートに遠ざけられたように、彼女は足手纏いだ。

　愛する雄おすを救うことはできないし、一緒に戦うことも土台どだい無理な話で、側で支えてやるのも絶望するくらいには難しい。

　レナ・タリーでは、ベート・ローガを守れない。

「できないんなら、ベート・ローガも口だけなんだ！　やーい、やーい！　他のつまんない雄と一緒だー！」

　けれど。

　レナ・タリーは、ベート・ローガを『怒らせる』ことはできる。

「アイシャ達はずっと面倒でいけ好かない狼おおかみだー、って言ってたんだから！　種狼たねおおかみくらいにしか興味なーいって！　私はずっと庇ってたけど、今度から同じこと言っちゃおうかなー！」

　レナは、ベートを苛立いらだたせる達人だった。

　興奮する子犬のように飛びかかっては腹部にいい拳を頂戴し、発情した猫のように纏わりついては蹴り飛ばされ、無邪気な少女のように盛ってもやっぱりブン殴られた。

　彼女のかまびすしい声はベートの怒りを駆り立てる。

　彼女の真まっ直すぐな叫びはベートの『傷』を疼かせる。

　彼女は、自分レナの名で呼ばれるほど、ベートにとって無視できない腹立たしい存在となっている。

「……ねぇ、私の惚ほれた雄は強いんだよ？　乱暴で、意地悪で、それでも私達を助けてくれるんだよ？　どんなに酷ひどいことを言っても、絶対にっ、絶対に私達を見捨てないの！」

　宝石のような涙がベートの顔に降りかかる。

　大好きな狼ひとを真似まねていた嘲弄は、とっくに涙声に変わり、その相貌を溢あふれる感情で溶かしていた。

「私達をいっぱい馬鹿にして、独りっきりでも戦って、それでもへっちゃらだ、って子供みたいに強がるの！」

　雨となる滴しずくは、男の左頰に刻まれた蒼あおの刺青へ吸い込まれる。

　隠されている『傷跡』に、しみ込んでいく。

「弱者わたしたちを遠ざけて、自分がいっぱい傷付こうとするの！」

　ぴくり、と。

　レナが握る男の指が、揺れた。

「私はそんな背中見たくなくて！　でも守ってあげることもできなくて！　私がいたら、その人はもっと危ない目に遭うかもしないから、力にもなることもできなくて!!」

　苛立ちが刻まれるように、男の左手が拳を作る。

　止まらない少女の涙に、『牙きば』が食い縛られる。

「弱い私はっ、強いその人を信じるしかなくて!!」

　直後。

　狼の唇が震えた。

「……ぇ」

　その弱者の涙は、ベートを苛立たせる。

「……るせぇ」

　その弱者の悲鳴は、ベートの『傷』を疼かせる。

「……うるせぇっ」

　その弱者の咆哮さけびは、ベートに瞋恚の炎を灯す。

「だからお願い、ベート・ローガ！」

　男の手を両手で握り締めながら、レナは言い放った。

「噓うそつきにっ、ならないでっ!!」

　次の瞬間。




「うるせええええええええええええええええええええええええええええええええええッ!!」




　狼の双眼が見開かれる。

「ぁ……」

「うざってえっ！　黙ってろ！　その涙声こえを聞かせるんじゃねえ!!」

　大きく目を見張るレナの手を砕かんばかりに握り締め、ベートは再起した。

　己の体を地面から引き剝がし、全身を戒める痛苦の鎖を引き千切る。

「弱者てめえに言われなくても、このままで終わらせるかァ!!」

　雄々しく立ち上がる『強者』の姿に、『弱者』の瞳から涙の欠片が散った。

「下がってろッ、レナァ!!」

　上手く笑えない少女は、胸に迫る感情が赴くままに「うんっ」と大きく頷うなずいた。

　そして、

「【ウチデノコヅチ】！」

「!!」

　もう一人の『弱者』が、金光の加護を授ける。

「春姫ハルヒメ!?」

　レナの驚愕の声とともに、ベートの眼もその少女の姿を映す。

　少女レフィーヤの霞む視界から遠ざかり、巻き込まれかねない危険な戦場を一人で横断した狐人ルナールの少女は、最後に残っていた『光の狐尾きつねび』をベートに授けていた。

　彼が立ち上がることを待って、己の『魔力』を全てつぎ込んでいた。

　その少女とベートが対峙すること、三度。

　一度目は戦うこともできない『臆病者』だった少女は、二度目には戦うことを決めた『弱者』となり、ベートの前に現れた。

　そして、三度目の今。

　変わらぬ『弱者』であり続ける春姫ハルヒメは、けれどより強い眼差しをもって、ベートを見つめていた。

　精神疲弊マインド・ダウンと度重なる心労で呼吸を乱し、無様に崩れ落ちるのを今も必死に堪えながら、それでもベートを見つめ、『信じていた』。

「ッッッ!!」

　その信頼は痛烈な『意趣返し』である。

　男に散々嬲られ、罵倒されてきた『弱者』が、恨むこともせず『強者』の再起をずっと信じていた。

　強者ベートより、ベートの復活を信じていたのだ。

　彼よりも強い意志をもって。

　狼の怒りが、振り切れる。

　琥珀の瞳が網がかかったように充血し、血走る。

　咆哮を上げる弱者にここまで『お膳立て』させた自分自身に対して、憤激が爆発した。

　後は語るまでもない。

　発火点を超えた獣は内に秘めた獣性をブチまけ、傷から噴き出る熱い血潮さえ力に変えながら、少女達に『絶狩ぜつか』を誓う強き咆哮を打ち上げた。




「ぐ、がっ……!?」

「終わりだ」

　数多の墓標のごとく地面に倒れ伏せるアマゾネス達の中で、フィルヴィスは一人たたずみ、その女の首を摑み上げる。

　アイシャである。独り残った彼女は血塗れとなり、美しい容姿はボロボロになっていた。細い指が力をこめ、首に食い込ませると、壊れた自鳴琴オルゴールのように呼吸の破片が漏れ出る。

　それでも、こちらを見下ろし睨みつけてくる女戦士の瞳から、闘志が失われることはない。

「……【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】」

　双眸を冷酷に細めるフィルヴィスは、およそ最も残忍な方法で葬ろうとする。

　バチバチと発生する光の飛沫しぶき。女の首を摑み上げる左手の帯電。『魔法』が放たれた瞬間アイシャの首から上は消し飛ぶ。美しい悍婦は無残な亡骸なきがらを晒す。

　やめてっ、と声にならないレフィーヤ達の悲痛に聞く耳持たず、フィルヴィスは確実に息の根を止めようとした。

「────っっ!?」

　その時だった。

　身の毛のよだつ『咆哮』が打ち上がったのは。

　手負いの獣などではない、目に映るもの全てを喰い殺す巨狼の雄叫び。

　フィルヴィスは殺気を感じた。

　怪人クリーチャーたる彼女が初めて身の危険を自覚するほどの、獰猛な殺意だった。

　咄嗟に振り返った先。

　そこにはもう、眼前にまで迫った血染めの狼が、爪牙そうがを振りかざしていた。

「がぁあああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　跳躍から振り上げられたベートの渾身の蹴撃。

　咄嗟に片腕で防ぐも、皮膚が破け、骨が折れ、膝が沈み、摑み上げていたアイシャを取り落としてしまうほどの重み。驚倒するフィルヴィスはしかし、混乱を振り払い、次の牙を見舞おうとする狼に左腕を突き付けた。

「【ディオ・テュルソス】！」

　詠唱済みの『魔法』。敢行される接射砲撃。

　空間ごと焼き払う必滅の雷霆。

　だがベートは間髪入れず、その帯電する左腕を己の右拳で弾き飛ばした。

「────」

　かち上げられる。

　上を仰いだ砲身ひだりうでが瞬く間に雷砲を放ち、天上を爆砕、上部の階フロアに漆黒の雷霆を貫通させる。

　明滅する頭上、広間を覆う凄まじい震動。

　雷光が荒ぶる最中さなか、狼はそんなもの構わない。

　立て続けに腰を唸らせ、握り締められた拳をフィルヴィスの腹部に叩き込んだ。

「がああぁっ!?」

　抉えぐり込むように放たれた瞬撃の腹部破壊ボディブロー。

　フィルヴィスの上半身に張り巡らされる薄紅色の『根』が拡大、硬質化し『魔石』を守るものの、見越している。

　がら空きの脇腹に炸裂した拳が臓器を破壊し、怪人クリーチャーに紅い血をブチまけさせた。

「るォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　止まらない。

　牙が喰らいついた獲物を決して放さず攻めかかる。痛撃を打ち込まれた怪人クリーチャーにふらつくことさえ許さず、拳、肘、膝、踵かかと、己の全身を駆使して怒涛の連撃ラッシュを開幕させた。

　重なる被撃、刻み込まれる確かな損傷ダメージ、怪物の意識を数瞬奪う乱打の渦。

　不落を誇っていた怪人クリーチャーの肉体が瞬く間に傷付いていく。

　ありえない事態に混乱の極致に突き落とされるフィルヴィスは、見た。

　猛り狂う狼が纏う美しい金光こんこうの輝きを。

　Ｌｖ．７。

『階位昇華レベル・ブースト』。

　最強の妖術を経て疑似的な『頂点』の高みに達したベートの力は怪人クリーチャーの肉体をも殺しうる。激上した能力をもって烈火のごとく、フィルヴィスを暴撃の檻へと閉じ込めた。

「狼人ウェアウルフ……！　馬鹿なっ!?」

　立ち上がれる筈がない。

　戦場に舞い戻れる筈がない。

　それほどまでにフィルヴィスはベートを徹底的に破壊した。止めこそ刺し損ねていたが、あの致命傷の鎖に雁字搦めされた身で再戦などかなうわけがないのだ。それなのに──。

　強い困惑と動揺を瞳に宿すフィルヴィスに、『傷だらけの狼』は吠えた。

「雑魚どもが吠えてんだろうがよォ!!　てめえごときをブチ殺せねえで、どの面つら晒そうってんだァ!!」

『強者の咆哮』を上げ、狼の牙が再びフィルヴィスの体に突き刺さる。

　内包する『魔力』を刈り殺しかねない勢いで、再生された側から破壊されるフィルヴィスは、今日、初めて悪寒を覚えた。

　死に近付いていく恐怖。命が削り取られていく絶対的かつ鮮明な感覚。

　ただ一人の暴君であった筈の怪人クリーチャーは、目の前の敵を、ずっと心の中で蔑んできた『狼』を、最大危険対象と見なすしかなかった。

「──私の邪魔をするなァああああああああああ！」

　眦まなじりを裂いて、猛攻を押し返す。

　繰り出されたメタルグローブが今度はベートに血を吐かせ、付与される無数の光粒群ごと相手の体を打ち据えた。

「私は死ねない！　死ねるものか！　ここまで来てっ!!」

「っ……!?」

「死ねっ!!　お前が死ねぇ、狼人ウェアウルフ!!」

　錯乱じみた声を上げながら反撃の嵐を見舞う。

　命の危機に瀕する戦況が内なる感情と暴力性を引きずり出し、怨嗟と憎悪の弾丸となってベートの体を削り返す。

　枯れかけている血の破片を飛ばし、上体が揺らいで、後退を余儀なくされそうになるも──瞳を血走らせるベートは床を蹴り付け、前に出た。

「うるせぇ!!」

　渾身の頭突ヘッドバッド。

　迎撃カウンターの要領で繰り出された凶悪な一撃がフィルヴィスの額を割り、反攻を食い止める。

「てめえがッ、くたばれっ!!」

　突き刺さる右拳、反撃となって帰ってくる鉄拳。

　互いの血を強いる猛攻と乱撃が衝突する。

　真っ向勝負。

　防御を捨てた互いの四肢が目の前の敵を殺戮せんと雄叫びを上げる。

　右拳と左拳が炸裂する。

　掌底が上段蹴りと衝突する。

　相殺と拮抗を繰り返す。

　ベートが反則級の階位昇華ドーピングを用いても、未だフィルヴィスの方が潜在能力ポテンシャルは上。真性の怪物の力が決して冒険者を優位に立たせることを許さない。

　炸裂した指がへし折れる。衝突した骨に亀裂が走る。相殺と拮抗の反動で皮が剝落する。

　それでも、強者ベートの咆哮はとまらなかった。

「っっっ!?」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　ちっぽけな矜持きょうじを嚙み締め、死力を振り絞る狼の姿に、初めてフィルヴィスは気圧けおされた。初めて、穢れた少女が守勢に回った。

　レナや彼女に支えられる春姫ハルヒメ、呆然と立ち尽くすルルネ達の視線の先で、強者に課せられた不屈と打倒の意志を証明する。

「ベートっ、さん……！」

　そしてその『強者の咆哮』は、レフィーヤにも届いた。

　床に倒れ苦しむだけだった彼女の体は力をかき集め、喉を震わせる。

「【誇り高き戦士よっ……森の射手隊よっ……】！」

　震える声で、歌う。

　ベートを支援するために。

　勝利をもたらすために。

　フィルヴィスを、止めるために。

（立って！　立ち上がらないと!!　今、立たないで、いつ立ち上がるっていうの!?）

　言うことをきかない肉体に鞭むちを打つ。

　痛みなど振り払い、『少女を倒す』と叫んだ自らの誓いに報いようとする。

　そして。

　その時だった。

　予告はなく。

　前触れもなく。

　ただ、挫けることのない冒険者達の戦いの歌に同調するように。

　高らかな『それ』が響いたのは。

「──────」

　レフィーヤの耳に、『とある音』が聞こえてきた。
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「終わりだ、ロキ！　『ニーズホッグ』は間もなく起動する！」

　階層を跨またぐほど鮮明になった破滅の歌が、間近に迫っている。

　それは古代に開かれた『狂乱オルギア』の宴うたげを再演させる、下界崩壊の序曲だ。

　もはや幾分もなく完成に至る『爆弾』の起動術式に、ディオニュソスは歓呼した。

「はははははははっ！　私の勝ちだっ！　『都市の破壊者エニュオ』の名をもって、この忌々しき大地に崩壊を──!!」

　ディオニュソスの大笑が響く。

　広間を震わせる神の声に、ロキはギリッと歯を鳴らす。

　そんな女神の姿も酒の肴さかなにするように、ディオニュソスが陶酔もかくやといった風に狂喜していると、


「はははははははは────…………？」



　男神おとこの哄笑が、おもむろに途切れる。

　ロキも体を揺らし、思わず頭上を見上げた。

「……なんや？」

　揺れている。

　響いている。

　確かに、それは『鳴っている』。

　時を止めるディオニュソスも、目を見張るロキも、『それ』を感じ取った。

　レフィーヤが聞いたものと同じ、その『音』を。







　ゴォン、ゴォォン────と。







　その美しい音色は、何よりも澄んでいた。

　その壮大な音色は、何よりも雄々しかった。

　その果てしない『鐘の音』は、迷宮中へと轟いた。

「これは──」

「……大鐘楼だいしょうろうの音色？」

　最上級鍛冶師マスター・スミスとドワーフの大戦士は動きを止め、耳を傾け。

「一体、どこから……」

　ハイエルフの魔導士は『魔法』を操りながら、妖精の耳朶を震わせ。

「この音……」

「綺麗きれい……」

　アマゾネスの双子は戦うことを忘れ、その音色に聞き惚れ。

「まさか──」

　最強の【猛者おうじゃ】は、その目をあらん限りに見開いた。

　それは魔城と化した人造迷宮クノッソスの隅々をも震わせた。大空間、各通路、それぞれの場所で死闘を繰り広げていた冒険者達に届く勇壮の旋律。そこに神聖はない。しかし天の祝福にも似た鐘かねの音ねは地中の中にあって伝わり、都市を滅ぼす歌を退しりぞけ、邪気を祓う聖韻せいいんとなる。

　冒険者達には、それが『雄叫び』に聞こえた。

　自分達の魂を揺さぶる『かけ声』に聞こえた。

　誰もが動きを止める。

　誰もがその音を聞く。

　邪悪な精霊さえも時を奪われ、人造迷宮クノッソスが空白の時を刻んだ。







　ゴォン、ゴォォン────と。







　荘厳な音色が幻想を紡ぐがごとく、数分前の光景を回顧する。

「き、君は……」

　ラウルの前に舞い落ちたのは、一本の羽根だった。

　それは希望の糸を織り込んだような、輝く黄金の羽毛だった。

　冒険者達の遥か頭上で、鮮やかに翼を打つ一匹の歌人鳥セイレーンが、鉤爪かぎづめで握って運んできた存在を解放する。

　両の肩を放され、僅かな降下を経て、その少年は着地した。

　携えるは傷付いた大剣。

　なびくのは黒の襟巻マフラーと雪のように白い髪。

　帯びる瞳の色は深紅ルベライト。

　立ちつくす冒険者の中で、誰かが呟いた。

　まるで『英雄』のようだと。

「っ……」

　少年は一度、震えた。

　お伽噺の中にしか登場しないような真の竜の怪物を前に、怯えの感情を垣間見かいまみせた。

　しかし瞼を閉じ、目を開いた次には、誰よりも勇烈に。

　ここに連れてこられた意味を、己がなさねばならないことを、その双眸は理解している。

　ベル・クラネルは、眦まなじりを決した。

「僕を守ってください」

　両手に握った大剣を正面に構え、告げる。

　動きを止めるラウル達を置いて、己の『切り札』を発動する。

　女神に授かりし『一撃』を。




【英雄願望スキル】の引鉄トリガー、思い浮かべる憧憬しょうけいの存在は──『偉大なる冒険者達ロキ・ファミリア』。




【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ。

【九魔姫ナイン・ヘル】リヴェリア・リヨス・アールヴ。

【重傑エルガルム】ガレス・ランドロック。

【大切断アマゾン】ティオナ・ヒリュテ。

【怒蛇ヨルムガンド】ティオネ・ヒリュテ。

【凶狼ヴァナルガンド】ベート・ローガ。

【千の妖精サウザンド・エルフ】レフィーヤ・ウィリディス。

　そして、【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタイン。

　誇りと使命を背負い、都市にひそむ闇と人知れず戦い続けていた、勇敢な冒険者達。

　狂おしいほど想おもい焦がれた高過ぎる高嶺の花、次代の『英雄』達の力を借り、意志を重ね合わせ、その『一撃』に全てを装塡する。

「……!!」

　ラウルは見た。

　構えられた大剣に集束されていく力の奔流を。

『絶望』を切り裂く、『英雄の一撃』が顕現せんとする瞬間を。

「──守れぇえええええええええええええええええええええっ!!　彼をっ、【白兎の脚ラビット・フット】を守れええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　本能と衝動の言いなりになる。

　なりふり構わない絶対の命令を周囲に放ち、一人の少年を守り抜くことを誓う。剣を抜いて駆け出すラウルに、【ロキ・ファミリア】の団員達も鬨の声を上げて続いた。

　宙を飛翔して『第七の精霊ニーズホッグ』の牽制に移る歌人鳥セイレーンとともに、囮となり、盾たてとなり、詠唱を奏で、命懸けの防衛線を築き上げる。

　そして──。

　数多の白い光粒が収斂していく。

　リン、リン、という鐘チャイムの音が、大鐘楼グランドベルの音色へと。

　荘厳な鐘かねの音ねが、全ての戦場へと高く鳴り響いていく。







　ゴォン、ゴォォン────と。







「──行け、ベル・クラネル」

　通路をひた走りながら、『眼晶オクルス』を握り締めるフィンは呟いた。

　先刻、彼が出した指示。

　それは歌人鳥セイレーンのレイに、ベルを『第七の精霊ニーズホッグ』のもとへ運ばせることだった。

　自在に空を飛び、誰よりも速く人造迷宮クノッソスを移動することができ、反響定位エコロケーションをもって全てを探ることができる彼女だけが、フィンの『一手』を叶えることができた。

　フィンが見出した『光』を直ちに見つけ出し、運んで、導くことが。

「エニュオ、僕は全てを賭かけるぞ。あの白い光に」

　それは『エニュオ』の虚を突く『伏兵』。

　盤上にありながら神が見落としていた、いや気付ける筈のない盲点。ただの歩兵ポーン。

　十五年前はおろか、六年前にもいなかった、神の予想を超え、神に『未知』を叩きつける、『下界の可能性』である。

　こんなもの、作戦でも読み合いでも何でもない。

　あの日、少女アイズと同じように目にした背中を──猛牛ミノタウロスを打ち倒し、『不可能』を乗り越え、『英雄』の資格を手にした『冒険者』を、信じただけのこと。

　憧憬を燃やし、困難を乗り越え、誰よりも速く駆け上がってきた『未完の英雄』に全てを賭けた、それだけのこと。

「だが、だからこそ刺さる。いや、神を打ち破るには『未知それ』に賭けるしかない！」

　それは男神ヘルメスが冒険者フィン達の手に忍ばせた『切り札』。

　それは今日この日、いる筈のなかった『盤外の駒』。

　今度はフィンが『盤外』から、今も立ちつくす『エニュオ』に剣つるぎを突き付ける。

『眼晶オクルス』が映し出す光景の中、ベル・クラネルの存在に気付いた『第七の精霊ニーズホッグ』が恐ろしい咆哮を上げるが、動きは鈍い。

　術式が進んだ今、真実、解放を待つだけの『爆弾』と化している。

　ならば今。

　ならば今こそ。

『エニュオ』が振りかざす九つ目の盤面、そこに歩兵ポーンを──昇格プロモーションを為した『英雄の駒』を叩きつける。

「勝負だ、邪神エニュオ!!」

　お前の邪悪と、僕達の光、どちらが勝つか。

　盤面を挟み、とうとう空席に座らせた『エニュオ』に──茫然自失とした表情を見せるディオニュソスに、フィンは宣戦の声を放った。







　ゴォン、ゴォォン────と。







　勇者の意志に同調するように、大鐘楼グランドベルの音色が高まっていく。

　その鐘かねの音ねが止むことは決してない。

『英雄』達の想いを結集する一撃が、全ての者に知らせた。

　不条理に逆らう『希望の咆哮』を。

　剣を執とり、盾をかざし、杖を持つ、全ての戦う者達の心を奮わせてみせた。

「ベルだ！　ベルだよ！　みんな！」

「ウィーネ……？」

「ベルが、戦ってる！」

　竜の少女は胸に迫る思いを涙と笑顔に変え、その名を叫んだ。

「ベル殿!!」

　命ミコトは顔を振り上げ、歓呼した。

「おいっ、どうした冒険者おまえらぁ！　このままなら、俺の相棒が全部持っていくぞぉ！」

　ヴェルフは盛大な発破をかけた。

「総員、目の前の精霊てきに集中しろ！　もはや憂うれいはない！　七体目は『彼』が倒す！」

　リリは勇者の声をもって宣言した。

「──この勝利の鐘かねの音ねに続けぇえええええええええええええええええ!!」

　最後に。

　フィンはもう一人の自分と声を重ね合わせ、総攻撃を命じた。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ!!』

　反撃の咆哮が一つとなる。

　大鐘楼の音に導かれるように、冒険者達は最後の決戦へと臨んだ。

　冒険者達の心を、怪物の心さえも搔かき立てる鐘かねの音ね。

　倒れた者に再起を促す、『英雄』の暁鐘ぎょうしょう。

　もう起き上がれなかった筈の者達が、一人、また一人と立ち上がり、血を拭ぬぐい、武器を手にして、都市を滅ぼさんとする精霊へと立ち向かっていく。

　誰もが、その大いなる号砲に続いた。

「────っ!!」

　そして。

　レフィーヤのもとにも、その少年の咆哮は届いていた。

（この鐘の音は……！）

　レフィーヤは知っている。

　この大鐘楼グランドベルの咆哮に至る鐘の音を、他でもない『共闘』の中で聞いたことがある。

　あの少年とともに戦った18階層で。

「ベル様！」

　狐人ルナールの少女が上げる喜びの声を聞かずとも、わかっている。

　あの少年も、戦っている。

　今も暁鐘を鳴らし、己の敵を討ち倒そうとしている！

「──私だってっっ!!」

　がりっ、と爪を床に突き立てて、レフィーヤは立ち上がった。

　全身を苛さいなむ苦痛は消えた。いや、心の奥から巻き起こる気炎が全て燃やしつくした。

　負けられない。負けていられない。絶対に負けてやるものか。

　あの未だ小さき、英雄の卵に。

　あの少年が闇を払う暁鐘をかき鳴らすというのなら、私レフィーヤは勝利の歌を奏でなくてはならない。


「寝てるっ、場合じゃないねえっ……！」



「ええ、私達も……！」

「……行きます!!」

　アイシャも、アスフィも、覆面の冒険者も、その鐘の音を聞いて残された最後の力を振り絞る。

「──がるぁああああああああああああああああああああああああ!!」

　そしてベートもまた。

　その壮大な『強者となった弱者の咆哮』を前に、苛立ちと喜びを滲ませて猛り狂う。

「何故立てる、何故立ち上がれる!?　なんだ、この『音』は──!?」

　フィルヴィスだけが動揺と戦慄を重ね、次第に押されていく中、レフィーヤ達も最後の戦いへと臨んだ。







　ゴォン、ゴォォン────と。







　はっきりと聞こえるようになった鐘の音に、ディオニュソスは立ちつくす。

「なんだ……」

　落ちていく乾いた呟き。

　鳴り響く大鐘楼の音に松明が揺れている。

　揺らめく炎の光によって、照らされる壁画が、邪竜と精霊の六円環が明滅を繰り返す。

「なんだっ、これは……」

　局面が変わる。

　冒険者達の劣勢から拮抗へ。拮抗からその先へ。

　ロキが持つ『眼晶オクルス』から、息を吹き返したかのように、過酷を切り開こうとする冒険者達の叫喚が伝わってくる。

　時が止まっていた神の体が次第に、ゆっくりと、わなわなと震え出す。

　その身を襲う耐え難い『予兆』。

　己の計画シナリオが壊れていく『崩壊の前触れ』に、我を失っていく。

　ロキは何も語らない。

　ただうっすらと開いた朱色の瞳で、哄笑が消えた男神おとこの顔を見つめるのみ。

　同時に、信じるのみ。

　眷族達が紡ぐ神聖譚オラトリアの行く末を。

「──なんだァ、この鐘かねの音ねはァ!?」

　神をも戦慄させる音色に、ディオニュソスは取り乱し、激昂した。
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「押し返せぇええええええええええええええええ!!」

　今も鳴り響く大鐘楼グランドベルの音色に突き動かされるように、全ての戦場が猛り狂う。

　冒険者達は剣を掲げ、魔法の光を背負い、漆黒に染まる『精霊の分身デミ・スピリット』を落としにかかる。

「──ははっ！　はははははははははははははははっ!!」

「ヘグニッ、おい、ヘグニ！　……ちッ、イッたか」

　笑声を爆発させる黒妖精ダーク・エルフが闇夜の嵐のごとく、漆黒の大閃を精霊の巨軀へ無尽に刻み込む。鐘の雄叫びに当てられ興奮を隠さない相棒の姿に、白妖精ホワイト・エルフの相棒は舌を弾き、自らも極大の雷撃を放って閃光を生んだ。

「【焼きつくせ、スルトの剣！　我が名はアールヴ！】」

「お前達、下がれぇええ！」

　二人の妖精の騎士が精霊を押さえ込む間に響くのは玲瓏たる詠唱。

　女戦士イルタの号令が轟き、冒険者達とヴェルフがその広大な効果範囲から離脱した瞬間、リヴェリアの殲滅魔法が発動する。

「【レア・ラーヴァテイン】!!」

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　都市最強魔導士の『魔法』が、獄炎の大柱をもって精霊を焼きつくした。




「ベル・クラネルか？」「ベル・クラネルだ」「本当マジか」

「つい最近までＬｖ．１だったのに頭がおかしい」

「「「それな」」」

「もっと夢中になるからフレイヤ様に報告したくない」

「「「それな！」」」

「つべこべくっちゃべっておらんで働けぇ、小人どもぉ！」

　恐ろしい勢いで疾走し、すれ違いざま黒の触手を解体していく【炎金の四戦士ブリンガル】に、同じく刀を閃ひらめかせる椿ツバキが耳障りとばかりに怒声を飛ばす。

　長兄アルフリッグを中心に声を交わしていたガリバー四兄弟は宙を飛び、四つの得物を投擲。

　椿ツバキの居合の太刀とともに、酷使されボロボロとなった最後の花弁の装甲アーマーを引き裂き、貫通する。

「やはりあの若造は面白おもしろい！　なぁフィン！　なぁ、リヴェリア！　老兵わしらも負けておれん、そうだろう!?」

　守りを失い呆然とする精霊本体に、ガレスが最後の突撃を仕掛けた。

　後進がもたらす勇壮の歌に誰よりも昂たかぶるドワーフの大戦士は熱狂の笑みを刻み、大跳躍と同時に戦斧せんぷを振り被る。

「砕け散れぇええええええええええええええええええええええええええいっ!!」

　渾身の一撃が、ド派手な肉の華を咲かせた。




「アルゴノゥト君だ！　アルゴノゥト君だよ、絶対にそう！」

「『あるごのぅと』？　お前に読み聞かせてやった、英雄譚か？」

「そうだよ、バーチェ！　本物の『英雄』みたいな、すごい男の子がいるんだ!!」

「あるごのぅと……アルゴノゥト」

　状況も忘れてはしゃぐティオナに、バーチェはその名を反芻する。

「そうか……そんな『英雄おす』が、ここにはいるのか」

　戦うことしか知らなかった女戦士が、口元を覆う紗幕しゃまくの奥で笑みを浮かべる。

　次には双眼を吊り上げ、疾走。

　笑みを浮かべるティオナとともに、ぐんぐんと加速する。

「ティオネ、血を寄越せ！」

「勝手に啜ってろ！　今それどころじゃねえんだよ！」

『束縛魔法リスト・イオルム』をもって精霊の動きを阻害するティオネが叫び散らし、言葉通り彼女の血を舐め取るアルガナが『呪詛カーリマー』を発動させ能力値アビリティを増大させる。

　ティオネとアルガナ、魔法の光鞭の両端を二人で持ち、苦しむ精霊を引き千切る勢いで拘束する中、ティオナとアルガナが飛び込んだ。

「いっくよぉおおおおおおおおおおおおッ！」

「【ヴェルグス】！」

　渾身の大双刃と猛毒の大拳に、討てぬものはなく。




『──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

「止めろー!?　アステリオスを止めろー!?」

「小僧コゾウノ元モトヘ行イカセルナァ!?」

「先にこっちを倒さないとー!?」

『好敵手』の白き咆哮を聞き暴走する猛牛ミノタウロスの荒ぶりに、敵味方混乱する。

　同胞達の必死の懇願もとい制止を受ける一匹の『異端児ゼノス』は致し方なく、血走った双眼を精霊へと向けた。

「──強くなっている。ならば自分も、必ずや自分も。──決着のために」

　無骨な人語を初めて口にする漆黒の猛牛は、笑った。

　甚だしい『飢え』を抑えきれぬ強暴な笑みを纏い、垣間見せた理性も闘争本能で塗り潰す。

　傷だらけの体から更なる力を漲らせ、蒼白となる『精霊の分身デミ・スピリット』目がけ突貫する。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　二度目となる最強の突撃チャージが、何もかもを打ち砕いた。




「うるせえ鐘かねの音ねだ……」

　その大鐘楼の音に誰もが高揚を得る中、彼だけは違った。

　誰よりも苛立ちに満ちながら、アレンは銀槍ぎんそうを振り鳴らす。

　彼は自分より強い者を認めない。自分より速い者を許さない。

　彼は『自分に追い付きうる者』を歓迎するほど、闘争心を腐らせていない。

『雄』としての原初の感情を剝き出しにするアレンは、自分があの少年に苛立たせられている事実に心底苛いらつきながら──発進した。

　本日一番の疾走。

　誰も目で追えない永遠の加速。

　残像すら追いつけない戦車は純粋な衝撃の塊となり、精霊を轢き潰さんと縦横無尽に駆け抜ける。

「道を開けろおおッ！　轢き殺されるぞ!?」

　援護でも支援でもなく、『警告』しか発することのできないシャクティの声に、冒険者達は一斉に離脱。肩に装着した片マントを引き千切れんばかりにたなびかせながら、【女神の戦車ヴァナ・フレイア】の名の所以ゆえんを披露する。

　巨大な精霊の柱を覆いつくすのは、無数の『光の轍わだち』。

『ヅャァァアァアアアアアアァァァアアアァアアアアアアアアアァ!?』

　自己再生が間に合わぬほど全身をズタズタに引き裂かれ、目も、鼻も、耳も、口も、喉も失った『精霊の分身デミ・スピリット』が碌ろくな発声もできぬまま喚わめき散らす。

　耳を聾ろうする薄汚い断末魔の叫喚に、男は一言。

「死ね」

　ためらいなく首をはね飛ばした後、容赦なく『魔石』ごと胸部を穿った。




「フレイヤ様……貴方の慧眼けいがんは正しかった」

　オッタルは認めた。

「新たな『英雄』が胎動します」

　大鐘楼の音色が鳴り響く迷宮に双眼を鋭く細めながら、はっきりと断言する。

　静かに歩み出し、既に肉の残骸と化している『精霊』のもとへ近付く。

　凄まじい黒大剣を肩に担ぎ、王者の威風をもって進む猪人ボアズに、息を呑むアナキティ達は無意識のうちに道を開け、最後の一撃を譲った。

　漆黒の大剣が天を衝き、断頭台ギロチンのごとく、瀕死の精霊へと振り下ろされる。

「一角の英雄を生んだ、いい戦場だった」

　場違いなまでの称賛と、絶対的な力をもって、男は全てを終わらせた。







　そして──。







　四分、と。

　六つの戦場に届くことのない『宣言』が、七つ目の戦場で落とされる。

　それを目にすることが許されたのは、地味で、凡庸で、けれど不屈を叫び続ける青年。

　そんな彼に従う仲間。

　宙を飛ぶ一匹の歌人鳥セイレーン。

　最後に、破滅をもたらそうとする禍々しい竜の『精霊』。

　臨界を迎えようとする大破壊の歌声より、彼の方が、早かった。

　集束される白粒。

　振り被られる光剣。

　己の全てを賭とした、全霊の一撃。

　最大蓄力フル・チャージ。

　大鐘楼の音とともに、その純白の極光は解放された。







　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!







　誰にも知られることのない、壮烈な雄叫び。

　白く染まる世界。

　震動に包まれる大迷宮。

　神聖譚オラトリアの一節に綴られる『英雄の一撃』が、咆哮した。
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　それは死闘の調べだった。

　刃と刃の間から生じる剣戟の音も。

　風と肉が奏でる破壊と再生の音も。

　互いの喉から上がる叫喚と絶叫も。

　意志と意志が共鳴し、戦意と殺意が唸り合い、交ざり合い、拒絶し合う。

　紛うことなき、決戦の調べであった。

「「────────────────────────────ッッッ!!」」

　アイズとレヴィスの剣が衝突する。

　火花の代わりに生まれる衝撃と風圧が互いの髪をはためかせ、激しい戦風の中で瞬きもせず、その眼差しの敵で穿ち、武器を翻ひるがえす。

　極限は超えていた。限界は既にない。全能感と呼ぶには荒々しい力が互いの体を満たして不可能の先へと駆り立てる。思考の余地などない無意識が思い浮かべる位置へ一瞬後には飛んでいた。

　振るわれる穢れた大剣を黒風エアリエルで吹き飛ばせば、烈風を纏った剣撃が膨張する肉の鎧に弾かれた。アイズの一撃にレヴィスは後退し、斬り飛ばされる片腕一本を犠牲にして押し返す。碌に修復は進まず皮が肉を覆いきらないうちに剛撃をその身に刻んだ。

　驚愕や戦慄はもはやない。

　痛覚も迷いも置いてきた。

　相手を殺すための闘志の意志で己の全てを埋めつくす。

　敵を屠るための一振りの剣になるために。全てを蹴散らす黒嵐となるために。

「──ッッ!!」

　膝が沈む。

　腕がばらばらになりそう。

　痛みなんてとっくにないにもかかわらず。

　視界が狭い。

　あたかも剣を一合打ち合う度に視力が失われてゆくように、目の前の敵しか見えなくなる。

　異形の輪郭を象った黒い影しか。

　おぞましい『怪物』しか。

「アリア、来い!!　もっと、もっとだ!!　その黒風かぜを、お前の全てを私にぶつけてこい!!」

　黒い影が何かを盛んに叫んでいる。

　頻りに笑っている。

「これこそが余興だ！　腐り落ちていた私が巡り会った、お前との闘争たたかいだ!!」

　禍々しき『竜』の幻想を背負うレヴィスに、アイズの妄執の炎が燃え盛る。

　乱れ狂う斬撃、猛々しい暴風。

　剣を振るう度に敵は壊れ、風が嘶く都度なにもかもが震え、己の体さえも自壊していく。

　逆に、黒い炎だけは猛り続けて。

「──ぁああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　目の前の敵を殺すためにアイズも臓腑ぞうふの底から咆哮を引きずり出した。

　戦意さえも黒い猛火の形をとる。

　剣を握る手は境界を失い、どこまでが風かぜで、どこまでが自分なのかもわからなかった。

　あの日の父も。

　こんな気持ちだったかもしれない。

　あの日の母も。

　こんな想いだったのかもしれない。

　そう思うことで己を正当化し、戦いくさの悪姫あっきに堕ちていく。

　──違うよ。

　誰かの声が聞こえた。

　──それは違うよ。

　それが幼い自分アイズの声だと気付くのに、刹那の時間がかかった。

　──お父さんと、お母さんは──。

　雑音ノイズがかかったようにその先の言葉は聞こえない。

　黒片が散る瞳は些事であると切り捨てながら、切り離された意識の欠片が荒ぶる炎の心海しんかいをさまよう。

　英雄になりたかったわけじゃない。

　世界を救いたかったわけでもない。

　ただ、取り返したいものがあっただけで、それを取り返すには気が遠くなるほどに強くなるしかなくて、己の持っているものを全部代償にするしかなくて。

　今、目の前の存在を討ち果たそうとしているように、憎しみまで糧とするしかなくて。

　戦う度に自分を効率化していった。

　殺す度に贅肉を削ぎ落していった。

　表情は消えていった。

　感情は乏しくなっていった。

　仲間のおかげで人形にならずには済んだけれど、心の中にいるもう一人の自分アイズともはや私アイズは別人だ。きっと今、こうして戦っているアイズ・ヴァレンシュタインは紛い物。本当は辿ることがなかった架空の剣士イフなのだろう。

「うぁあああああああああああああああああああああああああああ!!」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　怪人クリーチャーの双眸に映るのは、彼女に勝るとも劣らない醜悪な自分。

　漆黒の嵐を従え、何千何万の怪物を屠った殺戮の剣を持ち、死の形相を浮かべる。

　まるで『精霊』の成り損ない。

『穢れた精霊』の触手たる彼女と一緒。

　これが、今のアイズ・ヴァレンシュタインが辿り着いた末路。

　もう戻れない。もう帰れない。もう思い出せない。

　貴方アイズも、そんなことはもうとっくにわかっているでしょう？

　心の中の自分アイズは悲しみの顔を浮かべた。

　何も気付かないように諦観と寂寥せきりょうを握り潰して、炎の海の狭間はざまを漂っていたアイズは戦場に己の全てを傾注する。

（熱い──）

　黒き剣風と紅き凶剣がぶつかり合う。

　血に汚れて砂金の輝きを失った金の長髪が巻き上げられる。

　秒を更新するごとに、より速く、より鋭く、より刹那的で、より圧倒的な斬撃を繰り出す。

（熱い──）

　何度血ちに彩いろどられてもなお、レヴィスは笑いそれに応え続ける。

　剛撃によって漆黒の嵐が揺らがされる。燃焼のそれにも似た音を散らして削り取られ、薄くなり、次には渦巻いて更なる勢いを纏い直す。

（熱い──）

　命が燃える音がする。

　黒い炎に、命が燃やしつくされていく音が。

（それでもいい──）

　もう戻れない。もう帰れない。もう思い出せない。

　だから。

（この怪物ひとを倒して、私はその先へ──）

　己の身に巣食う黒い炎に全てを委ね、身と心を灰にしかねないほど業火をもって、漆黒の向こう側へ──。

　雄叫びを上げる黒い風に呑まれ、獄炎の輩ともがらに堕ちようとした、その時。







　大鐘楼の音が聞こえた。







「────────」

　目の前の敵以外の全てを取り除き、隔絶された世界の中で、確かにアイズの耳に届いた。

　心の中の自分アイズも目を見開き、顔を振り上げる。

　それは祝福の音だ。

　それは始まりの暁鐘だ。

　それは取り戻す歌だ。

　暗黒の海に呑まれる地平線の彼方から光が生まれ、終わらぬ闇などないことを告げる夜明けのように、アイズの心に白い輝きが差す。

　──ベル！

　それが少年の咆哮であると今日までの想いが悟らせた。

　何度も打ち鳴らされる鐘かねの音ねがアイズの耳を揺るがし、全身に響いて、心を打ち──猛り狂う黒き炎の勢いを削いでいく。

　舞い狂う火の粉は弱まり、炎の海が波のように引いていった。

　背中を焼き、統べる術を失っていた闇の炎が、白い光に浄化されていく。

「これは……!?」

　レヴィスさえ焦燥の表情を浮かべる中、なおも大鐘楼は轟いていく。

　導かれるように動く腕。

　交わされる剣撃。互角の震動。

　黒い炎が衰えていくにもかかわらず吹き上げる強き風。

　沈黙していく【復讐姫スキル】の代わりに、精霊の風エアリエルが包み込むように出力を増していく。

　二人だけの戦場に届くほどの鐘の音は、何度も、幾度もアイズ達の体を揺らしていく。

　剣の調べと音が重なり、心に響き渡る中、アイズの瞳に情景の閃光が走った。

　思い出す。

　壁の上で交わした夜明けの時間を。

　思い出す。

　ひたむきに前へ進む白い少年の姿を。

　思い出す。

　そんな少年の瞳の中に映る、唇を綻ばせた私アイズの微笑を。

　それは確かに、幼き日の少女アイズの面影を残していて。

　──もう戻れない。もう帰れない。もう思い出せない。

　──本当に？

　心の中で泣きながら笑う少女アイズと、私アイズの言葉が重なり合った。

　そして。

　頰に滴を引いて笑う少女アイズが輝き、紐ひも解かれ、『風』となる。

「はぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　轟くのは決然の声。

　迫るのは決着の一撃。

　今もなお募っていく大鐘楼の音色に危機を覚え、この決戦に終止符を打たんとレヴィス渾身の破剣が放たれる。

　踏み込んだ床が砕かれ、大気を切り裂きながら突き進むその大斬閃が漆黒の嵐と衝突した、次の瞬間。

　アイズの剣の風、そして体を纏う気流が、弾けた。

「なにっ!?」

　刹那の拮抗の後、漆黒の嵐が解除される。

　力場の消失。

　弾けた風の反動で軌道をずらされたばかりか、膨大な力の濁流が行き場を失い、レヴィスの必殺がアイズの傍かたわらを一走いっそうする。

　掠める剣身、吹き飛ぶ右腕の手甲と肩鎧。半身の防具を失いながら、レヴィスの真横をすれ違うアイズはここにはないどこかに意識を飛ばすように、目を見開いていた。

　黒き炎に犯され、狭まっていた視界が広がる。

　無数の白い羽根が舞い散るように、黒色モノクロームの世界が色づく。

　紐解かれた少女アイズが『そよ風』となって、美しい金の髪の一房を揺らした。

　転瞬。

「ッッッ!!」

　急激な超ブレーキ。

　もたらされる風とともに、すれ違ったレヴィスの後方で風速の勢いを殺してのける。

　最大酷使される全身の悲鳴を無視し、回転。

　脳裏に描かれる『一戦』をなぞり、直ちに姿勢を回復させるレヴィス目がけて、突貫する。

　人外の膂力をもって繰り出される迎撃。

　虚を突いてなお、こちらより速い反則の剣塊。

　急迫するその一撃を前に、アイズは心が囁ささやくまま、その風の名を呼んだ。




「【白き風よテンペスト】!!」




　纏い直すのは精霊の風。

　黒き色を忘れた清き透明の風は、『白』の色を宿して少女を包み込む。

　神速となる剣つるぎ、金の軌跡を描き迫る白閃の矢。

　大鐘楼の音と重なり合いながら荒ぶる白風に、レヴィスの眼が驚愕に染まり、次には殺意を宿し見開かれた。

　唸る穢れた剣と、雄叫びを上げる風の剣が交差する。

　そして、







　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!







『英雄の一撃』の解放とともに、『決着の一撃』も果たされた。

　大鐘楼グランドベルの衝撃が凄まじい震動になって戦場を包み込む中、再び互いにすれ違ったアイズとレヴィスが、剣を振り抜いた姿勢で時を止める。

　一瞬後、肩が爆ぜ、鎧が吹き飛び、血飛沫が勢いよく噴き出たのは──アイズ。

　ぐらりと体が傾く中、唇を嚙み締めながら踏みとどまる。

　敵の一撃に勝まさった手応えに、冷たく瞳を細めるレヴィスは──しかし。

「──なっ!?」

　己の胸を切り裂かれていた。

　胸部中心を斜め一線に走り抜ける剣撃の跡。

　肉の鎧をも断ち切った白閃は『魔石』へと届き、その極彩色の輝きを両断していた。

「馬鹿なっ!?」

　胸もとを見下ろし、咄嗟に押さえようとした右手が灰化する。

『核』を破壊された怪物モンスターの末路。手からすり抜けた『穢れた剣』が床に転がる光景に、怪人クリーチャーの眼があらん限りに剝かれる。

　神速の斬撃を叩き込んだアイズは、白き風とともに振り向いて、半身を向けた。

　手足の先からぼろぼろと崩れ落ち、愕然がくぜんと振り返るレヴィスを射抜く、少女の瞳。

　己の『勝利』を告げる金色こんじきの眼差しに、女の双眼は震え、血走った。


「──アリアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!?」



　振り向きざま、何かを摑み取るように伸ばされた左手が──アイズの眼前で崩れ去る。

　全身を完全に灰に変えた怪人クリーチャーは跡形もなく崩れ落ち、その叫びも、その怒りも、その姿も消失させた。

　ザァー、という音ともに、大量の灰と、僅かな極彩色の破片だけが残される。

　後にはもう何もない。

　勝者の余韻も、決着の虚むなしさも。

　大鐘楼の残響と、乱れた呼吸の音。

　二つの音色が儚くも厳かに響く戦場の中、白き風が流れる。

　金の髪を巻かれ、視線を上に導かれるアイズは、未だ聞こえる鐘の残響に瞳を細めるのだった。
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　全ての衝撃が去った後。

　己の身も白く染め上げられていた冒険者達は、ゆっくりと瞼を開ける。


「…………やっ、た」



　ラウルは見た。

　視線の先、完全に消滅した精霊の姿を。

　白い光粒と一緒に消えゆく『第七の精霊ニーズホッグ』の残滓を。

　そして、極光の一撃を振り抜いた体勢で、彫像のように固まる少年を。

　やがて少年は、柄から上が消失した大剣を手から取り落とし、精も根も尽き果てたように、崩れ落ちた。

　周囲に満ちる長い静寂。

　ラウルはそれを、大音声をもって破った。

「──やったぁああああああああああああああああああああああああああっ!!　でかしたっ、でかしたっすぅううううううううううううううう!!」

　団員達とともに歓声を散らしながら、少年のもとに押し寄せる。

　他派閥なんてことはもはやどうでもいい。疲弊しているのも無視し、仲間へそうするように抱き着いて肩に腕を回す。他の団員達も同じだ。笑おうとして失敗ばかりしている少年の白い頭を手でかき回しては、罵倒しては褒めちぎる冒険者流の称賛をぶつける。兎人ヒュームバニーのラクタは感極まるあまり、ゆっくりと降下してきた歌鳥人セイレーンにも抱き着き、彼女の驚愕を買った。

　団員達ともに少年をもみくちゃにしながら、ラウルは天に向かって叫んだ。


「やりましたっ、団長ぉぉぉぉぉぉぉ────!!」
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「よくやった、ラウル……！」

『眼晶オクルス』から響き渡るラウルの歓呼に、フィンは喝采の笑みを浮かべる。

「そして、ベル・クラネル！」

　手をあらん限りに握り締め、歓喜と興奮を絞り出す。

　足を止めた大通路の中、この時ばかりは首領の仮面を忘れ、一人の冒険者としての笑みを浮かべた。

　フィンが盤上に叩きつけた一手が、神エニュオの計画シナリオを阻止した。

「団長！」

　間もなく、フィンの指示によりレイと別れたアリシア達が曲がり角から姿を現す。

　素早く意識を引き締め、指揮官の顔に戻ったフィンは命令を下した。

「七体全ての精霊の撃破を確認した！　リヴェリア、ガレス、戦える者を集めて再編しろ！　残存勢力のもとへ向かわせ、味方を援護する！」

『了解した』

『少しは休ませろと言いたいが、仕方あるまい！』

「僕達はこのままロキ達のもとへ行く！」

「「はい！」」

　前半は『眼晶オクルス』を通じてリヴェリア達に、後半は目の前にいるアリシア達に告げる。

　一糸乱れず返ってくる了承の声に背を向け、フィンは先頭に立って駆け出した。

　まだ戦いは終わりではない。

　最後の『幕引き』が残っている。
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「…………ばか、な」



　ディオニュソスは、かろうじて、それだけを呟いた。

　水晶から響く雄叫びも、大鐘楼の音も、迷宮を揺るがす震動も去った広間。

　予定していた刻限を迎えても起こらない『大破壊』に、男神おとこはよろめく体が倒れないようにするのが精一杯だった。

『第七の精霊ニーズホッグ』が唱えていた自爆の詠唱が途絶えた。

　それが意味するところはつまり、彼の──『都市の破壊者エニュオ』の計画シナリオの失敗。

「……自分の負けや、ディオニュソス」

　たたずんでいたロキは、茫然自失となるディオニュソスに向かって、口を開いた。

「自分の計画シナリオは完璧やった。だが、フィン達がそれを阻んだ」

「っ……!?」

「盤外から高笑いをしとった自分を他所に、子供達はあがき続けた。だから、勝利を手繰り寄せた。自分の敗因は神らしい慢心と全知の驕り」

　冒険者達の奮闘。

　神の神意さえねじ伏せる、眷族の物語ファミリア・ミィス。

　心底痛快だとばかりに、ロキは口の端を曲げる。

「あとは……とっておきの『未知』」

　十五年前より、様々な勢力を計算に入れて作られた都市崩壊の計画シナリオ。

　それを破綻させたのが、たった一人の冒険者。

　一条の白き光。

　その『少年』がオラリオに現れたのは、半年前。

　誰が予想できただろうか。

　僅か半年の間に、少年が瞬く間に『英雄』の道を駆け上がることを。

　誰が想像できただろうか。

　一途な憧憬が胸に走り続け、『都市の破壊者エニュオ』の脅威足りえる存在に成長することを。

　それは神々の目をもってしても見通すことのできなかった、子供の『可能性』。

「神じぶんは、『下界の可能性』に負けたんや」

　突き付けられる『敗因』に、ディオニュソスが顔を痙攣させ、愕然とする。

　数々の英雄達の奮闘が、そして『異端の英雄』の存在が、神の企みを打ち砕いた。

「……くっそおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　立ちつくしていたディオニュソスは突如、叫び出した。

　矜持プライドを打ち砕かれ、まるで理性を失わんがばかりに狂態を露わにする。瞼が裂けんばかりに瞳を見開き、髪をかき乱しながら、その甘い相貌マスクを怒りと憎しみで歪める。

　そして、ディオニュソスは逆上した。

　金の髪を振り乱していたかと思うと、光り輝く懐剣かいけんを抜いたのだ。

　柄に葡萄ぶどうの意匠が施された短剣。

　女神ペニアを送還した凶刃である。

「死ねぇ、ロキィイイイイイイイイイイイイイイイイイイ!!」

『狂乱オルギア』を追い求める飽くなき欲望と執念が、神を凶行へと駆り立てる。

　この場で主神ロキを送還し、【ファミリア】の能力ステイタスを奪えば。

　そこをモンスターに襲わせてしまえば。

　何よりここから生き延びることができれば、新たな計画シナリオを練って『狂乱オルギア』の宴を遂げる望みは残されている、

　口端を裂いた禍々しい笑みを浮かべ、短剣を構えて突っ込んでくるディオニュソスに、ロキは静かに、すっと片目を開いた。

　そして、手の中に隠していた『灰』を投げつける。

「うっっ!?」

　それはここに来る途中にあった、モンスターの死骸から拾っておいた『灰粉』である。

　目を灰で潰され踏鞴たたらを踏むディオニュソスを、ロキはあっさりと回避し、足を引っかけて無様に転倒させた。

「ぐぁぁああああ……!?　汚いぞ、ロキィイイイイイイ!?」

　瞼をきつく閉じながら激昂するディオニュソスは、子供のように喚きながら立ち上がり、出鱈目に短剣を振るう。

　冒険者フィン達には遠く及ばない遮二無二のそれを、ロキは醒めた目で危うげなく往なし、無言で背後に回り込んだ。

　そこから、遠慮なく蹴り上げる。

　ディオニュソスの股ぐらを。


「──がっっっっ!?」



　男神かみといえど存在する急所を蹴られ、胴間声より汚い呻き声を散らし、ディオニュソスは再度倒れ込んだ。その手から短剣を放さなかったのは意地か。

　滑稽こっけいで、惨めで、笑えるほど無様なその姿にロキは笑いもせず──ただただ『蹴りの雨』を降らした。


「ぐぁ!?　ぎぃっっ!?　よ、よせっ、やめっ……！」



「なに言うとんねん、ドアホウ」

「あっっ、いぎっ!?　ぎゃあああっ……!?」

「なにもわかっとらんのか、自分は」

　容赦なく、仮借かしゃくなく、残酷なまでに蹴り続ける。

　松明が生み出す陰を纏う女神の顔は残忍以外の何にでもなかった。眷族達に向ける笑顔など消失し、ディオニュソスと同じく『神の本性』をあらわにする。

「うちは、ロキやぞ？　汚いなんて戯言ざれごと使う時点で的外れや、ボケがァ!!」

　天界きってのトリックスター。

　万物の終焉を運び込む者。

　多くの神々に恐れられていた所以ゆえんを、眼下にいる存在に叩きつける。

「そのスカした笑みが何人うちの子供奪ったと思っとる？　どれだけの眷族をブチ殺した？　ふざけるなよ、アホンダラがァ！」

「や、やめっっ、ぅぎゃあああああああああああ……!?」

「ふざけた真似した糞に落とし前をつけさせるのは当たり前やろうがぁ！」

　端整なディオニュソスの顔面が変形してもなお蹴るのを止めないロキは、瞳を見開いた形相で男神おとこ以上の凶気に満ちる。かつて天界で神々を殺し合わせていた『本質』を剝き出しにしながら、眷族の仇かたきを痛め続けた。

　肉を蹴り続ける音、骨が砕けたかのような鈍い音、声が潰れる音。

　加虐の塊と化すその姿は、慈愛の神などでは到底なく、歴とした『破滅の神』の一柱であった。

「ぐっっ──ぐっそぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　蹴り続けられていたディオニュソスは、残った力を振り絞って短剣を薙いだ。

　ロキが軽く躱す傍ら、転がるようにして距離をとり、血を落としながら肩で息をする。

　散々痛めつけられた顔は血と傷で汚れている。もはや貴公子などという姿は影も形も見当たらない。『送還』させないようギリギリまで加減していた。故にまだ動けるだろう。まだ痛めつけられるだろう。

　これだけの屈辱を味わせられてもなお、ロキを殺すため『神の力アルカナム』を使わないのは下界に降りた神の最後の矜持か。あるいは異常なまでの狂乱オルギアへの執着か。

　くぐもった呼吸を漏らしていたディオニュソスは、計画シナリオも体裁も余裕も粉砕され、錯乱したかのように叫び散らした。


「くそっ、くそくそくそくそぉぁぉっ!?　怪人クリーチャーどもぉ、こいつを始末しろぉ！」



「……ここにそんなやつ等はおらん」

「タナトスゥ!?　何をやっている！　残党どもでも怪物モンスターでもいい、早く連れてこぉい！」

「連中もおるか。他ならない自分が切り捨てた」

　追い込まれた。

　何の弁明もしようもなく、ディオニュソスは追い詰められた。

　全てを影から操り、利用しては切り捨ててきた神の、辿るべき末路だった。

　顔を血で汚しながら、何度も刃を振り回し、男神おとこは正気を失った瞳でがなり立てる。

「フィルヴィスはぁ、フィルヴィスはどうしたあああああああああああああああ!?」
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　そこは最後の戦場である。

　尽くすべきものはもう死力しか残されていない。

　賭とすべきものはもう、己の魂しか残されていない。

　臓腑ぞうふから雄叫びを引きずり出し、溢あふれる血潮を力に変え、半身たる武器とともに意志の光を放ちながら、その瞳に映る敵を打倒しにかかる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　凄烈な咆哮を上げ、ベートとフィルヴィスが終わることのない衝突を繰り返す。

　繰り出される拳、見舞われる蹴り、飛沫しぶきを上げる血の欠片。破壊と破砕が重なり合い、衝撃と激震が絡み合って渦となる。足もとには横たわる勝利と敗北、生と死、栄光と破滅など一顧だにせず、二つの影は辿り着いた決戦の舞台で超域の闘舞を結んだ。

　無数の光粒を纏まとう餓狼の一撃がフィルヴィスの骨を叩き割り、慮外の膂力りょりょくを駆使する怪物の一撃がベートの肉を打ち砕く。

　傷だらけとなりながら、凶狼おおかみはなおも『絶狩ぜっか』の咆哮を絶やさない。

　限界を引き千切り、己の全てをもって殺しつくさんと、目の前の敵に牙を突き立て続ける。

（何故──）

　甚だしい衝撃と乱撃の嵐に五感という五感が埋めつくされる中、フィルヴィスは心の淵でその言葉を呟く。

　確かに決まっている己の攻撃。確実に致死の域に達している筈の傷。

　しかし意志は猛り、殺意は挫けず、叫喚は激する。

　一撃で十の人を破壊する殺戮の拳が、一匹の獣だけは殺せない。

　その矛盾した光景に、『何故』を繰り返す。

（何故──倒れない!?）

　怪人クリーチャーたるフィルヴィスが終始優勢にもかかわらず、ベートは決して倒れない。壊れない。砕けない。それどころか彼の反撃がフィルヴィスに取り返しのつかない損傷ダメージを与え始めている。

　鋭い蹴りが肉体に決まる度、深刻な痛撃となって内部を揺さぶる。深碧の瞳は血を流し、今や過去の自分を思い出すように赤緋に染まっていた。

　フィルヴィスも、ベートでさえも予想していなかった。

　互いがこうまで殺し合うことを。

　決して相容れぬとわかっていた二人が、こうまで命をぶつけ、しのぎを削り合うことを。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を。汝を見捨てし者に光の慈悲を】！」

「【雄々しき戦士よ、たくましき豪傑ごうけつよ、欲深き非道の英傑えいけつよ】！」

「はぁあああああああああああ！」

　更に、歌い、舞い、疾風はやてとなりながら、ベートの攻撃の間隙かんげきを縫ってはフィルヴィスの必殺を阻み、彼とともに打倒の意志を掲げる三つの影。

　フィルヴィスの視界を横切っては、神懸かりの連携をもって逆転の風をもたらそうとする、美しき冒険者達。

（何故、諦めない!?）

『並行詠唱』を奏でながら覆面の冒険者とアイシャがフィルヴィスの攻撃を打ち払い、片方のみの飛翔靴タラリアで姿勢制御するアスフィが果敢に斬り込んでくる。その磨耗しきった体で戦い続ける姿を、フィルヴィスは理解できない。

　何故、絶望と対峙できる。

　何故、不条理に抗える。

　何故、最悪の化物に堕ちた自分にこうまで立ち向かえる？

　これが冒険者。

　逆境をはねのけ、過酷を退しりぞけ、諦めを知らない者達。

　怪人クリーチャーとなったフィルヴィスが忘れ、用をなさなくなっていた、不屈の精神。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝、弓の名手なり】！」

　そして、誰よりも高らかに歌を奏で続ける少女。

　誰よりも強く、誰よりも真っ直ぐ、フィルヴィスを貫き続ける同胞の眼差し。

　フィルヴィスの慈悲を拒み、悲しむ資格のない彼女の代わりに今も心の涙を流し続ける、誇り高き妖精の射手しゃしゅ。

（どうして──レフィーヤ!?）

　どうして殺されてくれない。

　どうして理解してくれない。

　自分を倒そうなどと、そんな救済たわごとなど無駄だと、どうしてわかってくれない。

　この身が進むべき道は破滅なのだ。それしか残されていないのだ。壊れた心が現実から逃れ禁断の救いに縋ってしまったあの時から、定められていた宿命なのだ。

　だって、そうでなければ、フィルヴィスが築き上げてきた屍しかばねの山が無駄になる。

　自分のために殺し、自分のために奪い、自分が楽になりたいがために葬った数々の命が、払い続けてきた全ての犠牲が、意味を失ってしまう。

　だからフィルヴィスは止まれない。もう止まることなどできない。

　なのに──。

「フィルヴィスさん！」

　向かってこないでくれ。

　その眼で見ないでくれ。

　穢けがれた私の名を、呼ばないで！

　心の淵でフィルヴィスが絶叫を上げて髪を振り乱し、もう一人のフィルヴィスが舌を弾き、仮面エインを被る。怒りも涙も闇の衣で隠す少女は、冒険者達にも劣らぬ咆哮を上げて暴虐の怪物へと成り果てた。

　破滅の道を突き進まんがために狼の牙を、冒険者達の剣つるぎを、同胞の矢を振り払う。

　その時。

「──────」

　フィルヴィスは知覚してしまった。

　己と繫がる忌々しき存在の絶叫を。

『英雄の一撃』が放たれ、『第七の精霊ニーズホッグ』が滅ぼされた事実を。

　今、この時、主神ディオニュソスの計画シナリオが崩れていく音を。

　精霊の触手であり眷族であるからこその共鳴であり、いち早い察知だった。

　故に、生じてしまった意識の空白。

　間もなく『英雄の一撃』による大震動が発生し、ルルネ達やレナ、春姫ハルヒメが必死に耐え抜く中──双眼をぎらつかせる狼は、その『隙』を見逃さなかった。

「らァああああああああッ！」

「がっっ!?」

　ベート渾身の蹴りがフィルヴィスの体に直撃する。

　痛烈な強打が怪人クリーチャーを吹き飛ばすのを他所に、ベートは自らも背後へ跳躍。

　離れた彼我の間合いを睨みつけ、その『禁忌の誓い』を破った。

「【戒められし、悪狼フロスの王】！」

　呪文詠唱。

　フィルヴィスだけでなく、全ての味方の驚倒をかき集めながら、『魔法』の行使を断行する。

「【一傷いっしょう、拘束ゲルギア。二傷にしょう、痛叫ギオル。三傷さんしょう、打杭セビテ。餓えなる涎ぜんが唯一の希望。川を築き、血潮と交ざり、涙を洗え】！」

　はっと肩を揺らすレフィーヤと一瞥いちべつを交えながら、ベートは殺意に満ちた。

　決め手がない。敵を喰い殺せない。このままでは負ける。少女レナ達も死ぬ。それだけは許されない。故に、己に課していた『戒め』を解き放つ。

　フィルヴィス・シャリアは全てを打ち捨てて、孤絶を選び、破滅の道を貫こうとしている。

　ならばベートも全てを捨てなければならない。つまらない矜持も、己への唾棄も、この死闘の前には全て些事だと。

「【癒せぬ傷よ、忘れるな。この怒りとこの憎悪ぞうお、汝の惰弱と汝の烈火】！」

　止まらぬ呪いの祝詞、淀みなく紡がれる禁忌の炎。

　ベートの根源たる力が解放の時に向かって駆け抜ける。

「──っ!!」

　しかし、怪人クリーチャーたる存在がそんなことを許す道理がなかった。

『並行詠唱』を習得していない、魔導士でもない獣人などいい格好の的だ。立ち上がるフィルヴィスは激憤して、片腕を突き出した。

「【世界すべてを憎み、摂理すべてを認め、涙すべてを枯らせ】！」

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】！」

　二人の呪文が重なり合い、超短文詠唱が超長文詠唱を置き去りにする。

　顔を歪めるベートに対し、フィルヴィスは砲撃の引鉄に指をかけた。

　破綻した主神ディオニュソスの計画シナリオ。しかし、まだ終わりではない。終わらせるわけにはいかない。

　己の身を覆うほどの魔法円マジックサークルを展開し、黒き雷霆らいていを発射する、

「ふッッ！」

「なっ──!?」

　その間際。

　飛翔から肉薄し、放たれたアスフィの道具アイテムが、フィルヴィスを『凍結』させた。

　突き出された右腕と半身、更に展開された魔法円マジックサークルまでもが『氷の檻』に閉じ込められる。

『凍炸薬フリーズ・オイル』。

　新たに【万能者ペルセウス】が開発した試験薬。

　魔術師フェルズに刺激され、最終決戦を前に間に合わせた一本限りの『切り札』。

　その効果は『魔法』でさえも凍てつかせ、動きを阻害する、氷結の爆薬。

「【傷きずを牙きばに、慟哭こえを猛哮たけびに──喪いし血肉ともがらを力に】！」

　愕然とする怪人クリーチャーの視線の先で、稼がれた時間を糧にして狼が猛り狂う。

　アスフィ会心の一矢に対し、フィルヴィスは────委細構わず、『魔法』を断行した。

「【ディオ・テュルソス】!!」

　砲口を塞ぐ氷の壁によって雷霆が暴れ狂い、腔発こうはつと同様の現象が巻き起こるも、撃ち放つ。

　粉々に砕け散る氷片、弾ける雷の飛沫。

　反動でフィルヴィスの肉体が焼かれるも、凄まじき砲声が轟いた。

「ぐぁ!?」

「アスフィ!?」

　拡散した雷鞭の一条が瞠目するアスフィを殴り飛ばし、再起不能に陥れ、ルルネの悲鳴をもかき消す中、雷霆の奔流は正面を突き進む。

「ベート・ローガぁ!?」

　散るのは少女レナの悲鳴、雷いかずちが驀進する先は呪文を紡ぐ狼ベートのもと。

　全てを喰らいつくす必殺が狼人ウェアウルフを呑み込まんとした時、三つの影が、その射線上に割り込んだ。

「【ヘル・カイオス】！」

「【ルミノス・ウィンド】！」

　見張られたフィルヴィスの目に映ったのは、アマゾネスとエルフ。

『並行詠唱』を続けていたアイシャと覆面の冒険者が、巨雷に向かって『魔法』を解き放つ。

　そして。

「【アルクス・レイ】！」

　フィルヴィスの短杖ワンドを構える、レフィーヤ。

　重なり合うＬｖ．５の三つの砲撃が、黒き雷霆と激突した。


「「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」」」



　拮抗は許されなかった。

『魔法』を放ち続けながら、レフィーヤ達の体が、じりじりと押されていく。

　アスフィの凍炸薬フリーズ・オイルに減殺された雷いかずちの出力、しかしそれでもなお途方もない威力。

　三人がかりでなお押し負けようとする漆黒の雷に、アイシャが、覆面の冒険者が、レフィーヤが限界まで目を剝く。

　床を走る斬撃波は激しい凌ぎ合いの中で削られていき、連射される星屑の大光玉は残弾を僅かとする。雷を真正面から受け止める妖精の大光条は呻くようにその身を細くしていった。

　絶え間なく発生する閃光スパークが、レフィーヤ達ごと呑み込んで全てを焼き払おうとする。

「【解き放たれる縛鎖ばくさ、轟く天叫てんきょう。怒りの系譜よ、この身に代わり月を喰らえ、数多を飲み干せ】！」

「!!」

　しかし、後方より響くベートの詠唱に、冒険者達は歯を食い縛った。

　掲げるのは死守の意志。後ろに控える狼の咆哮に全てを委ね、自分達に付与された昇華の光粒も、残された精神力マインドも、全てそそぎ込んで恐ろしき雷霆に抗う。

　その中でも、純粋な後衛魔導士であるレフィーヤは、己の存在意義を賭けて、叫んだ。

「くぅうううあああああああああああああああああああああああっ!!」

　全身からかき集められる『魔力』と、想いの丈。

　鮮烈な輝きを取り戻す大光条。

　次の瞬間、相殺する。

「なっ!?」

　轟音を撒き散らし、フィルヴィスの『魔法』とレフィーヤ達の『魔法』が消し飛んだ。

　絶対防御不可能だったフィルヴィスの魔雷を、アスフィが削けずり、アイシャと覆面の冒険者が受け止め、レフィーヤが打ち消した。

　衝撃によって三人の体が吹き飛び、光の残滓と雷の破片が散った先。

　一瞬、凪なぎのように静まり返る時の中で、ベートはその言葉を打った。

「【その炎牙きばをもって──平らげろ】」

　最後の一小節。

　辿り着いた詠唱の先で、その名を口にする。




「【ハティ】」




　フィルヴィスは、見た。

　その静かな宣言とともに凄まじい熱光が生まれ、狼人ウェアウルフの全身から炎が噴き出た光景を。

　生じた焰ほむらが揺らぎ、吠え、一気に肥大し、あたかも『巨狼』を象って燃え盛る瞬間を。

　紅蓮ぐれんを纏った灰狼は、双眼から殺気を漲らせ、体をゆっくりと前に倒し、かき消えた。

「─────────」

　爆速の疾駆。

　存在する距離など意味をなさない、大炎走。

　その狼の突貫は何者よりも速かった。

　吹き上げる爆炎と爆風を推進剤に変え、焰の四肢をもって駆け抜ける餓狼の化身のごとく、フィルヴィスを刹那の狭間に置き去りにし、肉薄する。

　劫火の付与魔法エンチャントを全て右腕に。

　咄嗟に両腕を交差させる怪人クリーチャーの眼前に、振り上げた炎の上牙オルガを、叩き込んだ。

「るォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　紅蓮の色に塗り潰される大広間。

　炸裂した終焉しゅうえんの炎がフィルヴィスを喰らい、炎界の中へと閉じ込めた。

　猛り狂う燃焼の音に肌と肉を焼かれ、悲鳴さえ蒸発させられるも──耐えられる、と。

　烈火の生き地獄にありながら、これならば耐えられる、この火力ならば燃えつきはしない、人外の生命力を誇る怪人クリーチャーはそのように確信した。

　炎の勢いが弱まり、敵の上牙オルガが砕け散った瞬間、狼の顎あぎとを引き裂かんと手に力を込める。

　しかし、

「【追奏解放カノン】!!」

　響き渡る起動鍵スペルキーが、フィルヴィスの耳を射抜いた。

　燃え盛る炎の濁流の中にあって凍りつく彼女の眼が、震える足を叱咤し、立ち上がって、こちらに短杖ワンドを向けるエルフの姿を捉える。

　──まさか!?

　フィルヴィスの危惧が燃え盛るのと、ベートが吠えるのは同時だった。

「やれぇえええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　前衛ベートの『連携の合図』を見逃さなかった後衛レフィーヤは、間髪入れず弾幕を展開する。

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】！」

　数多の火炎弾がベートとフィルヴィスに降りそそぎ、【ハティ】の炎ごと爆砕する。

　自爆攻撃。

　いや、援護射撃を兼ねた【ハティ】の『増幅ブースト』。

『魔力吸収マジックドレイン』、そして『損傷吸収ダメージドレイン』によって、炎牙きばの威力がはね上がる。

　歯を食い縛り、自らも焼かれるベートの目の前で、無数の火炎弾に撃たれるフィルヴィスは、激上する紅蓮の火力を浴びて言葉を失った。

　耐えきれない。途方もない。燃えつきる。耐え凌ぐことは不可能。

『魔石』を守らなければ──!?

　上半身に張り巡らされる『根』が、あらゆる事柄をかなぐり捨て怪人クリーチャーの胸部を守る。

　次の瞬間、膨れ上がり、内側から光を放つ炎の牢獄は、臨界を迎えた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　大爆発が巻き起こる。

　そそぎ込まれた火炎が膨張し、爆炎の大華を咲かせた。

　爆心地にいたベートは無論のこと、距離を置いて見守っていたレナやルルネ達までもが吹き飛ばされる。覆面の冒険者、アイシャ、アスフィでさえも。

　甚だしい震動に包まれる大広間。喉を焼くほどの熱風と大量の火の粉。広がる炎の海。

　宙に舞い、焼き焦げたベートが力なく床に転がる。

　階位昇華レベル・ブーストが解除され、とうとう狼人ウェアウルフが力つきる中──燃え盛る炎の海の中に、その『怪物』は二本の足で立っていた。

　──不死身。

　──化物。

　ベートの決死の攻撃でなお下せない怪人クリーチャーに、アイシャとアスフィの顔が絶望に歪む。

　地面に倒れ、顔だけを起こす彼女達の視線の先で、フィルヴィスは全身を焼き焦がしていた。メタルグローブは砕け、何本も指を失い、その喉は焼け落ちている。焼き払われていない箇所は存在していない。かろうじて『魔石』を守った『根』は全て燃えつき、消失していた。


「……、……、……っ、……ぁぁ……!?」



　灰から蘇る不死鳥のごとく焼け落ちた肌が修復されていくが、遅い。

　人智を超えた超再生をもってしても直ちに癒しきれない損傷ダメージ。枯渇しかけている『魔力』を全て『自己再生』に回しているせいで、身動き一つすら取れない。

　明らかな致命打。追い詰めた。あと一撃さえ加えれば。

　しかし誰も動けない。誰も立つことができない。

　力を使い果たした冒険者達に、怪人クリーチャーの止めを刺す術はない。

　──彼女だけを除いて。




「【ウィーシェの名のもとに願う】」




「────」

　フィルヴィスは、聞いてしまった。

「【森の先人よ、誇り高き同胞よ。我が声に応じ草原へと来きたれ】」

　その調べを。妖精の詩うたを。

「【繫ぐ絆、楽宴らくえんの契り。円環を廻し舞い踊れ】」

　フィルヴィスは見てしまった。

「【至れ、妖精の輪】」

　立ち上がれる筈のない苦境の中でなお、ふらつく体を叱咤し、羽ばたく妖精の翅を。

「【どうか──力を貸し与えてほしい】」

　誰にも譲ることのできない一撃を携えて、こちらへと突き進む、レフィーヤの姿を。

「【エルフ・リング】！」

　唱えられる魔法名、まばゆい光を放つ山吹色の魔法円マジックサークル。

　正真正銘、最後の精神力マインド、最後の『魔力』、最後の気力。

　胸に刻んだ『誓い』の力をもって全身を奮い立たせ、荒ぶる炎の海を渡り、レフィーヤはフィルヴィスのもとへ突貫する。

「──レフィーヤァアアアアアアアアアアアアアアアア!?」

　絶叫を上げ、フィルヴィスは眦まなじりを裂いた。

　肉の繊維が千切れる音を伴いながら、右腕一本のみを振り上げ、少女に向かって突き出す。

　──間に合う。

　破壊しつくされた肉体と苦痛に焼かれる精神の狭間で、フィルヴィスは予測する。

　──あの呪文は召喚魔法サモン・バースト。

　──今からどんな魔法を喚よぼうとも超短文詠唱こちらの方が速い！

　レフィーヤも傷付いている。九割以上の力を失ってもなお、怪人クリーチャーである自分の迎撃の方が速いと確信する。

　──死ねない。ディオニュソス様の悲願は私が！

　心の中の黒エインが使命を叫ぶ。

　愛する主あるじのために、かつての友を滅ぼせと。

　──穢れた私には、もうこれしか！

　心の片隅に残されている白フィルヴィスが痛哭を上げる。

　こんな結末など望んでいなかったと。

　──どうしてっ、どうして私の前に現れてしまったんだ、レフィーヤ！

　稚児のように泣き叫ぶ。

　少女との追憶の数々が輝く風のように去来し、その胸に罅を刻む。

　──お前と出会いさえしなければ！

　フィルヴィスにとって出会いとは喪失との約束だった。

　穢れた心と体を呪い、惨憺たる運命を受け入れ、全てを諦めるしかなかった。

　──私は、私達は！　残酷な闇の使徒エインでいられたのに!!

　そんなフィルヴィスにとって、レフィーヤ・ウィリディスは眩し過ぎた。

　その壊れた心を、こうまでかき乱してしまうほどに。

　怖いんだ。

　痛いんだ。

　苦しいんだ。

　脳裏に響く精霊の声も、決して消えない絶望の衝動も。

　神の手にあやされ、涙を拭われ肯定されることでしか、この苦しみを忘れられないんだ。

　だから──!!

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】！」

　獣のごとき決別の唸り声をもって、フィルヴィスは呼よんだ。

　葛藤ごと少女レフィーヤを消し祓はらう黒き雷霆を。

　今の彼女を象徴する咎とがの雷いかずちを。

　もう誰も救うことも、守ることもできない、人を殺すことしかできない原罪の一撃を。

「【ディオ・テュルソス】！」

　己の未練に決着をつけるべく、フィルヴィスは全てを灰燼かいじんに帰そうとした。




「【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】！」




　しかし。

　響き渡ったその『歌』に。

　自分の瞳を照らす『純白』の輝きに。

　フィルヴィスの時の流れは、止まった。

「──────」

　超短文詠唱。

　山吹色から聖なる白の色に移り変わる魔法円マジックサークル。

　それはフィルヴィスの『魔法』。

　いかなる障害からも術者を守る、『障壁魔法』。




「【ディオ・グレイル】！」




　まるで鏡のように、展開された白の光輝がフィルヴィスの心を映し出す。

（嗚呼ああ──）

　穢れた黒き雷と対をなす白き盾。

（私の魔法──）

　過去の彼女を象徴する気高き光。

（私の、光──）

　誰かを救うことも、守ることもできたかもしれない、少女の高潔な魂。

『レフィーヤ、この魔法をお前に託す。……生きて、帰ってきてほしい』

　あの時告つげた言葉が、巡り巡ってレフィーヤを守る。

　あの日の情景が、フィルヴィスの魔法の制御を乱す。

　本来の威力に届かない儚はかなき雷いかずちが暴発し、輝かしい障壁と接触して、衝突した。

　発生する閃光。

　強烈な旋風。

　周囲の炎の大海をまとめて吹き飛ばすほどの、妖精達の共鳴の光風かぜ。

　衝突は一瞬だった。結晶が砕けるがごとき甲高い音が鳴り響き、黒い雷は霧散し、白き盾は弾ける。生じる衝撃によってフィルヴィスの姿勢が後ろへ揺らいだ。

　そして──見開かれていたフィルヴィスの瞳は、それを映した。

　風に圧されてもなお、止めなかった疾走。

　引き抜かれる彼女フィルヴィスの短剣。

　大粒の涙を散らし、言葉にならない声を上げながら、レフィーヤが突き進んでくる。

　美しかった。

　それはまるで妖精の飛翔だ。

　一族を象徴するような、気高く、高潔で、誇りを賭としたその姿。

　フィルヴィスが憧れ、護りたいと願った、少女の光。

　──嫌だ。

　フィルヴィスは泣いた。

　──ありがとう。

　フィルヴィスは笑った。

　二つの心に翻弄されながら、美醜の少女は、その刃を受け入れた。




「うあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　レフィーヤの叫び声。

　胸に突き刺さる短剣。

　決して自分の手で砕くことのできなかった『魔石いのち』に、罅ひびが走り抜ける。

　刺突の勢いによってフィルヴィスが後方へと吹き飛ばされる中、レフィーヤも受け身も取れず倒れ込んだ。

　瞠目するアスフィ達の視線の先で、決着がもたらされる。

「……ああっ、ああああぁ……!?」

　最初に声を上げたのは、フィルヴィス。

　胸の内で今も『魔石』に亀裂が広がっていき、指の先が灰となって崩れ落ちる。

　もって数分の命だと察知した瞬間、彼女はもがき苦しんだ。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　立ち上がり、胸から短剣を引き抜き、顔を振り乱して悲鳴を上げる。

　そして理性を失った叫喚の中で呪文なにかが高速で呟かれた。

　次には心が二つに引き裂かれたかのように、音を立てて倒れるフィルヴィスと、立ちつくすフィルヴィスに分かれる。

「ディオニュソスさまっ、ディオニュソスさまぁぁぁ!?」

　虫の息で起き上がるベート達に目もくれず、もう一人のフィルヴィスさえも取り残し。

　乱心するフィルヴィスは、魔力の光を散らしながら、戦場を飛び出した。
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「ロキ！」

　ロキ達のいる十二層、円柱形の空間に複数の足音が鳴り響く。

　駆け付けたフィン達である。

『隠し通路』を経由して来た彼等が目にしたものは、今も平静を失いながら喚き立てるディオニュソスだった。


「フィルヴィスどこだ！　私を助けろ、フィルヴィスゥゥゥゥゥ！」



　フィン達がロキを守るように側に控える中、ディオニュソスは最後に残された眷族の名を呼び続ける。

　果たして神の声が届いたのか。

　フィン達とは逆側の通路から、フィルヴィスが姿を現した。

「ディオニュソスさまぁ！」

　団員達が咄嗟に身構えるが、フィンと、ロキがそれを制した。

　その体からは無数の光の粒が今も散っている。法則を捻ねじ曲げ、下ではなく上へと昇る砂時計のようだ。長い夜の髪の先端から消滅し続けている。

　もはや残された時間が限られていることは明らかだ。

　その目は、ディオニュソスのことしか映していない。

「ディオニュソスさま、ディオニュソスさまっ……私はっ、もう……！」

　力なくよろめき、子供のように名を呼びながら、主神の胸に縋りつく。

　それを見て、動きを止めていたディオニュソスの顔に最初に過ったのは、諦観だった。

　もはや眷族の力を利用して脱出することもかなわない、詰みチェックメイトだと。

　次には、盛大に顔を歪めた。

「ちッ……使えない」

　醜悪な舌打ちの音が、呆然とするフィルヴィスの頰に落ちる。

「お前はどこまで私を失望させれば気が済むんだ、フィルヴィス？」

「ディオニュソス、さま……？」

「お前は何度、私の命令を無視した？　お前がレフィーヤ・ウィリディスを助けるために何度ロキの眷族を仕留め損ねたと思っている？」


「ぇ、ぁ……！」



「それが今、私を追い詰めているんだぞ？　こんな時に役に立たなければ、真実お前はただの無能じゃないか」


「ぁ、ああぁぁ……!?」



　唾棄だきの言葉が落とされる度、フィルヴィスの顔が罅割れる。

　神の失意の声が、侮蔑の眼差しが、その心を抉っては苛んだ。

「愚かで、愚図な眷族。お前にはつくづく失望した」

　フィルヴィスの瞳から滴がこぼれ落ちる。

　醜悪な自分の、唯一の拠より所に突き放され、少女の表情が絶望に包まれた。


「っっ……！」



　それを見て、部隊の中にいたエルフのアリシアが眉を吊り上げる。

　彼女はフィルヴィス・シャリアと大した面識はない。

　だが同胞の心を弄もてあそび、挙句あげく己の都合で突き放そうとする傲慢な神に、レフィーヤと同じく純然たる怒りを覚えた。

　神といえど、同族から引き剝がそうと飛び出そうとしたアリシアだったが、

「しかし──」

　次のディオニュソスの言葉に、足を止められた。

「そんなお前が愛おしい」

「────」

　ディオニュソスは醜く、そして美しい笑みを見せた。

　フィルヴィスも、アリシアも、団員達も、フィンでさえも時を止める。

　ロキだけが黙って見守る中、壊れものを扱うように男神の右手が少女の頰に添えられた。

「本当に、愚かなフィルヴィス。お前は誰よりも私の巫女マイナスだった。私のせいで泣くお前が、私の所業によって壊れゆくお前の悲鳴が、何よりも心地よく……嗚呼、愛しかった」


「あ、ああぁ……！」



「そうだ、お前の『狂乱オルギア』の声が何よりも私を狂わせた。こうなったのも結局、全てお前に自由を与えていた私の失態。まったく、実に腹立たしい……」

　怒り、苛立ち、口惜しさ、そして慈愛。

　血で汚れながらも美しく、おぞましいその横顔は正しく『美醜』の笑みだった。

　その言葉と眼差しに偽りは含まれていない。

　神の噓を見抜けない子供達にも、それがわかってしまった。

　感極まるフィルヴィスの瞳が、先程までとは別種の涙を流す。

「──誇れよ、フィルヴィス。私の心はお前のものだ」

　低い声音、昏くらい笑み。

　今も少女の悲喜こもごもを求め、愉たのしむような。

　そんな壊れゆく彼女に狂わせられた自分自身を、自嘲するような。

　醜悪で、倒錯を極めた男神の『愛』。

「お前は私のものだ。ああ、誰にも渡すものか……天界に帰っても、私の側にいろ」

「はいっ、ディオニュソス様……！」

　フィルヴィスは歓喜を漏らした。

　穢れた汚物である自分を受け入れてくれる存在に、打ち震える。

　哀れな幸せに抱かれ、瞼を閉じる彼女を、ディオニュソスは抱き寄せた。片腕と肩、胸と顔を残して眠りにつこうとする美醜の少女を、胸の中に閉じ込める。

　先程までの醜態を忘れ、ただ達観したように、光の粒子となって消えゆく少女の美しい髪を撫でた。

「……私の負けだ、ロキ」

　一転して、顔を上げたディオニュソスは歪んだ笑みを投げた。

　勝ち筋はおろか延命の手段すら全て断たれたことを悟った上での、敗北宣言リザイン。

「お前達は強かった。私の計画シナリオを見事に打ち破り、私を愚かな道化に変えた！　憎らしいぞ！　誇るがいい！　強き英雄と神々ども！」

　自分に打ち勝った【勇者ブレイバー】とロキに惜しみない称賛を送り、敗者の笑みを浮かべる。

　次の瞬間、唇を凄絶に吊り上げた。

「だが、気付いているだろう、ロキ？　ダンジョンはもう限界だ！」

「……」

「私の野望が阻止されたところで、もはや運命は止まらない！　『約束の時』を待たずしてこの下界は冥府へと変わり、私の望む『狂乱オルギア』はやってくる！」

　それだけは揺るがないと。

　予言するようにディオニュソスは笑い声を上げる。

　間もなくフィルヴィスの体に回している手とは逆の手で、短剣を振り上げた。

　それを勢いよく、自分の胸に突き刺す。

「なっ!?」

　アリシア達が瞠目する中、唇から血を吐く。

　瞬く間にその体を取り巻くのは無数の光の玉だ。

「見ていてやろう！　天上から！　お前達が奏でる『狂乱オルギア』を!!」

『神の力アルカナム』の発動。

　致命傷を負った神の体を死なすまいと超常の力が作用する。

　目を瞑つむったまま完全に消えようとするフィルヴィスを抱き、次の瞬間、凄まじい閃光が立ち昇った。


「はは、ははははっ…………ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」



　迷宮を貫き、天上へと突き刺さる光の柱。

　全ての終わりを告げる、『神の送還』。

　光の粒子となって消えたフィルヴィスを連れ、天へと昇る。

　空の彼方に消える神の哄笑と、凄まじい地鳴りが発生する中、舞い散る光の粒がロキ達に降りそそいだ。

「……何なのですか、この後味の悪さは。我々は、勝ったというのに……」

　誰もが喋しゃべらず、時が流れる中、アリシアが呟く。

　拳を握り締める彼女の心を見透かすように、ロキは告げた。

「気にしたらダメやで、アリシア。神の愛なんて、あんなんばっかりや。子供達の尺度で計ろうとしたらあかん」

「……フィルヴィス・シャリアは、報われたのでしょうか？」

「報われてへんやろ。ひっどい男神おとこに捕まって、振り回されて、弄もてあそばれて。散々や」

「……」

「でも……本人が救われたと思ったかどうかは、わからん」

　アリシアと問答するロキは、頭上を仰ぐ。

　大穴が空いた遥か奥、垣間見える空の輝き。蒼然そうぜんとした星空。

　地上を覆っていた紅の光も消え、かすかだが都市の歓声が聞こえてくる。

　何も知らない者達が何も気付かないまま、名前のない英雄達に贈る凱歌が。

「終わったね……」

「ああ、終わった……でっかい問題はまだ残っとるけど……ケリはつけた」

　隣に並ぶフィンとともに、ロキはかすかに見える天へ目を細める。

　アリシアも、他の団員達も目を瞑り、ある者は手を組み、ある者は武器を掲げ、祈りを捧げた。

　天に向かって、神は呟く。

「勝ったで……リーネ、みんな」


















　天への鳴動を聞いた。

　誰かの慈しみの声と、涙の歌も、聞こえたような気がした。

　勝利を嚙かみ締める実感、居場所を守った喜び、あるいは達成感。

　仲間を失った悲しみ、犠牲者への追悼ついとう。

　勝利の一言だけでは報われない様々な想おもいが交錯している、そんな気もした。

「……」

　全てが終わった迷宮で、アイズは一人、移動していた。

　剣を握る力はもうない。

　傷付いた体は今も痛苦に喘いでいる。

　気を抜けば膝ひざが折れてしまいそうだ。

　休んでいればいい、とぼろぼろな体が訴える。

　敵はもういない。全ての『精霊の分身デミ・スピリット』が陥落したことで迷宮中の緑肉は黄土色に変わり、腐り落ちた。アイズが歩く通路も石材が剝むき出しになった元来の人造迷宮クノッソスのそれだ。モンスターの気配もない。精霊の触手たる極彩色のモンスターも機能を停止したのか。

　けれどアイズは、歩き続けた。

　もう少しだけ頑張って、あるものを探すように、静まり返った迷宮を進んでいく。

「あ、アイズさん！」

　曲がり角を曲がった先、【ロキ・ファミリア】の団員達が現れる。

　駆け寄り、声をかけたのはラウルだ。

「こ、ここまで来たんすかっ？　す、すごい怪我けがしてますけど、大丈夫なんすか!?　でも、ここにいるってことは勝てたってことだから……あぁ良かったっす！」

　通路の一角を利用して、ラウル達の部隊は臨時拠点を作っていた。

　先程から、『眼晶オクルス』では全部隊撤退の通達が出されている。動けない者達は固まり、救助隊が来るまで待機するようにという旨も。アイズは『眼晶オクルス』を持っていなかったが……翔んで孤立した冒険者達を探しては声をかけ回っている歌人鳥セイレーン──声をかける前に用意したローブをご丁寧に被かぶって人を装う『異端地ゼノス』──が、教えてくれた。

　ここの拠点が一番近く、同時にアイズが『探している者』もいることも。

「と、とりあえず早く治療を……！　あぁでもっ、もう自分達の手持ちの道具アイテム使いきってて、いっそ外に連れてった方が早いかも……って、動くのも背負われるのもキツイっすよね？　い、今治療師ヒーラーと、あとは荷車を運んでくるっす！」

　戦勝の高揚こうようもあってかラウルは落ち着きがなかった。アイズの体を心配したり無事を喜んだりと忙しない。確認を取って出発しようとする彼に、アイズは微笑を浮かべる。

「うん……待ってるよ」

　何故なぜか顔を赤くして、こちらを凝視してくるラウルに首を傾かしげていると、「い、行ってくるっす！」と今度こそ駆け出していった。

　拠点にはラウルの隊以外にも多くの冒険者がいた。みな負傷して、疲労困憊こんぱいしている。勝利に喜ぶ者もいたが、口を閉ざす者達もいた。きっと仲間を失ったのだろう。けれど出陣する前フィンが伝えた言葉を思い出しているのか、天の葬列に加わった戦友にふっと笑みを浮かべる者もいた。どこに隠し持っていたのか徽章エンブレム入りの銀の小型水筒スキットルを取り出し、半分の酒をあおって、もう半分を遺品の武器に降りかける者も。

　様々な思いを抱きながら決戦後の光景を眺め、すれ違う団員ラクタ達に無事を喜ばれながら、体を引きずって進んでいると……見つけた。

「ベル……」

　少年は、眠っていた。

　腰を下ろした姿勢で、壁に上半身を預けながら。

　酷く消耗しているようで、起きる気配はない。

　アイズは微笑して、すぐ隣に腰かけた。

「……助けて、くれたんだね」

　聞こえることのない言葉を、正面を見つめながら、耳もとで囁ささやく。

　誰もアイズ達に気付かない。【ロキ・ファミリア】を中心とした冒険者達が体に鞭むちを入れ、歩き回り、怪我人の様子を見て回っている。

　その光景を見るともなしに眺めながら、囁きを重ねる。

「君のおかげで……勝てたよ」

　あの鐘の音のおかげで、アイズはレヴィスに打ち勝った。

　あの鐘の音がなかったら、アイズは黒い炎に燃やしつくされ、もしかしたらここにいなかったかもしれない。

　まるでいつかと同じだ。

　ダンジョンに倒れていた少年を見つけ、寄り添った時と。

　心が透明になった。胸の内が洗われた。黒い炎が姿を消した。

『白い自分なにか』が、少しだけ取り戻せた。そんな気がした。

　今も柔らかくなっている自分の表情に気付かず、アイズは唇を綻ばせた。

「君の声が……聞こえたよ」

　やがて、少年の頭がずれ、アイズの肩に落ちる。

　その重みすら今は心地良い。

　アイズもまた、最後の力を失い、少年に寄りかかった。




「ありがとう、ベル」




　何を得ることができたのかはわからない。

　勝利を代償に、誰かが大切な何かを失ったかもしれない。

　でも、今──この時だけは。

　少女は少年と折り重なり、安らかな眠りについた。
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　遠くから響く鳴動。

　天と地を繫つなぎ、徐々に薄れていく光柱の衝撃。

　それすら気にすることなく、レフィーヤは泣いていた。

　床に膝をつき、一人の少女の体を支えながら。


「フィルヴィスさんっ……！　わたしっ、わたし……！」



　嗚咽おえつの声が涙となって少女の体に落ちていく。

　滴しずくに濡ぬれた肌は、灰となって崩れていく。

　レフィーヤが『終わらせた』少女。

　破滅の運命から解き放った妖精。

　短剣に穿うがたれた魔石は罅ひび割れ、今も亀裂を広げている。こうしてまだ、彼女の時間が残っていること自体奇跡だった。

　怪物に堕おちた少女の命は今、終わろうとしている。

「泣くな、レフィーヤ……いいんだ、これで……よかったんだ、これで……」

　涙を止められないレフィーヤに、フィルヴィスはほのかに笑いかける。

　囁く声に力はない。彼女の喉のどが震える度、『魔石』に罅が入り、体の灰化が進んでいく。

　既に少女の両足は崩れて消えた。

　今、左腕も灰となって舞い上がっていく。

　その光景に、レフィーヤは胸を震わせた。


「わからなかった……！　私は、わかりませんでした……！　どちらが本当のフィルヴィスさんでっ、何が貴方のためになったのか、何もっ……！」



　悲鳴を上げ、ディオニュソスのもとへ向かったフィルヴィス。

　ここに残り、今もレフィーヤに抱きしめられるフィルヴィス。

　どちらが『本物』なのか──何がフィルヴィスの『救い』だったのか。

　決めた覚悟は姿を消し、悲しみに暮れるレフィーヤは泣きじゃくる。

「ディオニュソス様に縋すがった私も、わたし……お前に救われていた私も、わたし……」

「……！」

「どちらも、本当だ……」

『魔法』で分離するほど、自制できないほど、フィルヴィスはもうぼろぼろだった。不安定で、壊れていた。

　だからディオニュソスに救われたフィルヴィスも、レフィーヤに救われたフィルヴィスも、どちらも『本物』なのだと告げる。

　少女レフィーヤの『救い』は自分を苦しみから解き放ってくれたのだと。

「わたしの心は、ばらばらだった……なにをすればいいのか、わからなかった……どうすればいいか、わからなかった……」

「フィルヴィス、さん……」

「……私は、強くなんかない。美しくなんかないんだ、レフィーヤ……。ずっと、ずっと……私は、汚よごれて……穢けがれている……」

　目を遠ざけ、譫言うわごとのように呟つぶやかれる言葉。

　その言葉に。

　フィルヴィスの懺悔ざんげに。

　レフィーヤは涙を堪こらえながら、唇を嚙み締めた。

　言いたいことは沢山ある。

　伝えきれない想いがある。

　取り戻したい時間がある。

　けれど、そんな懺悔を彼女の最後の言葉だけにはさせないと、そう決意した。

「貴方は、強くなんかなかった……。私と同じ、誰かに縋らなければ生きていけない、弱いエルフだった……！」

　自身の『本当』を言葉にする。

　己おのれの偽らざる想いを、後悔に取りつかれた少女に届ける。

「でも、弱くて、誇り高い貴方は！」

　浮かんでは消える、今日までの記憶の欠片かけら。

　嬉うれしいことが沢山あった。

　助けられたことが数えきれないほどあった。

　喧嘩けんかしたことだってあった。

　まるで姉妹のように、甘えたこともあった。

　怒おこり、苦しみ、照れ、微笑ほほえむ少女の姿が、胸を叩く。

　使い物にならなくなりそうな喉を、懸命に律して、レフィーヤは告げた。

「誰よりもっ……誰よりも、美しかった！」

　視線が遠のいていたフィルヴィスの瞳ひとみが、見開かれた。

　ゆっくりと、滂沱ぼうだの涙を流すレフィーヤと見つめ合う。

　少女が流すまいとしていた涙が、その赤緋せきひ色の瞳からこぼれ落ちた。

「──嗚呼ああ」

　小さな唇が綻ぶ。

　涙を頰ほおに伝わせながら、微笑む。

　その笑みは、レフィーヤがこれまで見てきた、どんなものより美しくて──。

「……、……、……」


「ぇ……？」



　最後の力を振り絞るように、フィルヴィスはレフィーヤの耳に、自分の唇を近付けた。

　泣きじゃくる子供に『子守唄』を送るように、囁く。

「困ったら……思い出せ。きっと、お前を……」

　灰化が進む。

　残された少女の最後の時間を奪うように、手足の輪郭が溶けていく。

　レフィーヤの声が詰まる。

　音にならない。

　駄々をこねる子供のように首を振って、叶かなわないと知っていながら別離を拒もうとする。

「ありがとう、レフィーヤ……お前に出会えて良かった」

　フィルヴィスは、もう一度笑った。

　レフィーヤの涙が、氾濫はんらんする。

　そして、




「ずっと、一緒だ」




　──一緒に『光冠』を見に行こう。

　音にならず、崩れ落ちる灰の中にかき消えたその言葉を、レフィーヤは確かに聞いた。

　フィルヴィス・シャリアは消えた。

　最後の時までレフィーヤに笑いかけながら、灰となって消えた。

　灰が立ち昇っていく。

　その腕の中から、旅立っていく。

　体を震わせ、必死に感情をせき止めるレフィーヤは、そこで気が付いた。

　地下にあって、光が立ち昇っていた。

　広間に満ちている『魔力』とまるで踊るように、美しい白の光を乱反射させながら、光の塵ちりが舞う。

　一人の妖精がいたことを証明するように、光の欠片が揺らぎ、束たばね、輪となる。

「──────」

　まるでそれは、『光冠』だった。

　少女と『約束』を交わした、レフィーヤの故郷の光景とそっくりだった。

　光の破片が散り、レフィーヤに降りそそぐ。

　言葉を失うレフィーヤに、光の奥で少女が微笑んだ、そんな気がした。







『光冠』を見た。

　宙に浮かぶ光の輪を。

　幾多の光の欠片が織りなす、天に続く白の階段を。

　それはフィルヴィスと結んだ約束の景色。

　とても綺麗きれいな夢想の破片。

　レフィーヤの故郷に宿る、同胞を結び、絆きずなを繫げる、『妖精の輪』。







　少女は頭上を見上げたまま、その眩まぶしい光を瞳に焼きつけた。

　焼きつけて、後はもう、こみ上げる衝動に身を任せた。

　少女は泣いた。

　声を上げて泣いた。

　枯れない涙などないように。

　止やまない悲しみなどないように。

　降りそそぐ白の破片とともに、それは光の雨となる。

　残酷なほどに美しく、清らかで、この世の何よりも尊い雨が、きらめく涙の歌となって響いていく。

　その姿を見守っていた狐人ルナール達も、静かに涙を流した。

　女戦士アマゾネスの少女に支えられる一匹の狼人ウェアウルフは背を向け、その場から離れた。

　その涙を忌いむように。その哭なき声を聞かぬように。

　今だけは、少女を一人にしてやるように。

　狐人ルナール達もその後に続いていく。




　残された妖精は、泣き続け、歌い続けた。

　いつまでも、どこまでも。

　一人の少女を想いながら、涙の歌を。

　白い光を帯びる灰は、少女をいつまでも見守るように、その細い肩に宿っては消えていくのだった。
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あとがき







　今回の外伝十二巻の時系列は、本編十四巻の後、そして本編十五巻の前となります。

　本編十五巻の初版は二〇一九年六月十五日、この外伝十二巻より一ヶ月早く刊行しているのですが、同月に出したかった思いがあります。何だったら外伝の方が先に出したかったまであります。

　つまり何が言いたいかと言うと、発売一ヶ月遅れて申し訳ありませんでした……！

　全てスケジュールを守れなかった作者の責任です。関係者の皆様にも大変ご迷惑おかけしました。




　一巻から続いていた戦いが決着を迎えた、第十二巻になります。

　が、驚くほど書くことが何もありません。

　大決戦ということで色々な感想だったり語りたいことが出てくると思っていたのですが、本当に何も思いつきません。燃えつきた、出しつくした、そんな感じなのでしょうか。

　とりあえず『産む苦しみ』は本編・外伝を含めた全シリーズの中で間違いなく暫定一位です。執筆中は本当に「ひたすらキツイ」×177回くらい言ったくらいキツかったです。そんな苦しむ自分を見て編集長が声を上げて笑う回数もきっと177回。地獄絵図でした。

　それだけ難産だった、というより、物語の登場人物達と一緒に力を絞りつくして、ぶつけたのだと思います。

　少なくとも今までで最もスケールの大きいお話を書いたつもりではいます。これでもまだ描きたいキャラクター達がいたというのが驚きというか恐怖でした。今後これを超える戦いはないと信じて（本編最終巻のプロットは見て見ぬ振りをしながら）。




　これだけではあれなので、頑張って一人の登場人物に触れたいと思います。

　なのでここからネタバレとなります。ご注意を。

　今回、ヒロインと呼べる一人の女の子が原作シリーズの中で初めて『お別れ』を迎えました。

　当初、本巻で彼女の内面を描写することは避けていました。描きたくなかったからです。彼女の矛盾した胸の内が今どうなっているのか見たくありませんでした。掘り下げると深みにはまって戻ってこれない気がしました。それくらいボロボロでした。

　ですが、一番最後の戦闘を、我儘わがままを言って最後の最後で書き直させてもらいました。

　いわゆる味方の心情につけて戦闘描写を進めることが多いのですが、今回は初めて対峙する側を中心に組み立てました。やっぱりキツイと口にしながら、心の声を手探りで引き寄せてみました。で、やっぱり後悔しました。

　しかしその上で、彼女がどれだけ同胞の女の子を大切に想っていたのか、どれくらい最初の出会いが彼女を救っていたのか、ようやくわかりました。

　彼女が犯した事柄は明確な『悪』ですが、作者自身『敵』だったのか『味方』だったのか、はっきりとわかりません。だけど彼女が抱いていた友情や憧憬は本当だったのだと思います。美しい建前がある反面、その本音はしょーもないことだったりする気がする（あくまで作者個人の見解です）神様にも逆らって、我儘を言うくらいには。

　本をとって、彼女達が出会ったシーンを読み返してみると、大してページは割かれていませんでした。伏線などをバラしてはいけないので当然なのですが、手を繫いだ後の彼女の笑顔のことを思うと少し泣きそうになりました。つまり、そういうことだったのだと思います。

　お疲れ様。お休みなさい。また会う日まで。そんな言葉を無責任にしないように、残された女の子のことを見守っていきたいと思います。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　担当の高橋様、北村編集長、今回もスケジュール方面で多大なご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。同じくご迷惑をおかけしたはいむらきよたか先生、こうして節目の巻まで来れたのははいむら先生のアイズやレフィーヤ達がいてくださったおかげです。本当にありがとうございます。こんな自分を支えてくださった関係者の皆様にも深く御礼申し上げます。

　何より、読者の皆様。ここまで読んでくださってありがとうございました。皆様の応援もあって、外伝のシリーズものという難しい立ち位置の作品を連載し続けることができました。自分の物語が少しでも何かを返せていたなら、とても幸せに思います。

　外伝『ソード・オラトリア』はこの十二巻でひとまずの区切りとなります。

　といっても、まだまだ続けていく予定です。本編の時系列との兼ね合いもあって、しばらくこちらの最強主人公達には『お休み』を与えると思いますが、読者の皆様も待って頂けると幸いです。

　これにて外伝も第三部が終了。

　次回からは新章、妖精覚醒編となります。

　最後までお付き合いして頂き、ありがとうございました。

　それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　はいむらさんにまた無茶を言って、今回のカバーイラストは外伝一巻のものと対になるように……とお願いさせて頂きました。一巻からの総決算……になってればいいなぁ。

　長く続いた『都市の破壊者』編の最終戦です。楽しんで頂ければ幸いです。




イラスト

はいむらきよたか

　今回の表紙はズバリ「１巻の〝対〟」ですが、ツールと環境の変化で、やはり１巻とは絵が少し変わってますね。

　…とか言いながら、実はまたぞろ新しいツールへお引越し予定なのですが。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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